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傷
寒
論
述
義
題
辞

従
来

傷
寒
を
注
す
る
家
は
、
概
ね
是

想
象

懸
擬
し
て
、
各
々

私
見
に
師
ひ
、
竟
に
定
論

無
し
。
是
に

も
の

し
た
が

於
い
て
先
教
諭

洽
く
諸
家
を
捜
し
、
是
非
を
衡
別
し
て
、
著
す
る
に
『
輯
義
』
の
一
書

有
り
。
仍

惜
し
む

あ
ま
ね

ら
く
は
繕
次

僅
に
就
く
に
、
間
々

細
辨
を
欠
く
。
元
堅

童
き
時

嘗
て
講
授
を
受
け
。
奈
せ
ん
質

鈍
に
し

お
さ
な

て
詳
記
す
る
こ
と
能
は
ず
。
弱
冠
に
至
る
に
及
ん
で
、
日
に
『
輯
義
』
を
取
り
之
を
読
む
。
疑
竇
に
遇
ふ
毎
に
、

と
う

趨
庭
の
期

無
き
を
念
ひ
、
未
だ
嘗
て
之
を
為
す
に
歔
欷

鳴
咽
せ
ざ
る
こ
と
あ
ら
ざ
る
な
り
。
遂
に
乃
ち
遺
訓

お
も

き

ょ

き

を
遵
奉
し
て
、
至
平

至
易
の
処
に
就
い
て
、
涵
泳

玩
繹
す
る
は
、
蓋
し
亦

年
有
り
。
以
為
ら
く
前
輩
に
『
類

か
ん
え
い

が
ん
え
き

証
』
有
り
、『
類
治
』
有
り
、『
類
方
』
有
る
も
、
未
だ
病
情

病
機
を
求
め
て
、
能
く
剖
判
を
加
ふ
者
有
ら
ず
。

故
に
微
言

大
義
、
往
往

湮
鬱
し
て
明
ら
か
な
ら
ず
。
仍

自
ら
揣
ら
ず
、
其
の
要
を
疏
ち
、
其
の
異
を
通
じ

わ
か

て
、
述
べ
て
五
巻
と
為
し
、
以
て
『
輯
義
』
の
余
意
を
拡
充
す
。
陰
陽
の
略
、
兼
変
の
殊
を
、
参
互
攷
究
し
、

具
へ
て
條
析
と
為
す
。
而
し
て
更
に
答
問
数
則
を
設
け
、
以
て
其
の
大
例
を
辨
じ
、
之
を
巻
末
に
附
す
。
竊
に

恐
る
猶
ほ
是

想
象

懸
擬
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
か
と
。
然
し
言

必
ず
体
験
を
之
に
審
徴
す
。
諸
々
無
稽
の
説
は
、

断
断
乎
と
し
て
為
す
に

屑

し
と
せ
ざ
る
所
な
れ
ば
、
則
ち
之
を
浮
辞

高
談
し
て
、
誇
張
を
急
ぐ
者
に
較
ぶ

い
さ
ぎ
よ

れ
ば
、
或
い
は
日
用
の
際
に
切
な
ら
ん
か
。
因
つ
て
憶
ふ
に
先
友

軒
邨

寧
煕

字
は
世
緝
な
る
者
有
り
。
才

敏
に
苦
学
す
。
深
く
力
を
此
の
経
に
用
ゐ
、
多
く
濬
発
す
る
所
あ
り
。
亦

注
解
を
志
す
有
り
。
相
与
に
商
榷

題辞
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を
約
す
。
且
つ
其
の
書
を
序
す
。
今

拙
著

稾
を
卸
し
、
其
の
人

已
に
謝
す
。
惋
歎
の
余
り
、
遂
に
併
せ
て

此
に
書
す
。

文
政
丁
亥
嘉
平
月
丹
波
元
堅
籑

傷
寒
論
述
義
目
録

巻
第
一

叙
述

陰
陽
総
述

巻
第
二

述
太
陽
病

述
少
陽
病

述
陽
明
病

述
太
陰
病

述
少
陰
病

述
厥
陰
病

傷寒論述義
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目録

巻
第
三

述
合
病
併
病

述
温
病
風
温

巻
第
四

述
壊
病

述
兼
変
諸
証

虚
乏

熱
鬱

飲
邪
搏
聚

飲
邪
併
結

血
熱
瘀
血

熱
入
血
室

風
湿

湿
熱
寒
湿

巻
第
五

述
霍
乱
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傷寒論述義

述
差
後
労
復

附
答
問

傷
寒
論
述
義
目
録
終

天
保
戊
戌
歳
審
正
癸
卯
歳
開
雕
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叙述

傷
寒
論
述
義
巻
第
一

丹
波
元
堅

学

敘
述

『
傷
寒
論
』
一
部
は
、
全
く
是

性
命
の
書
に
て
、
学
ぶ
者
を
し
て
病
を
見
て
源
を
知
ら
し
む
る
所
以
な
り
。

是
を
以
て
深
切
に
し
て
著
明
、
平
易
に
し
て
直
達
、
誠
に
牽
紐
、
艱
隠
の
故
有
る
に
匪
ざ
る
者
な
り
。
蓋
し
仲

景
の
旨
は
、
先
ず
其
の
病
を
辨
定
す
。
病
を
辨
ず
る
法
は
、
脈
証
を
察
す
る
に
在
り
。
故
に
必
ず
脈
証
に
就
い

て
、
以
て
其
の
病
を
定
め
、
而
る
後
に
治
法
を
由
つ
て
設
く
る
こ
と
有
り
。
謂
ふ
所
の
病
な
る
者
と
は
、
何
ぞ

や
。
三
陽

三
陰
が
是
な
り
。
熱
を
陽
と
為
し
、
寒
を
陰
と
為
す
。
而
し
て
表
裏

虚
実
、
互
い
に
同
じ
か
ら
ざ

る
有
れ
ば
、
則
ち
六
者
の
分
、
是
に
於
い
て
立
つ
る
な
り
。
謂
ふ
所
の
脈
な
る
者
と
は
何
ぞ
や
。
其
の
位
は
、

寸
口

関
上

尺
中

趺
陽
。
其
の
体
は
、
浮

沈

遅

数

緊

緩

滑

濇
の
類
、
是
な
り
。
証
な
る
者
と
は
何
ぞ

や
。
発
熱

悪
寒
、
讝
語

腹
満
、
下
利

厥
冷
の
類
、
是
な
り
。
脈
に
常
変

有
り
。
証
に
真
仮

有
り
。
故
に

脈
証

並
示
し
、
而
し
て
病
の
情
機
を
尽
く
す
な
り
。
脈
に
常
変

有
る
こ
と
は
、
巻
末
の
答
問
中
に
詳
し
。
病
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巻第一

情
の
字
は
、
『
素
問
』
に
多
く
見
る
。
形
の
疾
病
は
、
其
の
情
を
知
る
こ
と
莫
き
の
類
の
如
し
。
情
の
言
は
猶

ほ
性
の
ご
と
し
。
蓋
し
病
の
寒
熱

虚
実
は
皆

之
を
情
と
謂
ふ
な
り
。
病
機
の
字
は
『
本
草
経
』
に
見
る
。
曰

く
、「
病
を
療
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
先
ず
其
の
源
を
察
し
、
先
ず
病
機
を
候
ふ
」
と
。
蓋
し
邪
の
進
退

消
長
、

勢
の
緩
急

劇
易
は
、
皆
之
を
機
と
謂
ふ
な
り
。
程
氏
は
病
人
の
苦
喜
を
以
て
、
指
し
て
病
情
と
為
す
。
柯
氏

は
『
論
翼
』
に
、
又
病
に
名

証

情

機
の
別
有
る
こ
と
を
論
ず
。
並
ん
で
此
に
称
す
る
所
と
異
な
る
。
謂
ふ

所
の
治
な
る
者
と
は
何
ぞ
や
。
汗

下

凉

温
、
及
び
刺

灸
の
法
、
是
な
り
。
六
病
中
に
、
自
づ
と
緩
急

劇

易
の
等
し
か
ら
ざ
る
こ
と
有
り
。
故
に
方
に
亦

大
小

緊
慢
の
同
じ
か
ら
ざ
る
有
り
。
以
て
相

対
治
す
。
之

を
加
ふ
る
に
人

宿
恙

相
得
る
こ
と
無
き
こ
と
能
は
ず
。
医

或
い
は
誤
措
し
、
以
て
変
逆
を
致
す
は
、
凡
そ

皆

其
の
脈
証
に
随
つ
て
、
之
を
治
法
に
備
ふ
。
其
の
深
切
に
し
て
著
明
、
平
易
に
し
て
直
達
な
る
こ
と
、
固

よ
り
既
に
是
の
如
し
。
始
め
て
艱
隠
し
て
知
り
難
き
者
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
其
の
書
は
実
に

三
代
の
遺
な
り
。
是
を
以
て
高
く
し
て
旨

邃
し
と
言
ふ
。
苟
も
其
の
義
例
に
通
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
未
だ
盲
者

ふ
か

の
埴
を
擿
つ
を
免
れ
ず
。
塗
を
索
め
て
冥
行
す
る
の
み
。
蓋
し
嘗
て
之
を
論
ず
る
に
、
之
を
岐
扁
に
取
り
、

な
げ
う

も
と

変
じ
て
之
を
通
ず
。
此

名
称
の
例
な
り
。
熱
よ
り
し
て
寒
、
表
よ
り
し
て
裏
、
実
よ
り
し
て
虚
、
此

篇
第
の

例
な
り
。
六
病
の
名
は
提
綱
に
有
り
。
而
し
て
次
ぐ
に
細
目
を
以
て
す
。
又

次
い
で
本
病

来
路
、
伝
変

証

候
、
及
び
誤
逆

諸
態
、
疑
似

各
病
を
以
て
す
。
或
い
は
其
の
正
を
挙
げ
、
承
く
る
に
其
の
奇
を
以
て
し
、
或

い
は
其
の
軽
き
を
説
い
て
、
続
い
て
其
の
重
き
を
以
て
す
。
法

有
り
桉

有
り
、
戒

有
り
論

有
り
。
参
互
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叙述

錯
綜
、
縷
分

條
析
。
此

章
次
の
例
な
り
。
語
る
に
主
客

有
り
。
辞
す
る
に
詳
略

有
り
。
或
い
は
数
條

相

参
じ
て
、
其
の
義

始
め
て
悉
く
す
。
或
い
は
一
章
の
中
に
、
文

互
い
に
照
対
し
、
証
を
方
を
以
て
省
き
、
方

を
証
を
以
て
略
す
。
理
趣

明
白
に
し
て
、
複
述
を
仮
ざ
る
者

有
り
、
事
緒

繁
雑
に
し
て
、
須
く
人
を
引
伸

す
べ
き
者
有
り
。
此

辞
句
の
例
な
り
。
四
者
の
例
は
、
極
め
て
謹
厳
を
為
す
。
而
し
て
倶
に
是

深
意
の
存
す

る
所
な
ら
ざ
る
莫
し
。
今

弇
陋
を
憚
ら
ず
、
『
輯
義
』
の
著
に
本
づ
い
て
、
諸

四
者
の
例
を
桉
じ
、
病
の
情

機
を
推
究
し
、
以
て
其
の
大
要
を
述
ぶ
。
陰
陽

総
述
に
始
ま
り
、
差
後

労
復
に
終
わ
り
、
脈
証

治
法
を
具

へ
て
辨
析
と
為
す
。
顧
る
に
猶
ほ
未
だ
注
家

更
定
の
気
習
を
免
れ
ざ
る
ご
と
し
。
然
し
其
の
派
を
分
か
た
ざ

れ
ば
、
以
て
其
の
源
に
達
す
る
由

無
く
、
其
の
類
を
疏
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
其
の
別
を
認
む
る
由

無
し
。
故
に

と
お

務
め
て
拘
鑿
の
談
を
去
り
、
敢
へ
て
坦
明
の
説
に
従
ふ
。
庶
く
は
其
の
通
ず
べ
き
に
通
じ
、
其
の
疑
ふ
べ
き
を

疑
ひ
、
耑
ら
以
て
家
庭
の
遺
教
を
拡
充
し
、
性
命
上
の
神
理
を
闡
揚
せ
ん
。
後
の
読
者
は
、
或
い
は
此
に
由
つ

て
手
を
入
れ
、
其
の
病
に
臨
み
療
を
処
す
る
の
方
に
於
い
て
、
未
だ
必
ず
し
も
小
補

無
し
と
せ
ず
。
是
の
書

の
作
す
に
、
全
経
の
大
義
を
辨
ず
る
を
以
て
主
と
為
す
。
故
に
毎
病

毎
証
、
必
ず
し
も
各
章
を
具
列
せ
ず
。

特
に
其
の
梗
概
を
挙
げ
、
以
て
人
の
隅
反
を
俟
つ
。
蓋
し
大
綱
を
叙
す
る
に
は
、
則
ち
大
書
を
用
ゐ
、
而
し
て

説
を
為
す
所
以
、
及
び
諸
説
を
援
拠
す
る
と
き
は
、
則
ち
其
の
下
に
夾
注
す
。
要
旨
は
『
輯
義
』
の
余
意
を
述

ぶ
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
則
ち
『
輯
義
』
に
既
載
の
者
は
、
亦

復
び
は
録
出
せ
ず
。
撰
述
の
例
の
如
き
は
、
更

に
三
端

有
り
。
一
に
『
輯
義
』
の
覆
を
発
す
。
『
輯
義
』
は
固
よ
り
慎
重
を
主
と
す
。
故
に
情
機

伝
変
の
委
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に
於
い
て
、
前
人
の
説

具
せ
ざ
る
者
は
、
大
抵

欠
い
て
論
ぜ
ず
。
今

経
旨
を
鑚
研
し
、
事
理
を
覈
核
し
、

略
し
て
辨
訂
を
加
へ
、
以
て
貂
続
と
為
す
。
一
に
諸
家
の
中
を
酌
ん
で
、
『
輯
義
』
に
引
く
所
の
諸
説
は
、
或

い
は
一
條
に
し
て
異
同
兼
臚
し
、
或
い
は
数
條
に
し
て
前
後
に
其
の
義

異
な
る
。
今

則
ち
参
互
涵
泳
し
、
之

を
画
一
に
帰
す
。
一
に
『
輯
義
』
の
遺
を
補
ふ
。
前
輩
の
確
説
、
及
び
諸
家
の
経
旨
を
拡
充
せ
る
者
、
或
い
は

漏
落

有
れ
ば
、
略
取
し
て
之
を
附
す
。
唯

拙
著

別
に
『
傷
寒
広
要
』
有
り
。
故
に
彼
の
採
入
せ
る
所
は
、

茲
に
復
び
は
贅
せ
ず
。
之
を
要
す
れ
ば
仲
景
の
書
は
、
理

該
ね
ざ
る
無
し
。
学
者

河
を
飲
む
鼠
の
如
く
、
各

其
の
量
を
充
た
す
。
此

『
輯
義
』
の
著
は
、
亦

広
蒐
を
厭
わ
ざ
る
所
以
な
り
。
今

斯
の
書
は
、
則
ち
僅
に

一
隅
を
述
べ
、
見
る
所

特
に
隘
し
。
然
し
既
博
な
り
。
従
つ
て
而
し
て
之
を
約
す
に
、
固
よ
り
亦

学
を
為
す

せ
ま

の
方
な
り
。
覧
る
者

幸
ひ
に
僭
越
の
罪
を
恕
し
た
ま
は
ん
。
○
桉
ず
る
に
諸
注
家
、
尤
怡
『
傷
寒
論
貫
珠
集
』
、

黄
元
御
『
傷
寒
懸
解
』
、
『
長
沙
薬
解
』
の
如
き
は
、
倶
に
先
教
諭

世
を
下
り
て
後
に
出
づ
。
尤
書
は
穏
実
に

し
て
、
間
々
発
明

有
り
。
黄
書
は
僻
謬
に
て
、
殊
に
取
る
こ
と
少
な
し
。
又

近
世

熊
寿
試
『
集
注
』
有
り
。

又
郭
雍
『
傷
寒
補
亡
論
』
は
、
『
輯
義
』
に
て
は
汪
氏
従
り
転
引
す
。
而
し
近
日

呉
舶

新
齎
本

有
り
。
今

亦

採
入
す
。
皇
国

注
家
の
如
き
に
至
り
て
は
、
則
ち
指
す
に
僂
る
暇
あ
ら
ず
。
『
輯
義
』
一
概
に
引
か
ず
。

蕪
雑
な
る
を
嫌
ふ
な
り
。
愚

亦

甚
だ
読
む
を
厭
ひ
、
姑
く
一
二
部
を
取
り
、
略
し
て
之
を
摘
録
す
る
の
み
。

○
郭
氏

曰
く
、「
問
ふ
て
云
ふ
。
傷
寒

何
を
以
つ
て
之
を
卒
病
と
謂
ふ
か
と
。
雍
云
ふ
。
是

説

無
き
な
り
。

仲
景

叙
論
に
云
ふ
。『
傷
寒
雑
病
論
』
合
せ
て
十
六
巻
と
為
す
と
。
而
し
て
其
の
目
を
標
す
者
、
誤
つ
て
書
し
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て
卒
病
と
為
す
。
後
学

之
に
因
つ
て
、
乃
ち
六
七
日
に
て
人
生
死
す
。
故
に
之
を
卒
病
と
謂
ふ
と
。
此
の
説

非
な
り
。
古
の
伝
書

怠
堕
な
る
者
は
、
字
画

多
き
に
因
つ
て
、
偏
旁
を
省
い
て
字
を
書
き
、
或
い
は
二
字
を

合
し
て
一
と
為
す
。
故
に
雑
を
書
い
て
亲
と
為
し
、
或
い
は
再
び
省
い
て
卒
と
為
す
。
今

卒
病
と
書
く
は
、

則
ち
雑
病
の
字
な
り
。
漢
の
劉
向
は
中
秘
書
を
校
し
て
、
趙
を
以
て
肖
と
為
し
、
齊
を
以
て
立
と
為
す
の
説

有
り
。
皆

省
文
に
従
る
。
而
し
て
此
に
至
り
、
雑
病
の
卒
病
と
書
く
と
以
て
異
な
る
こ
と
無
し
。
今
『
傷
寒

論
』
十
巻
存
し
て
、『
雑
病
論
』
亡
ふ
」
と
。
郭
の
此
の
説
は
甚
だ
是
な
り
。
但
し
末
句
に
礙
げ
有
り
。
○
家

丹
州
公
『
医
心
方
』
に
、『
養
生
要
集
』
を
引
い
て
、
高
平

王
煕
叔
和

曰
の
語

有
り
。
此
に
拠
る
と
、
叔
和

名
は
煕
、
字
を
以
て
行
く
な
り
。
先
友

山
本
譲

嘗
て
此
の
説

有
り
。
実
に
前
人
の
未
だ
言
ひ
及
ば
ざ
る
所

と
為
す
。
仍

之
を
附
拈
す
。

陰
陽
総
述

蓋
し
仲
景
の
陰
陽
の
義
を
明
ら
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
先
ず
『
素
問
』
熱
論
の
旨
を
審
か
に
す
べ
し
。
三
陽

三
陰
の
目
の
由
つ
て
出
づ
る
所
な
り
。
夫
れ
三
陽
三
陰
の
目
は
、
之
を
彼
に
取
る
と
雖
も
、
而
し
其
の
義
は
則

ち
自
ら
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
有
り
。
故
に
学
ぶ
者
は
胸
次
に
必
ず
先
ず
此
に
了
然
と
し
て
、
而
し
て
始
め
て
仲
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景
の
書
を
読
む
べ
し
。
熱
論
を
攷
ふ
る
に
、
黄
帝
は
熱
病
を
以
て
問
ひ
を
起
こ
し
、
而
し
て
岐
伯
対
ふ
る
に
人

の
寒
に
傷
ら
れ
て
、
則
ち
病
熱
を
為
す
を
以
て
す
。
是

人

真
に
寒
に
傷
ら
れ
て
、
陽
気

怫
結
し
、
因
つ
て

熱
証
を
為
す
を
言
ふ
な
り
。
曰
く
、「
傷
寒
一
日
、
巨
陽

之
を
受
く
。
故
に
頭
項

痛
み
、
腰
脊

痛
む
云
云
」

と
。
是
は
経
絡
に
拠
つ
て
分
を
為
す
。
三
陽
経
は
外
を
循
り
、
三
陰
経
は
内
を
循
る
こ
と
を
為
す
を
以
て
、
故

に
表
熱
証
を
三
陽
と
為
し
、
裏
熱
証
を
三
陰
と
為
す
。
而
し
て
表
裏

均
し
く
熱
す
る
を
以
て
両
感
と
為
す
。

定
む
る
所
の
日
期
の
如
き
は
、
略

浅
深

次
序
を
示
す
の
み
。
故
に
曰
く
、
「
其
の
未
だ
三
日
に
満
た
ざ
る
者

は
、
汗
す
べ
し
。
其
の
三
日
に
満
つ
る
者
は
、
泄
す
べ
し
」
と
。
以
て
見
る
べ
し
。
之
を
要
す
れ
ば
、『
素
問
』

の
義
は
、
是

熱
病
に
止
ま
る
。
仲
景
の
寒
熱

兼
該
す
る
者
と
、
判
然
た
る
両
途
な
り
。
『
素
問
』
と
仲
景
の

異
は
、
従
来
の
注
家
、
分
辨

清
な
ら
ず
し
て
、
往
往

牽
混
す
。
遂
に
徒
ら
に
頭
緒
を
分
か
ち
、
泛
く
統
紀

無
き
に
至
る
。
故
に
茲
に
首
め
に
之
を
辨
ず
。
王
氏
『
溯
洄
集
』
に
曰
く
。
「
夫
れ
『
素
問
』
に
、
人
の
寒
に

傷
ら
る
れ
ば
、
則
ち
病

熱
と
為
る
と
謂
ふ
者
は
、
常
を
言
ひ
て
変
を
言
は
ざ
る
な
り
。
仲
景
の
或
い
は
熱
を

或
い
は
寒
を
謂
ひ
て
、
一
な
ら
ざ
る
者
は
、
常
と
変
と
を
備
へ
て
、
遺
す
弗
き
な
り
。
仲
景

蓋
ぞ
古
人
の
未

の
こ

だ
言
は
ざ
る
所
を
言
ひ
て
、
大
い
に
古
人
よ
り
功

有
る
は
、
偏
に
廃
せ
ん
と
欲
す
と
雖
も
可
な
ら
ざ
ら
ん
や
」

と
。
程
氏
『
後
條
辨
贅
余
』
に
曰
く
、「
『
素
問
』
の
六
経
は
、
是

一
病

共
に
具
は
る
の
六
経
な
り
。
仲
景
の

六
経
は
、
是

異
病

分
布
の
六
経
な
り
。『
素
問
』
の
六
経
は
、
是

熱
病
に
因
つ
て
、
而
し
て
六
経
に
原
及
す
。

仲
景
の
六
経
は
、
是

六
経
を
設
け
、
以
て
該
ね
て
衆
病
を
尽
く
す
」
と
。
二
家
の
言
は
、
特
に
其
の
要
を
得
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る
。
又

中
西
惟
忠

山
田
正
珍
、
亦

並
ん
で
辨

有
り
。
稍

確
か
な
り
。

仲
景

謂
ふ
所
の
陰
陽
は
、
寒
熱
の
謂
な
り
。
曰
く
、「
病
に
発
熱

悪
寒
す
る
者

有
り
。
陽
に
発
す
る
な
り
。

熱

無
く
悪
寒
す
る
者

有
り
。
陰
に
発
す
る
な
り
」
と
。
此

則
ち
全
経
の
大
旨
な
り
。
其
の
発
熱

熱
無
き
は
、

是

病
熱

病
寒
の
明
徴
な
り
。
但

其
の
章
は
本

邪
の
初
犯
に
、
表
熱

表
寒
の
異
の
分
か
ち
を
為
し
て
設
く
。

此
の
章
の
義
は
、
『
溯
洄
集
』
始
め
て
其
の
蘊
を
発
す
。
程

銭
の
諸
家
は
、
皆

之
を
根
拠
と
す
。
然
し
て
是

に
由
つ
て
推
求
す
れ
ば
、
則
ち
諸
般
の
疾
証
、
皆

自
づ
か
ら
歴
然
た
り
。
夫
れ
其
の
熱
と
為
り
寒
と
為
る
所

以
の
理
に
原
づ
く
は
、
固
よ
り
受
く
る
所
の
地
位
を
以
て
せ
ず
。
注
家
、
陽
経

陰
経
を
以
て
説
と
為
す
は
、

妥
を
欠
く
。
亦

感
ず
る
所
の
邪
に
、
寒
と
熱
と
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
互
い
に
巻
末
の
答
問
を
見
て
、
宜
し

く
併
攷
す
べ
し
。
蓋
し
人
に
は
強
弱
を
論
ぜ
ず
、
必
ず
一
罅
隙

有
り
。
而
し
て
邪

乃
ち
入
る
に
之
に
乗
ず
。

罅
隙
な
る
者
は
何
ぞ
や
。
或
い
は
労
汗
に
凉
を
取
り
、
或
い
は
衣
被

宜
し
き
を
失
ひ
、
或
い
は
食
饑
し
て
房

に
入
り
出
浴
す
る
な
ど
、
凡
そ
一
時
に
適
た
ま
表

開
く
こ
と
有
り
。
皆

是
な
り
。
評
熱
病
論
に
曰
く
、
「
邪

の
湊
ま
る
所
、
其
の
気

必
ず
虚
す
」
と
。
是

気

虚
す
る
所
の
処
に
、
邪
気

湊
ま
る
こ
と
を
言
ふ
。
百
病
始

あ
つ

生
篇
に
曰
く
、
「
風
雨

寒
熱
も
、
虚
を
得
ざ
れ
ば
、
邪

独
り
で
は
人
を
傷
ら
ず
」
と
。
謂
ふ
所
の
虚
な
る
者

は
、
虚
邪
の
風
と
身
形
の
虚
と
を
言
ふ
。
又

楊
上
善
『
太
素
注
』
に
曰
く
、「
風
気
は
之
、
之
を
得
る
に
因
る

者
な
り
。
或
い
は
飢
虚
に
因
り
、
或
い
は
復
た
力
を
用
ゐ
る
に
因
り
、
腠
理

開
発
す
れ
ば
、
風
は
毛
腠
に
入

り
、
洒
然
と
し
て
寒
く
、
腠
理

閉
塞
す
れ
ば
、
内

壅
が
り
熱
悶
す
」
と
。
皆

以
て
証
す
べ
し
。
又

内
藤
希
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哲

山
田
宗
俊
も
亦

嘗
て
之
を
論
ず
る
も
、
精
切
を
欠
く
。
仍

録
さ
ず
。
其
の
既
に
乗
じ
て
入
る
や
、
其
の

人
の
陽
気
の
盛
衰
に
随
つ
て
、
化
し
て
病
と
為
る
。
是
に
於
い
て
寒
熱
の
分

有
り
。
虚
家
に
も
陰
虚

陽
盛
の

者
有
り
。
実
人
も
亦

内
寒
の
者

有
り
。
蓋
し
陰
陽

盛
衰
の
機
は
、
一
例
に
し
て
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
学
者

宜

し
く
精
思
す
べ
し
。
陽
盛
の
人
は
、
邪

陽
に
化
す
に
従
り
、
以
て
表
熱
と
為
る
。
此

陽
に
発
す
る
の
義
な
り
。

太
陽
病
中
に
詳
述
す
。
陽
衰
の
人
は
、
邪

陰
に
化
す
に
従
り
、
以
て
表
寒
と
為
る
。
此

陰
に
発
す
の
義
な
り
。

少
陰
中
に
詳
し
。
陽
に
発
す
る
者
は
、
其
の
陽

甚
だ
盛
ん
な
れ
ば
、
邪
と
相
搏
ち
、
則
ち
伝
は
つ
て
裏
熱
と

為
る
。
少
陽

陽
明
中
に
詳
し
。
如
し
胃
気
素
弱
け
れ
ば
、
邪
の
為
に
奪
は
る
る
所
な
り
。
或
い
は
内
に
久
冷

有
ら
ば
、
則
ち
変
じ
て
裏
寒
と
為
る
。
太
陰

少
陰
中
に
詳
し
。
陰
に
発
す
る
者
は
、
其
の
陽

甚
だ
衰
へ
、
邪

に
抗
は
ず
。
則
ち
伝
は
つ
て
裏
寒
と
為
る
。
少
陰
中
に
詳
し
。
如
し
本

伏
陽

有
つ
て
、
更
に
能
く
撑
持
す
れ

ば
、
則
ち
変
じ
て
裏
熱
と
為
る
。
亦

少
陰
に
詳
し
。
此

陰
陽
の
要
な
り
。
病
を
受
く
る
の
略
な
り
。
経
に
曰

く
、
「
邪
気

盛
ん
な
れ
ば
則
ち
実
し
、
精
気

奪
す
れ
ば
則
ち
虚
す
」
と
。
其
の
義
を
見
る
べ
き
な
り
。
経
と

は
、
『
素
問
』
通
評
虚
実
論
な
り
。
先
教
諭
に
嘗
て
詳
解

有
り
。
今

愚
の
此
の
説
は
実
に
其
の
意
に
本
づ
い

て
云
ふ
。
従
前
の
諸
家
、
間
々
此
に
論
及
す
る
者

有
り
。
或
い
は
礙

無
し
と
せ
ず
と
雖
も
、
然
し
宜
し
く
以

て
拠
と
為
す
べ
し
。
仍

左
に
表
出
す
。
龎
氏

曰
く
、「
凡
そ
人
の
稟
気
は
各
々
盛
衰

有
り
て
、
宿
病
に
は
各

々
寒
熱

有
り
。
傷
寒
に
因
つ
て
宿
疾
を
蒸
起
す
。
更
に
異
気
を
感
じ
て
変
ず
る
者
に
は
在
ら
ず
。
仮
令
ば
素

寒

在
る
者
は
、
多
く
は
陽
虚

陰
盛
の
疾
に
変
じ
、
或
い
は
陰
毒
に
変
ず
る
な
り
。
素
熱

有
る
者
は
、
多
く
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は
陽
盛

陰
虚
の
疾
に
変
じ
、
或
い
は
陽
毒
に
変
ず
る
な
り
」
と
。
（
此
の
説

已
に
『
広
要
』
中
に
拈
す
。
然

し
病
の
人
に
因
つ
て
化
す
る
者
を
論
ず
る
は
、
実
に
龎
氏
を
以
て
藍
本
と
為
す
。
故
に
又

茲
に
列
す
）
程
氏

曰
く
、「
人
の
府
蔵
は
、
但

各
々
虚
実

寒
熱
の
等
し
か
ら
ざ
る
こ
と
有
る
に
は
あ
ら
ず
。
而
し
て
虚
実

寒
熱

中
に
、
更
に
剛
柔

強
脆
の
等
し
か
ら
ざ
る
こ
と
有
り
。
風
寒

固
よ
り
択
ば
ず
し
て
施
す
。
府
蔵
は
則
ち
材
に

随
つ
て
各
々
得
る
」
と
。
柯
氏

曰
く
、「
夫
れ
病
の
寒
熱
は
、
当
に
其
の
人
の
陰
陽
の
盛
衰
を
審
か
に
す
べ
し
。

天
気
の
実
熱
に
拘
る
こ
と
を
得
ず
。
必
ず
其
の
人
の
陰
陽
の
多
少

元
気
の
虚
実
に
因
つ
て
、
全
く
は
時
令
の

陰
陽
に
憑
い
て
転
移
を
為
さ
ざ
る
な
り
」
と
。
『
金
鑑
』
に
曰
く
、
「
六
気
の
邪
は
、
人

感
ず
る
に
同
じ
と
雖

も
、
人

之
を
受
け
て
病
を
生
ず
る
に
各
々
異
な
る
者
は
、
何
ぞ
や
。
蓋
し
人
の
形
に
厚
薄

有
り
、
気
に
盛
衰

有
り
、
蔵
に
寒
熱

有
る
を
以
て
な
り
。
受
く
る
所
の
邪
は
、
毎
に
其
の
人
の
蔵
気
に
従
つ
て
化
す
。
故
に
病

を
生
ず
る
に
各
々
異
な
る
な
り
。
是
を
以
て
或
い
は
虚
化
に
従
ひ
、
或
い
は
実
化
に
従
ひ
、
或
い
は
寒
化
に
従

ひ
、
或
い
は
熱
化
に
従
ふ
。
諸
々
水
火
に
譬
ふ
れ
ば
、
水

盛
ん
な
れ
ば
則
ち
火

滅
し
、
火

盛
ん
な
れ
ば
則

ち
水

耗
る
。
物

盛
ん
な
れ
ば
化
に
従
ふ
は
、
理

固
よ
り
然
る
な
り
。
誠
に
此
に
知
ら
る
。
又

何
ぞ
陽
邪
の

へ

裏
に
伝
は
つ
て
、
寒
に
変
じ
熱
に
化
す
を
疑
は
ん
や
。
而
し
て
遂
に
以
て
奇
と
為
さ
ん
や
」
と
。
又

軒
邨

曰

く
、「
『
霊
枢
』
五
変
篇
に
論
ず
る
所
、
能
く
邪
を
受
く
る
の
理
を
尽
く
せ
り
。
云
く
、「
黄
帝

曰
く
、
一
時
に

風
に
遇
は
ば
、
同
時
に
病
を
得
る
も
、
其
の
病

各

異
な
る
。
願
は
く
は
其
の
故
を
聞
か
ん
。
少
兪

曰
く
、

善
い
か
な
問
ひ
。
請
ふ
論
ず
る
に
以
て
匠
人
に
比
せ
ん
。
匠
人
の
斧
斤
を
磨
く
に
刀
を
砺
い
で
、
材
木
を
削
劉
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す
。
木
の
陰
陽
、
尚

堅
脆

有
り
。
堅
な
る
者
は
入
ら
ず
。
脆
な
る
者
は
皮

弛
み
、
其
の
交
節
に
至
り
て
、

斤
斧
を
欠
く
。
夫
れ
一
木
の
中
に
も
、
堅
脆

同
じ
か
ら
ず
。
堅
な
る
者
は
則
ち
剛
く
。
脆
な
る
者
は
傷
ら
れ

易
し
。
況
ん
や
其
の
材
木
の
同
じ
か
ら
ざ
る
を
や
。
皮
の
厚
薄

汁
の
多
少
、
而
し
て
各
異
な
る
。
云
云
」
と
。

是
な
り
」
と
。
軒
又

曰
く
、「
宋
人
に
陽
臓
人

陰
臓
人
の
語

有
り
。
其
の
人
の
体
質
に
就
い
て
言
を
為
す
。

蓋
し
陽
臓
人
は
邪
に
感
ず
れ
ば
、
則
ち
熱
証
と
為
り
。
陰
臓
人
は
邪
に
感
じ
て
、
則
ち
寒
証
と
為
る
な
り
」
と
。

愚

謂
ふ
軒
説

並
に
是
な
り
と
。
又

陶
隠
居

曰
く
、「
邪
気
の
人
を
傷
る
や
、
最
も
深
重
と
為
す
は
、
経
絡

既
に
此
の
気
を
受
け
、
蔵
腑
に
転
入
し
、
其
の
虚
実

冷
熱
に
随
つ
て
、
結
し
て
以
て
病
と
成
る
」
と
。
亦

以

て
発
す
る
に
足
る
。

寒
熱
な
る
者
は
、
病
の
情
な
り
。
病
に
在
る
所
の
部
位

有
り
。
人
に
体
気
の
強
弱

有
り
。
故
に
表
裏

虚
実

相
配
す
る
に
、
以
て
三
陽
三
陰
と
為
す
。
而
し
て
証
状

機
変
、
是
に
於
い
て
此
を
出
づ
る
こ
と
無
し
。
表
は
、

躯
殻
の
分
、
是
な
り
。
裏
は
、
胃
府

是
な
り
。
中
西
惟
忠
曰
く
、
「
胃
は
、
津
液
の
原
に
し
て
、
生

有
る
の

本
な
り
。
飲
食
の
入
る
や
、
前
後
の
出
と
、
顕
然
と
し
て
之
を
外
に
度
し
て
、
内
の
病
む
所
を
察
す
べ
し
」
と
。

愚

又

謂
ふ
、「
陽
気
の
盛
衰
は
、
必
ず
之
を
胃
に
験
す
。
而
し
て
倉
廩
の
官
は
、
邪

最
も
陥
入
し
易
し
。
且

つ
外
感
の
病
は
、
倘
し
傷

臓
に
及
ば
ば
、
則
ち
薬
の
能
く
治
す
る
所
に
非
ず
。
皆

是

仲
景
の
専
ら
胃
腑
を

主
と
す
る
所
以
な
り
」
と
。
虚
な
る
者
は
、
無
形
の
名
、
気
虧
の
義
な
り
。
実
な
る
者
は
、
有
形
の
名
、
気
盈

の
義
な
り
。
蓋
し
陽

盛
ん
な
れ
ば
則
ち
熱
す
。
故
に
実
証

多
く
は
熱
す
。
火
熱
は
炎
上
す
。
故
に
表
証

多
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く
は
熱
す
。
陽

衰
ふ
れ
ば
則
ち
寒
た
り
。
故
に
寒
証

多
く
は
虚
す
。
水
勢
は
沈
下
す
。
故
に
寒
証

多
く
は

裏
な
り
。
然
し
事
以
て
一
定
な
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
熱
に
亦

裏

有
り
虚

有
り
。
寒
に
亦

表

有
り
実

有
り
。

此

分
か
ち
て
六
と
為
す
所
以
な
り
。
太
陽
病
は
、
表
熱
の
証
な
り
。
少
陽
病
は
、
半
表
半
裏
の
熱
証
な
り
。

此
の
二
者
は
未
だ
物
に
藉
り
て
結
を
為
さ
ず
。
然
し
て
其
の
体
気
は
則
ち
実
な
り
。
陽
明
病
は
、
裏
熱
実
の
証

な
り
。
太
陰
病
は
、
裏
寒
実
の
証
な
り
。
少
陰
病
は
、
表
裏

虚
寒
の
証
な
り
。
而
も
更
に
等
差

有
り
。
厥
陰

病
は
、
裏
虚
に
し
て
寒
熱
相
錯
す
る
証
な
り
。
此

三
陽
三
陰
の
梗
概
な
り
。
表
裏
に
倶
に
寒
熱

有
り
。
但
し

半
表
半
裏
に
は
、
熱
証

有
つ
て
寒
証

無
し
。
蓋
し
寒
は
是

潤
下
の
気
に
し
て
、
隙
地
に
羈
留
す
べ
き
に
非

ず
。
其
の
理
は
辨
を
待
た
ざ
る
な
り
。
諸
家

説
く
所
の
如
く
、
一
に
経
絡

蔵
府
の
義
に
係
る
。
愚

豈

前
輩

に
異
な
る
を
求
め
ん
や
。
姑
く
見
る
所
を
攄
べ
て
、
以
て
後
の
識
者
を
俟
つ
の
み
。
諸
家
の
説
を
攷
ふ
る
に
、

の

皆

経
絡

蔵
府
を
主
と
す
。
而
し
て
各
々

異
同

有
り
。
今

其
の

略

を
摘
む
。
成
氏
は
太
陽
を
以
て
表
と

お
ほ
よ
そ

為
し
、
陽
明
を
胃
と
為
し
、
少
陽
を
半
表
半
裏
と
為
し
、
太
陰
を
陽
邪

裏
に
伝
は
る
と
為
し
、
少
陰
を
邪
気

裏
に
伝
は
る
こ
と
深
し
と
為
し
、
厥
陰
を
熱

已
に
深
し
と
為
す
。
方
氏
は
太
陽
を
以
て
皮
膚
と
為
し
、
陽
明

を
肌
肉
と
為
し
、
少
陽
を
躯
殻
の
内
、
蔵
府
の
外
と
為
し
、
而
し
て
三
陰
は
唯

各
蔵
を
配
す
。
張
志
聡

及
び

錫
駒
は
、
則
ち
盧
の
頤
を
以
て
原
と
為
し
、
気
化
の
説
を
牽
合
す
。
程
氏
は
則
ち
以
て
六
経

実
す
れ
ば
即
ち

表
裏

府
蔵
の
別
名
と
為
す
。
汪
氏
は
則
ち
仲
景
の
意
は
、
一
に
『
内
経
』
に
同
じ
と
謂
ふ
。
而
し
て
諸

寒
証

を
以
て
、
自
ら
一
書
を
為
す
。
柯
氏
は
則
ち
『
素
問
』
皮
部
論
に
拠
つ
て
、
強
ひ
て
辨
別
を
立
つ
。
魏
氏
は
則
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ち
陽
を
以
て
表
と
為
し
、
陰
を
裏
と
為
し
、
而
し
て
太
陰
を
裏
中
の
表
、
少
陰
を
裏
中
の
半
表
裏
、
厥
陰
を
裏

中
の
裏
と
称
す
。（
表
裏
中
を
更
に
表
裏
に
分
か
つ
は
、
劉
元
素
『
保
命
集
』
に
、
既
に
其
の
説

有
り
）
尤
氏

は
則
ち
三
陽
を
必
ず
経
腑
に
分
け
て
、
三
陰
を
必
ず
経
臓

寒
熱
に
分
け
る
。
夫
れ
皇
国

諸
注
の
如
き
は
、
則

ち
経
絡

蔵
府
を
擯
斥
し
、
専
ら
病
位
を
主
と
す
。
然
し
其
の
説

多
く
は
虚
揣
に
出
で
、
殊
に
実
效

少
な
し
。

之
を
要
す
れ
ば
三
陽
の
病
は
従
つ
て
定
論
有
る
も
、
三
陰
病
に
至
り
て
は
、
則
ち
各
注

見
を
殊
に
す
。
未
だ

確
核
の
説

有
る
を
見
ず
。

仲
景
の
病
を
命
ず
る
に
、
本

定
名

有
り
。
然
し
亦

彼

此
を
更
に
称
し
て
、
人
に
示
す
に
拘
執
す
べ
か
ら
ざ

る
を
以
て
す
る
者

有
り
。
曰
く
、
「
傷
寒

六
七
日
、
大
熱

無
く
、
其
の
人

躁
煩
す
る
は
、
此

陽

去
つ
て

陰
に
入
る
故
と
為
す
な
り
」
曰
く
、「
傷
寒

三
日
、
三
陽

尽
き
る
と
為
す
。
三
陰

当
に
邪
を
受
く
べ
し
云
云
」

此
に
謂
ふ
所
の
陰
陽
は
、
熱
証
中
に
就
い
て
、
表
と
裏
と
を
標
す
者
な
り
。
曰
く
、「
病

陽
に
発
し
て
、
反
つ

て
之
を
下
し
、
熱

入
る
に
因
つ
て
結
胸
を
作
す
。
病

陰
に
発
し
て
、
反
つ
て
之
を
下
し
、
因
つ
て
痞
を
作
す

な
り
」
此
に
謂
ふ
所
の
陰
陽
は
、
太
陽
中
に
於
い
て
、
虚
と
実
と
を
標
す
者
な
り
。
蓋
し
虚
実

表
裏
は
、
以

て
陰
陽
に
配
す
。
則
ち
表
を
陽
と
為
し
、
裏
を
陰
と
為
し
、
実
を
陽
と
為
し
、
虚
を
陰
と
為
す
。
然
し
て
経
中

の
陽
病
も
亦

裏

有
り
。
陰
病
に
も
亦

表

有
り
実

有
り
。
則
ち
拠
す
る
に
以
て
篇
題
の
陰
陽
の
称
を
解
す

べ
か
ら
ず
。
経
絡

蔵
府
の
言
に
至
り
、
経
中

間
々
或
い
は
之
に
及
ぶ
。
然
し
本

自
ら
別
義
に
し
て
、
全
経

の
旨
に
非
ず
。
閔
氏
は
『
行
経
等
義
』
を
釈
す
。『
輯
義
』
に
挙
ぐ
る
所
の
諸
説
と
相
発
す
。
文

繁
に
し
て
録



17

陰陽総述

さ
ず
。
宜
し
く
参
攷
す
べ
し
。
軒
邨

曰
く
、「
経
中
の
経
字
は
、
皆
当
に
表
字
と
為
し
て
看
る
べ
し
。
猶
ほ
裏

を
指
す
に
蔵
と
為
す
」
と
。
亦

備
ふ
べ
き
一
説
な
り
。
方
氏

曰
く
、
「
六
経
の
経
は
、
経
絡
の
経
と
同
じ
か

ら
ず
。
猶
ほ
儒
家
の
六
経
の
経
の
ご
と
し
。
猶
ほ
部
を
言
ふ
ご
と
き
な
り
」
と
。
程
氏

曰
く
、「
経
は
則
ち
猶

ほ
界
を
言
ふ
ご
と
き
な
り
」
と
。
又

曰
く
、「
経
と
は
、
猶
ほ
常
と
言
ふ
ご
と
き
な
り
」
と
。
柯
氏

曰
く
、「
仲

景
の
六
経
は
、
是

経
略
の
経
に
し
て
、
経
絡
の
経
に
非
ず
」
と
。
愚

謂
ふ
「
本
経
中
に
、
六
経
の
字

無
し
。

則
ち
諸
説

殊
に
贅
疣
と
為
す
。
経
絡

蔵
府
は
、
全
経
の
旨
に
非
ず
」
と
。
巻
末

答
問
に
辨

有
り
。
唯

寒

熱
を
以
て
陰
陽
を
定
む
れ
ば
、
則
ち
触
処

朗
然
た
り
。
貫
通
せ
ざ
る
こ
と
無
き
な
り
。
成
氏
は
傷
寒
例
を
注

し
て
、
「
若
し
或
い
は
差
ゆ
る
こ
と
遅
け
れ
ば
、
病

即
ち
伝
変
す
」
と
曰
く
。
伝
に
は
、
常

有
る
な
り
。
伝

は
経
を
循
つ
て
伝
を
為
す
。
太
陽
が
陽
明
に
伝
は
る
の
如
き
が
、
是
な
り
。
変
は
、
常
な
ら
ざ
る
を
之

変
と

為
す
。
陽
証
が
陰
証
に
変
ず
る
如
き
が
、
是
な
り
。
蓋
し
三
陽
三
陰
の
次
第
は
、
陽
な
れ
ば
則
ち
表
よ
り
し
て

裏
、
陰
な
れ
ば
則
ち
実
よ
り
し
て
虚
、
寒

極
ま
つ
て
熱
、
此

其
の
概
な
り
。
病
機
は
一
な
ら
ず
。
定
論
を
得

難
し
。
然
し
今

之
を
経
旨
に
原
づ
く
に
、
三
陽
病
の
如
き
は
、
太
陽
よ
り
し
て
少
陽
、
而
し
て
陽
明
へ
、
陽

明
は
復
た
伝
は
る
所

無
し
。
又

太
陽
の
直
に
陽
明
に
伝
は
る
者

有
り
。
至
陽

変
じ
て
陰
と
為
れ
ば
、
則
ち

太
陽
が
太
陰
に
変
ず
る
者

有
り
。
太
陽
が
少
陰
に
変
ず
る
者

有
り
。
少
陽
が
太
陰

或
い
は
少
陰

或
い
は
厥

陰
に
変
ず
る
者

有
り
。
三
陰
病
の
如
き
は
、
太
陰
の
実
が
、
変
じ
て
少
陰
の
虚
と
為
る
。
少
陰

自
ら
直
中
す

る
こ
と
有
り
。
少
陰
の
寒

極
ま
つ
て
、
厥
陰
の
燥
熱
と
為
る
。
至
陰

陽
に
変
ず
れ
ば
、
則
ち
太
陰

変
じ
て
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陽
明
と
為
る
者

有
り
。
少
陰
が
諸
陽
証
に
変
ず
る
者

有
り
。
三
陰

将
に
愈
ゑ
ん
と
す
る
如
き
は
、
必
ず
須

く
寒

去
つ
て
陽

旺
ず
べ
し
。
此

伝
変
の
略
な
り
。
其
の
委
曲
の
如
き
は
、
次
巻

之
を
悉
く
す
な
り
。
前
輩

の
伝
変

諸
説
を
詳
に
す
る
に
、
唯

王
履
の
み
稍

其
の
要
を
得
る
。
然
し
言
を
立
て
る
に
猶
ほ
病

有
る
を
免

れ
ざ
る
ご
と
し
。
他
は
『
内
経
』
を
湊
合
し
、
或
い
は
再
伝
の
義
を
論
じ
、
或
い
は
手
に
伝
は
り
足
に
伝
は
ら

ざ
る
の
説
を
立
て
、
或
い
は
循
経

越
経

等
の
目
を
分
け
、
或
い
は
陰
証

伝
変
せ
ざ
る
の
説
を
為
す
。
皆

現

に
仲
景
の
旨
と
背
馳
す
る
な
り
。
方
氏
の
三
綱

伝
変
の
説
の
如
き
に
至
り
て
は
、
則
ち
後
人
の
眼
目
を
印
定

し
、
其
の
害

最
も
甚
だ
し
。
夫
れ
病

表
よ
り
し
て
裏
、
裏
よ
り
し
て
表
、
実
よ
り
し
て
虚
、
虚
よ
り
し
て
実
、

熱
よ
り
し
て
寒
、
寒
よ
り
し
て
熱
な
る
も
、
壊
敗
の
如
き
も
有
り
、
兼
挟
の
如
き
も
有
り
。
千
態
万
状
、
端
倪

す
べ
か
ら
ず
。
然
し
其
の
情
機
は
、
則
ち
実
は
三
陽
三
陰
の
範
囲
の
外
に
出
づ
る
こ
と
能
は
ざ
る
の
み
。

傷
寒
論
述
義
巻
第
一
終
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傷
寒
論
述
義
巻
第
二

丹
波
元
堅

学

述
太
陽
病

太
陽
病
は
表
熱
証

是
な
り
。
蓋
し
邪
の
初
め
て
感
ず
る
や
、
必
ず
先
ず
表
を
犯
せ
ば
、
則
ち
正
気

暢
び
ず
。
併

あ
つ
ま

つ
て
熱
と
為
る
。
山
田
正
珍
は
提
綱
を
注
し
て
曰
く
、
「
頭
項

強
痛
と
は
、
頭
痛

項
強
を
謂
ふ
。
瓜
帯
散
の

條
に
云
ふ
、「
病

桂
枝
の
証
の
如
く
に
は
、
頭

痛
ま
ず
項

強
ば
ら
ず
」
と
。
以
て
徴
す
べ
し
。
此
の
條
は
中

風

傷
寒
を
統
論
す
。
故
に
啻
「
脈
浮
」
と
云
ひ
て
、
緊
と
緩
と
を
分
か
た
ざ
る
な
り
。
悪
寒
は
亦

悪
風
を
兼

ね
て
言
ふ
。
悪
風
は
軽
く
、
悪
寒
は
重
し
。
軽
き
を
舎
て
重
き
を
取
る
。
謂
ふ
所
の
大
を
挙
げ
て
小

従
ふ
者

な
り
。
其
の
発
熱
を
言
は
ざ
る
は
、
或
い
は
已
に
発
熱
し
或
い
は
未
だ
発
熱
せ
ざ
る
の
異

有
る
を
以
て
な
り
」

と
。
此
の
説

是
と
為
す
。
此
の
病
に
大
き
く
端

二

有
り
。
一
は
則
ち
其
の
人

腠
理

素

疎
な
る
者
、
倘
し

邪
客
を
被
り
、
其
の
表

愈
々
開
き
、
邪

内
に
迫
ら
ざ
れ
ば
、
徒
ら
に
肌
肉
に
泛
漫
す
。
故
に
衛

特
り
傷
を

受
く
。
「
衛
気
、
営
気
と
和
諧
せ
ず
」
、
及
び
「
営
弱

衛
強
」
等
の
語
を
観
れ
ば
、
則
ち
中
風
の
邪
は
、
営
分
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に
著
か
ざ
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
是

表
虚
に
属
す
。
虚
と
は
、
疎
洩
の
義
な
り
。
虚
乏
の
虚
に
非
ず
。
謂
ふ

所
の
名
づ
け
て
中
風
と
為
す
者
な
り
。
治
す
る
に
桂
枝
湯
を
以
て
、
営
衛
を
調
和
し
て
、
汗
し
て
之
を
解
す
。

尤
怡
『
医
学
読
書
記
』
に
曰
く
、「
傷
寒

発
熱
す
る
者
は
、
陽
気

鬱
せ
ら
れ
て
伸
び
ざ
る
な
り
。
中
風

発
熱

す
る
者
は
、
陽
気

引
か
れ
て
外
に
浮
く
な
り
。
鬱
す
る
者
は
必
ず
之
を
発
す
。
浮
く
者
は
徒
ら
に
解
散
せ
ざ

る
の
み
。
此

桂
枝
湯
の
、
陰
陽
を
兼
ね
て
合
散
に
通
ず
る
剤
と
為
す
所
以
な
り
。
一
は
則
ち
其
の
人

腠
理

素

緻
き
者
、
邪
正

相
搏
ち
、
更
に
緊
閉
を
致
し
、
遂
に
骨
節
に
迫
る
。
故
に
営
衛

倶
に
傷
る
。
営
衛

倶

こ
ま
か

に
病
み
、
骨
節

煩
疼
す
の
條
を
観
れ
ば
、
則
ち
傷
寒
の
邪
は
、
亦

衛
分
を
も
傷
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
是

表
実
に
属
す
。
実
は
、
緊
閉
の
義
な
り
。
結
実
の
実
に
非
ず
。
謂
ふ
所
の
名
づ
け
て
傷
寒
と
為
す
者
な
り
。
尤

氏

曰
く
、「
無
汗
を
言
は
ざ
る
は
、
脈

緊
な
る
を
以
て
之
を
該
ぬ
る
な
り
」
と
。
治
す
る
に
麻
黄
湯
を
以
て
、

鬱
陽
を
発
洩
し
て
、
汗
し
て
之
を
解
す
。
麻
黄
は
汗
薬
中
の
最
烈
な
る
者
と
為
す
。
『
金
匱
』
苓
甘
五
味
加
姜

辛
半
杏
湯
の
條
に
曰
く
、「
麻
黄
は
其
の
陽
を
発
す
」
と
。
蓋
し
発
陽
の
二
字
は
、
実
に
其
の
功
用
を
尽
せ
り
。

李
時
珍
の
肺
経
の
火
鬱
を
発
散
す
る
の
説
を
待
た
ざ
る
な
り
。
其
の
桂
枝
を
得
て
、
発
表

更
に
鋭
き
は
、
猶

ほ
大
黄
の
芒
消
に
於
け
る
ご
と
き
の
み
。
『
金
匱
』
に
又

曰
く
、
「
其
の
人

形

腫
る
る
者
は
、
杏
人
を
加
へ

之
を
主
る
。
其
の
証

応
に
麻
黄
を
内
る
る
べ
き
も
、
其
の
人

遂
に
痺
す
る
を
以
て
、
故
に
之
を
内
れ
ず
」
と
。

此
に
拠
つ
て
、
杏
人
と
麻
黄
と
、
唯

緊
慢
の
別

有
つ
て
、
其
の
鬱
を
開
く
は
則
ち
稍

均
し
。
特
に
喘
を
治

す
る
と
為
し
て
用
ゐ
る
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。
且
つ
此
の
方
の
妙
は
、
固
よ
り
単
捷
な
る
に
在
り
。
姜

棗

等
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の
品
を
用
ゐ
ざ
る
所
以
な
り
。
柯
氏
の
説
は
密
な
り
と
雖
も
、
大
青
龍
に
至
れ
ば
通
ぜ
ず
。
此

其
の
分
な
り
。

此
の
二
証
を
詳
に
す
る
に
、
朱
氏

成
氏
は
風
寒

営
衛

相
配
の
説
を
主
と
す
。
爾
来

諸
家
、
復
た
異
議
す
る

こ
と
無
し
。
柯
氏
に
至
る
迄
、
辨
駁

殆
ど
尽
く
。
而
し
て
張
志
聡

実
に
其
の
端
を
闢
く
。
説
は
『
集
注
』
凡

例
、
及
び
『
侶
山
堂
類
辨
』
に
見
る
。
惜
し
む
ら
く
は
語
る
に
未
だ
詳
な
ら
ず
。
尤
氏

曰
く
、「
邪
気
の
来
る

や
、
皮
毛
よ
り
肌
肉
に
入
る
は
、
中
風

傷
寒
を
論
ぜ
ず
。
未
だ
衛
に
及
ば
ざ
る
者

有
り
。
其
の
甚
だ
し
き
者

は
、
乃
ち
并
び
に
営
を
傷
る
の
み
」
と
。
郭
白
雲

謂
ふ
所
の
衛
を
渉
り
営
に
中
る
者
、
是
な
り
。
亦

明
確
と

為
す
。
今

攷
ふ
る
に
郭
氏

猶
ほ
風
寒
を
分
か
つ
。
然
し
て
其
の
言

頗
る
精
し
。
仍
ほ
左
に
拈
む
。
曰
く
、「
問

つ
ま

て
曰
く
、
太
陽
一
経
に
、
何
ぞ
其
の
或
い
は
汗

有
り
、
或
い
は
汗

無
き
こ
と
あ
ら
ん
。
雍

曰
く
、
営
衛
の

気
を
繋
ぐ
な
り
。
営
は
脈
中
を
行
き
、
衛
は
脈
外
を
行
く
。
亦

内
外
に
和
諧
す
る
を
以
て
、
而
る
後
に
行
く

べ
き
な
り
。
風
邪
の
気
、
中
る
こ
と
浅
け
れ
ば
則
ち
衛
に
中
る
。
衛
に
中
れ
ば
則
ち
衛

強
く
、
衛

強
け
れ
ば

営
と
相
属
さ
ず
。
其
の
慓
悍
の
気
は
、
空
隙
に
随
つ
て
外
に
出
づ
。
則
ち
汗
と
為
る
。
故
に
汗

有
る
者
は
、

衛
気
が
毛
孔
に
遇
つ
て
出
づ
る
者
な
り
。
寒
邪
は
中
る
こ
と
深
け
れ
ば
、
則
ち
衛
を
渉
り
営
に
中
る
。
二
気

倶
に
病
を
受
け
、
一
強
一
弱
の
証

無
し
。
寒
邪
と
営
衛
、
相
結
び
て
行
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
衛
気

自
づ
か
ら
出

づ
る
こ
と
無
し
。
必
ず
薬
を
用
ゐ
て
其
の
汗
を
発
す
。
然
る
後
に
邪

去
つ
て
営
衛

復
た
通
ず
。
故
に
一
経
と

雖
も
汗

有
る
と
汗

無
し
の
二
証

有
り
。
亦

桂
枝
の
解
表
と
麻
黄
の
発
汗
の
治
法

同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
」

と
。
○
桂

麻
の
二
湯
は
、
其
の
証

一
な
ら
ず
。
今

僅
に
大
較
を
挙
ぐ
。
後
の
柴
胡

承
気

等
の
類
も
、
皆
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此
に
准
ず
。
就

中

軽
重
に
、
更
に
等
差

有
り
。
表
虚
に
て
日
を
経
て
愈
ゑ
ず
、
以
て
邪
鬱
を
致
す
者

有
り
。

な
か
ん
ず
く

表
虚

重
き
こ
と
一
等
に
て
、
血
気

倶
に
乏
し
き
者

有
り
。
表
虚

重
き
こ
と
一
等
に
て
、
邪

筋
脈
に
著
く

者

有
り
。
表
実

軽
き
こ
と
一
等
に
て
、
邪

筋
脈
に
著
く
者

有
り
。
表
実

重
き
こ
と
一
等
に
て
、
熱
勢

更

に
甚
だ
し
き
者

有
り
。
大
抵
は
其
の
人
の
強
弱
に
随
い
異
を
為
す
。
今

左
に
具
論
す
。
仲
景

既
に
風
寒
を

以
て
表
の
虚
実
の
目
と
為
す
。
而
し
て
更
に
表
虚
に
傷
寒
を
冒
す
る
こ
と
有
り
。
表
実
に
中
風
を
冒
す
る
こ
と

有
り
。
蓋
し
是

互
文
と
し
て
意
を
見
る
。
人
を
し
て
邪
気
を
実
に
講
は
ざ
ら
し
む
在
り
。
故
に
今

区
分
す

ま
こ
と

か
ま

る
所
、
一
に
其
の
証
に
就
い
て
、
虚
実
を
以
て
等
と
為
し
、
冒
頭
の
義
に
至
る
。
則
ち
巻
末

答
問

中
に
之
を

詳
に
す
。
○
方
氏
は
桂

麻

青
龍
の
三
証
を
以
て
、
太
陽
の
三
綱
と
為
す
。
諸
家

多
く
其
の
誤
ち
に
沿
ふ
。

特
り
柯
氏
は
極
め
て
之
を
排
斥
し
、
更
に
明
辨

有
り
。
今

之
を
摘
出
し
、
以
て
攷
に
備
ふ
。
曰
く
、
「
桉
ず

る
に
、
許
叔
微

云
ふ
、「
桂
枝
は
中
風
を
治
し
、
麻
黄
は
傷
寒
を
治
し
、
大
青
龍
は
中
風
に
寒
脈
を
見
る
と
、

傷
寒
に
風
脈
を
見
る
を
治
す
。
三
者
は
鼎
立
す
る
如
し
」
と
。
此
は
方
氏
の
三
大
綱
に
由
来
す
る
所
に
し
て
、

大
青
龍
の
証
治
は
、
此
に
よ
り
世
に
明
ら
か
な
ら
ず
。
仲
景
の
表
を
治
す
る
は
、
只

麻
桂
の
二
法
に
在
り
。

麻
黄
は
表
実
を
治
し
、
桂
枝
は
表
虚
を
治
す
。
方
治
に
は
虚
実
上
に
在
る
分
か
ち
に
し
て
、
風
寒
上
に
在
る
分

か
ち
な
ら
ざ
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
蓋
し
風
寒
の
二
証
に
は
、
倶
に
虚
実
有
り
、
倶
に
浅
深

有
り
、
倶
に
営

衛

有
り
。
大
法
は
又

虚
実
上
に
在
る
浅
深
を
分
か
つ
。
並
に
風
寒
上
に
営
衛
を
分
か
た
ざ
る
な
り
。
夫
れ
汗

有
る
を
表
虚
と
為
し
て
、
桂
枝
湯
を
立
て
、
汗

有
る
の
風
寒
を
治
す
。
而
し
て
更
に
桂
を
加
へ
、
桂
を
去
り
、
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芍
を
加
へ
、
及
び
附
子
、
人
参
、
厚
朴

杏
人
、
茯
苓

白
朮
、
大
黄
、
龍
骨

牡
蛎
等
の
剤
を
加
ふ
る
こ
と
有

り
。
皆

是

桂
枝
湯
の
変
局
な
り
。
表
虚
中
に
更
に
内
虚

内
実

浅
深
の
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
有
る
に
因
つ
て
、

故
に
加
減
法
も
亦

種
々
一
な
ら
ざ
る
の
み
。
汗

無
き
を
以
て
表
実
と
為
し
、
而
し
て
麻
黄
湯
を
立
て
、
汗

無
き
の
風
寒
を
治
す
。
然
し
て
表
実
中
に
亦

夾
寒

夾
暑

内
寒

内
熱
の
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
有
り
。
故
に
麻

黄
を
以
て
主
と
為
し
、
而
し
て
加
減
す
る
者
は
、
葛
根
湯
、
大

小
青
龍
、
麻
黄
附
子
細
辛

甘
草
、
麻
黄
杏
人

甘
草
石
膏
、
麻
黄
連
翹
赤
豆
等
の
剤
の
若
き
は
、
皆

麻
黄
湯
の
変
局
な
り
。
表
実
中
に
亦

各

内
外

寒
熱

浅
深
の
殊
な
る
こ
と
有
る
に
因
つ
て
な
り
。
葛
根
湯
は
、
肌
肉
の
津
液
不
足
す
る
に
因
つ
て
葛
根
を
加
へ
、
大

青
龍
は
、
内
熱

煩
躁
す
る
に
因
つ
て
石
膏
を
加
へ
、
小
青
龍
は
、
乾
嘔
し
て
欬
す
る
を
以
て
半
夏

細
辛

乾

姜
を
加
へ
、
麻
黄
附
子
細
辛
の
二
方
は
、
脈

沈
な
る
を
以
て
附
子
を
加
へ
、
連
翹

赤
豆

梓
皮
の
若
き
は
、

湿
熱

発
黄
す
る
に
し
て
加
ふ
。
諸
剤
は
皆

表
実
な
る
に
因
つ
て
、
麻
黄
湯

加
減
に
従
る
。
何
ぞ
独
り
大
青

龍
を
推
し
て
鼎
立
と
為
す
こ
と
を
得
ん
や
。
蓋
し
中
風

傷
寒
は
、
各

浅
深

有
り
。
或
い
は
人
の
強
弱
に
因

つ
て
異
な
り
。
地
の
高
下
に
し
て
異
な
り
。
時
の
和
を
乖
る
る
に
し
て
異
な
る
」
と
。
以
上

柯
説
な
り
。
攷

ふ
る
に
『
千
金
翼
方
』
に
曰
く
、
「
方
の
大
意
を
尋
ぬ
る
に
、
三
種
に
過
ぎ
ず
。
一
は
則
ち
桂
枝
、
二
は
則
ち

麻
黄
、
三
は
則
ち
青
龍
、
此

之
の
三
方
な
り
。
凡
そ
傷
寒
を
療
ず
る
に
、
之
を
出
で
ざ
る
な
り
」
と
。
然
ら

ば
則
ち
三
綱
の
説
は
、
孫
氏
よ
り
其
の
俑
を
作
す
。
而
し
て
方
氏
の
如
き
は
実
は
朱
氏

成
氏
の
言
に
本
づ
く
。

今

柯
氏
は
咎
を
許
氏
に
帰
す
。
之
を
検
せ
ざ
る
こ
と
甚
だ
し
き
か
な
。
又

桉
ず
る
に
大
青
龍
條
、
『
外
台
』
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引
く
所
の
、
中
風
に
傷
寒
の
脈
を
見
る
者
は
之
を
服
す
べ
し
と
は
、
恐
ら
く
王
氏
が
章
を
断
ち
義
を
取
る
。
唐

時
の
旧
本
に
此
の
文
有
る
に
は
非
る
な
り
。

表
虚
に
て
日
を
経
て
愈
ゑ
ず
、
以
て
邪
鬱
を
致
す
者
有
り
。
桂
枝
麻
黄
各
半
湯
、
桂
枝
二
麻
黄
一
湯
、
桂
枝

二
越
婢
一
湯
の
証
、
是
な
り
。
其
の
証
の
軽
重
は
均
し
か
ら
ず
。
故
に
三
方
の
設
け
有
り
。
蓋
し
桂
枝
証
に
て
、

汗
を
失
ふ
こ
と
数
日
に
て
、
邪
は
肌
肉
に
鬱
す
。
故
に
熱

多
く
寒

少
な
し
。
其
の
滞

稍

深
し
。
故
に
瘧
状

の
如
く
、
発
作
に
時

有
り
。
但
し
本

是

表
虚
な
り
。
故
に
麻
葛
の
発
を
嫌
ふ
こ
と
有
り
。
今

則
ち
鬱

甚

だ
し
け
れ
ば
、
桂
枝
の
力
、
及
ぶ
こ
と
能
は
ざ
る
者

有
り
。
是
を
以
て
麻
桂

二
方
を
酌
量
す
。
日
に
二
三
発

す
と
言
ふ
者
は
、
其
の
邪

稍

重
し
。
日
に
再
び
発
す
と
言
ふ
者
は
、
其
の
邪

稍

軽
し
。
発
す
る
数
を
言
は

ざ
る
者
は
、
其
の
邪

尤
も
重
し
。
且
つ
桂
枝
二
越
婢
一
は
、
其
の
力

緊
な
り
。
桂
二
麻
一
は
、
其
の
力

慢

な
り
。
桂
麻
各
半
は
、
緊
慢
の
間
に
在
り
。
此
の
三
條
は
、
其
の
意

互
発
す
。
各
半
湯
は
、
其
の
証

特
り
審

な
り
。
他
の
二
條
は
、
則
ち
文

甚
だ
略
す
。
蓋
し
各
半
湯
の
條
の
、
八
九
日
な
る
者
は
、
約
略
し
て
之
を
言

ふ
の
辞
に
し
て
、
二
條

亦

之
を
冒
す
。「
発
熱
悪
寒
」「
熱
多
く
寒
少
な
し
」
は
、
三
証
と
も
畳
言
す
。
而
し

て
麻
一
湯
は
、
「
寒
熱
」
を
省
き
、
但
「
瘧
状
の
如
し
」
と
言
ひ
、
越
婢
一
湯
は
、
「
寒
熱
」
を
言
ひ
て
、
「
瘧

状
の
如
し
」
を
省
く
。「
其
の
人
嘔
さ
ず
、
清
便

自
ら
可
」
は
、
亦

二
條
に
蘊
る
所
な
り
。「
瘧
状
の
如
し
」

は
、
少
陽
の
証
に
疑
は
る
。
故
に
別
つ
に
「
嘔
さ
ず
」
を
以
て
す
。
「
熱
多
」
け
れ
ば
陽
明
の
証
に
疑
は
る
。

故
に
別
つ
に
「
清
便

自
か
ら
可
」
を
以
て
す
。「
自
か
ら
可
な
ら
ん
と
欲
す
」
の
欲
字
は
、
当
に
『
玉
函
』
に
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従
つ
て
芟
去
す
る
を
是
と
為
す
べ
し
。
一
日
に
二
三
度

発
す
る
と
、
脈

微
緩
な
る
者
と
は
、
文
勢

一
串
す
。

さ
ん
き
ょ

故
に
愈
ゆ
る
候
と
為
す
似
し
。
然
し
麻
一
湯
に
照
ら
し
、
実
は
是

表
鬱
の
致
す
所
な
り
。
宜
し
く
「
面
色

反

ご
と

つ
て
熱
色

有
る
者
」
に
接
し
て
看
る
べ
し
。
攷
ふ
る
に
面
赤
の
証
は
、
二
陽
の
併
病
、
「
面
色

縁
縁
と
し
て

正
赤
」、
及
び
陽
明
の
病
の
「
面
合

赤
色
」
に
参
じ
て
、
当
に
是

表
鬱
に
裏
熱
を
兼
ぬ
る
者

然
ら
し
む
る
べ

し
。
今

但

表
鬱
に
し
て
之

有
り
。
故
に
一
「
反
」
字
を
下
す
。
「
小
し
も
汗

出
づ
る
こ
と
を
得
ざ
る
」
者

と
は
、
病
を
得
て
以
来
、
未
だ
曽
て
小
々
も
汗
を
発
せ
ざ
る
を
言
ふ
。
故
に
此

表
鬱
を
致
す
。
且
つ
身
癢
す

る
な
り
。
「
更
に
汗
を
発
し
更
に
吐
し
更
に
下
し
」
の
、
三
つ
の
「
更
」
字
は
、
当
に
今
は
「
反
」
字
と
同
義

な
り
。
桂
二
麻
一
湯
の
証
は
、
嘗
て
大
汗
を
経
て
、
亦

是

治
を
失
ひ
、
然
し
幸
ひ
に
も
亡
陽
の
変

無
く
、

亦

陽
明
に
転
属
も
せ
ず
、
猶
ほ
表
分
に
纒
滞
し
、
累
日

解
せ
ず
。
但

其
の
既
に
汗
す
る
を
以
て
、
之
を
二

証
に
比
す
れ
ば
、
則
ち
其
の
鬱
は
軽
し
と
為
す
。
龎
氏
は
「
脈
洪
大
」
の
下
に
、
「
証
候
不
改
」
の
四
字
を
補

ふ
。
『
玉
函
』
の
「
但
」
字
と
、
其
の
義

相
発
す
。
桂
二
越
婢
一
湯
の
証
は
、
其
の
熱

最
も
重
し
。
猶
ほ
麻

黄
の
大
青
龍
有
る
ご
と
く
、
石
膏
の
力
を
仮
て
、
以
て
鬱
陽
を
越
散
す
。
脈

微
弱
な
る
者
は
汗
を
発
す
べ
か

ら
ず
と
は
、
蓋
し
此
の
方
の
軽
用
す
べ
か
ら
ざ
る
の
戒
め
な
ら
ん
。
各
半
湯
の
「
脈

微
に
し
て
悪
寒
す
」、
大

青
龍
の
「
脈

微
弱
」
と
同
例
な
り
。
乃
ち
倒
筆
法
に
係
る
。
但

此
の
條
の
文

甚
だ
約
む
。
故
に
諸
家

察
す

つ
づ

る
に
及
ば
ず
。
特
り
中
西
惟
忠
の
注
、
稍

之
を
近
し
と
為
す
。
惜
し
む
ら
く
は
猶
ほ
明
暢
を
欠
く
。
之
を
要

す
る
に
此
の
三
條
は
、
従
つ
て
未
だ
確
解
を
見
ず
。
方
氏
の
如
き
は
以
て
両
傷
の
軽
証
と
為
す
。
尤
も
錯
謬
に
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属
す
。
唯
『
内
台
方
議
』
各
半
湯
下
に
曰
く
、
「
桂
枝
湯
は
表
虚
を
治
し
、
麻
黄
湯
は
表
実
を
治
す
。
二
者
の

均
し
く
解
表
と
曰
く
は
、
霄
壌
の
異
な
り
。
今

此
の
二
方
を
、
合
し
て
之
を
用
ゆ
れ
ば
、
乃
ち
其
の
表
虚
さ

ず
実
せ
ざ
る
者
を
解
す
な
り
。
八
九
日

已
ま
ず
、
反
つ
て
瘧
状
の
如
き
者
は
、
乃
ち
先
ず
表
を
発
し
て
尽
く

さ
ず
、
微
か
に
経
に
滞
つ
て
、
出
づ
る
こ
と
を
得
ず
。
故
に
一
日
に
二
三
度

発
す
る
な
り
」
と
。
斯
の
説

殊

に
妥
な
り
。
然
し
猶
ほ
未
だ
精
審
を
為
さ
ず
。
今

経
を
以
て
経
を
釈
す
る
は
、
敢
へ
て
異
を
好
む
に
非
ざ
る

な
り
。
唐
不
巌
は
三
方
を
対
論
し
て
云
ふ
、「
総
じ
て
是

一
つ
太
陽
の
病
な
り
と
も
、
病
に
時
日
に
与
り
、
浅

と
深
と
有
り
、
脈
に
形
証
に
与
り
、
応
ず
る
と
否
と
有
り
。
権
衡
剤
量
、
銖
黍
を
失
せ
ず
。
此
に
於
い
て
古
人

の
立
方
の
妙
を
見
る
」
と
。
此
の
言

然
り
と
為
す
。

表
虚

重
き
こ
と
一
等
、
血
気

倶
に
乏
し
き
者

有
り
。
何
ぞ
や
。
傷
寒

脈

浮
、
自
汗

出
で
、
小
便

数
、

心
煩

微
悪
寒
し
、
脚

攣
急
す
、
是
な
り
。
此
の
証
は
啻
に
表

疎
な
ら
ず
、
其
の
人

陽
津

素

少
な
し
。
故

に
桂
枝
本
湯
と
雖
も
、
猶
ほ
其
の
当
を
過
ぐ
。
蓋
し
少
陰

直
中
と
、
稍

相
近
似
す
。
而
し
彼
の
寒
盛
に
比
せ

ず
。
故
に
誤
汗
を
経
る
と
雖
も
、
僅
に
甘

姜
を
須
ゆ
。
陽

回
し
て
後
に
、
或
い
は
胃
燥
に
変
じ
、
若
し
其
れ

を
重
ね
て
誤
治
す
れ
ば
、
則
ち
変
じ
て
純
陰
の
証
と
為
る
な
り
。
此
の
條
の
本
証
を
、
次
條
に
て
擬
す
る
に
桂

枝
に
桂
を
増
し
附
子
を
加
ふ
る
を
以
て
す
る
者
は
、
殊
に
疑
ひ
無
し
と
せ
ず
。
何
を
以
て
之
を
言
ふ
か
。
夫
れ

既
に
附
子
の
宜
し
き
所
な
れ
ば
、
則
ち
誤
汗
し
て
便
ち
厥
す
る
際
に
は
、
径
ち
に
四
逆
を
与
へ
ざ
る
を
得
ず
。

た
だ

而
し
僅
に
単
味

小
方
を
用
ゆ
。
竊
に
恐
る
万

其
の
理

無
き
を
。
蓋
し
「
自
汗

出
で
、
小
便

数
、
心
煩
す
」

よ
ろ
ず
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等
の
証
は
、
「
傷
寒
二
三
日
、
心
中

悸
し
て
煩
す
」
と
稍

其
の
情

同
じ
。
而
し
て
従
前
の
虚
乏

邪
を
為
す

に
凌
虐
せ
る
者
に
係
れ
ば
、
則
ち
亦

是

小
建
中

主
る
所
な
り
。
柯
氏
は
未
だ
発
汗
せ
ざ
る
前
を
、
擬
す
る

に
芍
薬
甘
草
湯
を
以
て
し
。
尤
氏
は
此
を
桂
枝
証
と
謂
ふ
。
然
し
陰

虚
し
て
裏

熱
す
。
当
に
甘
辛
を
以
て
表

を
攻
め
、
而
し
て
甘
寒
を
以
て
裏
を
顧
る
べ
し
。
乃
ち
反
つ
て
桂
枝
湯
を
与
へ
、
表
を
治
し
て
裏
を
遺
さ
ば
、

宜
し
く
其
の
之
を
得
て
便
ち
厥
す
べ
し
。
二
氏
の
説
は
、
亦

見
る
所

有
る
な
り
。
尤
氏
は
次
條
に
於
い
て
曰

く
、
「
中
間
の
語
意
に
、
殊
に
倫
次

無
し
。
此

豈

後
人
の
文
な
や
ん
や
」
と
。
舒
氏

亦

曰
く
、
「
此
の
條

は
許
多

益

無
き
語
を
説
出
す
。
何
ぞ
之
を
用
ゐ
る
所
ぞ
。
吾

曲
げ
て
之
を
解
と
為
す
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
」

と
。
並
に
柯
氏
の
刪
る
に
本
づ
く
な
り
。
○
趙
氏
は
本
條
の
薬
を
用
ゐ
る
意
を
論
じ
て
曰
く
、
「
以
上
の
薬
を

用
ゐ
る
次
第
は
、
先
熱
後
寒
、
先
補
後
瀉
の
、
逆
に
似
て
実
は
順
な
り
。
仲
景
の
妙
に
非
ざ
れ
ば
、
孰
く
ん
ぞ

能
く
是
に
至
ら
ん
や
。
後
の
学
者
、
此
を
以
て
法
と
為
し
、
推
広
し
て
変
に
応
ぜ
ず
」
と
。
張
卿
子

曰
く
、「
此

の
條
は
、
傷
寒
に
証
に
随
つ
て
薬
を
用
ゐ
る
は
、
圜
を
転
ず
る
如
き
の
法
と
見
る
な
り
」
と
。
先
教
諭

亦

曰

く
、
「
『
金
匱
』
欬
嗽
に
、
小
青
龍

下
し
已
つ
て
の
後
、
証
を
叙
す
五
変
は
、
変
に
応
じ
て
加
減
す
。
其
の
意

は
殆
ど
此
の
條
と
同
じ
。
人
に
示
す
に
変
に
通
ず
る
法
を
以
て
す
る
な
り
」
と
。
趙
の
言
は
、
汪
氏
『
選
録
』

に
出
づ
。
頗
る
辨

覈
と
為
す
も
、
文

繁
に
し
て
具
録
せ
ず
。
桂
麻
各
半
湯
の
「
脈

微
に
し
て
悪
寒
す
」、
桂

枝
二
越
婢
一
湯
の
「
脈

微
弱
」、
大
青
龍
湯
の
「
脈

微
弱
、
汗

出
で
悪
風
す
」
は
、
蓋
し
此

類
証
な
ら
ん
。

表
虚

重
き
こ
と
一
等
に
て
、
邪

筋
脈
に
著
く
者
と
は
、
何
ぞ
や
。
桂
枝
加
葛
根
湯
の
証
、
是
な
り
。
其
の
証
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一
つ
は
桂
枝
と
同
じ
。
啻

項
背

強
ば
る
こ
と
几
几
を
異
と
為
す
。
項
背
は
大
筋
の
束
ぬ
る
所
な
り
。
其
の

几
几
然
た
る
は
、
即
ち
是

邪

筋
脈
に
著
く
徴
な
り
。
葛
根
を
加
ふ
る
所
以
な
り
。
提
綱
に
既
に
「
頭
項

強

痛
」
を
言
へ
ば
、
則
ち
桂
枝
の
証
に
も
、
本

項
強
ば
る
こ
と
有
り
。
然
し
未
だ
背
に
及
ば
ず
。
且
つ
几
几
然

た
ら
ざ
る
な
り
。「
几
几
」
と
は
、
王
氏
は
「
赤
舄
几
几
」
に
拠
り
解
を
為
す
。
近
来

焦
循
『
毛
詩
補
疏
』
を

撰
し
、
亦

其
の
説

有
り
。
然
し
短
羽
の
鳥
と
作
し
釈
す
る
は
、
拘
強
の
義
に
於
い
て
、
固
よ
り
襯
著
と
為
す
。

二
家
の
辨
ず
る
所
は
、
今

敢
へ
て
従
は
ず
。
「
反
つ
て
汗

出
づ
」
の
「
反
」
字
は
、
葛
根
湯
の
証
に
対
し
て

言
ふ
。
蓋
し
邪

筋
脈
に
著
く
は
、
稍

緊
閉
に
属
す
。
宜
し
く
汗

無
き
を
以
て
正
と
為
す
べ
し
。
今

表

疎

な
る
人
、
而
し
て
邪

筋
脈
に
著
く
。
故
に
「
汗

出
づ
」
を
一
「
反
」
字
に
下
す
。
煮
法
の
「
去
上
沫
」
の
三

字
は
宜
し
く
削
る
べ
し
。
是

後
人
が
方
中
に
麻
黄

有
る
に
因
つ
て
、
誤
り
添
ふ
者
な
り
。
陶
隠
居
は
麻
黄
の

其
の
沫
を
掠
去
せ
ざ
れ
ば
、
人
を
し
て
煩
せ
し
む
と
称
す
。
又

葛
根
芩
連
湯
に
は
、
此
の
字
面

無
し
。
以
て

互
い
に
徴
す
べ
し
。
○
上
節
の
証
は
、
此
の
節
の
証
と
、
倶
に
表
虚

重
き
こ
と
一
等
と
為
す
。
但

彼
は
則
ち

病

虚
に
近
く
、
此
は
則
ち
病

実
に
近
し
。
又

此
の
証
は
、
宜
し
く
各
半
湯
等
の
証
の
前
に
次
す
べ
し
。
今

此
に
列
す
る
は
、
人
を
し
て
葛
根
湯
の
証
と
、
相
対
し
て
看
せ
し
む
る
に
在
る
の
み
。

表
実

軽
き
こ
と
一
等
に
て
、
邪

筋
脈
に
著
く
者

有
り
。
何
ぞ
や
。
葛
根
湯
の
証
、
是
な
り
。
蓋
し
其
の
人

表
気

稍

実
す
れ
ば
、
必
ず
麻
黄
の
発
を
須
ゆ
。
然
し
邪

未
だ
骨
節
に
迫
ら
ず
、
而
し
て
猶
ほ
筋
脈
に
著
く
。

是

病

桂

麻

二
証
の
間
に
在
り
。
故
に
二
湯
を
酌
量
し
、
以
て
之
を
治
と
為
す
な
り
。
葛
根
に
つ
い
て
は
、
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柯
氏
の
説
が
極
め
て
当
た
る
。
然
し
以
て
裏
を
和
す
る
功

有
り
と
為
す
は
、
殆
ど
然
ら
ず
。
蓋
し
発
表
中
の

凉
薬
と
為
さ
ん
。
故
に
能
く
津
液
を
生
じ
て
、
筋
脈
を
舒
ぶ
る
な
り
。『
本
草
図
経
』
に
云
ふ
、「
張
仲
景
の
傷

寒
を
治
す
る
に
、
葛
根

及
び
加
半
夏
、
葛
根
黄
芩
黄
連
湯
有
り
。
其
の
大
熱
を
主
り
、
肌
を
解
し
、
腠
理
を

開
く
を
以
て
の
故
な
り
」
と
。

表
実

重
き
こ
と
一
等
に
て
、
熱
勢

加
甚
な
る
者
有
り
。
何
ぞ
や
。
大
青
龍
湯
の
証
、
是
な
り
。
其
の
候

一

つ
に
麻
黄
の
証
と
相

同
じ
。
喘
を
言
は
ざ
る
は
、
蓋
し
省
文
な
ら
ん
。
但
し
煩
躁
は
彼
に
無
き
所
と
為
す
。

徐
大
椿

曰
く
、「
凡
そ
証
を
辨
ず
る
に
必
ず
独
異
な
る
処
に
著
眼
す
べ
し
」
と
。
是
な
り
。
山
田
正
珍

曰
く
、

「
「
汗

出
で
ず
」
と
は
、
麻
黄
を
服
す
と
雖
も
、
而
し
汗

出
で
ざ
る
を
言
ふ
。
汗

無
し
と
別

有
り
」
と
。

攷
を
存
す
。
此

表
熱

極
め
て
鬱
し
、
内
気
は
宣
達
す
る
こ
と
能
は
ず
。
則
ち
麻
黄
湯
の
力
の
及
ぶ
こ
と
能
は

ず
。
故
に
石
膏
の
凉
を
加
へ
、
藉
り
て
以
て
之
を
発
越
す
。
此
の
証
は
悪
寒
し
て
渇

無
し
。
裏
に
熱

有
る
者

に
非
ざ
る
を
知
る
べ
し
。
石
膏
は
専
ら
裏
を
治
す
る
と
雖
も
、
倘
し
麻
黄
と
配
用
す
れ
ば
、
則
ち
相

藉
り
て

以
て
表
分
を
走
り
、
而
し
て
其
の
壅
鬱
を
散
ず
。
越
婢
湯
の
如
き
も
、
亦

然
り
と
為
す
。
此
の
湯
の
証
を
要

す
れ
ば
、
太
陽
中
に
於
い
て
、
病

最
も
重
し
と
為
す
。
故
に
用
ゐ
る
麻
黄
を
倍
に
せ
ざ
る
を
得
ず
。
唯

其
の

熱

極
め
て
鬱
す
る
こ
と
甚
だ
し
け
れ
ば
、
単
に
麻

桂
を
用
ゆ
れ
ば
、
必
ず
両
陽

相
格
の
虞
れ
有
り
。
故
に

佐
く
る
に
石
膏
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
鬱

開
い
て
熱

潰
ゑ
、
汗
を
作
し
て
解
す
。
蓋
し
龍

升
つ
て
雨

降
る

の
妙
は
、
温
凉

相

併
処
す
る
に
在
り
。
柯
氏

解
す
る
所
は
、
逈
か
に
前
注
に
勝
る
。
然
し
猶
ほ
未
だ
尽
く
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す
と
為
さ
ず
。
尤
氏
『
医
学
読
書
記
』
に
曰
く
、
「
大
青
龍
は
、
風
寒

外
壅
し
て
、
熱

経
に
閉
す
る
者
を
治

す
。
夫
れ
経
に
熱

鬱
し
て
、
石
膏
を
用
ゐ
ざ
れ
ば
、
汗

熱
と
為
り
隔
つ
。
寧
ろ
能
く
之
を
発
す
る
者

有
り

や
」
と
。
此
の
説

王
文
禄
に
本
づ
く
。
而
し
て
殊
に
協
当
す
と
為
す
。
又

呉
人
駒

云
ふ
、「
表
邪
を
発
散
す

る
に
皆

石
膏
を
以
て
同
用
す
る
者
は
、
蓋
し
石
膏

其
の
性

寒
、
寒
は
能
く
熱
に
勝
ち
、
其
の
味

薄
く
、
薄

け
れ
ば
能
く
表
を
走
る
。
芩
連
の
輩
の
、
性
寒

味
苦
に
し
て
厚
く
、
升
達
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
若
く
に
は
非

ざ
る
な
り
」
と
。
此
の
説

亦

得
る
。
○
桉
ず
る
に
『
元
和
紀
用
経
』、
陽
粉
散
に
、
謂
ふ
病

当
に
汗
を
発
す

べ
し
。
而
し
て
汗

止
ま
ず
。
止
ま
ざ
れ
ば
則
ち
陽

亡
ぶ
。
当
に
之
を
温
撲
す
べ
し
。
麻
黄

藁
本

白
芷

米

粉
を
用
ゐ
、
之
を
末
に
し
、
以
て
粉
す
れ
ば
身
の
汗

止
む
。
疑
ふ
是

龎
氏

諸
家
の
本
づ
く
所
な
ら
ん
と
。

又
『
三
国
志
』
華
佗
伝
注
に
、
称
す
る
に
「
婦
人

有
り
。
長
く
病
ん
で
年
を
経
て
、
世
に
寒
熱
注
病
と
謂
ふ

者
に
、
佗

寒
水
を
用
ゐ
汲
潅
し
、
百
潅
に
満
ち
て
、
佗

乃
ち
火
を
然
や
し
牀
を
温
め
厚
覆
せ
し
む
。
良

久

く
し
て
汗

洽
出
す
。
粉
を
著
け
て
汗

燥
き
便
ち
愈
ゆ
」
と
。
然
ら
ば
則
ち
漢
時
の
神
医
は
、
多
く
粉
法
を
用

ゆ
べ
し
。
而
し
未
だ
両
夫
子
の
方
の
果
し
て
是

相

同
じ
か
否
か
を
知
ら
ず
。
○
「
復
た
服
し
て
汗

多
き
者
」

は
、
表
陽

虚
す
。
故
に
悪
風
す
。
裏
陽

虚
す
。
故
に
煩
躁
し
眠
る
こ
と
を
得
ず
。
汪
氏

以
て
邪
熱

未
だ
除

か
ず
と
為
す
。
恐
ら
く
は
然
ら
ず
。
如
し
脈

浮
緩
、
身

疼
ま
ず
但

重
き
者
は
、
其
の
機

異
な
り
て
其
の
情

同
じ
者
な
り
。
蓋
し
邪

骨
節
に
迫
る
、
故
に
脈

緊

身

疼
痛
す
。
今

邪

迫
ら
ず
、
故
に
脈

緩

身

疼
ま

ず
。
然
し
身

重
く
し
て
兼
ね
て
前
條

諸
候
を
見
れ
ば
、
則
ち
是

均
し
く
表
鬱
に
属
す
こ
と
を
知
る
。
但
し
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脈

緩
に
て
身

重
け
れ
ば
、
少
陰
の
遅
脈

身
重
に
疑
は
る
。
故
に
徴
す
る
に
乍
ち
軽
き
時
有
る
を
以
て
、
更

に
少
陰
の
証

無
き
者
と
云
ふ
。
而
し
て
精
心

体
察
し
、
軽
試
す
べ
か
ら
ざ
る
の
戒
を
示
す
。
又

麻
黄
湯
の

証
、
亦

必
ず
邪

緊
迫
せ
ず
、
此
と
同
機
な
る
者

有
り
。
推
し
て
知
る
べ
き
な
り
。

以
上
太
陽
の
病
の
要
領
な
り
。
此
の
他
、
病
を
得
る
の
初
め
に
、
挟
む
所

有
る
者
、
停
飲

相
触
し
、
治
す
る

に
駆
利
を
兼
ぬ
る
者

有
り
。
喘
家
、
及
び
小
青
龍
湯
の
証
の
類
の
如
き
な
り
。
素
稟

虚
弱
に
し
て
、
径
ち
に

汗
す
べ
か
ら
ざ
る
者

有
り
。
小
建
中
湯
、
及
び
尺
中
遅
、
咽
喉

乾
燥
等
の
諸
証
の
類
の
如
き
な
り
。
又

風

湿

相

搏
つ
者

有
り
。
並
に
後
巻
中
に
類
列
す
。
其
の
伝
変
に
至
つ
て
は
、
則
ち
裏

病
を
受
く
る
に
、
皆

表
よ
り
せ
ざ
る
は
無
し
。
故
に
其
の
類
一
な
ら
ず
。
或
い
は
少
陽
に
伝
は
り
、
或
い
は
直
に
陽
明
に
伝
は
り
、

或
い
は
直
に
太
陰
に
変
じ
、
或
い
は
直
に
少
陰
に
変
ず
。
以
上

伝
変
は
、
皆

明
文

有
り
。
蓋
し
本
病

変
じ

て
陰
と
為
る
者
は
、
必
ず
多
く
は
桂
枝
の
証
よ
り
す
。
其
の
理

何
ぞ
や
。
既
に
是

表

疎
な
れ
ば
、
之
を
表

実
の
者
に
比
す
れ
ば
、
陽
気

稍

弱
し
。
故
に
其
の
重
き
こ
と
一
等
な
る
者
は
、
或
い
は
須
く
温
養
す
べ
し
。

則
ち
其
の
陰

為
る
に
変
じ
易
き
こ
と
、
明
ら
か
な
り
。
但

少
陰

直
中
は
、
太
陽
を
経
る
者
に
非
ず
。
而
し

て
厥
陰
は
、
則
ち
病
の
極
ま
る
所
な
り
。
蓋
し
此
よ
り
遽
か
に
変
ら
ざ
る
な
り
。
並
に
是

経
文
を
玩
ふ
て
自

づ
か
ら
知
れ
る
。
更
に
医
薬

誤
投
し
、
及
び
宿
病

相
触
し
、
而
し
て
変
じ
て
諸
証
と
為
る
者

有
り
。
其
の

緒

甚
は
繁
な
り
。
今

亦

後
巻
に
類
列
し
て
云
ふ
。
方
氏

以
来
、
太
陽
三
綱
の
説
を
立
て
、
諸

変
証
を
以

て
、
其
の
来
路
を
原
と
し
て
、
桂

麻

青
龍

三
等
に
分
隷
す
。
然
し
仲
景
の
意
は
、
蓋
し
是
の
若
き
を
其
れ
幾ち

か



32

巻第二

し
と
せ
ず
。
且
つ
姑
く
一
証
を
挙
げ
之
を
言
ふ
。
太
陽
中
篇
、
真
武
湯
の
証
の
如
き
は
、
或
い
は
桂
枝
の
証
を
、

之
を
汗
し
て
水

流
離
す
る
如
き
よ
り
、
或
い
は
桂
枝
の
証
に
、
麻
黄
を
誤
用
す
る
よ
り
、
或
い
は
麻
黄
の
証

に
、
青
龍
を
誤
用
す
る
よ
り
。
諸
般

過
汗
し
て
、
皆

能
く
此
に
変
ず
る
に
、
一
定
な
る
も
の
有
り
。
方
氏

諸
輩
の
如
く
、
専
ら
偏
見
を
持
ち
、
以
て
聖
法
を
縄
縛
す
る
は
、
其
の
害

殆
ど
尠
な
し
と
為
さ
ず
。
学
者

宜

し
く
眩
惑
せ
ら
る
る
勿
れ
。

述
少
陽
病

少
陽
篇
は
陽
明
の
後
に
在
り
。
戴
氏
『
証
治
要
訣
』
に
は
、
嘗
て
疑
ふ
の
詞

有
り
。
而
し
未
だ
覈
ら
か
な
ら

あ
き

ず
。
喩
氏

則
ち
曰
く
、「
陽
明
の
去
路
、
必
ず
少
陽
に
趣
く
」
と
。
最
も
牽
強
に
属
す
。
愚

亦

嘗
て
篇
次
を

後
人
の
改
と
為
し
て
疑
ふ
。
今
を
以
て
之
を
観
れ
ば
、
殊
に
然
ら
ざ
る
を
覚
る
。
蓋
し
少
陽
病
は
、
仲
景
が
以

て
半
表
半
裏
の
目
と
為
し
、
而
し
て
其
の
証
の
治
を
与
ふ
。
既
に
太
陽
篇
を
拈
み
て
、
繊
悉
し
遺
す
こ
と
無
し
。

唯

其
の
名
は
、
則
ち
之
を
『
内
経
』
に
取
る
。
是
を
以
て
更
に
其
の
概
を
摘
む
。
猶
ほ
之
を
陽
明
の
後
に
列

す
る
は
、
殆
ど
羊
を
存
す
の
意

云
ふ
の
み
。
今

此
に
述
べ
る
に
、
之
を
陽
明
に
先
ん
ず
る
は
、
人
を
し
て
伝

変
の
叙
を
知
り
易
く
せ
し
め
る
に
在
る
の
み
。
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少
陽
の
病
は
、
半
表
半
裏
の
熱
証
、
是
な
り
。
半
表
半
裏
は
、
即
ち
表
裏
の
分
界
な
り
。
其
の
称
は
蓋
し
成
氏

よ
り
昉
ら
か
な
り
。
曰
く
、「
病
表
に
在
る
者

有
り
、
裏
に
在
る
者

有
り
、
表
裏
の
間
に
在
る
者

有
り
。
此

あ
き

の
邪
気
が
表
裏
の
間
に
在
る
を
、
半
表
半
裏
の
証
と
謂
ふ
」
と
。
方
氏

之
を
演
ば
し
て
曰
く
、「
少
陽
は
、
邪

肌
肉
を
過
ぎ
て
又

進
み
、
則
ち
又

躯
殻
の
内
、
蔵
府
の
外
に
到
る
。
謂
ふ
所
の
半
表
半
裏
な
り
。「
半
」
と

は
、「
不
」
な
り
。
表
な
ら
ず
裏
な
ら
ざ
る
者
、
隙
地
な
り
」
と
。
柯
氏

意

亦

同
じ
。
並
に
是
な
り
。
程
氏

は
半
表
と
半
裏
と
を
分
か
ち
て
説
を
為
す
。
恐
ら
く
は
之

鑿
ち
を
失
す
。
○
太
陽
下
篇
の
第
二
十
一
條
に
曰

く
、「
必
ず
表

有
り
復
た
裏

有
る
な
り
」
と
。
又

曰
く
、「
此

半
ば
裏
に
在
り
半
ば
外
に
在
る
と
為
す
な
り
」

と
。
蓋
し
謂
ふ
所
の
表
と
外
と
は
、
倶
に
少
陽
を
指
す
。
太
陽
の
謂
に
非
ず
。
故
に
小
柴
胡
湯
を
与
ふ
。
謂
ふ

所
の
裏
は
、
即
ち
陽
明
を
言
ふ
。
故
に
曰
く
「
大
便

鞕
し
」
と
。
曰
く
「
設
し
了
了
た
ら
ざ
る
者
は
、
屎
を

得
れ
ば
解
す
」
と
。
其
の
表
な
ら
ず
裏
な
ら
ず
と
、
自
ら
其
の
義

異
な
る
を
知
る
べ
し
。
柴
胡
加
芒
消
湯
の

條
、
陽
明
中
風
の
條
、「
外
」
字
は
並
に
少
陽
を
言
ふ
。
亦

互
い
に
証
す
べ
し
。
前
注
は
彼
の
條
に
於
い
て
、

敢
へ
て
剖
析
せ
ず
。
仍
ほ
此
に
附
辨
す
。
其
の
来
路
は
必
ず
太
陽
よ
り
し
て
、
中
風

傷
寒
を
問
わ
ず
。
蓋
し

其
の
病
、
邪
気

物
に
藉
り
ず
し
て
結
す
。
但

其
の
人

陽

盛
ん
。
故
に
邪
正

相
持
し
、
熱

脇
下
に
留
ま
る
。

半
表
半
裏
の
地
は
、
蓋
し
専
ら
脇
下
に
係
り
、
而
し
て
連
な
つ
て
胸
脇
に
及
ぶ
。
曰
く
「
血

弱
く
気

尽
き
、

腠
理

開
き
、
邪
気

因
つ
て
入
り
、
正
気
と
相
搏
ち
、
脇
下
に
結
す
」
と
。
曰
く
、「
胸
脇

苦
満
」
と
。
曰
く
、

「
脇
下

鞕
満
」
と
。
曰
く
、
「
胸
満

脇
痛
」
の
類
は
、
以
て
見
る
べ
き
な
り
。
且
つ
成
氏

曰
く
、
「
邪
気
は
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表
よ
り
裏
に
伝
は
る
に
、
必
ず
先
ず
胸
膈
よ
り
、
已
次

心
脇
を
経
て
胃
に
入
る
。
然
ら
ば
則
ち
邪
の
表
を
離

れ
未
だ
胃
に
入
ら
ざ
る
者
は
、
必
ず
胸
脇
に
客
す
る
こ
と
明
ら
か
な
り
」
と
。
其
の
証

既
に
表
候

無
く
、
亦

裏
実
に
も
非
ず
。
故
に
口
苦

咽
乾

目
眩
し
、
往
来
寒
熱
し
、
正
気

邪
の
為
に
斂
束
す
れ
ば
寒
た
り
。
邪
気

と
正
と
が
相
搏
て
ば
熱
し
、
邪
気

遂
に
正
気
を
服
す
こ
と
能
は
ず
。
正
気
も
亦

邪
気
を
逐
ふ
こ
と
能
は
ず
。

更
に
互
い
に
分
争
す
。
此

往
来
寒
熱
の
機
な
り
。
胸
脇
苦
満
し
、
苦
満
と
は
、
物

有
つ
て
填
満
せ
る
如
く
に

し
て
、
苦
悩

忍
び
難
き
を
言
ふ
。
此

病
人

自
覚
の
情
な
り
。
外
測
し
得
る
所
に
非
ず
。
『
金
匱
』
に
、
「
苦

喘
」
、「
苦
重
」
、「
苦
痛
」
、「
苦
冒
」
等
の
文

有
り
。
其
の
義

相
同
じ
。
其
の
「
胸
満
」
と
云
ひ
、「
胸
脇
満
」

と
云
ふ
は
、
倶
に
省
文
な
り
。
或
い
は
謂
ふ
、
「
満
」
は
「
懣
」
に
通
ず
と
。
果
し
て
然
ら
ば
則
ち
胸
懣
は
心

煩
と
何
ぞ
別
か
た
ん
。
且
つ
脇
に
し
て
懣
え
る
と
云
ふ
は
、
意
義

通
ぜ
ず
。
其
の
説

従
ひ
難
し
。
嘿
嘿
と
飲

も
だ

食
を
欲
せ
ず
、
軒
邨

曰
く
、
「
嘿
嘿
と
は
、
飲
食
を
欲
せ
ざ
る
貌
な
り
。
猶
ほ
鬱
鬱

微
煩
の
例
な
り
。
厥
陰

篇
に
亦

云
ふ
、
「
嘿
嘿
と
し
て
食
す
る
こ
と
を
欲
せ
ず
」
と
。
心
煩
煩
は
、
熱
悶
な
り
。
詳
し
く
は
兼
変

熱

鬱
中
に
開
く
。
喜
嘔

等
に
過
ぎ
ず
。
其
の
脈
も
亦

数
な
ら
ず
大
な
ら
ず
し
て
弦
な
り
。
本
篇

第
三
條
に
云

ふ
、「
傷
寒
、
脈

弦
細
」
と
。
謂
ふ
所
の
細
と
は
、
緊
細
の
細
な
り
。
微
細
の
細
に
非
ず
。『
金
匱
』
に
曰
く
、

「
瘧

脈
は
自
ら
弦
な
り
」
と
。
亦

相
互
に
発
す
。
又

陶
華
『
六
書
』
に
、
浮

中

沈
の
三
法
を
以
て
、
邪

の
浅
深
を
候
ふ
法

有
り
。
中
を
以
て
少
陽
に
属
す
。
皆

邪
が
隙
地
に
客
す
る
験
と
為
す
。
是
を
以
て
汗
吐
下
、

倶
に
禁
ず
る
所

在
り
。
而
し
白
虎
の
寒
は
、
薬
力

過
重
な
り
。
其
れ
唯

小
柴
胡
湯
を
以
て
之
を
清
解
す
る
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を
、
実
に
正
対
と
為
す
な
り
。
此
の
湯
の
意
は
、『
明
理
論
』
釈
す
る
所

稍

当
た
る
。
今

更
に
之
を
詳
に
す
。

柴
胡
の
物

為
る
、
固
よ
り
芩

連
の
寒
に
非
ず
。
亦

麻

葛
の
発
に
も
非
ず
。
然
し
て
其
の
性

微
寒
に
し
て
、

能
く
壅
鬱
を
豁
く
。
故
に
少
陽
を
清
解
す
る
に
於
い
て
、
適
然

相
応
す
。
但

其
の
力

稍

緩
し
。
故
に
黄
芩

を
以
て
佐
く
。
其
の
喜
嘔
す
る
は
、
是

派
証
の
似
し
。
然
し
胃
気

安
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
柴

芩

其
の
力
を

檀

に
し
得
ず
。
是

半
夏

生
姜
を
用
ゐ
る
所
以
な
り
。
人
参
は
動
も
す
れ
ば
輙
ち
邪
を
住
む
。
故
に
前
輩

ほ
し
い
ま
ま

と
ど

或
い
は
去
つ
て
用
ゐ
ず
。
或
い
は
曰
く
、「
既
に
柴

芩
と
相
配
し
、
且
つ
滓
を
去
つ
て
再
煎
す
れ
ば
、
則
ち
性

味

混
和
し
、
啻

能
く
胃
を
助
く
」
と
。
而
し
て
敢
へ
て
攔
補
せ
ず
。
即
ち
七
味

相
藉
り
、
以
て
少
陽
の
正

方

為
り
。
此
の
言

理
に
合
ふ
似
し
。
徐
氏

曰
く
、「
半
夏

生
姜
を
兼
ぬ
る
は
、
飲

有
つ
て
嘔
逆
す
れ
ば
な

り
。
参

甘

棗
を
兼
ね
て
、
其
の
陰
陽
を
調
ふ
。
小
柴
胡
の
和
解
の
功
を
檀
に
し
得
る
は
、
実
に
此
に
頼
る
な

り
」
と
。
斯
の
説

亦

妥
な
り
。
又

本
湯
は
、
成
氏

以
来
、
称
す
る
に
和
解
と
為
す
。
然
し
経
中
に
和
と
曰

ひ
解
と
曰
ひ
、
指
す
所

一
な
ら
ず
。
且
つ
此
の
方
を
謂
ふ
に
和
解
と
為
す
者
無
し
。
此

蓋
し
清
剤
中
の
和
す

る
者
と
為
す
。
若
し
専
ら
和
解
と
称
す
れ
ば
、
恐
ら
く
允
当
せ
ず
。
但

相
沿
つ
て
既
に
久
し
け
れ
ば
、
得
て

改
易
し
難
し
。
銭
氏

曰
く
、
「
後
人
の
補
中
益
気
湯

及
び
逍
遙
散
の
類
と
雖
も
、
其
の
清
陽
を
外
発
し
、
鬱

結
を
開
解
す
る
の
義
は
、
亦

皆
小
柴
胡
の
旨
を
離
れ
ざ
る
な
り
」
と
。
信
に
然
り
。
又
『
金
鑑
』
に
、
世
俗

此
の
方
を
濫
用
す
る
の
幣
を
辨
ず
。
楊
士
瀛
に
嘗
て
其
の
説

有
り
。
既
に
拙
著
『
広
要
』
中
に
拈
む
。
宜
し

く
参
ず
べ
し
。
邪
毒

増
々

劇
し
く
、
耳
聾

目
赤
き
者
は
、
少
陽
中
風
と
為
す
。
少
陽
中
風
は
、
注
家

概
ね
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謂
ひ
て
太
陽
中
風
の
伝
来
せ
る
者
と
為
す
。
然
し
中
風
の
名
は
、
経
に
定
例

無
し
。
且
つ
病

両
耳

聞
く
所

無
く
、
目

赤
き
に
至
れ
ば
、
則
ち
明
ら
か
に
是

表

既
に
解
し
、
而
し
て
少
陽
の
邪

増
々

劇
し
く
、
熱
気

上
熏
せ
る
者
に
し
て
、
之
を
柴
胡
正
証
に
較
ぶ
れ
ば
、
其
の
病

更
に
一
層
を
加
ふ
。
近
今

此
の
証

甚
だ
多

し
。
必
ず
黄
連
解
毒
を
併
用
し
て
、
方
を
合
轍
と
為
す
べ
し
。
蓋
し
風
を
以
て
陽
と
為
す
。
故
に
又

以
て
熱

盛
の
称
と
為
す
。
其
の
兼
ね
て
表

未
だ
解
せ
ざ
る
者
の
如
き
は
、
其
の
等

三

有
り
。
病
勢

加
進
し
て
、
裏

実
を
兼
ぬ
る
に
も
、
三
等

有
り
。
具
列
す
る
に
左
の
如
し
。

兼
ね
て
表

未
だ
解
せ
ざ
る
者
に
、
其
の
等

三

有
る
と
は
、
何
ぞ
や
。
其
の
一
は
、
小
柴
胡
條
に
、
謂
ふ
所

の
「
或
い
は
渇
せ
ず
、
身
に
微
熱

有
り
」
、
及
に
「
傷
寒

四
五
日
、
身
熱

悪
風
す
」
、
是
な
り
。
此

表
証

既
に
軽
く
、
将
に
少
陽
を
併
す
べ
し
。
故
に
別
に
汗
薬
を
須
ゐ
ざ
る
な
り
。
其
の
一
は
、
柴
胡
桂
枝
湯
の
証
、

是
な
り
。
此

太
少

二
病
の
、
軽
重

相
均
し
。
故
に
治
す
る
に
双
解
を
取
る
。
柯
氏
の
表
証

微
な
り
と
謂
ふ

は
、
是
な
り
。
蓋
し
微
嘔
な
れ
ば
、
少
陽
の
証
も
亦

微
な
り
。
其
の
一
は
、
柴
胡
桂
枝
乾
姜
湯
の
証
、
是
な

り
。
此

嘗
て
錯
治
を
経
る
を
以
て
、
邪
気

未
だ
解
せ
ず
し
て
、
更
に
津
液

足
ら
ざ
る
者
な
り
。
互
い
に
飲

邪
併
結
中
を
見
、
当
に
参
す
べ
し
。

病
勢

加
進
し
て
、
裏
実
を
兼
ぬ
る
者
に
、
亦

三
等

有
る
と
は
、
何
ぞ
や
。
其
の
一
は
、
大
柴
胡
湯
の
証
、

是
な
り
。
此

小
柴
胡
証
に
し
て
、
邪
熱

壅
実
し
、
既
に
陽
明
を
併
す
。
故
に
清
解
中
に
、
兼
ね
て
以
て
裏
を

疎
に
す
。
此
の
湯
の
証
は
、
最
も
多
く
之

有
り
。
必
ず
し
も
下
後
に
拘
ら
ず
。
軒
煕

曰
く
、「
「
過
経
」
は
、
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猶
ほ
「
過
表
」
と
謂
ふ
ご
と
し
」
と
。
攷
を
存
す
。「
心
下
急
」
の
「
急
」
字
に
は
明
解

無
し
。
柯
氏

曰
く
、

「
急
は
、
満
な
り
」
と
。
猶
ほ
了
た
ら
ず
。「
急
」
を
攷
ふ
る
に
、
是
「
緩
」
の
対
な
り
。
蓋
し
物

有
つ
て
窘

迫
の
勢
を
謂
ふ
。
拘
急
の
謂
に
非
ず
。
李
氏
『
脾
胃
論
』
に
曰
く
、「
裏
急
な
る
者
は
、
腹
中

寛
快
な
ら
ず
、

是
な
り
」
と
。
蓋
し
謂
ふ
所
の
寛
快
な
ら
ず
と
は
、
以
て
裏
急
を
釈
す
れ
ば
、
則
ち
未
だ
当
た
る
と
為
さ
ず
。

而
し
て
心
下
急
に
於
い
て
、
則
ち
其
の
義

甚
だ
襯
し
。
桃
核
承
気
條
の
「
少
腹
急
結
」
の
「
急
」
も
、
亦

同

義
な
り
。
此
の
方
の
芍
薬
は
、
蓋
し
之
を
通
壅
に
取
る
。
宜
し
く
後
の
桂
枝
加
芍
薬
湯
を
参
ず
べ
し
。
○
陶
氏

『
本
草
』
序
例
に
曰
く
、「
枳
実

若
干
枚
と
は
穣
を
去
り
畢
つ
て
、
一
分
を
以
て
二
枚
に
準
ず
。
此
に
拠
れ
ば
、

此
の
方
の
枳
実

四
枚
は
、
今
の
一
分
七
釐
七
豪
六
絲
に
準
ず
。
他
薬
に
比
し
て
殊
に
軽
し
。
大

小
承
気
、
枳

実
梔
子
湯
は
、
並
に
幾
枚
と
称
す
。
而
し
其
の
分
量
を
挙
げ
る
者
は
、
麻
人
丸
は
則
ち
半
斤
、
四
逆
散
は
則
ち

各
十
分
な
り
。
仍
ほ
知
る
仲
景
の
枳
実
を
用
ゐ
る
に
、
本
々
甚
だ
し
く
は
軽
か
ら
ず
。
陶
説

疑
ふ
べ
し
。
○

此
の
方

再
煎
す
。
其
の
義

晰
き
難
し
。
攷
を
俟
つ
。
其
の
一
は
、
柴
胡
加
芒
消
湯
の
証
、
是
な
り
。
此

其

の
壅
実

稍

前
証
よ
り
軽
く
し
て
、
丸
薬
の
故
を
以
て
、
裏
邪

膠
固
に
て
、
殆
ど
壊
病
に
属
す
。
此
の
條

読

み
難
し
。
然
し
程
注

頗
る
明
覈
な
り
。
但
し
此
の
実
は
之
を
攻
後
に
得
て
云
々
は
、
殊
に
含
混
に
似
て
蓋
し

此
の
証

本
々

是

少
陽

陽
明
の
併
病
を
、
下
を
用
ゐ
て
法
を
失
す
る
を
以
て
、
徒
に
腸
胃
を
擾
し
て
、
邪
実

と
依
然

具
存
す
る
者
な
り
。
程

又

曰
く
、「
去
る
者
は
留
る
所
に
非
ず
。
留
る
者
は
去
る
所
に
非
ず
。
故
に

溏
す
る
者
は
自
ら
溏
し
、
結
す
る
者
は
自
ら
結
す
。
而
し
て
結
す
る
者
は
既
に
結
し
、
溏
す
る
者
は
益
々

溏
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す
」
と
。
此
の
説

反
つ
て
直
切
を
覚
ゆ
。
又

此
の
証

既
に
是

裏
を
兼
ね
、
乃
ち
宜
し
く
蚤
く
大
柴
胡

双

は
や

解
の
法
に
従
ふ
べ
き
似
し
。
而
し
て
先
ず
小
柴
胡
を
用
ゐ
る
者
は
、
蓋
し
丸
薬
を
以
て
誤
下
し
、
続
い
て
快
薬

を
以
て
す
る
を
欲
せ
ず
、
仍
ほ
姑
く
清
和
し
、
以
て
胃

安
ん
ず
る
を
待
つ
な
り
。
且
つ
其
れ
下
利
す
。
故
に

壅
実
は
大
柴
胡
の
証
よ
り
軽
く
し
て
、
燥
結

則
ち
甚
だ
し
き
こ
と
有
り
。
是
を
以
て
大
黄
の
破
実
を
藉
り
ず

し
て
、
殊
に
芒
消
の
軟
堅
を
取
る
。
桉
ず
る
に
此
の
方
を
以
て
大
柴
胡
加
芒
消
と
為
す
は
、
原
も
と
黄
氏
に
出

づ
。
而
し
て
『
宗
印
』
に
も
亦

其
の
説

有
り
。
○
軒
煕

曰
く
、「
此
の
條

今

調
胃
の
條
に
次
ぐ
。
其
の
十

三
日
と
云
ふ
者
は
、
亦

是

約
略
の
辞
な
り
」
と
。
或
い
は
以
て
十
余
日
の
譌
り
と
為
す
者
と
す
。
殆
ど
未
だ

是
な
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
一
は
、
柴
胡
加
龍
骨
牡
蛎
湯
の
証
、
是
な
り
。
此

誤
下
を
以
て
、
邪

裏
に
陥
り
、

加
へ
て
諸
証

錯
雑
す
る
を
以
て
、
蓋
し
壊
の
甚
だ
し
き
者
な
り
。
成
氏

曰
く
、「
傷
寒
八
九
日
に
は
、
邪
気

已
に
熱
と
成
つ
て
、
復
た
陽
経
に
伝
は
る
時
に
、
之
を
下
し
て
其
の
裏

虚
し
て
、
熱
も
除
か
ず
。
胸
痛
し
て

煩
す
る
者
は
、
陽
熱

胸
中
に
客
す
る
な
り
。
驚
す
る
は
、
心

熱
を
悪
み
て
神

守
ら
ざ
る
な
り
。
小
便

利
せ

ざ
る
は
、
裏

虚
し
津
液

行
ら
ざ
る
な
り
。
讝
語
す
る
は
、
胃
熱
な
り
。
一
身

尽
く
重
く
、
転
側
す
べ
か
ら

ざ
る
は
、
陽
気

裏
に
内
行
し
、
表
に
営
ら
ざ
る
な
り
。
柴
胡
湯
を
与
へ
、
以
て
胸
満
し
て
煩
す
る
を
除
き
、

龍
骨

牡
蛎

鉛
丹
を
加
へ
、
神
気
を
収
斂
し
て
驚
を
鎮
め
、
茯
苓
を
加
へ
、
以
て
津
液
を
行
ら
し
小
便
を
利
し
、

大
黄
を
加
へ
、
以
て
胃
熱
を
逐
つ
て
讝
語
を
止
め
、
桂
枝
を
加
へ
、
以
て
陽
気
を
行
ら
し
て
、
身
重
を
解
く
。

錯
雑
の
邪
、
斯
に
悉
く
愈
ゆ
る
な
り
」
と
。
尤
氏

曰
く
、「
傷
寒

下
後
に
、
其
の
邪

併
に
一
処
に
帰
す
る
者
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有
り
。
結
胸

下
利
の
如
き
は
、
是
な
り
。
一
身
に
散
漫
せ
る
者

有
り
。
此
の
條
に
云
ふ
諸
証
の
如
き
は
、

是
な
り
」
と
。
二
説

亦

精
当
な
る
似
し
。
喩
氏

は
以
て
伏
飲

素

積
み
、
変
を
為
す
の
最
も
鉅
き
者
と
為

お
お

す
。
従
ひ
難
し
。
又

此
の
証
の
「
一
身

尽
く
重
し
」
は
、
三
陽
合
病
の
「
身
重
く
し
て
以
て
転
側
し
難
し
」

と
、
其
の
機

稍

均
し
。
○
此

当
に
兼
変
諸
証
中
に
入
れ
る
べ
し
。
然
し
類
に
附
す
べ
き
も
の
無
し
。
仍
ほ

斯
に
列
す
。

以
上

少
腸
病
の
要
領
な
り
。
此
の
他
、
虚
を
兼
ぬ
る
小
建
中
湯
の
証

有
り
。
兼
変

虚
乏
中
に
出
づ
。
其
の

愈
ゆ
る
や
、
振
汗
し
て
解
す
る
者

有
り
。
成
氏

謂
ふ
下
を
経
て
裏
虚
し
、
邪
気

出
で
ん
と
欲
す
れ
ば
、
内

則
ち
振
振
然
た
り
。
蓋
し
辨
脈
法
の
「
其
の
人

本

虚
す
。
是
を
以
て
戦
を
発
し
云
々
」
に
原
づ
く
も
の
な
ら

ん
。
軒
煕

曰
く
、
「
「
太
陽
の
病

未
だ
解
せ
ず
、
脈

陰
陽

倶
に
停
な
る
は
、
必
ず
先
ず
振
慄
し
汗

出
で
て

解
す
」
は
、
諸
注

皆

自
愈
の
候
と
為
す
。
恐
ら
く
は
非
な
り
。
蓋
し
振
汗
は
太
陽
に
有
る
所
に
非
ず
。
脈

陰
陽

倶

停
と
は
、
想
ふ
に
邪

少
陽
に
在
る
者
に
係
り
、
其
の
病
は
表
裏
に
跨
が
る
。
故
に
脈

偏
見
せ
ず
。

猶
ほ
是
『
金
匱
』
の
「
脈

両
に
出
づ
る
は
、
積

中
央
に
在
り
」
の
理
な
り
。
倘
し
柴
胡
を
用
ゐ
て
、
鬱
邪

窟
を
離
れ
れ
ば
、
則
ち
振
汗
し
て
解
す
な
り
。
下
文
に
、
汗

出
づ
る
と
云
ひ
、
之
を
下
す
と
云
ふ
は
、
倶
に

薬
治
を
指
す
。
要
は
是

三
陰

愈
ゆ
る
候
を
列
挙
せ
る
者
な
り
。
故
に
三
つ
の
「
而
解
」
字
を
下
す
」
と
。
此

の
説

未
だ
当
否
を
知
ら
ず
。
姑
く
録
し
て
攷
に
備
ふ
。
其
の
陽
明
に
伝
は
る
や
、
白
虎
証
と
為
る
者
有
り
。

柴
胡
湯
を
服
し
已
つ
て
渇
す
る
者
の
條
を
、
徴
す
べ
し
。
承
気
の
湯
と
為
る
者

有
り
。
経
中
に
多
く
之
を
言
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ふ
。
其
の
変
じ
て
或
い
は
太
陰
と
為
り
、
或
い
は
少
陰
と
為
り
、
或
い
は
厥
陰
と
為
る
。
殆
ど
一
定
な
ら
ず
。

変
じ
て
三
陰
と
為
る
は
、
経
に
明
文

無
し
。
然
し
太
陽

既
に
太
陰
に
変
ず
れ
ば
、
則
ち
少
陽
も
亦

未
だ
太

陰
に
変
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
其
の
少
陰
に
変
ず
る
者
は
、
近
世

甚
だ
多
し
。
厥
陰
の
如
き
は
、
則
ち
其
の
部

位
、
及
び
寒
熱

勝
復
、
並
に
本
病
と
、
稍

相

類
似
す
。
乃
ち
其
の
変

為
り
。
固
よ
り
其
の
分
な
り
。
蓋
し

其
の
表
裏
を
界
す
る
は
、
係
る
所

一
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
而
し
医

治
を
失
す
れ
ば
、
多
く
は
此
の
位
に
於
け

る
。
故
に
兼
挟

変
壊
の
証
は
、
少
陽

最
も
多
し
。
而
し
て
経
中
に
挙
げ
る
所
は
、
数
章
に
過
ぎ
ず
。
学
者

当
に
拡
し
て
充
つ
る
べ
き
な
り
。
呉
有
性
『
温
疫
論
』
を
著
す
に
、
疫
邪
が
口
鼻
よ
り
入
る
の
説
を
主
と
す
。

蓋
し
膜
原
と
は
実
に
少
陽
の
部
に
し
て
、
達
原
飲
、
三
消
飲
、
地
方
の
宜
、
或
い
は
今
に
験
す
る
者

有
り
。

然
し
其
の
主
証
を
審
に
す
る
に
、
猶
ほ
大

小
柴
胡
の
例
を
出
づ
る
こ
と
能
は
ず
。
竊
に
想
ふ
呉
氏
の
時
に
当

た
つ
て
、
邪
勢

暴
厲
し
、
遽
に
半
表
半
裏
を
犯
す
。
故
に
遂
に
其
の
説
を
立
て
る
か
。
董
氏
『
西
塘
感
証
』

に
、『
傷
寒
心
法
』
を
引
き
、
見
る
に
今
世

甚
だ
太
陽
の
症

少
な
し
と
称
す
。
其
の
書

適
々

呉
氏
と
時
世

相
近
し
。
以
て
証
す
べ
し
。
世
に
偶
々

呉
氏
の
法
を
墨
守
し
、
桂

麻
を
用
ゐ
る
を
忌
み
、
柴
胡
を
視
て
余
熱

の
治
と
為
す
者

有
り
。
故
に
茲
に
附
識
す
。

述
陽
明
病
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陽
明
の
病
は
、
裏

熱
実
の
証
、
是
な
り
。
邪
熱
胃
に
陥
り
、
燥
屎
搏
結
す
。
即
ち
謂
ふ
所
の
胃
家
実
な
る
者

な
り
。
胃
家
実
と
は
、
諸
病
胃
に
在
つ
て
宜
し
く
下
す
べ
き
証
を
該
ね
て
称
す
。
但
正
陽
陽
明
の
胃
家
実
は
、

専
ら
大
承
気
の
湯
を
指
す
な
り
。
又
前
注
多
く
陽
明
経
腑
の
別
を
立
つ
。
実
に
経
旨
を
失
ふ
な
り
。
○
白
虎
の

証
は
、
胃
熱
に
し
て
実
無
き
者
に
係
る
。
即
ち
温
病
是
な
り
。
今
自
次
巻
に
列
す
。
又
中
風

中
寒
は
、
是
胃

家
実
上
に
於
い
て
分
別
有
る
に
あ
ら
ず
。
則
ち
亦
復
び
は
具
論
せ
ず
。
其
の
来
路
の
如
き
は
、
或
い
は
太
陽
よ

り
、
或
い
は
少
陽
よ
り
し
て
、
其
れ
等
一
な
ら
ず
。
病
の
軽
重
も
、
亦

随
つ
て
異
な
り
。
其
の
人

胃
に
素

熱

有
つ
て
、
邪
勢

亦

盛
ん
に
し
て
、
相

藉
り
て
遽
に
実
す
る
者

有
り
。
其
の
病

重
し
と
為
す
。
即
ち
正

陽
陽
明
な
り
。
本
篇
の
大
承
気

第
一
條
の
、
語
気
を
玩
へ
ば
、
曽
て
誤
治
を
経
ず
し
て
、
邪
気

自
づ
と
実
す

る
者
な
り
。
太
陽

桂
枝
の
証
、
発
汗

過
多
に
よ
り
、
胃
液

燥
を
為
す
者

有
り
。
其
の
病

最
も
軽
し
。
即

ち
太
陽
陽
明
な
り
。
「
脈

陽
微
に
し
て
汗

出
づ
る
こ
と
少
な
き
者
」
、「
脈
浮
に
し
て
芤
」、
及
び
麻
子
人
丸
の

三
條
、
以
て
徴
す
べ
し
。
『
脈
経
』
脾
病
の
証
に
曰
く
、
「
脾
約
な
る
者
は
、
其
の
人

大
便

堅
く
、
小
便

利

し
、
而
し
反
つ
て
渇
せ
ず
」
と
。
成
氏
は
「
太
陽
の
病

若
し
く
は
吐
し
若
し
く
は
下
し
若
し
く
は
汗
を
発
し

て
後
、
小
承
気
を
与
ふ
」
の
條
を
以
て
、
脾
約
と
為
す
。
恐
ら
く
非
な
り
。
又
「
更
衣
せ
ざ
る
こ
と
十
日
、
苦

し
む
所

無
し
」
は
、
脾
約
と
自
ら
別
な
り
。
少
陽
の
病
、
誤
つ
て
汗
を
発
し
小
便
を
利
す
る
に
よ
つ
て
、
以

て
胃
燥
を
為
す
者
有
り
。
其
の
病

頗
る
軽
し
。
即
ち
少
陽
陽
明
な
り
。
太
陽
陽
明
と
少
陽
陽
明
は
、
喩
氏

誤
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つ
て
併
病
と
為
す
。
汪
氏
は
方
を
擬
す
に
、
蓋
し
其
の
意
に
本
づ
か
ん
。
然
し
誤
治
の
後
に
、
亦

或
い
は
正

陽
陽
明
と
為
る
に
、
太
陽
の
病
、
誤
つ
て
汗
下
し
小
便
を
利
す
る
に
よ
る
者

有
り
、
問
ふ
て
曰
く
、
何
に
縁

つ
て
陽
明
の
病
を
得
る
や
」
の
條
の
如
き
は
、
是
な
り
。
太
陽
の
病

汗
を
失
す
る
に
よ
る
者

有
り
。
「
本

太

陽

初
め
て
病
を
得
る
の
時
、
其
の
汗
を
発
し
、
汗

先
ず
出
で
て
徹
せ
ず
」
の
如
き
は
、
是
な
り
。
次
條

相

承
け
、
亦

汗
を
失
し
て
胃

実
す
る
を
謂
ふ
。
蓋
し
傷
寒

発
熱
し
汗

無
け
れ
ば
、
即
ち
是

表
実
の
証
な
り
。

其
の
嘔
し
て
食
す
こ
と
能
は
ざ
る
は
、
亦

風
寒

外
束
の
故
な
り
。
此
の
証

倘
し
汗
を
発
し
て
徹
せ
ざ
れ
ば
、

則
ち
汗

有
る
に
宜
し
か
ら
ず
。
而
し
て
反
つ
て
汗

出
で
て
濈
濈
然
た
る
者
は
、
邪
気

内
結
し
、
以
て
陽
明

に
属
す
な
り
。
少
陽
の
病

誤
汗
に
よ
る
者

有
り
。
少
陽
篇
の
、「
汗
を
発
す
れ
ば
則
ち
讝
語
す
」、
是
な
り
。

然
ら
ば
則
ち
軽
証

由
る
所
も
、
亦

一
端
に
止
ま
ら
ざ
る
な
り
。
仲
景

先
ず
三
等
に
区
ぎ
り
、
以
て
軽
重
を

示
し
、
更
に
以
上
の
諸
條
を
出
し
て
、
以
て
其
の
変
を
尽
く
す
。
学
者

宜
し
く
密
察
す
べ
し
。
其
の
証
為
る

や
。
悪
寒
せ
ず
悪
熱
し
、
濈
濈
と
汗

出
で
、
汗

出
づ
る
に
二
端

有
り
。
遍
身
に
濈
濈
た
る
者
は
、
裏
熱

蒸

迫
の
故
と
為
す
。
手
足
に
濈
濈
た
る
者
は
、
邪
熱

内
結
の
徴
と
為
す
。
巣
源
、『
活
人
書
』
に
は
、
並
に
掌
心

汗
湿
の
説

有
り
。
身

重
く
短
気
し
、
腹
満
し
て
喘
し
、
潮
熱
し
潮
熱
は
、『
明
理
論
』
の
説
く
所
が
、
穏
貼

な
る
似
し
。
或
い
は
日
晡
と
言
は
ざ
る
は
、
蓋
し
省
文
な
ら
ん
。
讝
語
し
、
大
便
せ
ず
、「
胃
中
に
燥
屎

有
り
」

の
胃
中
は
、
猶
ほ
腹
中
と
言
ふ
ご
と
し
。
必
ず
し
も
深
講
せ
ず
。
経
に
部
位
を
言
ふ
は
、
往
々

此
の
類
な
り
。

且
つ
屎

大
腸
に
在
つ
て
、
其
の
燥
結

下
ら
ざ
る
は
、
実
に
胃
熱

遏
住
せ
る
に
由
つ
て
な
り
。
王
好
古
は
以
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て
地
道

通
ぜ
ず
と
為
す
。
火
逆

胃
に
至
る
と
は
、
傎
な
り
。
脈
は
実
大
遅
な
り
。
大
承
気
條
に
曰
く
、「
脈

さ
か
さ

遅
」
と
。
小
承
気
條
に
曰
く
、
「
脈

滑
に
し
て
疾
」
と
。
是
両
つ
相

対
待
の
詞
に
し
て
、
遅
脈
は
実
は
応
に

下
す
べ
き
の
正
候
と
為
す
。
『
千
金
方
』
は
、
脈
の
朝
夕

駃
き
を
以
て
、
実
癖

下
す
べ
し
と
為
す
。
疑
ふ
べ

は
や

し
。
此

胃
実
の
正
証
な
り
。
大
承
気
湯

之
を
主
る
。
若
し
人
を
識
ら
ず
、
衣
を
循
り
牀
を
摸
り
、
惕
れ
て
安

お
そ

か
ら
ず
、
微
喘
し
直
視
す
る
者
は
、
病

加
劇
に
し
て
正

亦

虚
す
。
其
の
猶
ほ
前
方
を
用
ゐ
る
は
、
虚
を
畏

れ
以
て
病
を
養
は
ざ
る
な
り
。
呉
又
可
の
補
瀉

兼
施
す
る
は
、
蓋
し
即
ち
此
の
証
な
ら
ん
。
且
つ
此
の
條

本

三
等
に
分
か
つ
。
軽
重

異
な
る
と
雖
も
、
其
の
胃
実

為
る
は
則
ち
一
な
り
。
故
に
大
承
気
湯
を
以
て
之
を

主
る
。
或
い
は
劇
熱

迅
や
か
に
伝
は
り
、
勢
ひ
危
悪
に
近
き
者
は
、
則
ち
急
に
之
を
下
す
の
例

有
り
。
少
陰

急
に
下
す
の
條
は
、
其
の
来
路

異
な
る
と
雖
も
、
其
の
危
劇
な
る
こ
と
則
ち
一
な
り
。
呉
又
可

謂
ふ
所
の

急
証

急
攻
な
る
者
は
、
亦

此
の
類
な
り
。
又
「
急
」
字
は
成
氏
の
少
陰
篇
「
急
に
之
を
温
む
」
の
解
を
参
ず

れ
ば
、
其
の
義

明
ら
か
な
り
。
○
大
承
気
の
諸
條
に
、
其
れ
余
義

有
り
。
今

左
に
述
ぶ
る
。「
陽
明
の
病
、

潮
熱
し
大
便

鞕
き
」
者
の
條
の
、
首
段
は
既
に
潮
熱

有
れ
ば
、
則
ち
大
便

微
か
に
鞕
し
と
雖
も
、
其
の
熱

既
に
実
す
る
を
知
る
。
故
に
大
承
気
を
与
ふ
べ
し
。
倘
し
未
だ
潮
熱
せ
ざ
る
者
は
、
恐
ら
く
其
の
熱

未
だ
実

せ
ず
。
大
便
せ
ざ
る
こ
と
六
七
日
と
雖
も
、
其
の
燥
屎
の
有
る
や
否
や
は
必
ず
と
し
難
し
。
故
に
小
承
気
を
与

へ
之
を
試
み
る
な
り
。
又

周
氏

曰
く
、
「
其
の
後

発
熱
す
る
は
、
是

必
ず
日
晡
時
に
作
す
。
此

又

未
だ

尽
き
ざ
る
の
邪

復
び
結
し
て
鞕
し
。
但

既
に
攻
む
る
の
後
な
れ
ば
、
結
す
る
所

多
か
ら
ず
。
只

小
承
気
湯
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に
て
之
を
和
す
れ
ば
足
る
な
り
」
と
。
銭
氏

曰
く
、「
其
の
後

又

復
び
発
熱
す
る
者
は
、
乃
ち
潮
熱
の
類
な

り
」
と
。
二
説
は
『
輯
義
』
と
意

相
合
す
。
○
「
病
人

大
便
せ
ざ
る
こ
と
五
六
日
、
臍
を
繞
り
て
痛
む
」
の

條
は
、
銭
氏

発
作
に
時

有
る
と
解
し
、
日
晡

潮
熱
の
類
と
為
す
。
此
は
柯
氏
に
本
づ
く
。
蓋
し
臍
を
繞
つ

て
痛
み
煩
躁
の
発
作

時
に
有
る
は
、
猶
ほ
日
晡

潮
熱
の
理
の
ご
と
き
を
言
ふ
。
別
に
熱
気

発
作

有
る
に
非

ざ
る
な
り
。『
金
鑑
』
は
程
氏
に
本
づ
き
、
曰
く
、「
燥
屎
穢
気
、
上
攻
す
れ
ば
則
ち
煩
燥
す
。
攻
め
ざ
れ
ば
則

ち
煩
躁
せ
ず
。
故
に
発
作
時
に
有
る
な
り
」
と
。
亦

通
ず
。
○
「
病
人

小
便

利
せ
ず
、
大
便

乍
ち
難
く
乍

ち
易
し
」
の
條
は
、
尤
氏

曰
く
、
「
小
便

利
せ
ざ
る
者
は
、
其
の
大
便

必
ず
溏
す
べ
し
。
而
し
て
燥
屎

有

る
者
は
、
水
液

還
つ
て
胃
に
入
る
と
雖
も
、
猶
ほ
以
て
之
を
潤
す
に
足
ら
ず
。
故
に
大
便

乍
ち
難
き
時

有

り
。
而
し
て
亦

乍
ち
易
き
時

有
る
な
り
」
と
。
此
は
銭
氏
と
義
を
異
に
す
。
姑
く
録
し
て
攷
に
備
ふ
。
○
「
病

を
得
て
二
三
日

脈

弱
」
の
條
は
、
喩
氏
の
注

確
か
な
ら
ず
。
此
の
條
の
二
つ
の
「
雖
」
字
は
、
其
の
眼
目

と
為
す
。
蓋
し
下
す
べ
き
証
は
、
食
す
こ
と
能
は
ざ
る
を
以
て
常
と
為
す
。
然
る
に
「
太
陽

柴
胡
の
証

無
く
、

煩
躁
し
心
下

鞕
く
、
大
便
せ
ざ
る
こ
と
、
四
五
日
に
至
」
れ
ば
、
則
ち
能
く
食
す
る
こ
と
之

胃

和
す
る
似

き
こ
と
有
り
と
雖
も
、
猶
ほ
小
承
気
を
以
て
之
に
与
ふ
。
「
若
し
大
便
せ
ざ
る
こ
と
六
七
日
」
に
て
は
、
食
す

こ
と
能
は
ざ
る
こ
と
之

胃
実
の
似
き
こ
と
有
り
と
雖
も
、
其
の
小
便

少
な
き
者
は
、
初
め
鞕
く
後
に
溏
す
。

宜
し
く
暫
く
其
の
実
す
る
を
待
つ
べ
し
。
遽
に
下
す
べ
か
ら
ず
。
比
の
二
証
は
対
示
し
て
、
以
て
人
を
し
て
変

に
通
ぜ
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
又

大
便

初
め
鞕
く
後
に
溏
す
る
に
、
自
ら
二
端

有
り
。
其
の
一
は
、
寒
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実
の
証
に
係
る
。
是
は
終
に
結
せ
ざ
る
者
な
り
。
其
の
一
は
、
熱
実
の
未
だ
成
ら
ざ
る
に
係
る
。
是
は
終
に
結

す
る
者
な
り
。
宜
し
く
分
別
し
て
看
る
べ
し
。
如
し
胃
実

正
証
に
し
て
、
一
等

軽
き
者
な
れ
ば
、
小
承
気
湯

之
を
主
る
。
大
承
気
の
証
に
、
姑
く
是
の
湯
を
用
ゐ
て
探
試
す
る
者

有
り
。
其
の
義
を
見
る
べ
き
な
り
。
又

小
承
気
の
湯
の
、
「
陽
明
の
病
、
其
の
人

汗

多
く
、
津
液

外
出
す
る
を
以
て
、
胃
中

燥
く
」
、
及
び
「
太

陽
の
病
、
若
し
く
は
吐
し
若
し
く
は
下
し
若
し
く
は
汗
を
発
し
て
後
」
の
條
は
、
並
に
是

津
液

傷
を
受
く
。

是

調
胃
の
宜
し
き
所
の
似
し
。
然
し
多
汗
は
本
々

陽
明
に
固
有
の
所
な
れ
ば
、
則
ち
其
れ
満
実

有
り
。
蓋

し
之
を
言
外
に
寓
す
る
者
な
る
の
み
。
如
し
液

燥
き
熱

搏
ち
、
其
の
実

則
ち
軽
き
者
は
、
謂
胃
承
気
湯

之

を
主
る
。
大
承
気
の
湯
に
、
液

甚
だ
燥
く
者

有
り
。
但

病

急
劇
に
属
す
れ
ば
、
已
む
を
得
ず
し
て
之
を
奪

ふ
の
み
。
此
の
方

主
る
所
は
、
則
ち
病
勢

稍

慢
な
り
。
潤
に
し
て
之
を
蕩
す
る
に
非
ざ
れ
ば
可
な
ら
ざ
る

な
り
。
大
抵

之

誤
汗

吐
下
し
て
、
津
液

虧
乏
を
得
る
者

多
し
と
為
す
。「
吐
後

腹

脹
満
す
る
」
者
の
如

き
は
、
亦

是

大
実
に
似
て
非
な
る
者
な
り
。
尤
氏

曰
く
、「
設
し
庸
工
を
遇
し
て
、
其
の
脹
満
を
見
れ
ば
、

必
ず
枳
朴
を
以
て
急
と
為
す
」
と
。
是
な
り
。
又

太
陽
中
篇
の
「
過
経
」
二
條
は
、
其
の
証

殆
ど
壊
病
に
属

す
者
な
り
。
○
成
氏

曰
く
、「
大
熱
の
結
実
す
る
者
は
、
大
承
気
湯
を
与
へ
、
小
熱
の
微
結
す
る
者
は
、
小
承

気
湯
を
与
ふ
。
熱
の
大
甚
な
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
大
承
気
湯
よ
り
芒
消
を
去
る
。
又

結
の
堅
に
至
ら
ざ
る

を
以
て
の
故
に
厚
朴

枳
実
を
減
ず
る
な
り
」
と
。
又

雲
岐
子
『
傷
寒
保
命
集
』
に
曰
く
、
「
大
承
気
は
、
厚

朴
の
苦
温
に
て
痞
を
去
り
、
（
桉
ず
る
に
此
の
痞
と
云
ふ
者
は
、
蓋
し
気
閉
の
義
に
し
て
、
心
下
痞
の
痞
に
非
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ず
）
枳
実
の
苦
寒
に
て
満
を
泄
ら
し
、
芒
消
の
味
鹹
に
し
て
能
く
軟
堅
し
、
大
黄
の
味
苦
寒
に
し
て
能
く
実
を

泄
ら
し
、
痞

満

燥

実
の
四
証

全
け
れ
ば
則
ち
用
ゆ
べ
し
。
故
に
大
承
気
湯
と
曰
く
。
小
承
気
は
、
大
黄
の

味
苦
寒
に
て
実
を
泄
ら
し
、
厚
朴
の
苦
温
に
て
痞
を
去
り
、
痞

実

両
つ
全
け
れ
ば
用
ゆ
べ
き
な
り
。
故
に
小

承
気
湯
と
曰
く
。
調
胃
承
気
は
、
大
黄
の
苦
寒
に
て
実
を
泄
ら
し
、
芒
消
の
鹹
寒
に
し
て
能
く
耎
堅

潤
燥
し
、

甘
草
の
和
平
に
て
、
其
の
中
を
和
す
。
燥

実

堅
の
三
証

全
き
者
に
用
ゆ
べ
し
。
故
に
調
胃
承
気
湯
と
曰
く
」

と
。
此
の
説

頗
る
当
る
。
陶
氏
の
『
六
書
』
に
至
れ
ば
、
則
ち
曰
く
、「
病
に
三
焦

倶
に
傷
ら
る
る
者

有
り
。

則
ち
痞

満

燥

実

堅

全
き
な
り
。
邪

中
焦
に
在
れ
ば
、
則
ち
燥

実

堅
の
三
証

有
り
。
上
焦
の
傷
を
受

け
れ
ば
、
則
ち
痞
し
て
実
す
」
と
。
拘
鑿

殊
に
甚
だ
し
。
閔
芝
慶
は
嘗
て
其
の
繆
り
を
闢
く
。
文

繁
な
れ
ば

録
さ
ず
。
又

呉
又
可

曰
く
、「
三
承
気
の
功
用

彷
彿
す
」
と
。
又
曰
く
、「
功
効

倶
に
大
黄
に
在
り
。
余
は

皆

標
を
治
す
る
の
品
な
り
」
と
。
並
に
辨
晰
を
欠
く
。
又

王
好
古
は
三
方
の
主
証
を
挙
げ
る
も
、
『
輯
義
』

に
調
胃
の
証
を
漏
載
す
。
仍
ほ
之
を
補
出
す
。
曰
く
、「
調
胃
承
気
湯
は
実
し
て
満
な
ら
ざ
る
者
を
治
す
。
腹

仰
瓦
の
如
く
、
腹
中

転
失
気
し
、
燥
糞

有
り
、
大
便
せ
ず
し
て
、
讝
語
し
堅
実
な
る
証
に
は
、
宜
し
く
之
を

用
ゆ
べ
し
」
と
。
又

大
黄

酒
制
は
、
程
知
の
説

是
な
り
。
然
し
抵
当
湯
に
、
芒
消
を
用
ゐ
ず
し
て
大
黄

酒

洗
し
、
大
陥
胸
丸
、
大
黄
牡
丹
湯
に
は
、
並
に
芒
消

有
つ
て
大
黄
を
生
用
す
。
故
に
其
の
説

疑
ひ
無
き
こ
と

能
は
ず
。
攷
を
存
す
。
○
『
幼
幼
新
書
』
恵
眼
観
証
の
芍
薬
散
、
大

小
便

下
薬

通
ぜ
ざ
る
者
を
治
す
る
は
、

調
胃

本
方
に
芍
薬

当
帰
を
加
ふ
。『
保
命
集
』
の
当
帰
承
気
湯
は
謂
胃

方
中
に
当
帰

姜

棗
を
加
へ
、
水
煎



47

述陽明病

す
。『
三
法
六
門
』
の
玉
燭
散
は
、
四
物
湯

承
気
湯

朴
消

各
等
分
を
以
て
、
水
煎
し
、
滓
を
去
り
、
食
前
に

之
を
服
す
。『
傷
寒
心
要
』
に
、「
産
後

如
し
血

尽
き
ざ
れ
ば
、
則
ち
凉
膈
と
四
物
と
を
以
て
合
煎
し
、
経
血

を
調
理
す
。
甚
だ
し
き
者
は
、
大
承
気

合

四
物
、
乃
ち
瀉
中
に
補

有
る
な
り
」
と
。
又

曰
く
、
「
大
承
気

に
四
物
を
合
し
て
、
婦
人

一
切
の
血
積

血
聚
等
の
疾
を
治
す
。
紅
花
を
加
へ
尤
も
妙
な
り
」
と
。
脾
約
は
則

ち
病

最
も
軽
し
。
而
し
て
但

胃

燥
く
。
故
に
麻
子
人
丸
に
て
僅
に
之
を
潤
下
す
。『
本
草
図
経
』
を
引
く
に
、

枳
実

一
斤
と
作
し
、
十
丸
の
下
に
、「
食
後

之
を
服
す
」
字

有
り
。
曰
く
、「
唐
方
七
宣
麻
人
丸
も
亦

此
の

類
な
り
」
と
。
徐
大
椿

曰
く
、「
此

潤
腸
の
主
方
な
り
」
と
。
又

陶
隠
居

曰
く
、
「
梧
子
の
如
き
者
と
は
二

大
豆
を
以
て
之
に
准
ず
」
と
。
又

杏
人

熬
黒
す
る
に
陶
氏
に
説

有
り
。
宜
し
く
参
ず
べ
し
。
熱

去
つ
て
津

竭
き
、
而
し
て
大
便

鞕
き
者
は
、
蜜
煎
を
以
て
之
を
導
く
。
導
法
の
、
蜜
を
用
ゐ
、
土
瓜
根
を
用
ゐ
、
猪
胆

汁
を
用
ゐ
る
は
、
倶
に
潤
肛
に
取
る
。
設
し
更
に
皀
角

諸
品
を
用
ゆ
れ
ば
、
徒
に
多
事
を
覚
ふ
。
○
『
本
草

開
宝
』
に
陳
蔵
器
を
引
い
て
云
ふ
、「
大
便

通
ぜ
ざ
る
を
主
る
。
猪
羊
胆
を
取
り
、
葦
筒
を
以
て
胆
を
著
け
、

一
頭
を
縛
り
、
下
部
に
内
れ
、
入
る
こ
と
三
寸
に
し
て
、
之
を
潅
ぐ
。
腹
に
入
れ
ば
立
ち
ど
こ
ろ
に
下
す
」
と
。

（
此
の
方
は
、
北
斉
道
『
興
治
疾
方
』
に
出
づ
。
但

主
治
文

泐
滅
し
攷
し
難
し
）
又
『
梅
師
方
』
に
、
「
肛

門
は
肺
が
主
る
。
肺

熱
す
れ
ば
即
ち
肛
門

塞
が
り
、
腫
縮
し
瘡
を
生
ず
。
白
蜜

一
升
、
猪
胆

一
枚
を
相
和

し
、
微
火
に
て
煎
じ
て
丸
と
す
べ
か
ら
し
め
、
丸
長

三
寸
の
挺
と
作
し
、
油
を
塗
り
下
部
に
内
れ
、
臥
し
て

後
重
せ
し
め
れ
ば
、
須
臾
に
し
て
通
泄
す
」
と
あ
る
。
此

陽
明
の
病
の
要
領
な
り
。
此
の
他
、
素

虚
を
兼
ぬ
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る
者

有
り
。
汗

無
く
身
に
虫
行
す
る
が
如
き
者
、
兼
変
の
虚
乏
中
に
詳
し
。
及
び
大
便
せ
ず
、
脈

微
濇
な

る
者
の
如
き
が
、
是
な
り
。
『
宗
印
』
に
曰
く
、「
明
日

大
便
せ
ず
し
て
、
脈

反
つ
て
微
濇
な
る
者
は
、
邪
熱

実
し
て
正
気

虚
す
る
な
り
。
微
は
気
虚
と
為
す
。
濇
な
れ
ば
則
ち
血

無
し
。
此

胃
気
は
裏
に
虚
す
。
熱
実

有
り
と
雖
も
、
之
を
攻
む
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
難
治
と
為
す
」
と
。
此
の
説

汪
と
意

相
同
じ
。
表
を
兼
ぬ

る
者

有
り
。
半
表
半
裏
を
兼
ぬ
る
者

有
り
。
証
は
合
併
中
に
詳
し
。
但
し
「
脇
下

鞕
満
し
、
大
便
せ
ず
し

て
嘔
し
、
舌
上

白
胎
に
は
、
小
柴
胡
を
与
ふ
」
此
は
其
の
実

少
陽
に
係
り
、
而
し
て
陽
明
に
似
し
者
な
り
。

血
分
に
迫
る
有
り
。
兼
変
の
瘀
血
に
列
す
。
湿
鬱
を
挟
む
有
り
。
湿
熱
中
に
列
す
。
亦

宜
し
く
隅
反
す
べ
し
。

蓋
し
本
病
は
復
た
伝
は
る
所

無
し
。
経
に
明
文

有
り
。
大
抵

下
後
清
潤
な
れ
ば
、
病
日
愈
に
就
く
。
此

呉

氏
に
養
営
清
燥
の
諸
湯

有
る
所
以
な
り
。
然
し
攻
下

過
度
に
て
、
胃

虚
し
熱

迸

り
、
以
て
厥
陰
と
為
る

ほ
と
ば
し

者

有
り
。
殆
ど
局
外
の
変
な
り
。
古
人
に
下
す
こ
と
多
け
れ
ば
陰
を
亡
ふ
の
戒

有
り
。
蓋
し
下
す
こ
と
多
け

れ
ば
胃

亦

虚
し
、
陰
を
亡
へ
ば
必
ず
内

燥
き
、
勢

厥
陰
と
為
ら
ざ
る
を
得
ず
。
今
の
世

往
往

此
に
致
る

者

有
り
。
○
詳
に
す
る
に
本
篇
中
に
、
文

易
く
し
て
義

暁
か
に
し
難
き
者
、
凡
そ
五
條

有
り
。
曰
く
、「
初

め
食
さ
ん
と
欲
し
、
小
便

反
つ
て
利
せ
ず
。
大
便

自
ら
調
ふ
」
曰
く
、「
反
つ
て
汗

無
く
し
て
小
便

利
す
」

曰
く
、「
但

頭
眩
し
悪
寒
せ
ず
」
曰
く
、「
脈

浮
に
し
て
緊
な
る
者
は
、
必
ず
潮
熱

発
作

時
に
あ
り
」
曰
く
、

「
太
陽
の
病

寸
緩

関
浮

尺
弱
」
、
是
な
り
。
○
太
陰
の
病
と
陽
明
と
は
、
其
の
位
と
実

有
る
と
、
則
ち
相

同
じ
。
而
し
て
自
ら
寒
熱
の
異

有
り
。
故
に
本
篇
に
点
出
し
、
以
て
照
対
に
便
と
す
。
但
し
猶
ほ
題
す
る
に
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陽
明
の
病
を
以
て
す
。
是
を
以
て
注
家

察
せ
ず
。
多
く
論
混
を
致
す
。
今

詳
し
く
は
次
に
開
く
。
読
者

宜

し
く
攷
ふ
べ
し
。

述
太
陰
病

太
陰
の
病
は
、
裏
寒
実
の
証
、
是
な
り
。
蓋
し
其
の
人
内
に
久
寒

有
つ
て
、
倘
し
邪
客
に
遇
ひ
て
、
初
め
は

陽
証
を
得
る
と
雖
も
、
其
の
裏
に
入
る
に
及
べ
ば
、
則
ち
遂
に
寒
化
に
従
ふ
。
而
し
胃
気

猶
ほ
守
り
有
り
。

故
に
能
く
搏
実
す
る
者
な
り
。
『
脈
経
』
に
曰
く
、「
下
利
し
て
腹
痛
し
満
す
る
は
、
寒
実
と
為
す
。
当
に
之
を

下
す
べ
し
」
と
。（
此
の
語
は
、
其
の
平
下
利
中
に
出
づ
。
前
後

諸
條
を
攷
ふ
る
に
、
即
ち
『
雑
病
論
』
の
遺

の
似
し
）
然
ら
ば
則
ち
本
病
は
寒
実
と
為
す
。
其
の
義

甚
だ
明
ら
か
な
り
。
蓋
し
雑
病
の
寒
疝

寒
脹
の
類
も

亦

寒
実
に
係
る
。
故
に
『
金
匱
』
腹
満

寒
疝
の
証
治
は
間
々

本
篇
と
相
発
す
。
又

「
寒
実
」
の
字
面
は
、

三
物
白
散
の
條

及
び
腹
満
篇

第
四
條
に
出
づ
。
其
の
受
く
る
所
の
者
は
、
太
陽
の
病

誤
下
に
よ
り
来
る
有

り
。
則
ち
誤
下
せ
ず
に
、
亦

或
い
は
変
成
す
る
者

有
り
。
及
び
或
い
は
少
陽
よ
り
来
る
者

有
り
。
皆

知
る

べ
き
な
り
。
成
氏

曰
く
、
「
太
陽
の
病
は
、
陽
邪

裏
に
伝
は
る
な
り
」
と
。
此
の
言

味

有
り
。
豈

三
陰
中

に
太
陰

特
り
桂
枝
の
法

有
る
に
因
つ
て
、
即
ち
発
せ
ん
や
。
曰
く
「
自
利
」、
曰
く
「
食
を
吐
し
て
下
ら
ず
」、
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曰
く
「
時
に
腹
痛
む
」
、
皆

寒
盛
の
徴
な
り
。
曰
く
「
腹
満
」
、
曰
く
「
之
を
下
せ
ば
胸
下

結
鞕
す
」
、
倶
に

壅
実
の
験
な
り
。
謂
ふ
所
の
「
之
を
下
す
」
者
と
は
、
蓋
し
承
気

十
棗
の
類
を
指
し
て
言
は
ん
。
其
の
病

少

陰
の
脱
に
似
ず
。
故
に
「
胸
下

結
鞕
」
は
、
猶
ほ
是

崔
氏

謂
ふ
所
の
下
後

虚
逆
、
毒

相
激
の
類
な
り
。「
胸

下
」
は
、
蓋
し
即
ち
「
心
下
」
な
ら
ん
。
太
陰
は
唯

末
條
に
脈
候
を
言
ふ
。
必
ず
し
も
其
の
正
脈
な
ら
ざ
る

似
し
。
然
し
要
は
沈

遅

細

弱

等
を
出
で
ざ
る
な
り
。
其
の
初
起
に
満
実
し
、
陽
気

能
く
持
す
る
者
は
、

桂
枝
加
芍
薬

及
び
加
大
黄
湯
を
設
け
、
以
て
和
泄

温
利
の
法
と
為
す
。
此
の
條
に
、「
本

太
陽
の
病
」
と
曰

へ
ば
、
則
ち
時

既
に
表
を
離
れ
る
を
知
る
べ
し
。
蓋
し
誤
下
の
後
に
、
胃
気

寒
を
生
じ
、
表
邪

陥
実
し
、

以
て
是
の
証
を
致
す
。
顧
み
れ
ば
下
後
に
便
秘
す
る
者
は
、
桂
枝
湯
に
芍
薬
を
加
倍
す
。
既
に
発
表
に
非
ず
。

亦

建
中
と
も
其
の
旨

同
じ
か
ら
ず
。
攷
ふ
る
に
小
柴
胡

加
減
法
に
曰
く
、
「
若
し
腹
中

痛
む
者
な
れ
ば
、

黄
芩
を
去
つ
て
、
芍
薬
三
両
を
加
ふ
」
と
。
成
氏

曰
く
、「
芍
薬
を
加
へ
て
以
て
壅
を
通
ず
」
と
。
又
『
明
理

論
』
に
曰
く
、「
宜
し
く
通
ず
べ
き
も
而
し
塞
れ
ば
痛
を
為
す
。
邪
気

裏
に
入
り
、
裏
気

足
ら
ず
、
寒
気

之

を
壅
が
ば
、
則
ち
腹
中

痛
む
。
芍
薬
は
、
味
酸
苦

微
寒
な
り
。
酸
の
性
な
る
は
泄
し
て
中
を
利
す
。
之
を
加

ふ
れ
ば
則
ち
裏
気

通
ず
る
こ
と
を
得
て
、
痛
み
自
ら
已
む
」
と
。
愚

謂
ふ
此
の
方
の
芍
薬
は
、
亦

通
壅
に

取
る
。
次
條
の
設
し
当
に
大
黄

芍
薬
の
行
く
べ
き
者
の
語
気
を
、
以
て
徴
す
べ
し
と
。
張
志
聡
『
侶
山
堂
類

辨
』
に
曰
く
、
「
芍
薬
は
気
味
苦
平
な
り
。
苦
は
血
を
走
る
。
故
に
血
分
の
薬
と
為
す
。
苦
は
下
に
洩
ら
す
。

故
に
『
本
経
』
に
、
「
邪
気

腹
痛
を
主
り
、
血
痺
を
除
き
、
堅
積

寒
熱
を
破
る
」
と
。
其
の
洩
を
破
る
に
因
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つ
て
、
故
に
太
陰
篇
云
云
。
今
の
人

咸

云
ふ
、
「
芍
薬
は
酸

斂
を
主
る
」
と
。
而
し
大
黄
の
功
能

有
る
を

み

な

知
ら
ず
」
と
。
此
の
説

則
ち
当
を
過
ぐ
。
病
勢

更
に
劇
し
く
、
大
実
痛
す
る
者
は
、
大
黄
を
加
へ
て
以
て
之

を
疎
す
。
亦

猶
ほ
大
黄
附
子
湯
の
例
の
ご
と
く
、
病

寒
に
属
す
る
を
以
て
、
主
る
と
こ
ろ
温
利
に
在
り
。
此

す
か

の
理
を
拡
充
す
れ
ば
、
則
ち
大
黄
附
子
湯
、
及
び
温
脾
湯

等
は
、
皆

宜
し
く
本
病
を
治
す
べ
き
な
り
。
○
『
脈

経
』
に
謂
ふ
所
の
「
当
に
之
を
下
す
べ
き
」
者
と
は
、
亦

加
大
黄
湯
の
証
な
り
。
其
の
下
利
は
、
寒
積

有
る

に
因
つ
て
、
而
し
て
気

下
墜
し
て
致
す
所
に
し
て
、
四
逆
の
証
の
下
利
と
自
ら
異
な
る
。
知
を
要
す
れ
ば
寒

実
に
下
を
用
ゐ
る
は
、
脈
の
有
力

無
力
、
腹
痛
の
微
甚
に
於
い
て
著
眼
し
、
始
め
て
襯
切
と
為
る
。
○
陳
氏

『
三
因
方
』
に
曰
く
、「
太
陰
は
脾
に
属
す
。
中
州
は
土
な
り
。
性
は
寒
湿
を
悪
む
。
乾
姜

附
子
に
非
ざ
れ
ば
、

能
く
温
燥
せ
ず
」
と
。
又

曰
く
、「
太
陰
脾
経
に
至
れ
ば
、
温
燥

行
ら
ず
。
亦

当
に
温
利
す
べ
し
。
陽
明
よ

り
出
づ
。
温
脾
円
に
、
大
黄
を
用
ゐ
る
者
の
如
き
は
、
是
な
り
」
と
。
此
の
其
の
言

曖
昧

明
ら
か
な
ら
ず
と

雖
も
、
稍

太
陰
の
寒
実

為
る
を
知
る
者
の
似
し
。
如
し
其
の
脈

弱
き
者
は
、
斟
量
を
加
ふ
る
を
要
す
。
「
太

陰
の
病

為
る
」
の
「
為
」
字
は
衍
か
と
疑
ふ
。
提
綱
の
諸
條
、
及
び
風
温
の
外
に
、
経
に
此
の
語
例

無
し
。

「
続
い
て
自
ら
便

利
す
」
は
、
恐
ら
く
是

上
條
を
承
け
て
言
ふ
。
医

之
を
下
し
て
後
、
続
い
て
自
ら
便

利

す
。
柯
氏
の
意

亦

然
る
似
し
。
太
陽
中
篇
の
、
「
傷
寒

医

之
を
下
し
、
続
い
て
下
利
を
得
て
」
と
殆
ど
一

例
な
り
。
蓋
し
此
の
條
は
、
寒
実
の
動
じ
て
陽
虚
に
変
す
る
を
、
軽
々
に
下
す
べ
か
ら
ざ
る
の
戒
を
示
す
。
病

既
に
重
き
者
は
、
則
ち
四
逆
輩
を
用
ゐ
、
以
て
之
を
温
散
す
。
提
綱
の
証
、
蓋
し
此
を
謂
ふ
な
り
。
渇
せ
ざ



52

巻第二

れ
ば
、
既
に
少
陰
と
分
別
す
る
処
な
り
。
彼
は
胃
に
液

少
な
き
故
に
渇
す
。
此
は
寒
気

壅
閉
し
、
津
液

猶

ほ
持
す
る
を
以
て
の
故
に
渇
せ
ず
。
成
氏

曰
く
、
「
自
利
し
て
渇
す
る
は
、
寒

下
焦
に
在
り
。
自
利
し
て
渇

せ
ざ
る
は
、
寒

中
焦
に
在
り
」
と
。
恐
ら
く
は
誤
り
な
り
。
四
逆
輩
と
云
ひ
て
、
四
逆
湯
と
云
わ
ざ
る
は
、

意

温
散
に
在
り
て
、
厥
を
治
す
る
に
在
ら
ざ
る
に
よ
る
な
り
。
朱
氏
『
活
人
書
』
以
来
、
本
病
を
療
ず
る
に
、

理
中
湯

丸
を
用
ゐ
る
者

有
り
。
蓋
し
能
く
経
旨
を
得
る
者
な
り
。
蓋
し
寒
実
の
病
は
、
胃

猶
ほ
閉
持
す
る

と
雖
も
、
寒

固
よ
り
胃
の
忌
む
所
に
て
、
其
の
実

極
ま
れ
ば
、
中
気

必
ず
敗
れ
、
熱
証
の
久
実
に
似
ざ
る

を
以
て
、
故
に
初
起
に
温
利
を
用
ゐ
る
と
雖
も
、
其
の
重
き
者
に
至
ら
ば
、
則
ち
宜
し
く
陽
を
扶
け
寒
を
散
ず

べ
き
の
み
。『
玉
函
経
』
に
曰
く
「
寒
は
則
ち
之
を
散
ず
」
と
。
此
の
謂
な
り
。
桂
枝
加
芍
薬
の
証
に
曰
く
「
時

に
痛
む
」
、
加
大
黄
の
証
に
曰
く
「
大
実
痛
す
」
、
提
綱
に
曰
く
「
時
に
腹

自
ら
痛
む
」
は
、
此
を
以
て
其
の

病
機

知
る
に
足
る
。
而
し
て
治
に
措
け
る
の
法
は
亦

見
る
な
り
。
此

太
陰
の
病
の
要
領
な
り
。
他
に
表
を

兼
ぬ
る
者

有
り
。
桂
枝
湯
の
條
、
是
な
り
。
少
陰
に
太
陽
を
兼
ぬ
る
も
の
、
治
法
は
裏
を
先
に
し
表
を
後
に

す
。
太
陰
は
少
陰
の
脱
に
似
ず
。
且
つ
桂
枝
湯
の
、
程
氏

謂
ふ
所
の
建
中
の
体
を
胎
み
、
温
め
る
に
碍
す
る

こ
と
無
き
は
、
此

猶
ほ
其
の
表
を
先
に
す
る
所
以
か
。
其
の
愈
ゆ
る
に
、
外

従
り
の
者

有
り
。
太
陰
中
風
、

是
な
り
。
成
氏
「
辨
脈
」
首
條
を
注
し
て
曰
く
、「
陰
病
に
陽
脈
を
見
て
、
而
も
生
を
主
る
者
は
、
則
ち
邪
気

裏
よ
り
表
に
之
き
、
汗
し
て
解
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。「
厥
陰
中
風
、
脈

微
浮
は
愈
ゑ
ん
と
欲
す
と
為
す
。
浮

ゆ

な
ら
ざ
れ
ば
未
だ
愈
ゑ
ず
と
為
す
」
の
如
き
が
、
是
な
り
」
と
。
此
の
説
に
拠
れ
ば
、
則
ち
三
陰
中
風
は
、
特
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に
其
の
愈
ゆ
る
候
を
言
ふ
似
し
。
豈

風
が
陽
に
属
す
る
を
以
て
、
仮
に
陽
復
す
る
の
名
と
為
す
も
の
か
。
柯

氏

曰
く
、「
脈
の
濇
と
長
と
は
、
是

並
に
見
ず
。
濇

本
病
の
脈
な
り
。
濇
に
し
て
転
じ
て
長
な
れ
ば
、
病
始

め
て
愈
ゆ
る
の
み
」
と
。
此

亦

一
説
な
り
。
内
よ
り
の
者

有
り
。
「
暴
に
煩
し
下
利
す
」
、
是
な
り
。
此
の

條
は
客
を
挙
げ
て
以
て
主
を
明
か
に
す
。
「
太
陰
は
当
に
身

黄
を
発
す
べ
し
」
以
上
は
、
是

客
詞
な
り
。
此

の
「
太
陰
」
は
寒
実

本
病
を
謂
ふ
に
非
ず
。
唯

是
は
中
焦

脾
家
を
指
さ
し
て
言
ふ
。
猶
ほ
「
食
穀
を
嘔
さ

ん
と
欲
す
る
者
は
陽
明
に
属
す
」
の
例
の
ご
と
し
。
即
ち
「
脈

浮
緩
、
手
足

自
ら
温
か
く
、
小
便

利
せ
ざ

る
」
者
を
、
中
焦

湿
熱
と
為
す
。
故
に
「
当
に
身

黄
を
発
す
べ
し
」
と
言
ふ
な
り
。「
若
し
小
便

自
利
し
」

以
下
は
、
是

主
詞
な
り
。
寒
実

本
病
を
言
ふ
。
倘
し
「
脈

浮
緩
、
手
足

自
ら
温
」
な
る
者
は
、
陽

復
し

て
寒

去
る
兆
し
と
為
す
。
縦
え
首
條
の
諸
証
、
及
び
小
便

自
利
す
る
こ
と
有
る
も
、
必
ず
暴
に
煩
し
下
利

日
に
十
余
行
し
て
愈
ゆ
。
即
ち
是

脾
家

陽
実
、
寒
積

腐
穢

自
ら
去
る
徴
な
り
。「
若
し
小
便

自
ら
利
し
、

発
黄
す
る
能
は
ず
」
の
二
句
は
、
陽
明
篇
に
在
ら
ば
、
則
ち
燥
結
の
験
と
為
す
。
本
篇
に
在
ら
ば
、
則
ち
裏
寒

の
故
と
為
す
な
り
。
以
上

一
に
臆
見
に
出
づ
。
甚
だ
迂
曲
の
似
し
。
然
し
参
互

審
攷
す
る
に
、
義
は
然
ら
ざ

る
を
得
ず
。
何
な
れ
ば
則
ち
『
金
匱
』
黄
疸
篇
に
は
、「
寸
口
の
脈

浮
に
し
て
緩
」
な
る
を
以
て
、
其
の
正
脈

と
為
す
。
是
と
本
條
と
相
発
す
。
浮
緩
は
表
邪
に
非
ず
し
て
、
裏
熱
に
属
す
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
蓋
し
裏
熱

外
熏
し
て
脈

浮
な
る
者
は
、
白
虎
証
が
是
な
り
。
緩
の
熱

為
る
は
、
『
素
』
『
霊
』
及
び
「
平
脈
法
」
に
見

る
。
「
手
足

温
」
の
一
証
は
、
小
柴
胡

梔
豉
の
両
條
に
之

有
つ
て
、
亦

内
熱
の
致
す
所
に
係
る
。
是
に
お
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い
て
此
の
脈
証
が
陽
病
に
在
つ
て
之
を
見
れ
ば
、
則
ち
裏
熱
の
候
と
為
す
。
陽
明
篇
に
挙
げ
て
以
て
胃
実

燥

湿
の
分
を
別
か
つ
な
り
。
今

寒
実
に
之
を
見
て
、
何
を
以
て
謂
ひ
て
陽
復
の
候
と
為
す
や
。
曰
く
。
少
陰
篇

に
曰
く
、「
少
陰
病

脈

緊
、
七
八
日
に
至
つ
て
、
自
下
利
し
、
脈

暴
に
微
と
な
り
、
手
足

反
つ
て
温
な
り
。

脈

緊

反
つ
て
去
る
者
は
、
解
せ
ん
と
欲
す
と
為
す
な
り
。
煩
し
て
下
利
す
と
雖
も
、
必
ず
自
ら
愈
ゆ
」
と
。

此
は
明
ら
か
に
「
手
足

温
」
な
る
を
以
て
愈
ゆ
る
候
と
為
す
。
而
し
て
銭
氏
は
「
緊

去
る
」
と
解
し
て
、
緊

峭
化
し
て
寛
緩
と
為
る
と
謂
ふ
。
此
の
意

甚
だ
佳
し
。
且
つ
少
陰

厥
陰
に
て
は
、
並
に
脈

浮
を
以
て
愈
ゑ

ん
と
欲
す
と
為
す
。
乃
ち
此
の
脈
証
の
陰
証
に
在
つ
て
之
を
見
る
は
、
固
よ
り
陽
証
と
同
じ
か
ら
ざ
る
を
知
る
。

之
を
要
す
れ
ば
本
篇

此
の
條
は
、
此
の
脈
証
を
掲
げ
て
、
以
て
湿
熱

発
黄
と
寒
実

愈
ゆ
る
候
と
を
辨
明
す

る
の
み
。
又

太
陽
下
篇
と
「
辨
脈
法
」
に
も
、
「
手
足

温
」
を
以
て
愈
ゆ
る
候
と
為
す
者

有
り
。
亦

当
に

併
攷
す
べ
し
。
抑
も
病

既
に
裏
に
在
り
。
故
に
復
た
伝
は
る
所

無
し
。
唯

実
よ
り
し
て
虚
た
れ
ば
、
必
ず

変
じ
て
少
陰
と
為
る
。
義
は
上
説
の
如
し
。
更
に
寒

去
つ
て
実

存
し
、
実
は
以
て
燥
を
生
じ
、
仍
ほ
陽
明
に

変
ず
る
者

有
り
。
陽
明
篇

第
三
十
二
條
の
「
若
し
転
失
気
せ
ざ
る
者
は
、
初
頭

鞕
く
後

必
ず
溏
す
」
は
、

此

蓋
し
「
固
瘕
を
作
さ
ん
と
欲
す
」
る
者
と
均
し
く
寒
実
に
属
さ
ん
。
故
に
之
を
攻
め
れ
ば
、
則
ち
脹
満
し

て
食
す
能
は
ざ
る
な
り
。
「
其
の
後

発
熱
す
る
者
云
云
」
は
、
乃
ち
寒

去
つ
て
後
に
、
或
い
は
熱
結
に
変
ず

る
者

有
る
を
言
ふ
。
厥
陰
の
燥
熱
の
如
き
に
至
つ
て
は
、
則
ち
恐
ら
く
寒
実
の
遽
に
変
ず
る
者
に
非
ざ
る
な

り
。
太
陰

一
篇
は
、
従
つ
て
確
解

無
し
。
愚

涵
泳
す
る
こ
と
数
年
、
之
を
病
者
に
徴
す
る
に
、
定
め
て
寒
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実
と
為
す
。
後
に
『
脈
経
』
中
の
語
を
得
て
、
竊
に
謂
ふ
益
々

著
切
と
為
す
と
。
因
つ
て
自
ら
揣
ら
ず
、
説

は
か

を
立
て
る
に
右
の
如
し
。
蓋
し
本
篇
は
僅
僅
た
る
数
條
に
過
ぎ
ず
し
て
、
陽
明
篇
中
に
反
つ
て
本
病
の
証
候

多
し
。
此
は
其
の
病
に
寒
熱
の
異

有
る
と
雖
も
、
而
し
部
位
と
壅
実
な
る
と
則
ち
同
じ
な
る
を
以
て
の
故
に
、

人
の
錯
認
を
恐
れ
て
、
対
挙
し
て
之
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
曰
く
「
食
す
能
は
ざ
る
を
中
寒
と
名
づ
く
」
、

曰
く
「
固
瘕
を
作
さ
ん
と
欲
す
」
、
曰
く
「
其
の
熱
を
攻
め
れ
ば
必
ず
噦
す
」
、
曰
く
「
穀
疸
を
作
さ
ん
と
欲
す
」
、

曰
く
「
水
を
飲
ま
ば
則
ち
噦
す
」、
曰
く
「
穀
を
食
し
嘔
さ
ん
と
欲
す
」、
曰
く
「
寒
湿

裏
に
在
り
」
は
、
皆

是
な
る
の
み
。
然
し
猶
ほ
冒
す
る
に
陽
明
を
以
て
す
。
故
に
諸
家

未
だ
之
を
察
せ
ず
。
亡
友

世
緝

嘗
て
特

に
之
を
論
ず
。
唯

未
だ
断
じ
て
寒
実
と
為
さ
ず
。
稍

愚
見
と
異
な
る
。
『
金
鑑
』
に
は
、
厚
朴
生
姜
半
夏
甘

草
人
参
湯
を
以
て
、
移
し
て
本
篇
に
入
れ
る
も
、
其
の
候

類
す
と
雖
も
、
彼
は
則
ち
気
滞

虚
満
な
る
の
み
。

実
は
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
柯
氏
は
三
物
白
散
を
以
て
移
入
す
。
亦

部
位
に
殊
な
る
こ
と
有
る
を
辨
ぜ
ざ
る

者
な
り
。

述
少
陰
病

少
陰
病
は
、
裏

虚
寒
の
証
、
是
な
り
。
直
中

有
り
、
伝
変
あ
り
。
是
の
故
に
表
に
専
ら
な
る
者

有
り
、
裏
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に
専
ら
な
る
者

有
り
。
然
し
其
の
重
き
に
至
ら
ば
、
則
ち
倶
に
無
く
表
裏
に
渉
ら
ず
。
直
中
す
る
者
は
、
謂

ふ
所
の
陰
に
発
す
る
者
な
り
。
其
の
人

陽
気

素

衰
へ
、
邪
気
に
中
る
に
、
相
抗
ふ
こ
と
能
は
ず
。
其
の
為

に
奪
は
る
る
所
と
な
り
、
直
に
虚
寒
と
為
る
者
な
り
。
而
し
て
軽
重
の
分

有
り
。
蓋
し
裏

未
だ
甚
だ
し
く
は

衰
へ
ず
、
表

専
ら
虚
寒
す
る
者
は
、
邪
気
を
相
得
て
、
以
て
表
に
稽
留
す
。
故
に
猶
ほ
発
熱

有
り
。
此
の
病

は
軽
し
と
為
す
。
麻
黄
附
子
細
辛

甘
草
二
湯
の
証
の
如
き
が
是
な
り
。
柯
氏

曰
く
、「
本
條
に
は
、
当
に
汗

無
く
悪
寒
す
る
の
証

有
る
べ
し
」
と
。
趙
氏

曰
く
、
「
少
陰

発
汗
の
二
方
は
、
同
じ
く
麻
黄

附
子
を
用
ゆ

と
雖
も
、
亦

加
減
に
軽
重
の
別

有
り
。
故
に
細
辛
を
加
ふ
る
を
以
て
重
し
と
為
し
、
甘
草
を
加
へ
て
軽
し
と

為
す
。
辛
は
散
じ
甘
は
緩
む
の
義
な
り
」
と
。
徐
氏
は
甘
草
湯
下
に
於
い
て
曰
く
、
「
此
を
細
辛
を
加
ふ
る
者

に
較
ぶ
れ
ば
、
甘
草
に
易
へ
て
調
停
を
な
し
、
其
の
薬
勢
の
緩
き
こ
と
多
し
。
因
つ
て
細
か
く
立
方
の
意
を
詳

に
す
。「
少
陰
病

二
三
日
」
と
言
へ
ば
、「
初
め
て
之
を
得
て
」
に
比
す
れ
ば
、
略

一
二
日

多
し
。
日
数

多

ほ
ぼ

く
し
て
裏
証

無
け
れ
ば
、
寒
邪
の
入
る
所

尚

浅
し
。
是
を
以
て
陰

象
を
驟
発
す
る
こ
と
能
は
ず
。
故
に
此

の
湯
を
将
て
微
し
く
汗
を
発
す
。「
微
か
に
」
と
云
ふ
は
、
病
情

即
ち
内
入
せ
ざ
る
に
因
つ
て
、
軽
く
外
引
を

も
っ

為
す
な
り
」
と
。
桉
ず
る
に
三
説

並
に
妥
な
り
。
裏
陽

素

弱
く
、
表
気

従
つ
て
虚
な
る
者
は
、
其
の
邪
に

も
と

感
ず
る
や
、
表
裏

径
ち
に
虚
寒
と
為
る
。
蓋
し
謂
ふ
所
の
熱

無
く
悪
寒
す
る
者
は
、
此
の
病

重
し
と
為
す
。

た
だ

附
子
湯
の
証
の
如
き
が
、
是
な
り
。
附
子
湯

二
條
は
、
伝
変

亦

此
の
如
き
証

有
り
。
其
の
方
に
亦

伝
変

在
り
、
必
ず
須
ゆ
る
所
な
り
。
故
に
注
家

未
だ
敢
て
謂
ひ
て
直
中
と
為
さ
ず
。
但

成
氏
は
「
熱

無
く
悪
寒
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す
」
を
引
い
て
以
て
之
を
解
す
。
見
る
所

有
る
似
し
。
今

其
の
文
を
詳
に
す
。
曰
く
、
「
背

悪
寒
す
」
、
曰

く
、「
身
体

痛
み
、
手
足

寒
く
、
骨
節

痛
む
」
と
は
、
倶
に
表
寒
の
候
と
為
す
。
蓋
し
陽
気

素

虧
き
、
筋

か

骨
に
液

乏
し
く
、
寒
邪

因
つ
て
以
て
侵
漬
し
致
す
所
な
り
。
故
に
麻
附
の
証
の
発
熱
有
る
に
似
ず
。
設
し
裏

虚
に
非
ざ
る
に
自
れ
ば
、
何
を
以
て
此
の
寒
盛
に
至
ら
ん
や
。
然
ら
ば
則
ち
其
の
兼
ね
て
裏
寒
の
証
を
見
る
は
、

亦

推
し
て
知
る
べ
き
な
り
。
其
の
方
と
真
武
と
は
相
近
し
。
而
し
て
彼
は
主
に
内
湿
に
在
り
、
此
は
主
に
外

寒
に
在
り
。
何
な
れ
ば
則
ち
此
は
附
子
を
倍
用
す
。
外
を
走
ら
す
所
以
な
り
。
朮
も
亦

倍
用
す
。
表
を
散
ず

る
所
以
な
り
。
蓋
し
仲
景
の
朮
を
用
ゐ
る
は
、
多
く
表
を
治
す
る
に
取
り
、
人
参
を
用
ゐ
る
は
、
固
よ
り
以
て

素
弱
の
陽
を
救
ひ
、
併
せ
て
朮

附
の
燥
を
制
す
る
な
り
。
『
千
金
』
で
は
此
の
方
を
用
ゐ
て
、
湿
痺

緩
風
を

治
し
、
及
び
『
指
迷
方
』
で
は
、
本
方
に
甘
草
を
加
へ
、
蒼
朮
を
用
ゐ
て
、
朮
附
湯
と
名
づ
け
、
以
て
寒
湿
を

治
す
。
倶
に
互
い
に
此
の
証
の
表
寒

為
る
を
徴
す
る
に
足
る
な
り
」
と
。
先
兄

曰
く
、
「
附
子
の
性
は
、
雄

悍

燥
熱
に
て
、
沈
寒
を
散
じ
元
陽
を
壮
ん
に
す
。
生
な
れ
ば
則
ち
其
の
力

特
に
猛
く
、
裏
陽
の
脱
に
垂
と
す

る
際
を
救
ふ
。
炮
ず
れ
ば
則
ち
其
の
性

稍

緩
く
、
表
分
を
走
り
以
て
経
を
温
め
寒
を
逐
ふ
。
前
輩
の
辨
ず
る

所
は
、
殊
に
踳
駁
に
属
す
」
と
。
此
の
言
は
能
く
未
だ
逮
え
ざ
る
秘
を
発
す
。
但

率
意
に
之
を
論
ず
れ
ば
、

と
ら

表
を
治
す
る
に
は
宜
し
く
力

猛
な
る
べ
く
、
裏
を
治
す
る
に
は
宜
し
く
性

緩
な
る
べ
き
似
し
。
此
は
殊
に
然

ら
ず
。
蓋
し
裏
虚
す
れ
ば
驟
に
脱
す
。
急
に
救
ふ
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
可
な
ら
ず
。
生
附
を
用
ゐ
る
所
以
な
り
。

寒
湿
は
纏
綿
す
。
過
発
す
れ
ば
則
ち
功

無
し
。
炮
附
を
用
ゐ
る
所
以
な
り
。
伝
変
に
は
、
太
陽
の
病
よ
り
の
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者

有
り
、
少
陽
の
病
よ
り
の
者

有
り
、
太
陰
の
病
よ
り
の
者

有
り
。
大
抵

陽
は
陰
に
変
ず
。
皆

其
の
人

胃
気

本

弱
く
、
医

回
護
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
汗
下

法
を
失
し
て
、
陽
虚

胃
寒
し
、
以
て
此
の
病
と
為

る
。
更
に
錯
治
を
被
ら
ざ
る
と
雖
も
、
遂
に
邪
の
為
に
奪
は
る
る
所
、
因
つ
て
而
し
て
変
成
す
る
者

有
り
。

其
の
少
陽
の
病
よ
り
、
及
び
錯
治
を
経
ざ
る
者
は
、
並
に
多
く
験
見
す
る
所
な
る
も
、
然
し
経
に
明
文

無
し
。

豈

意

言
外
に
在
る
者
な
ら
ん
や
。
又

桂
枝
の
証

多
く
変
じ
て
陰
と
為
る
。
義
は
太
陽
中
に
述
ぶ
。
更
に
盛

人

初
め
太
陽
を
得
て
、
遂
に
本
病
に
変
ず
る
者
は
、
賎
役

労
形
、
最
も
多
く
之

有
り
。
殆
ど
陽

外
に
余
り

有
つ
て
内
に
足
ら
ざ
る
故
を
以
て
か
。
其
の
変
ず
る
に
太
陰
よ
り
す
る
は
、
前
に
詳
述
す
。
倘
し
其
の
太
陽
よ

り
し
て
、
表
熱

仍
ほ
在
る
者
は
、
先
ず
其
の
裏
を
救
ひ
、
後
に
其
の
表
を
救
ふ
。
四
逆

桂
枝
の
二
湯

各
々

施
す
証
の
如
き
が
是
な
り
。
厥
陰
篇
の
、「
下
利

清
穀
す
る
は
、
表
を
攻
む
る
べ
か
ら
ず
」
も
亦

表
裏

併
に

こ
れ

有
る
者
と
為
し
て
言
ふ
。
又

桂
枝
人
参
湯
は
、
其
の
軽
証
に
係
る
。
程
氏
に
説

有
り
。
宜
し
く
参
ず
べ
し
。

桂
枝
加
芍
薬
生
姜
人
参
新
加
湯
は
此
と
稍

異
な
る
。
並
に
兼
変
中
に
録
す
。
既
に
表
証

無
く
、
一
に
虚
寒
に

係
る
者
は
、
宜
し
き
に
随
い
て
治
を
為
す
。
乾
姜
附
子
湯

茯
苓
四
逆
湯

芍
薬
甘
草
附
子
湯

等
の
証
の
如
き

が
是
な
り
。
上
の
二
方
の
証
は
、
従
つ
て
確
解

無
し
。
柯
氏
は
分
つ
に
緩
急
と
為
す
。
実
に
叶
当
す
る
似
し
。

其
の
陽
を
救
ふ
と
陰
を
救
ふ
と
の
異

有
る
と
云
ふ
者
は
、
恐
ら
く
然
ら
ざ
る
な
り
。
今

文
勢

方
意
を
玩
ふ

に
、
臆
を
以
て
之
を
測
れ
ば
、
其
の
病

軽
く
し
て
急
に
来
る
者
は
、
乾
姜
附
子
湯
に
属
す
。
何
な
れ
ば
則
ち

「
昼
日

煩
躁
し
て
、
眠
る
こ
と
を
得
ず
」、
之
を
「
躁
し
て
暫
く
も
安
き
時

無
し
」
の
孤
陽

絶
陰
に
比
す
れ
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ば
、
夜
に
し
て
安
静
な
る
の
異

有
り
。
況
や
未
だ
厥
逆
に
至
ら
ず
。
其
の
方

亦

薬

単
捷
に
し
て
剤

小
な

り
。
蓋
し
単
味
な
れ
ば
則
ち
其
の
力

専
一
に
て
、
以
て
咄
嗟
に
奏
效
す
べ
し
。
而
し
剤

小
な
れ
ば
則
ち
以
て

大
敵
に
対
す
る
に
足
ら
ず
。
其
の
病

重
く
し
て
来
る
こ
と
緩
な
る
者
は
、
茯
苓
四
逆
湯
に
属
す
。
何
な
れ
ば

則
ち
「
病

仍
ほ
解
せ
ず
」
と
云
ふ
。
蓋
し
是

緩
詞
な
り
。
其
の
方

亦

薬

重
複
し
て
剤

大
し
。
蓋
し
重
複

す
れ
ば
則
ち
其
の
力

泛
く
応
ず
。
直
搗
の
勢
ひ
少
な
し
。
而
し
て
剤

大
な
れ
ば
則
ち
以
て
倒
瀾
を
廻
す
べ
し
。

芍
薬
甘
草
附
子
湯
は
、
互
い
に
兼
変
中
に
挙
ぐ
。
又

甘
草
乾
姜
湯
は
虚
寒
の
軽
証
と
為
す
。
亦

列
す
る
に
兼

変
中
に
在
り
。
○
茯
苓
を
前
輩
は
称
し
て
陰
を
益
す
と
為
す
。
愚

謂
ふ
滲
利
の
品
に
て
、
恐
ら
く
は
其
の
功

無
し
と
。
蓋
し
脾
胃
は
燥
を
喜
び
て
湿
を
悪
む
。
其
の
燥
な
れ
ば
必
ず
煖
な
り
。
陽
気

以
て
旺
ず
。
其
の
湿

な
れ
ば
必
ず
冷
な
り
。
陽
気

以
て
衰
へ
、
水
穀

淤
溜
し
、
津
液

行
ら
ず
。
苓
の
滲
利
は
、
能
く
水
湿
を
去

る
。
此

姜

附
を
佐
け
、
以
て
内
寒
を
逐
ふ
所
以
な
り
。
理
中
の
朮
と
其
の
理
は
相
近
し
。
伝
変
す
る
に
、
表

寒
を
専
ら
に
す
る
者

無
し
。
伝
変
は
必
ず
表
熱
を
経
る
。
則
ち
其
の
理

明
か
な
り
。
直
中
の
麻
黄
附
子
の
証

は
、
或
い
は
其
の
法
を
差
へ
ば
、
必
ず
裏
寒
と
為
る
。
太
陽
中
篇
の
四
逆
湯
の
証
の
如
き
は
是
な
り
。
此
の
條

た
が

は
、
周
氏
の
注
が
優
る
と
為
す
。
又

曰
く
、「
「
若
し
差
ゑ
ざ
れ
ば
」
と
は
必
ず
曽
て
汗
薬
を
服
す
な
り
」
と
。

亦

是
に
似
た
り
。
蓋
し
太
陽
中
に
列
す
と
雖
も
、
実
は
少
陰
に
係
る
。
顧
る
に
是

其
の
初
め
に
「
発
熱

頭

痛
し
、
脈

反
つ
て
沈
」
な
る
者
は
、
麻
黄
附
子
の
二
湯
を
、
宜
し
く
酌
用
す
べ
き
所
な
り
。
而
し
て
医
は
其

の
法
を
失
す
。
故
に
「
身
体

疼
痛
」
に
至
る
。
其
の
証
は
殆
ど
附
子
湯
と
相
同
す
。
而
し
て
四
逆
を
用
ゐ
る
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は
、
或
い
は
是

其
の
既
に
誤
治
を
経
て
、
陽
虚

殊
に
甚
だ
し
く
し
て
、
更
に
厥
冷
等
の
証

有
る
の
み
。「
三

陰
に
頭
痛

無
し
」
と
は
、
是

経
絡
に
就
い
て
言
ふ
。
戴
原
礼

既
に
其
の
正
法
に
非
ざ
る
を
辨
ず
。
頭
痛
に

は
固
よ
り
陰
寒

上
冲
す
る
に
因
る
者

有
り
。
此

即
ち
是
な
る
の
み
。
又

其
の
上
條
の
四
逆

桂
枝

先
後
の

証
は
、
表
裏
に
病

異
な
る
者
を
謂
ふ
。
此
の
條
は
、
虚
寒
の
表
熱
に
似
し
者
を
謂
ふ
。
其
の
意

互
発
す
。
陽

明
篇
の
小
柴
胡
に
亦

其
の
例

有
り
。
之
を
要
す
れ
ば
、
病

重
き
者
に
至
ら
ば
、
則
ち
直
中
と
伝
変
と
、
証

治
に
二
つ
無
し
。
倶
に
皆

脈

微
細
沈
、
心
煩

寐
ね
ん
と
欲
し
、
自
利
し
て
渇
し
、
此
の
渇
は
津
脱
の
故
と

為
す
。
程
氏
の
「
上
熱
す
」
と
謂
ふ
は
、
誤
り
な
り
。
厥
冷

外
熱

等
を
以
て
、
其
の
正
証
と
為
す
。
而
し
て

四
逆
湯
を
以
て
経
を
温
め
陽
を
回
ら
す
は
、
実
に
対
治
に
係
る
。
本
病
は
僅
に
「
脈

微
細
、
但

寐
ね
ん
と
欲

す
」
を
提
綱
と
為
す
。
四
逆
の
主
る
所
は
、
本
篇
に
於
い
て
、
則
ち
唯

是
「
脈
沈
」
と
「
膈
上

寒
飲

有
つ

て
乾
嘔
す
」
る
者
と
二
條
の
み
。
然
し
其
の
証
は
各
條
に
散
見
す
。
則
ち
宜
し
く
会
し
て
之
を
通
ず
べ
し
。
四

逆
湯
の
如
き
は
、
実
に
是

温
補

諸
方
の
祖
に
し
て
、
其
れ
少
陰
の
正
治
と
為
す
は
、
誠
に
辨
を
待
た
ず
。
○

陶
隠
居

曰
く
、「
附
子

烏
頭

若
干
枚
と
は
、
皮
を
去
り
畢
つ
て
、
半
両
を
以
て
一
枚
に
準
ず
」
と
。
桉
ず
る

に
、
半
両
は
今
の
一
分
七
殊
軽
に
充
つ
る
。
陶
説
は
疑
ふ
べ
し
。
其
の
重
き
こ
と
一
等
な
る
者
は
通
脈
四
逆
湯

の
証
、
是
な
り
。
下
利

甚
だ
し
き
者
は
、
更
に
其
の
内
を
温
む
。
白
通
湯
の
証
、
是
な
り
。
而
し
て
重
き
こ

と
一
等
な
る
者
は
、
猪
胆
人
尿
を
加
ふ
。
加
猪
胆
湯
は
、
成
氏

注
す
る
に
反
治
を
以
て
す
。
是
に
非
ず
。
蓋

し
加
猪
胆
の
意
は
、
通
脈
四
逆
加
猪
胆
湯
の
呉
氏
の
注
が
尤
も
切
実
と
為
す
。
其
の
尿
を
用
ゐ
る
者
は
、
亦
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類
推
す
べ
し
。
又

猪
胆
汁
は
或
い
は
急
遽
に
辨
じ
難
し
。
若
し
胆

無
け
れ
ば
「
亦

用
ゆ
べ
し
」
の
語

有
る

所
以
に
、
必
ず
し
も
重
ね
る
所

人
尿
に
在
ら
ざ
る
な
り
。
○
陶
隠
居

曰
く
、「
薤
白

葱
白
は
青
き
を
除
き
尽

さ
し
む
」
と
。
此

少
陰
病
の
要
領
な
り
。
四
逆
の
変
方
に
は
、
更
に
当
帰
四
逆
湯
の
滋
養
を
兼
ね
、
通
脈
四

逆
加
猪
胆
湯
の
和
陰
を
兼
ね
、
四
逆
加
人
参
湯
の
救
胃
を
兼
ぬ
る
の
如
き
も
の
有
り
。
皆

本
病
に
在
つ
て
亦

酌
用
す
べ
き
な
り
。
此
の
他
、
水
気
を
兼
ぬ
る
者

有
り
。
真
武
湯
の
証
が
是
な
り
。
此
の
條
に
は
既
に
「
自

下
利
」
と
曰
ふ
。
而
し
て
又
「
或
い
は
下
利
し
」
と
曰
ひ
、
語
意

重
複
す
。
中
西
惟
忠
曰
く
、
「
「
或
」
字
の

下
に
「
不
」
字
の
脱
す
る
か
と
疑
ふ
」
と
。
此
の
説

是
な
り
。
曰
く
「
小
便
利
せ
ず
」、
曰
く
「
或
い
は
小
便

利
し
」
も
其
の
例
は
一
な
り
。
○
程
知
は
附
子
の
生
熟
を
論
ず
る
に
、
張
兼
善
に
本
づ
く
。
蓋
し
此
の
方
証
は

四
逆
証
の
陽
脱
に
似
ず
。
故
に
附
子
を
炮
用
す
。
寒
逆
を
兼
ぬ
る
者

有
り
。
呉
茱
萸
湯
の
証
が
是
な
り
。
「
死

せ
ん
と
欲
す
」
の
二
字
は
煩
躁
の
状
を
形
容
す
る
に
過
ぎ
ず
。
「
奔
豚
の
病
、
発
作
し
死
せ
ん
と
欲
し
復
た
還

つ
て
止
む
」
と
同

語
例
な
り
。
陶
隠
居

曰
く
、「
呉
茱
萸

一
升
は
五
両
を
正
と
為
す
」
と
。
○
『
肘
後
』
の

卒
に
厥
し
上
気
し
、
淹
淹
と
し
て
死
せ
ん
と
欲
す
。
此
を
奔
豚
の
病
と
謂
ふ
を
療
ず
る
は
、
本
方
よ
り
大
棗
を

去
り
、
桂

半
夏

甘
草
を
加
ふ
。（
『
千
金
』
は
奔
気
湯
と
名
づ
く
）『
千
金
』
呉
茱
萸
湯
、
脾
中

積
冷
し
、
心

嘈

煩
満
し
、
汪
汪

飲
食

下
ら
ず
、
心
胸

背
に
応
じ
て
痛
む
を
治
す
方
は
、
本
方
に
半
夏

桂
心

甘
草
を
加

ふ
。
大
腸

滑
脱
す
る
者

有
り
。
桃
花
湯
の
証
が
是
な
り
。
桉
ず
る
に
裏

寒
し
便

膿
血
す
る
の
機
な
り
。
蓋

し
下
利

数
日
、
大
腸

滑
脱
し
、
気

益
々

内
陥
し
、
血

随
つ
て
下
溜
す
る
に
よ
り
て
来
る
。
巣
源

曰
く
、
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「
血

腸
に
滲
入
し
、
腸

虚
し
則
ち
泄
す
。
故
に
血
痢
を
為
す
」
と
。
以
つ
て
見
る
べ
き
な
り
。
銭
氏
「
大
腸

傷
損
す
」
と
謂
ふ
は
、
恐
ら
く
其
の
理

無
し
。
又

便

膿
血
す
る
は
、
真
に
腸
癰
の
膿
血

雑
下
の
如
き
に

は
非
ず
。
蓋
し
腸
垢
の
血
と
同
出
す
る
者
な
り
。『
巣
源
』
痢
候
に
、「
膿
涕
」
及
び
「
白
膿
涕
の
如
し
」
の
語

有
り
。
徴
す
べ
し
。
○
桉
ず
る
に
此
の
三
証
は
、
兼
ぬ
る
所

有
り
と
雖
も
、
然
し
虚
寒
に
外
な
ら
ず
。
故
に

ほ
か

敢
て
此
に
列
す
。
其
の
変
に
至
れ
ば
、
則
ち
変
じ
て
陽
と
為
る
者

有
り
、
或
い
は
表
寒
よ
り
、
此
は
臆
揣
に

出
づ
。
蓋
し
表

寒
に
し
て
陽

裏
に
鬱
す
る
人
は
、
其
の
始
め
て
邪
を
得
る
や
、
直
中
の
軽
証
と
為
る
。
而
し

て
其
の
裏
に
伝
は
る
に
及
ん
で
、
変
じ
て
熱
候
を
為
す
。
是
な
り
。
但
し
表
寒

裏
熱
の
理
は
疑
ふ
べ
き
に
似

た
り
。
然
し
附
子
瀉
心
湯
の
証
は
固
よ
り
表
陽
虚
と
為
す
。
而
し
て
裏
に
熱

有
る
者
な
り
。
其
の
機
は
此
と

相
近
し
。
堅

嘗
て
数
人
を
見
る
。
冬
月
に
薄
衣
に
て
寒
を
犯
し
、
始
め
麻
附
細
辛
湯
の
証
を
得
て
、
之
を
用

ゐ
て
五
六
日
に
て
、
変
じ
て
胃
実
と
為
り
、
以
て
承
気
を
与
へ
て
愈
ゆ
。
是
に
於
い
て
病
の
変
を
為
す
に
、
有

ら
ざ
る
所

無
き
を
知
る
な
り
。
或
い
は
裏
寒
よ
り
、
亦

臆
揣
に
出
づ
。
蓋
し
病

未
だ
篤
か
ら
ず
し
て
温
補

過
ぐ
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
或
い
は
陽

既
に
復
し
て
仍
ほ
姜

附
を
用
ゐ
、
遂
に
閧
熱
を
生
ず
る
者
が
是
な
り
。

孫
兆

曰
く
、「
本

是

陰
病
に
温
薬
を
与
ふ
る
こ
と
過
多
に
て
、
胃
中

熱
実
を
致
し
、
或
い
は
大
便

鞕
く
、

狂
言

有
る
者

有
り
。
亦

宜
し
く
下
す
べ
き
な
り
」
と
。
以
て
徴
す
べ
き
な
り
。
而
し
て
熱
の
半
表
裏
に
壅

る
者
は
四
逆
散
の
証
、
是
な
り
。
此
の
証
に
小
柴
胡
を
用
ゐ
ざ
る
は
、
其
の
壅
鬱
が
枳
実

芍
薬
に
非
ざ
れ
ば

能
く
開
洩
せ
ざ
る
を
以
て
、
大
柴
胡
を
用
ゐ
ざ
る
は
胃
に
実
結

無
き
を
以
て
な
り
。
蓋
し
邪
の
半
表
裏
に
壅
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つ
て
厥
と
為
る
者
は
、
何
ぞ
啻
に
少
陰

変
来
な
ら
ん
。
其
の
本
篇
に
掲
ぐ
る
は
、
亦

人
を
し
て
寒
厥
と
対
看

せ
し
む
る
に
在
る
か
。
胃
家

熱
実
す
る
者
は
大
承
気
湯
の
証
、
是
な
り
。
郭
雍
に
初
め
四
逆
を
与
へ
、
後
に

承
気
を
用
ゐ
る
桉

有
り
。
及
び
孫
氏
の
云
ふ
所
は
即
ち
此
な
り
。
愚
を
以
て
之
を
測
る
に
、
此
の
証
は
表
寒

よ
り
変
来
せ
る
者

多
し
と
為
す
。
如
し
裏
寒
の
者
は
、
政
に
温
補

太
過
せ
し
む
る
も
、
恐
ら
く
遽
に
は
変
じ

て
胃
実
と
は
為
ら
ざ
る
な
り
。
周
氏

曰
く
、
「
自
利
し
て
清
水
に
至
り
、
而
し
て
渣
滓

無
き
は
、
明
ら
か
に

旁
流
の
水
に
係
る
を
知
る
べ
し
。
痛
み
心
下
に
在
つ
て
。
口

且
つ
乾
燥
す
。
其
の
燥
屎

脾
を
攻
め
、
而
し
て

津
液

尽
く
爍
く
を
又

知
る
べ
き
な
り
。
故
に
当
に
急
に
下
し
、
以
て
陰
津
を
救
ふ
べ
し
」
と
。
此
の
解

頗

る
妥
る
。
中
西
惟
忠

曰
く
、
「
「
自
利

清
水
」
の
「
清
」
は
、
当
に
「
清
穀
」
「
清
血
」
の
「
清
」
と
均
し
く

「
圊
」
字
に
為
し
て
看
る
べ
し
。
始
め
て
色

純
青
と
文

順
と
な
る
」
と
。
飲
熱

相
併
す
る
者
は
猪
苓
湯
の

証
、
是
な
り
。
更
に
兼
変
の
飲
邪

搏
聚
に
出
づ
。
熱

血
分
に
併
せ
る
者
は
、
便
血

及
び
便

膿
血
し
刺
す
べ

き
証
、
是
な
り
。
「
熱

膀
胱
に
在
り
」
と
は
即
ち
熱
が
下
焦
に
結
す
の
義
な
り
。
是
は
浄
府
を
斥
言
せ
ず
。
桃

核
承
気

抵
当

二
條
を
徴
す
べ
き
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
便
血
は
亦

大
便
の
血
な
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
○
陰

の
陽
に
変
ず
る
は
、
王
履

既
に
曰
ふ
。
或
い
は
直
に
傷
れ
即
ち
入
り
て
寒

便
ち
熱
に
変
じ
、
及
び
始
め
寒
に

し
て
終
に
熱
す
る
者

有
り
と
。
其
の
言

是
と
雖
も
、
猶
ほ
未
だ
明
鬯
な
ら
ず
。
注
家
の
伝
経

熱
邪
の
説
の

如
き
は
、
則
ち
『
輯
義
』
既
に
其
の
謬
ち
を
辨
ず
。
或
い
は
以
為
ら
く
本
篇
の
熱
証
は
本
々

陽
病
に
係
り
、

必
ず
し
も
変
成
に
自
ら
ず
。
其
の
相
似
る
を
以
て
、
仍
ほ
之
を
対
示
す
る
の
み
。
然
し
承
気

三
條
を
以
て
之

よ
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を
言
へ
ば
、
口
燥

咽
乾
、
自
利

清
水
の
如
き
は
猶
ほ
爾
り
と
云
ふ
べ
き
も
、
腹

脹
り
大
便
せ
ず
に
至
り
て

は
則
ち
少
陰
に
豈

此
の
証
有
ら
ん
や
。
其
の
説

従
ふ
べ
か
ら
ず
。
変
じ
て
厥
陰
と
為
る
者

有
り
。
蓋
し
少

陰
の
極
な
り
。
更
に
二
端

有
り
。
陰
陽

倶
に
敗
れ
、
以
て
暴
脱
に
就
く
者

有
り
。
下
利
し
陰
を
亡
ひ
、
而

し
て
孤
陽

上
燔
す
る
者

有
り
。
心
中

煩
し
て
臥
す
る
こ
と
を
得
ず
。
咽
痛

咽
瘡
の
如
き
は
、
並
に
上
焦

燥
熱
に
係
る
。
故
に
黄
連
阿
膠

猪
膚

苦
酒

諸
湯
は
皆

潤
法
と
為
す
。
蓋
し
病

既
に
厥
陰
に
渉
る
者
な
り
。

此
は
実
に
懸
料
の
言
な
り
。
然
し
此
の
諸
方
の
証
は
皆

潤
を
以
て
主
と
為
す
。
変
陽

諸
証
の
必
ず
清
凉
を
要

す
る
者
に
似
ず
。
知
る
是

亡
陰

虚
燥
に
て
、
稍

厥
陰
に
近
し
。
『
医
学
読
書
記
』
に
曰
く
、
「
少
陰

陽

虚

し
、
汗

出
で
て
厥
す
る
者
は
慮
り
足
ら
ざ
る
な
り
。
若
し
并
び
に
其
の
陰
を
傷
れ
ば
則
ち
危
し
。
是
を
以
て

少
陰

厥
逆
は
、
舌
の
乾
か
ざ
る
者
を
生
く
る
と
し
、
乾
く
者
を
死
す
る
と
す
」
と
。
斯
の
言

稍

是
な
り
。

然
し
少
陰

変
じ
て
厥
陰
と
為
る
を
知
ら
ざ
る
者
の
似
し
。
黄
連
阿
膠
湯
は
梔
豉
と
一
類
な
り
。
然
し
此
は
潤

を
以
て
主
と
為
す
。
蓋
し
邪
熱

壅
鬱
に
非
る
を
以
て
の
故
の
み
。
程
氏

曰
く
、
「
少
陰
に
之

咽
痛

有
り
。

皆

下
寒

上
熱
し
、
津
液

搏
結
の
然
ら
し
む
。
厥
陰

撞
気

無
し
。
故
に
痺
と
成
ら
ず
。
但

気
勢
の
微
甚
を

視
て
、
或
い
は
潤
し
或
い
は
解
し
或
い
は
温
む
。
総
て
凉
薬
を
用
著
せ
ず
」
と
。
此
の
説

頗
る
当
る
。
蓋
し

咽
を
治
す
る
諸
方
は
、
要
す
る
に
是

標
を
治
す
る
法
な
る
の
み
。
又

労
瘵
病

極
ま
つ
て
咽
痛
を
為
す
は
、

其
の
理

則
ち
一
な
り
。
徐
大
椿
は
苦
洒
湯
を
注
し
て
曰
く
、
「
疑
ふ
に
即
ち
陰
火

喉
癬
の
類
ん
ら
ん
」
と
。

当
る
と
為
す
。
○
猪
膚
は
諸
説

一
な
ら
ず
。
桉
ず
る
に
『
儀
礼
』
聘
礼
に
、「
膚
鮮
魚
鮮
、
腊
は
扃
鼎
を
設
く
」
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と
。
注
に
曰
く
、「
膚
は
豕
肉
な
り
。
唯

燖
る
者

膚

有
り
」
と
。
疏
し
て
曰
く
、「
豕
は
則
ち
膚

有
り
。
豚

は
則
ち
膚

無
し
。
故
に
士
の
喪
礼
に
、
豚
は
皆

膚

無
き
は
、
其
の
皮

薄
き
を
以
て
の
故
な
り
」
と
。
又
『
礼

記
』
内
則
疏
に
曰
く
、「
麋
膚

魚
醢
は
、
麋
膚
、
麋
肉
の
外
膚
、
之
を
食
す
に
魚
醢
を
以
て
之
を
配
す
を
謂
ふ
」

と
。
今

合
わ
せ
之
を
攷
ふ
れ
ば
、
則
ち
膚
は
是
肉
の
外
に
近
く
脂

多
き
者
と
為
す
。
古
義

了
然
た
り
。
別

解
を
庸
す
る
こ
と
無
し
。
又

銭
氏
は
、
熬
香
を
以
て
猪
膚
に
属
す
。
誤
な
り
。
○
苦
洒
湯
の
「
刀
環
」
の
「
刀
」

は
即
ち
古
銭
な
り
。
今

猶
ほ
世
に
伝
は
る
。
其
の
形

狭
長
に
し
て
、
柄
端
に
環

有
り
。
以
て
鶏
卵
を
安
ん

ず
る
に
甚
だ
適
好
な
り
。

述
厥
陰
病

厥
陰
の
病
は
、
裏
虚
し
て
寒
熱

相
錯
す
る
証
、
是
な
り
。
其
の
類

二
つ
有
り
。
曰
く
上
熱

下
寒
、
曰
く
寒

熱

勝
復
な
り
。
其
の
熱
は
倶
に
相
結
す
る
こ
と
有
る
に
非
ず
。
而
し
て
上
熱

下
寒
を
以
て
、
之
を
正
証
と
為

す
。
提
綱
に
揚
ぐ
る
所
、
其
の
義

見
る
べ
き
な
り
。
注
家

多
く
混
合
し
て
説
を
為
す
。
誤
り
な
り
。
蓋
し
物

窮
す
れ
ば
則
ち
変
ず
。
是
を
以
て
少
陰
の
寒

極
ま
り
、
而
し
て
此
の
病
と
為
る
。
其
の
機
は
既
に
少
陰
中
に

詳
し
。
然
し
亦

陽
よ
り
変
ず
る
者

有
り
。
少
陽
の
病
を
誤
治
す
れ
ば
、
最
も
多
く
之
を
致
す
。
其
の
位

稍
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同
じ
な
る
を
以
て
な
る
の
み
。
少
陽
の
邪
は
胸
脇
を
壅
ぐ
。
本
病
は
熱

上
焦
に
在
り
。
柯
氏

曰
く
、
「
少
陽

ふ
さ

の
咽
乾
は
、
即
ち
厥
陰
の
消
渇
の
機
な
り
。
胸
脇

苦
満
は
即
ち
気

上
つ
て
心
を
撞
く
兆
し
な
り
。
心
煩
は
即

ち
熱
の
初
め
に
食
す
こ
と
を
欲
せ
ず
。
是
は
饑
ゑ
て
食
す
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
の
根
な
り
。
喜
嘔
す
る
は
即
ち
蚘

を
吐
す
る
の
漸
な
り
。
故
に
少
陽

解
せ
ざ
れ
ば
、
転
じ
て
厥
陰
に
属
し
て
病

危
し
。
厥
陰
の
病

衰
へ
、
転

じ
て
少
陽
に
属
さ
ば
、
愈
ゑ
ん
と
欲
す
。
傷
寒

熱

少
な
く
厥

微
に
て
、
指
頭

寒
く
、
食
を
欲
せ
ず
、
数
日

に
至
つ
て
、
熱

除
き
食
す
こ
と
を
得
ん
と
欲
す
る
は
、
其
の
病

愈
ゆ
る
者
の
如
き
は
是
な
る
の
み
」
と
。
此

の
説

稍

当
る
。
蓋
し
平
素

陰

虚
し
、
上
盈

下
虧
す
る
者
は
多
く
遽
に
厥
陰
に
変
ず
。
更
に
陽
明
の
病

過

下
に
よ
る
者

有
り
。
陽
明
の
病
中
に
開
く
。
又

麻
黄
升
麻
湯
の
條
の
証
は
、
明
ら
か
に
上
熱

下
寒
に
係
る
。

而
し
て
「
傷
寒

六
七
日

大
下
し
て
後
」
と
云
へ
ば
、
則
ち
陽
証

過
下
し
て
、
変
じ
て
厥
陰
と
為
る
を
知
る

べ
し
。
蓋
し
彼
の
條
は
、
其
の
方

疑
ふ
べ
き
も
、
其
の
証
は
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。
其
の
証

為
る
や
、
消
渇
、
気

上
つ
て
心
を
撞
き
、
心
中

疼
熱
し
、
饑
ゑ
て
食
す
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
者
は
、
上
熱
の
徴
な
り
。
「
気

上
つ
て

心
を
撞
く
」
は
、
邪
火

上
迫
の
為
す
所
、「
心
中

疼
熱
す
」
る
は
、
懊
憹
の
甚
だ
し
き
な
り
。「
饑
ゑ
て
食
す

こ
と
欲
せ
ざ
る
」
は
、
熱

上
焦
に
壅
る
を
以
て
、
故
に
腹
中

饑
ゑ
る
と
雖
も
食
す
こ
と
を
欲
せ
ず
。
瓜
蒂
散

の
証
に
、
亦

饑
ゑ
て
食
す
こ
と
能
は
ざ
る
有
り
。
蓋
し
涎
と
熱
と
其
の
因

異
な
る
と
雖
も
、
其
の
情
は
則
ち

相
似
る
。
食
す
れ
ば
則
ち
蚘
を
吐
し
、
之
を
下
し
て
利

止
ま
ざ
る
者
は
、
下
寒
の
徴
な
り
。
下
寒
は
中

下

二
焦
を
謂
ふ
。
楊
氏

謂
ふ
所
の
熱

上
焦
に
在
り
て
、
中
焦

下
焦

虚
寒
し
熱

無
き
の
み
と
は
、
是
な
り
。『
金
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匱
』
湿
病
に
、
「
丹
田
に
熱

有
り
、
胸
上
に
寒

有
り
」
の
語

有
り
。
先
君
子

寒
熱
の
字
を
錯
易
し
、
之
を

説
と
為
し
曰
く
、「
『
巣
源
』
に
「
冷
熱
不
調
の
候
」
有
り
、
云
く
、「
陽
が
上
に
并
べ
ば
則
ち
上

熱
す
。
陰
が

下
に
并
べ
ば
則
ち
下

冷
す
」
と
。
而
し
て
上
冷
下
熱
の
証

無
し
。
其
の
故
は
何
ぞ
や
。
蓋
し
火
性
は
炎
上
し
、

水
性
は
下
に
就
く
。
病

冷
熱

調
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
熱

必
ず
上
に
浮
き
、
寒
は
必
ず
下
に
沈
む
。
是

下
熱
上

冷
の
候

無
き
所
以
な
り
。
凡
そ
誤
下
の
証
は
、
下
焦
の
陽

驟
に
虚
し
、
気

必
ず
上
逆
す
。
則
ち
上
焦
の
陽

は
、
反
つ
て
下
に
因
つ
て
実
と
成
る
。
火
気
は
下
行
せ
ざ
る
を
以
て
、
故
に
上
熱
下
冷
の
証
を
為
す
」
と
。
此

の
言

誠
に
本
病
の
理
蘊
を
発
す
。
故
に
今

更
に
茲
に
拈
す
。
又

嶺
南
『
衛
生
方
』
に
、
載
せ
る
李
待
詔
『
瘴

瘧
論
』
に
云
ふ
、「
余
は
嶺
南
の
瘴
疾
の
証
候
を
観
て
、
或
い
は
一
な
ら
ず
と
雖
も
、
大
抵

陰
陽

各

升
降
せ

ず
、
上
熱
下
寒
す
る
者
は
、
十
に
蓋
し
て
八
九
な
り
。
況
ん
や
人
の
一
身
の
、
上
焦
は
丙
丁
火
に
属
し
、
中
焦

は
戊
己
土
に
、
下
焦
は
壬
癸
水
に
。
上
は
固
よ
り
常
に
熱
し
、
下
は
固
よ
り
常
に
冷
ゆ
。
而
し
て
又

此
の
陽

燠

陰
湿

和
せ
ざ
る
の
気
に
感
じ
て
、
自
ら
上
熱
下
寒
の
証

多
き
な
り
」
と
。
此

亦

一
理
な
り
。
仍
ほ
之

を
附
存
す
。
是
は
寒
熱

二
証
が
一
時
に
併
見
す
る
者
な
り
。
故
に
治
法
も
温
凉
兼
施
を
以
て
主
と
為
す
。
烏

梅
丸
の
如
き
は
、
実
に
其
の
対
方
と
為
す
。
吐
蚘
の
機
は
、
従
つ
て
詳
釈
を
欠
く
。
意
を
以
て
之
を
揣
る
に
、

蚘
は
寒
を
去
つ
て
温
に
就
く
。
故
に
上
つ
て
其
の
膈
に
入
り
、
蚘
は
膈
に
在
る
。
故
に
心
煩
す
。
然
し
膈
上
は

蚘
の
宜
し
く
久
留
す
べ
き
地
に
非
ず
。
故
に
旋
つ
て
胃
に
下
る
。
故
に
須
臾
に
復
た
止
む
。
胃
陽
に
権

無
け

め
ぐ

れ
ば
、
食
を
得
る
と
雖
も
徒
ら
に
濁
壅
を
増
す
。
故
に
嘔
す
。
而
し
て
蚘
も
亦

随
つ
て
動
ず
。
故
に
又

煩
す
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る
な
り
。
蚘
は
食
臭
を
聞
い
て
出
づ
る
者
な
り
。
言
は
ば
蚘
は
食
入
を
為
し
、
而
し
て
其
の
所
を
安
ん
ぜ
ず
。

復
た
上
膈
に
出
づ
。
乃
ち
勢
ひ
嘔
に
従
つ
て
出
で
ざ
る
を
得
ず
。
此

其
の
人

当
に
蚘
を
吐
す
べ
き
所
以
な
り
。

再
び
桉
ず
る
に
食
を
得
る
と
は
、
食
し
畢
つ
て
後
を
謂
ふ
に
非
ざ
る
似
し
。
或
い
は
是

稍

筯
を
下
せ
ば
、
則

お
わ

は
し

ち
嘔
し
又

煩
す
る
な
り
。
此
を
蚘
が
食
臭
を
聞
い
て
、
膈
に
上
出
す
る
故
と
為
す
。
之
を
病
者
に
験
す
る
に
、

往
往

然
り
と
為
す
。
上
説

未
だ
必
ず
し
も
是
な
ら
ず
。
然
し
提
綱
に
「
食
す
れ
ば
則
ち
蚘
を
吐
す
」
の
語

有
れ
ば
、
姑
く
之
を
両
存
す
。
○
陶
隠
居
曰
く
、
「
椒
は
実
を
去
り
、
鎗
中
に
於
い
て
微
か
に
熬
り
、
汗
を
出

さ
し
め
れ
ば
、
則
ち
勢
力

有
り
」
と
。
又

当
帰
は
『
本
草
』
に
中
を
温
む
と
称
し
て
古
方
に
て
は
多
く
散
寒

に
用
ゆ
。
蓋
し
此
の
方
に
用
ゐ
る
所
は
亦

温
散
に
取
る
。
且
つ
本
病

虚
燥
な
れ
ば
、
特
に
姜

附
を
用
ゐ
る

に
、
殆
ど
其
の
僣
な
る
を
畏
る
。
故
に
更
に
参

帰
を
配
す
。
是
は
潤
養
の
功
も
亦

自
ら
其
の
中
に
寓
す
な
り
。

乾
姜
黄
芩
黄
連
人
参
湯
も
亦

宜
し
く
適
用
す
べ
し
。
此
の
條
は
必
ず
し
も
本
病
の
正
証
を
謂
は
ず
。
然
し
其

の
方
は
固
よ
り
上
を
清
し
下
を
温
む
。
故
に
用
ゐ
て
本
病
を
治
し
、
屡
々

応
験
を
見
る
。
喩
氏

曰
く
、「
「
本

自
ら
寒
下
し
」
は
、
是

其
の
人
の
平
素

胃
寒
し
下
利
す
る
な
り
」
と
。
張
氏

曰
く
、「
「
本

自
ら
寒
下
し
」

は
、
其
の
人

下

虚
す
る
な
り
」
と
。
並
に
未
だ
穏
や
か
な
ら
ず
。
要
す
る
に
其
の
譌
脱
を
強
解
す
る
こ
と
を

得
ず
。
然
し
大
旨
は
本
々

是
は
胃
虚

膈
熱
な
る
に
過
ぎ
ず
。
医

誤
つ
て
吐
下
す
。
故
に
熱
は
上
に
搏
つ
。

而
し
て
冷
は
下
に
甚
だ
し
き
な
り
。「
医

復
た
吐
下
す
」
の
「
復
」
は
、
当
に
「
反
」
義
に
為
し
て
読
む
べ
し
。

黄
元
御

曰
く
、「
本
々

自
ら
内
寒
あ
つ
て
下
利
し
、
医

復
た
之
を
吐
下
す
れ
ば
、
中
気

愈
々

敗
れ
、
寒
邪
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阻
隔
し
、
胃
気

更
に
逆
し
、
脾
気

更
に
陥
り
、
吐
下

止
ま
ず
。
若
し
食

方
に
口
に
入
れ
ば
即
ち
吐
す
る

ま
さ

は
、
是

中
脘
の
虚
寒
な
り
。
上
焦
に
熱

有
れ
ば
、
乾
姜
黄
連
黄
芩
人
参
湯
に
宜
し
。
乾
姜

人
参
は
中
脘
の

虚
寒
を
温
補
す
。
黄
連

黄
芩
は
上
焦
の
虚
熱
を
清
泄
す
る
な
り
」
と
。
此
の
説

稍

妥
な
り
。
又

黄
仲
理

曰
く
、「
翻
胃
の
初
め
に
亦

用
ゐ
て
逆
を
止
め
て
中
を
和
す
べ
き
な
り
」
と
。
柯
氏

曰
く
、「
凡
そ
嘔
家
で
熱

を
夾
む
者
は
、
香
砂

桔

半
を
利
せ
ず
。
此
の
方
を
服
し
て
晏
如
た
り
」
と
。
○
更
に
上
熱
下
冷
の
軽
証

有

り
。
兼
変
の
熱
鬱
に
出
づ
。
又

滞
下

労
瘵

痘
𤺋

等
で
、
其
の
病
の
極
に
上
熱
下
冷
を
為
す
者
は
、
多
く
は

治
し
難
し
。
寒
熱

勝
復
す
る
者
は
、
其
の
来
路

大
約
し
て
前
証
と
相
均
し
。
而
し
勝
復

有
る
所
以
の
者
は
、

人
身
の
陰
陽
の
消
長
と
邪
気
の
弛
張
と
に
在
る
の
み
。
本
篇

第
九
條
は
、
汪
氏

注
す
る
に
、
寒
熱

勝
復
の

証
を
以
て
、
分
か
ち
て
自
愈
、
陽
脱
、
陽
復

不
及
、
陽
復

太
過
の
四
等
と
為
す
。
殆
ど
詳
覈
を
為
す
。
魏
氏

は
則
ち
程
氏
の
勝
復
の
説
を
唒
ふ
。
多
く
其
の
量
を
知
ら
ざ
る
を
見
る
。
張
兼
善

曰
く
、
「
陽

極
ま
れ
ば
則

ち
陰

生
じ
、
陰

極
ま
れ
ば
則
ち
陽

生
ず
。
此

陰
陽

推
盪
、
必
然
の
理
な
り
」
と
。
『
易
』
に
云
ひ
、
「
窮

す
れ
ば
則
ち
変
ず
」
と
。
窮
す
る
と
は
至
極
の
謂
な
り
。
陽

至
極
し
て
陰
を
生
ず
。
故
に
陽
病
に
厥
冷
の
証

有
り
。
陰

至
極
し
て
陽
を
生
ず
。
則
ち
厥
逆
す
る
者
に
発
熱
の
條

有
り
。
凡
そ
厥

深
け
れ
ば
熱

亦

深
し

と
言
ふ
は
、
万
事
の
極
に
し
て
変
ず
る
の
常
な
る
こ
と
亦

篤
論
な
り
。
○
第
七
條
に
、
銭
氏
は
「
復
た
発
熱

三
日
に
て
利

止
む
」
の
七
字
を
補
ふ
。
其
の
説

甚
だ
精
し
。
或
い
は
曰
く
、
「
桉
ず
る
に
、
上
下
の
文
は
必

ず
し
も
補
は
ず
し
て
義

自
ら
通
ず
る
は
、
何
ぞ
や
」
と
。「
厥
し
て
反
つ
て
九
日
に
し
て
利
す
」
と
云
ふ
。
故
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に
承
け
る
に
「
凡
そ
厥
利
す
る
者

云
云
」
を
以
て
、
文
脈

相
連
接
す
。
蓋
し
「
食
す
る
に
索
餅
を
以
て
」
し

て
熱

来
る
者
は
、
必
ず
「
厥
し
て
九
日
」
の
後
に
在
る
是

一
日
。「
後
日

之
を
脈
す
」
が
、
即
ち
其
の
翌
を

指
さ
す
。
是

一
日
。
「
旦
日

夜
半

愈
ゆ
」
る
が
、
是

一
日
。
併
せ
て
三
日
と
為
す
。
故
に
下
文
に
結
し
て

「
復

発
熱

三
日
」
、
前
の
六
日
と
併
せ
、
九
日
と
為
す
と
云
ふ
な
り
。
果
し
て
銭
の
言
の
如
け
れ
ば
、
則
ち

冒
首
よ
り
「
三
日

利

止
む
」
に
至
り
、
自
ら
一
截
と
為
す
。
殊
に
語
意
の
重
複
す
る
を
覚
ゆ
。
此
の
説

或

い
は
理

有
ら
ん
。
桉
ず
る
に
此
の
証
は
「
索
餅
を
食
し
て
後
」
に
、
分
ち
て
三
証
と
為
す
。
一
は
発
熱
せ
ず

し
て
自
ら
愈
ゆ
。
此
は
胃
気
に
守

有
り
。
食
を
為
し
て
泄
ら
さ
ず
。
能
く
食
す
乃
ち
佳
兆
と
為
す
。
一
は
除

中
と
為
す
。
暴
か
に
熱

来
出
し
て
復
た
去
る
。
一
は
熱

来
た
つ
て
続
い
て
在
る
者
と
為
す
。
銭
注
は
瑩
か

あ
き
ら

さ
を
欠
く
。
故
に
『
輯
義
』
に
は
汪

魏
を
引
き
、
以
て
之
を
糾
補
す
。
尤
氏

曰
く
、「
「
不
発
熱
」
の
「
不
」

字
は
当
に
「
若
」
に
作
る
べ
し
」
と
。
謬
り
な
り
。
○
第
十
條
の
「
厥
す
る
者
は
必
ず
発
熱
す
」
は
、
程
氏
は

「
厥
は
必
ず
発
熱

従
り
之
を
得
る
」
と
曰
く
。
恐
ら
く
は
然
ら
ず
。
軒
煕

曰
く
、
「
本
経
の
「
必
」
字
は
多

く
は
定
日
後
を
預
沢
す
る
辞
な
り
」
と
。
此
の
言

是
と
為
す
。
蓋
し
此
の
章
は
熱

内
に
伏
し
て
厥

外
に
見

る
証
を
言
ふ
。
或
い
は
前
に
厥
す
る
者

有
り
。
是
は
熱

先
ず
裏
に
鬱
し
、
後
日

必
ず
熱

外
に
発
す
。
或
い

は
前
に
熱
す
る
者

有
り
。
是
は
熱

先
ず
外
達
し
、
後
日

必
ず
熱

内
に
閉
じ
て
厥
す
。「
必
ず
発
熱
す
」「
後

必
ず
厥
す
」
の
二
句
は
是

双
関
法
な
り
。
且
つ
既
に
厥
す
れ
ば
当
に
之
を
下
す
べ
し
と
言
へ
ば
、
則
ち
此
の

厥
は
明
ら
か
に
熱
鬱
の
致
す
所
に
属
す
。
実
に
外
厥
の
微
甚
を
以
て
、
裏
熱
の
浅
深
を
卜
ふ
な
り
。
其
の
証
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厥
熱
は
各
々
発
す
る
に
、
一
時
に
相
兼
ね
ず
。
故
に
治
法
は
、
其
の
発
熱
に
方
り
て
は
、
則
ち
凉
薬
を
用
ゐ
、

其
の
発
厥
に
方
り
て
は
、
則
ち
温
薬
を
用
ゆ
。
調
停

審
酌
し
、
始
め
て
轍
を
合
す
と
為
す
。
倘
し
其
の
機
を

失
す
れ
ば
、
必
ず
偏
害
を
為
す
。
秦
氏
『
傷
寒
大
白
』
に
曰
く
、「
厥

少
な
く
熱

多
く
、
熱

除
か
ざ
れ
ば
必

ず
便

膿
血
す
。
熱
病
は
陰
を
回
し
、
陰
証
は
陽
を
回
し
、
均
し
く
過
と
不
及
と
を
怕
る
る
を
見
る
べ
し
」
と
。

是
な
り
。
喩
氏

曰
く
、
「
桉
ず
る
に
厥
陰
篇
中
、
次
第

一
な
ら
ず
。
純
陽
に
て
陰

無
き
の
証

有
り
。
純
陰

に
て
陽

無
き
の
証

有
り
。
陰
陽

差
多

差
少
の
証

有
り
。
大
率

陽
脈

陽
証
に
は
、
当
に
三
陽
経
の
治
法

を
取
用
す
べ
し
。
陰
脈

陰
証
に
は
、
当
に
少
陰
経
の
治
法
を
合
用
す
べ
し
。
厥
陰
の
病
に
陽
を
見
る
は
愈
ゑ

易
し
と
為
す
。
陰
を
見
る
は
痊
え
難
し
と
為
す
」
と
。
喩
の
此
の
説
に
拠
れ
ば
、
本
篇
の
清
凉
の
諸
方
は
、
恐

ら
く
其

陽
勝
と
為
し
て
設
け
、
温
補
の
諸
方
は
、
陰
勝
と
為
し
て
設
く
る
な
り
。
唯

中
間
に
必
ず
し
も
本
病

に
係
ら
ざ
る
者

有
り
。
豈

類
を
以
て
之
を
隷
す
る
に
過
ぎ
ざ
ら
ん
や
。
○
当
帰
四
逆
湯
の
條
は
、
銭
氏

柯

氏
の
注

固
よ
り
是
な
り
。
或
い
は
曰
く
、
「
此
の
條
の
厥
は
、
当
に
厥
熱

勝
復
の
厥
な
る
べ
し
。
蓋
し
其
の

寒
は
本
々
軽
し
。
但

一
時

血
気

通
ぜ
ず
、
仍
ほ
厥
寒
を
致
し
、
而
し
て
亦

熱
内
に
伏
す
る
有
り
。
故
に
姜

附
を
用
ゆ
れ
ば
、
則
ち
恐
ら
く
後
日

喉
痺

口
爛

便
膿
血

等
の
変

有
ら
ん
。
此

別
に
一
方
を
立
て
之
を

主
治
す
る
所
以
な
り
」
と
。
此
の
説

従
ひ
難
し
。
又

程
氏

曰
く
、
「
血
虚

停
寒
と
て
、
特
に
下
す
べ
か
ら

ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
并
び
に
亦

温
を
用
ゐ
難
し
。
蓋
し
姜
附
輩
の
僣
に
し
て
燥
な
る
を
慮
る
な
り
。
須

く
以
て
経
を
温
め
、
而
し
て
潤
を
潤
し
陽
を
和
す
る
を
兼
ね
て
、
却
つ
て
陰
を
益
す
る
を
兼
ね
て
治
と
為
す
べ
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し
」
と
。
周
氏

曰
く
、「
通
草
に
至
つ
て
は
、『
本
経
』
其
の
九
竅

及
び
血
脈

関
節
を
通
利
す
と
称
す
れ
ば
、

則
ち
諸
薬

亦

通
草
の
功
を
得
て
、
阻
滞
を
破
つ
て
厥
寒
を
散
ず
」
と
。
両
説

亦

当
を
失
す
。
姑
く
録
し
て

攷
に
備
ふ
。
此

厥
陰
の
病
の
要
領
な
り
。
仲
景
の
死
証
を
挙
ぐ
る
は
、
少
陰

特
に
多
し
。
而
し
て
厥
陰

反

つ
て
少
な
し
。
此
の
理

甚
だ
妙
な
り
。
人
身
は
陽
を
以
て
重
し
と
為
す
。
厥
陰
は
則
ち
寒
熱

相
錯
す
。
用
薬

に
顧
忌
す
る
所

有
り
。
然
し
之
を
少
陰
の
純
寒
に
比
す
れ
ば
、
猶
ほ
陽

存
し
て
有
る
の
み
。
周
氏
は
陳
氏
の

少
陰

厥
陰
の
辨
を
載
せ
る
も
、
其
の
説

覈
を
欠
く
。
故
に
録
さ
ず
。
之
を
要
す
れ
ば
、
上
熱

下
寒
と
寒
熱

勝
復
と
は
、
均
し
く
伝
は
る
所

無
し
。
其

唯

陰
陽

和
平
す
れ
ば
、
病

当
に
快
瘳
す
べ
し
。

傷
寒
論
述
義
巻
第
二
終
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傷
寒
論
述
義
巻
第
三

丹
波
元
堅

学

述
合
病
併
病

合
病

併
病
と
は
、
表
裏

倶
に
病
む
、
是
な
り
。
其
の
邪
に
感
ず
る
に
方
り
、
表
裏

同
時
に
病
を
受
く
る
者
、

あ
た

之
を
合
病
と
謂
ふ
。
表

先
に
病
を
受
け
、
次
い
で
裏
に
伝
は
り
、
而
し
て
表
邪

猶
ほ
在
る
者
、
之
を
併
病
と

謂
ふ
。
合
病
は
則
ち
劇
し
く
、
併
病
は
則
ち
易
し
。
此

合

併
の
略
な
り
。
此
は
成
氏
に
本
づ
く
。
諸
家
の
論

ず
る
所
は
多
く
穿
鑿
を
失
す
。
徐
大
椿

曰
く
、
「
同
起
す
る
者
を
合
病
と
為
す
。
一
経

未
だ
罷
ま
ざ
る
に
、

一
経

又

病
む
者
を
、
併
病
と
為
す
」
と
。
亦

約
当
る
と
為
す
。
張
介
賓

曰
く
、「
今
時
の
病
は
則
ち
皆

合

病

併
病
の
み
」
と
。
概
論
と
謂
ふ
べ
し
。

合
病

総
じ
て
四
証

有
り
。
曰
く
太
陽
陽
明
、
曰
く
太
陽
少
陽
、
曰
く
少
陽
陽
明
、
曰
く
三
陽
、
是
な
り
。
太

陽
陽
明
は
熱

表
に
盛
ん
に
し
て
、
勢

裏
に
迫
及
し
裏
気

擾
動
す
。
下
奔
す
れ
ば
則
ち
利
し
、
上
逆
す
れ
ば

則
ち
嘔
す
。
治
す
る
に
は
其
の
表
を
発
す
れ
ば
、
則
ち
裏
は
随
つ
て
和
す
。
此
の
証
の
蓋
し
胃
実
の
候
を
見
ざ
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る
に
、
其
の
陽
明
と
称
す
る
は
、
唯

是

裏
気

擾
動
を
指
し
て
言
は
ん
。
方
氏

曰
く
、「
「
下
利
せ
ず
」
は
、

乃
ち
「
必
ず
自
下
利
す
」
に
対
し
て
言
ふ
。
両
つ
相
反
の
詞
な
り
。
彼
此

互
い
に
相
発
明
す
と
為
す
所
以
な

り
」
と
。
斯
の
説
は
妥
の
似
し
。
又

此
の
病
は
邪
熱

頗
る
劇
し
く
、
裏
気

随
つ
て
擾
る
。
蓋
し
表
実
に
非

み
だ

ざ
る
に
自
ら
ば
、
此
の
如
く
に
至
ら
ざ
ら
ん
。
是
は
桂
枝
湯
を
用
ゐ
ざ
る
所
以
な
り
。
或
い
は
下
利
し
、
或
い

は
嘔
し
、
気
機

稍

内
よ
り
泄
れ
る
。
是

麻
黄
湯
を
用
ゐ
ざ
る
所
以
な
り
。
是
を
以
て
特
に
葛
根
に
取
る
こ

と
有
ら
ん
や
。
○
汪
氏

曰
く
、
「
成
注
は
、
裏
気

虚
し
て
即
ち
和
せ
ず
と
為
す
。
真
虚
と
作
し
て
看
る
べ
か

ら
ず
」
と
。
又

曰
く
、
「
成
注
に
云
ふ
、
「
裏
気

上
逆
し
て
下
ら
ざ
る
者
は
、
但

嘔
し
て
下
利
せ
ず
」
と
。

愚

以
て
其
の
人

胸
中
に
必
ず
停
飲

有
る
故
と
す
」
と
。
更
に
喘
し
て
胸
満
す
る
者

有
り
。
亦

表
実

裏
壅

に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
中
西
惟
忠

曰
く
、「
此

邪

胃
に
実
す
と
雖
も
、
先
ず
其
の
表
を
発
し
、
然
る
後
に
之
を

下
す
者
な
り
」
と
。
参
を
存
す
。
太
陽
少
陽
は
、
太
陽
を
軽
し
と
為
し
、
而
し
て
少
陽
を
重
し
と
為
す
。
故
に

の
こ

治
を
清
熱

通
壅
に
取
る
。
蓋
し
此
の
証
に
敢
へ
て
柴
胡
を
用
ゐ
ざ
る
は
、
病
勢

下
迫
し
、
邪

必
ず
し
も
本

位
に
鬱
せ
ざ
る
を
以
て
な
ら
ん
。
多
く
芍
薬
を
用
ゐ
る
は
亦

通
壅
に
取
る
な
り
。
陽
明
少
陽
は
少
陽
の
邪

軽

く
し
て
、
陽
明
の
病

重
し
。
下
利
す
る
所
以
の
者
は
、
猶
ほ
是

熱
結

傍
流
す
る
に
よ
る
。
故
に
治
す
る
に

快
薬
に
宜
し
。
経
文
を
攷
ふ
る
に
、
必
ず
し
も
主
る
に
大
承
気
な
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
然
し
『
明
理
論
』
に
は
、

断
じ
て
其
の
対
す
る
所
と
為
す
。
当
る
と
為
す
。
此
の
三
証
は
、
両
位
の
病
は
相
均
斉
せ
ず
。
故
に
治
を
施
す

に
其
の
重
き
所
を
責
む
る
な
り
。
軒
邨
曰
く
、
「
疫
毒
痢
証
の
治
は
合
病
の
下
利
の
機
に
外
な
ら
ず
。
善
く
其
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の
趣
を
広
む
れ
ば
、
則
ち
他
求
を
仮
り
ず
し
て
左
右

原
に
逢
う
」
と
。
此
の
言
は
誠
に
千
古
の
秘
を
発
す
。

蓋
し
本
病
に
亦

疫
痢
の
理
を
参
ず
れ
ば
、
則
ち
其
の
義

更
に
昭
ら
か
な
り
。
唯

合
病
は
必
ず
更
に
数
証

有

り
。
今
は
大
抵

下
利
を
以
て
的
と
為
す
。
愚

未
だ
其
の
故
に
達
せ
ず
。
且
つ
後
攷
を
俟
つ
。
三
陽
の
合
病
は

其
の
証

二
つ
有
り
。
其
の
一
、
周
身
に
熱
熾
ん
に
、
邪
の
陽
明
に
聚
る
者

多
し
と
為
す
。
故
に
主
る
に
白
虎

を
以
て
す
。
陽
明
篇
に
掲
げ
る
所

是
な
り
。
其
の
一
、
邪
の
少
陽
に
聚
る
者

多
し
と
為
す
。
少
陽
篇
に
掲
げ

る
所

是
な
り
。
此
の
説

尤
氏
に
本
づ
く
。
曰
く
、
「
此
の
條
は
熱
の
少
陽
に
聚
る
者
な
り
。
太
陽
陽
明
を
視

る
に
較
ぶ
る
に
多
し
。
設
し
治
法
を
求
む
れ
ば
、
豈

白
虎
湯
の
能
く
尽
く
す
所
な
ら
ん
や
」
と
。
攷
ふ
る
に

銭
氏
は
主
る
に
白
虎
を
以
て
す
。
故
に
尤
に
斯
の
言

有
り
。
愚

意
う
に
恐
ら
く
は
是
は
小
柴
胡
加
石
膏
の
宜

お
も

し
き
所
な
ら
ん
。
又

風
温
は
此
の
二
証
と
相
似
る
。
詳
し
く
は
彼
の
條
を
見
よ
。
此
の
他
に
、「
陽
明
中
風
、

口

苦
く
咽

乾
き
」
と
「
陽
明
の
病
、
脈

浮
に
し
て
緊
に
、
咽

燥
き
口

苦
く
」
と
は
証
候

恰
も
合
す
。
而

し
て
実
に
三
陽
合
病
に
係
る
。
其
の
脈
候
に
拠
れ
ば
、
則
ち
表
に
専
ら
な
る
者
な
り
。「
陽
明
中
風
、
脈

弦
浮

大
」
も
亦

是

三
陽
合
病
に
し
て
、
殆
ど
少
陽
に
専
ら
な
る
者
な
り
。
此

合
病
の
要
領
な
り
。
『
素
問
』
に
謂

ふ
所
の
両
感

即
ち
三
陽
合
病
な
る
の
み
。
朱
氏
は
太
陽
中
篇

四
逆

桂
枝
の
條
を
以
て
附
凑
し
説
を
為
す
。

殊
に
深
き
誤
り
に
属
す
。
故
に
劉
完
素

趙
真
に
既
に
詳
辨

有
り
。
宜
し
く
閲
す
べ
し
。
三
陰
の
病
は
、
則
ち

機

各
々
異
な
る
と
雖
も
、
而
し
其
の
位
相

同
じ
。
此

合
病

無
き
所
以
な
り
。
龎
氏

曰
く
、
「
三
陽
に
皆

合
病

有
り
。
惟

三
陰
に
合
病

無
し
」
と
。
此
の
語

然
り
と
為
す
。
而
し
て
李
梃
『
医
学
入
門
』
に
は
之
を
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非
と
す
。
反
つ
て
謬
り
な
り
。

併
病
は
僅
に
二
証
。
曰
く
二
陽
、
曰
く
太
陽

少
陽
、
是
な
り
。
二
陽
な
る
者
は
、
太
陽
の
病
を
発
汗
し
て
徹

せ
ず
、
邪
気

進
ん
で
陽
明
に
入
り
、
而
し
て
表
証

仍
ほ
在
る
者
な
り
。
治
法
は
先
ず
其
の
表
を
解
し
、
表
解

し
已
つ
て
其
の
裏
を
攻
む
。
此
の
條
は
竊
に
攷
ふ
る
所

有
り
。
今

左
に
陳
ぶ
。
曰
く
。
此
は
当
に
三
截
に
作

お
わ

の

し
て
看
る
べ
し
。
蓋
し
二
陽

併
病
に
て
、
其
の
等

同
じ
か
ら
ざ
る
を
示
す
。
條
首
よ
り
「
此
の
如
く
小
し
く

汗
を
発
す
べ
し
」
に
至
る
が
是

一
截
な
り
。
此
は
邪

既
に
裏
に
属
し
、
而
し
て
表

僅
に
存
る
者
な
り
。
故

に
須
く
小
し
く
汗
を
発
す
べ
し
。
「
設
し
面
色

縁
縁
と
し
て
正
赤
」
の
三
句
ま
で
が
、
是

一
截
な
り
。
此
は

表
の
熱
鬱

甚
だ
し
。
故
に
裏
気

益
々
壅
ぎ
、
相
併
に
以
て
面

赤
と
為
る
。
陽
明
篇
に
謂
ふ
所
の
「
面
合

赤

ふ
さ

色
」
な
る
者
は
即
ち
一
類
な
る
の
み
。
然
し
此
の
他

見
証
は
必
ず
数
端

有
り
。
殆
ど
意
を
言
外
に
寓
す
る
な

り
。
熏
法
は
、
陳
廩
丘

張
苗
は
並
に
「
連
に
汗
を
発
し
、
出
で
ざ
る
に
之
を
用
ゆ
」
と
謂
ふ
。
是
は
汗
法
中

と
も

し
き
り

に
在
つ
て
最
緊
な
り
。
乃
ち
其
の
病
の
重
き
こ
と
見
る
べ
し
。
「
若
し
汗
を
発
し
て
徹
せ
ず
」
よ
り
條
末
に
至

つ
て
が
是

一
截
な
り
。
此
は
前
証
に
比
べ
稍

軽
し
。
「
言
ふ
に
足
ら
ず
」
と
は
、
猶
ほ
未
だ
言
ふ
に
至
ら
ざ

る
ご
と
し
。「
腹
満

減
ら
ず
。
減
る
と
言
ふ
に
足
ら
ず
」
と
同
義
な
り
。
此
の
三
字
は
当
に
下
文
に
接
し
十
字

一
句
と
為
し
て
読
む
べ
し
。
上
文
の
「
表
に
在
り
」
の
二
字
は
、『
玉
函
』
に
は
「
越
す
る
こ
と
を
得
ず
」
に

作
る
。
以
て
互
い
に
証
す
べ
し
。
但
し
煩
躁
の
状
は
病

稍

重
き
似
し
。
然
し
「
乍
ち
腹
中
に
在
り
、
乍
ち

た
ち
ま

四
肢
に
在
」
れ
ば
、
恐
ら
く
未
だ
必
ず
し
も
煩
憒

躁
擾
の
謂
な
ら
ず
。
嘗
て
一
人
、
汗
を
失
し
て
表

鬱
し
、
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兼
ね
て
胃
実
を
以
て
す
る
者
を
療
ず
。
胸
腹

撹
刺
し
、
走
注

定
ま
ら
ず
、
正
し
く
此
の
証
と
吻
合
す
。
汪
氏

曰
く
、
「
「
短
気
す
」
る
は
、
邪
熱

壅
つ
て
気

促
急
す
る
な
り
。
「
但

坐
す
」
る
は
、
臥
す
る
こ
と
を
得
ざ

る
な
り
。
汗

出
だ
し
て
徹
せ
ざ
れ
ば
、
営
気
は
條
達
す
る
こ
と
を
得
ず
。
則
ち
「
脈

渋
る
」
。『
條
辨
』
は
渋

脈
を
以
て
血
虚
と
為
し
解
す
。
大
誤
な
り
」
と
。
此
の
説

是
な
り
。
此
の
三
等
の
証
は
、
強
ひ
て
其
の
方
を

擬
す
れ
ば
、
則
ち
「
小
し
く
発
す
」
る
に
桂
枝
を
以
て
し
、
「
之
を
解
す
」
る
に
程
氏
に
拠
つ
て
大
青
龍
を
用

ゐ
、
「
汗
を
発
す
」
る
に
龎
氏
に
拠
つ
て
麻
黄
を
以
て
し
て
可
な
ら
ん
。
陽
明
篇
の
桂
枝

麻
黄
の
二
條

及
び

桂
枝

承
気
の
條
の
如
き
は
亦

是

此
の
証
な
り
。
其
の
治
は
則
ち
先
表

後
裏
の
法
な
り
。
太
陽

少
陽
は
、

其
の
二
條
は
倶
に
刺
法
を
用
ゆ
。
而
し
て
其
の
一
條
は
誤
下

結
胸
と
為
す
。
然
し
柴
胡
桂
枝
湯
の
如
き
が
実

に
其
の
正
方
な
り
。
而
し
て
柴
胡
桂
枝
乾
姜
湯
は
其
の
兼
ぬ
る
所

有
る
者
な
り
。
少
陽
と
陽
明
と
の
併
病
は

則
ち
其
の
称
を
見
る
こ
と
無
し
。
然
し
大
柴
胡
湯
は
其
の
対
方

為
り
。
而
し
て
柴
胡
加
芒
消
湯
は
其
の
奇
治

な
り
。
「
陽
明
の
病
、
潮
熱
を
発
し
、
大
便

溏
し
云
云
」
の
小
柴
胡
湯
の
証
も
亦

即
ち
是
な
る
の
み
。
此
の

條
は
是

胃
実
に
し
て
邪

猶
ほ
少
陽
に
存
す
る
者
な
り
。
其
の
次
條
は
是

少
陽
に
し
て
胃
実
の
似
き
者
な
り
。

両
條

対
示
す
。
乃
ち
太
陽
中
篇

四
逆
湯
の
條
と
同
例
な
り
。
此

併
病
の
要
領
な
り
。
三
陰
に
併
病
の
無
き

こ
と
、
理
は
合
病
と
同
じ
。
唯

太
陽

厥
陰
の
桂
枝

四
逆

各
施

及
び
太
陰
の
桂
枝
の
証
の
如
き
は
、
即
ち

是

表
熱

裏
寒

相
兼
ぬ
る
者
な
り
。
殆
ど
併
病
の
変
局
な
ら
ん
。
鄭
端
友
『
全
嬰
方
論
』
に
癇
に
半
陰
半
陽

の
合
病

有
る
を
論
じ
て
、
即
ち
寒
熱

相
兼
ぬ
る
者
と
言
ふ
。
○
桉
ず
る
に
裏
兼
証
の
治
は
、
表
熱
裏
寒
す
れ
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ば
則
ち
裏
を
先
に
し
て
表
を
後
に
す
る
は
何
ぞ
や
。
先
ず
裏
を
実
す
る
は
、
脱
候

倏
ち
至
り
、
邪

亦

従
つ

た
ち
ま

て
陥
る
を
恐
れ
る
な
り
。
裏

既
に
実
す
れ
ば
、
而
し
て
こ
と
を
表
に
従
ふ
も
亦

遅
し
と
為
さ
ず
。
設
し
先
に

表
を
救
は
ば
、
則
ち
虚
耗
の
陽
は
汗
に
随
つ
て
益
々
奪
は
る
。
豈

邪
気
の
外
散
を
望
ま
ん
や
。
表
熱

裏
実
な

れ
ば
、
則
ち
表
を
先
に
し
て
裏
を
後
に
す
る
は
何
ぞ
や
。
先
に
表
を
攻
め
る
は
、
表
邪

併
入
し
裏
熱

壅
重
す

る
を
恐
れ
る
な
り
。
表

既
に
解
す
れ
ば
、
而
し
て
事
を
裏
に
従
つ
て
亦

遅
し
と
為
さ
ず
。
設
し
先
に
裏
を
攻

め
れ
ば
、
則
ち
胃

空
し
く
邪

乗
じ
、
遂
に
壊
病
と
為
る
。
豈

邪
気
の
内
解
を
望
ま
ん
や
。
此

仲
景
の
明
律

な
り
。
○
六
病

正
証
の
外
に
、
表
裏
の
証

有
る
者
は
、
葛
根
芩
連
湯

五
苓
散

桂
枝
人
参
湯
等
の
証
、
其
の

類

甚
だ
多
し
。
然
し
之
を
併
病
と
謂
ふ
は
叵
し
。
仍
ほ
此
に
列
せ
ず
。

か
た

述
温
病
風
温

温
病
は
、
熱
結

裏
に
在
り
、
表
裏

倶
に
熱
す
る
証
、
是
な
り
。
即
ち
陽
明
の
病
の
一
証
な
り
。
此
の
病
は
前

注
『
内
経
』
温
病
の
義
と
為
す
。
間
々
謂
ひ
て
白
虎
の
証
と
為
る
者

有
り
。
猶
ほ
彼
と
強
合
す
。
特
に
王
氏

柯
氏
は
以
て
傷
寒
中
の
一
証
と
為
す
。
惜
し
む
ら
く
は
辨
徴

覈
ら
か
な
ら
ず
。
今

因
つ
て
其
の
説
を
演
し
て

曰
く
。『
内
経
』
に
謂
ふ
所
の
温
病
は
、
冬
に
寒
に
傷
ら
れ
、
寒
邪

内
伏
し
、
春
温
を
得
て
方
に
発
す
る
の
謂
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な
り
。
本
経
の
三
陽

三
陰

及
び
中
風

傷
寒

等
は
、
其
の
名
は
則
ち
之
を
『
素
』
『
難
』
に
取
れ
ど
、
而
し

其
の
証
は
則
ち
自
ら
異
な
る
。
豈

特
に
温
病
に
至
り
、
既
に
其
の
名
を
取
り
、
又

其
の
証
を
併
せ
て
之
を
取

ら
ん
や
。
況
や
全
経

本
々
時
に
従
つ
て
病
を
分
か
つ
の
説

有
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
仲
景

謂
ふ
所
の
温
病
は
、

傷
寒
中
の
一
証

為
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
且
つ
『
素
問
』
瘧
論
を
攷
ふ
る
に
、
先
熱

後
寒
を
以
て
温
瘧
と
為

す
。
而
し
て
仲
景
は
則
ち
身
に
寒

無
く
但

熱
す
る
を
以
て
温
瘧
と
為
す
。
其
の
「
骨
節

疼
煩
」
有
る
を
以

て
の
故
に
白
虎
湯
中
に
桂
枝
を
加
へ
、
以
て
裏
を
清
く
し
表
を
発
す
。
見
る
べ
し
温
病
の
温
は
温
瘧
の
温
と
均

し
く
是

熱
盛
の
謂
な
る
こ
と
を
。
温

熱
は
互
称
に
て
、
猶
ほ
冷
と
寒
と
の
ご
と
し
。『
素
問
』
に
は
「
春

必

ず
温
病
た
り
」
、
『
霊
枢
』
論
疾
診
尺
篇
に
は
「
春

必
ず
癉
熱
を
生
ず
」
と
作
し
、
『
太
素
』
に
は
「
春

乃
ち

熱
を
病
む
」、
又

評
熱
病
論
の
其
の
首
節
に
病
温
陰
陽
交
を
説
く
。
而
し
て
倉
公
伝
に
則
ち
曰
く
、「
熱
病

陰

陽
交
す
る
者
は
死
す
」
と
。
又

熱
病
を
刺
す
に
五
十
九
穴

有
り
。
而
し
て
叔
和

則
ち
曰
く
、「
温
病
を
治
す

る
に
五
十
九
穴
を
刺
す
」
と
。
許
氏
『
説
文
』
に
曰
く
、
「
熱
は
温
な
り
」
と
。
並
に
以
て
徴
す
べ
し
。
此
の

條

冒
頭
の
三
字
は
蓋
し
来
路
を
掲
示
せ
る
者
な
り
。
曰
く
「
渇
す
」
曰
く
「
悪
寒
せ
ず
」
と
。
倶
に
是

表

解
し
て
裏

熱
す
る
の
候
な
り
。
則
ち
発
熱
は
、
其
の
初
め
は
太
陽
の
翕
翕
た
る
熱
に
し
て
、
今
は
陽
明
の
蒸

蒸
た
る
熱
と
為
る
。
然
ら
ば
則
ち
「
熱
結

裏
に
在
り
、
表
裏

倶
に
熱
す
」
と
何
の
差
別
あ
ら
ん
。
愚

故
に

以
為
ら
く
温
病
は
即
ち
白
虎
の
証
を
称
し
て
謂
ふ
な
り
と
。
○
温
病
の
條
は
之
を
太
陽
に
列
す
る
は
、
亦

猶

ほ
小
柴
胡
の
例
の
ご
と
し
。
然
し
其
の
表
証
に
非
ず
、
而
し
て
叙
す
る
に
篇
首
に
在
る
は
、
豈
叔
和
『
五
十
八
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難
』
に
拠
り
、
徒
に
其
の
名
を
執
り
、
以
て
中
風

傷
寒
と
相

排
比
を
作
す
者
な
ら
ん
。
傷
寒
例

第
一
節
に
、

列
し
て
傷
寒

温
病

暑
病

等
を
辨
ず
。
其
の
意
を
知
る
べ
き
な
り
。
愚

固
よ
り
撰
次
の
得
失
を
議
す
る
を
欲

せ
ず
。
特
に
此
の
條
に
於
い
て
は
、
則
ち
疑
ひ
無
き
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
其
の
来
る
や
必
ず
太
陽

如
し
く

も

は
少
陽
よ
り
し
、
其
の
少
陽
よ
り
な
る
は
、
謂
ふ
所
の
「
柴
胡
湯
を
服
し
已
つ
て
渇
す
る
者
」
に
、
寓
し
て
其

や
ど

の
義

有
り
。
大
抵

白
虎
の
証
は
之
を
得
て
其
の
人

陽
気

偶
々
擾
れ
、
而
し
て
邪
気

乗
じ
て
入
り
、
進
勢

殊
に
急
な
る
者
な
り
。
今

多
く
之
を
見
る
。
経
に
云
ふ
所
は
恐
ら
く
其
の
機
な
ら
ん
。
然
し
亦

未
だ
誤
治
に

因
つ
て
致
す
者

無
き
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
而
し
て
毒
邪

暴
進
し
、
直
に
裏
に
陥
入
し
、
内
灼

外
熏
し
、

勢
ひ
原
を
燎
く
如
し
。
故
に
其
の
脈
は
浮
滑

洪
大
な
り
。『
呉
医
彙
講
』
に
薛
雪

曰
く
、「
「
傷
寒

脈

浮
滑
」

は
、
此

表
に
熱

有
り
、
裏
に
寒

有
り
。
表
の
熱
は
寒
の
用
、
裏
の
寒
は
熱
の
体
な
り
。
言
ふ
に
熱
病
は
寒

に
本
づ
く
。
寒
は
既
に
病
み
て
熱
と
為
る
。
則
ち
体
用

皆

熱
な
り
。
漢
の
文
法

此
の
如
し
」
と
。
是
の
説

蓋
し
諸
々
方
氏
に
本
づ
か
ん
。
又
『
活
人
書
』
は
、
改
め
「
表
裏
に
熱

有
り
」
と
作
す
。
而
し
て
郭
氏
は
之

に
従
ふ
。
汪
氏
も
亦

曰
く
、「
斯
の
言

乃
ち
定
論
と
為
す
」
と
。
然
し
未
だ
臆
見
を
免
れ
ず
。
又

黄
氏
に
は

林
氏
に
拠
つ
て
更
に
詳
論

有
り
。
文
繁
な
れ
ば
録
さ
ず
。
其
の
証
は
、
蒸
蒸

発
熱
し
、
自
汗

出
で
、
心
煩

大
渇
し
、
白
虎
加
人
参
湯
、
及
び
五
苓
散
の
條
に
言
ふ
所
の
「
煩
渇
」
は
自
ら
余
諸
條
を
参
ず
れ
ば
、
蓋
し
「
煩

し
て
渇
す
」
る
の
謂
な
り
。
成
氏
は
以
て
熱
渇
と
為
す
。
妥
ら
ざ
る
似
し
。
舌
上

乾
燥
し
、
冷
水
を
飲
ま
ん

と
欲
す
。
然
し
燥
屎

搏
結
す
る
こ
と
有
ら
ざ
れ
ば
、
唯

是

胃
家

焦
爍
す
る
な
り
。
因
つ
て
白
虎
湯
を
立
て
、
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以
て
之
を
清
涼
す
。
愚

嘗
て
謂
ふ
此
の
湯
の
妙
は
粳
米
に
在
り
と
。
何
な
れ
ば
、
凡
そ
物
の
胃
に
慣
れ
ざ
る

は
金
石
を
最
も
と
為
し
、
物
の
胃
に
慣
る
る
は
米
穀
に
如
く
は
莫
し
。
今
極
め
て
慣
れ
ざ
る
者
を
用
ゆ
。
故
に

配
す
る
に
極
め
て
慣
る
る
者
を
以
て
、
其
の
中
土
を
損
な
は
ざ
ら
し
む
。
竹
葉
石
膏
湯

桃
花
湯
の
粳
米
、
厚

朴
麻
黄
湯
の
小
麦
、
消
石
礬
石
散
の
大
麦
粥
汁
の
如
き
は
皆

是
な
り
。
詳
義
は
拙
著
『
薬
治
通
義
』
第
十
巻

を
見
よ
。
又
「
石
膏
一
斤
砕
」
の
下
に
、
当
に
「
綿
裹
」
の
二
字
を
補
ふ
べ
し
。
厥
陰
篇
方
中
に
之

有
り
。

陶
隠
居

曰
く
、「
湯
酒
膏
中
に
諸
石
を
用
ゐ
る
は
、
皆

細
く
之
を
擣
い
て
粟
米
の
如
く
し
、
亦

葛
布
を
以
て

篩
い
調
は
し
め
、
並
に
新
綿
を
以
て
別
に
裹
ん
で
中
に
内
る
る
」
と
。
如
し
其
の
太
陽

誤
汗
吐
下
に
よ
り
、

而
し
て
液
乏
を
加
ふ
る
者
は
、
人
参
を
加
へ
以
て
之
を
滋
養
す
。
或
い
は
曰
く
、
「
加
入
参
湯
の
証
に
二
つ
有

り
。
其
の
一
は
本
方
の
証
に
し
て
更
に
液

乏
す
る
者
な
り
。
其
の
一
は
液

乏
し
か
ら
ず
と
雖
も
、
其
の
病

稍

軽
く
、
本
方
に
耐
へ
ざ
る
者
に
は
、
人
参
を
佐
に
し
て
以
て
之
を
調
停
す
」
と
。
未
だ
是
否
を
知
ら
ず
。

又
『
千
金
』『
外
台
』
加
入
参
の
諸
條
に
、
一
つ
は
本
湯
を
用
ゆ
。
恐
ら
く
是
に
非
ず
。
但

白
虎
の
脈
証
は
本

湯
に
略
し
。
而
し
反
つ
て
加
入
参
湯
に
詳
し
。
殆
ど
疑
ひ
無
し
と
せ
ず
。
○
太
陽
上
篇
の
加
人
参
の
條
、
汪
氏

曰
く
、「
此
の
條
は
当
に
是

太
陽
の
証

罷
み
、
転
じ
て
陽
明
に
属
す
証
な
る
べ
し
。
其
の
陽
明
篇
に
入
れ
ざ

る
は
、
其
の
桂
枝
湯
を
服
し
て
後
の
変
証
な
る
を
以
て
な
り
。
且
つ
上
條
と
脈
証

相
同
じ
。
但

煩
渇
を
加
ふ
。

薬
を
用
ゐ
る
の
霄
壤
、
前
賢

書
に
著
く
に
、
後
学
を
し
て
心
を
悉
く
す
を
体
認
せ
し
む
」
と
。
設
し
其
の
治

を
失
す
れ
ば
、
則
ち
胃
津

枯
竭
し
、
遂
に
救
ふ
べ
か
ら
ず
。
其
の
変
じ
て
或
い
は
胃
実
と
為
る
。
而
し
敢
へ
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て
陰
証
と
為
ら
ざ
る
な
り
。
白
虎

承
気
の
別
は
実
の
有
無
に
在
り
。
則
ち
変
じ
て
彼
の
証

為
る
に
宜
し
か
ら

ざ
る
似
し
。
然
し
今
に
在
り
て
之
を
験
す
る
に
、
往
往

之

有
り
。
況
ん
や
三
陽
合
病
に
は
既
に
腹
満

讝
語

有
れ
ば
、
則
ち
其
の
理

見
る
べ
き
な
り
。

風
温
は
温
病
の
類
証
な
り
。「
脈

陰
陽

倶
に
浮
」
な
る
に
拠
れ
ば
、
則
ち
表
に
邪

有
る
者
の
似
し
。
其
の
証

は
三
陽
合
病
と
相
近
し
。
治
法
も
亦

恐
ら
く
は
白
虎
の
宜
し
き
所
な
ら
ん
。
此
の
條
は
解
し
難
し
。
程
氏
の

注
は
文
理
に
於
い
て
順
と
為
す
似
し
。
然
し
愚

竊
に
疑
ひ
有
り
。
何
な
れ
ば
則
ち
表
裏
の
熱

盛
ん
な
る
に
、

倘
し
誤
つ
て
之
を
汗
す
れ
ば
、
必
ず
大
い
に
津
を
傷
り
、
恐
ら
く
更
に
「
陰
陽

倶
に
浮
」
に
は
至
ら
ざ
ら
ん
。

成
氏
は
以
て
傷
寒

発
汗
の
後
に
、
方
に
其
の
風
温
な
る
を
知
る
と
為
す
。
是

病
理
に
於
い
て
順
と
為
す
似
し
。

今

其
の
義
に
就
い
て
別
に
一
説
を
発
す
。
此
は
太
陽
の
病

汗
を
発
し
、
当
に
解
す
べ
き
に
解
せ
ざ
る
者
、
特

に
表
に
の
み
邪

有
る
に
あ
ら
ず
、
而
し
て
裏
に
既
に
熱

有
る
を
言
ふ
。
其
の
之
を
風
と
称
す
る
は
、
猶
ほ
風

家

風
湿
の
風
の
ご
と
し
。
即
ち
表
に
邪
有
る
の
謂
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
風
温
は
温
病
の
表
を
兼
ぬ
る
者
と
為

す
。
故
に
一
條
中
に
併
せ
て
之
を
論
ず
。
然
し
啻
に
汗
し
て
後
に
之
を
知
る
に
あ
ら
ず
。
自
ら
認
得

真
的

有

り
。
故
に
下
文
に
先
ず
「
風
温
の
病

為
る
」
の
一
句
を
掲
げ
て
其
の
証
を
尽
く
す
。「
若
し
下
を
被
れ
ば
」
、「
若

し
火
を
被
れ
ば
」
は
程
氏
に
従
へ
ば
、
則
ち
是
は
温
病
の
誤
治
に
係
る
。
成
氏
に
従
へ
ば
、
則
ち
是
は
風
温
の

誤
治
に
係
る
。
未
だ
何
れ
の
是
な
る
か
を
審
に
せ
ず
。
又

成
氏

曰
く
、
「
先
ず
曽
て
火
を
被
る
を
一
逆
と
為

す
。
若
し
更
に
火
を
以
て
之
を
熏
ず
れ
ば
、
是
は
再
逆
な
り
」
と
。
蓋
し
『
玉
函
』
に
本
づ
か
ん
。
程
氏
は
則



83

述温病風温

ち
「
若
し
火
を
以
て
之
を
熏
じ
」
を
謬
つ
て
「
体

煙
熏
の
如
し
」
と
為
す
。
故
に
一
逆

再
逆
は
汗
下

等
の

誤
治
と
為
す
。
又

汪
氏
は
「
小
便

利
せ
ず
」
の
字
を
疑
ふ
。
然
し
太
陽
中
篇
に
、
「
小
便
せ
ん
と
欲
し
て
得

ず
、
反
つ
て
嘔
し
失
溲
せ
ん
と
欲
す
」
の
文

有
り
。
蓋
し
同
例
な
ら
ん
。
又

此
の
病
を
三
陽
合
病
と
相
近
し

と
謂
ふ
は
、
何
ぞ
や
。
彼
は
「
脈

浮
大
、
関
上
に
上
り
」
と
曰
く
。
此
は
「
脈

陰
陽

倶
に
浮
」
と
曰
く
。

彼
は
「
若
し
自
汗
出
づ
る
者
」
と
曰
ひ
、
又
「
目
合
す
れ
ば
則
ち
汗
し
」
と
曰
ふ
。
此
は
「
自
汗

出
づ
」
と

曰
ふ
。
彼
は
「
身

重
く
以
て
転
側
し
難
し
」
と
曰
ひ
、
此
は
「
身

重
く
」
と
曰
ふ
。
彼
は
「
但

眠
睡
せ
ん

と
欲
し
」
と
曰
ひ
、
此
は
「
多
く
眠
睡
し
、
鼻
息

必
ず
鼾
す
」
と
曰
ふ
。
彼
は
「
口

不
仁
」
と
曰
ひ
、
此
は

「
語
言

出
で
難
し
」
と
曰
ふ
。
彼
は
「
遺
溺
」
と
曰
ひ
、
此
は
下
を
被
つ
て
「
失
溲
す
」
と
曰
ふ
。
但

彼
は

胃
実
を
兼
ぬ
。
故
に
「
腹
満

讝
語
」
有
り
。
其
の
他
は
則
ち
証
証

相
合
す
こ
と
此
の
如
し
。
殆
ど
一
病
に
し

て
其
の
名
を
異
に
す
る
者
な
る
の
み
。
義
は
蠡
見
に
出
づ
。
姑
く
録
し
て
識
者
を
俟
つ
。
○
『
総
病
論
』
の
「
病

人

素
々
風
に
傷
ら
れ
医

之
を
殺
す
に
至
る
の
み
」
と
は
、
本
々
『
玉
函
』
『
脈
経
』
の
不
可
発
汗
病
中
に
出

づ
。「
風
温
の
病

為
る
云
云
」
は
全
く
『
千
金
方
』
に
取
る
。
但
し
『
千
金
』
は
「
温
風
の
病
」
と
作
す
。「
温

風
」
の
二
字
は
蓋
し
錯
な
ら
ん
。

傷
寒
論
述
義
巻
第
三
終
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丹
波
元
堅
学

述
壊
病

壊
病
と
は
、
誤
治
の
後
に
、
陰
陽

復
び
綱
紀

無
く
、
証
候

変
乱
し
、
正
名
を
以
て
名
づ
け
難
き
、
是
な
り
。

巣
源
の
有
時
気
敗
候
に
曰
く
、「
此
は
病
後
に
余
毒

未
だ
尽
き
ず
、
形
候

変
転
し
、
久
し
く
瘥
ゑ
ず
、
陰
陽

復
た
綱
紀

無
き
を
謂
ふ
」
と
。
壊
病
の
義
は
、
之
を
得
て
蓋
し
益
々
明
ら
か
な
ら
ん
。
蓋
し
壊
は
崩
壊
な
り
。

猶
ほ
墻
壁
の
壊
れ
れ
ば
、
之
を
墻
壁
と
言
ふ
こ
と
を
得
ず
。
其
の
証
候

変
乱
し
、
以
て
正
名
と
し
難
き
者
は
、

已
む
を
得
ず
姑
く
は
壊
病
を
以
て
之
を
命
ず
。
他
意

有
る
に
非
ず
。
方
氏

曰
く
、「
血
気

既
に
憊
壊
す
」
と
。

張
志
聡

曰
く
、「
自
ら
敗
す
る
を
壊
と
曰
ふ
」
と
。
二
説

失
と
為
す
。
方
氏

又

曰
く
、「
壊
と
は
、
諸
治
を

歴
遍
し
て
愈
ゑ
ざ
る
を
言
ふ
」
と
。
此

亦

妥
ら
ず
。
一
誤
に
て
も
亦

壊
病
と
為
す
。
必
ず
し
も
諸
治
を
歴

あ
た

遍
せ
ず
。
三
「
若
」
字
を
玩
へ
ば
自
ら
知
る
。
程
氏

柯
氏
の
解
す
る
所
は
極
め
て
是
な
り
。
志
聡

又

曰
く
、

「
已
に
汗
を
発
す
れ
ば
、
則
ち
肌
表
の
邪
は
已
に
去
る
」
と
。
此
の
語

亦

病

有
り
、
発
汗

節
を
違
へ
、
亦
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壊
病
と
為
る
。
且
つ
壊
病
中
に
、
表

猶
ほ
在
る
者

有
り
。
桂
枝
加
附
子

去
芍
薬
の
類
が
是
な
り
。
○
少
陽

篇
の
壊
病
の
條
は
解
し
難
し
。「
脈
沈
緊
」
を
『
金
鑑
』
で
は
改
め
て
「
沈
弦
」
に
作
る
。
然
し
「
沈
」
字

遂

に
通
ぜ
ず
。
尤
氏
に
説

有
る
も
、
亦

穏
貼
を
欠
く
ゆ
え
録
さ
ず
。
其
の
「
讝
語
」
の
一
証
を
掲
げ
る
は
、
豈

唯

邪
の
転
じ
て
裏
に
入
る
を
謂
ふ
者
な
ら
ん
や
。
然
し
巣
源
に
従
つ
て
「
讝
語
」
の
二
字
を
削
ら
ば
、
義
は

稍

勝
る
に
似
た
り
。「
柴
胡
の
証

罷
み
」
と
は
小
柴
胡
の
証

罷
む
を
指
す
似
し
。
必
ず
し
も
柴
胡
諸
方
を
用

ゆ
べ
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
或
い
は
之
を
誤
汗
に
得
、
或
い
は
之
を
誤
下
に
得
、
或
い
は
誤
吐
、
或
い

は
温
鍼
、
而
し
て
営
衛

乖
錯
し
、
邪
熱

沈
漬
す
。
或
い
は
上
焦
に
著
き
、
或
い
は
血
分
に
迫
り
、
或
い
は
陽

気

虚
憊
し
、
或
い
は
陰
液

竭
乏
し
、
或
い
は
水
飲

拍
搏
し
、
或
い
は
湿
熱

内
蒸
し
、
劇
易

緩
急
、
種
種

同
じ
か
ら
ず
。
皆

是

素
稟
の
強
弱
、
宿
疾
の
有
無
と
誤
逆
の
軽
重
と
に
因
り
、
而
し
て
異

有
る
の
み
。
謂

ふ
所
の
汗
後
の
汗

漏
し

経
を
動
じ
、
胸
満

悸
築
、
下
後
の
結
胸

痞
鞕
、
協
熱
下
利
、
吐
後
の
内
煩

吐
食
、

火
逆
の
驚
狂

奔
豚
の
類
、
其
の
証

多
端
に
し
て
、
枚
挙
に
勝
え
ず
。
今

其
の
情
機
に
就
い
て
、
之
に
区
辨

た

を
為
せ
ば
、
諸
兼
証
を
併
せ
、
以
て
後
に
述
ぶ
。
故
に
茲
に
詳
に
す
る
を
得
ざ
る
な
り
。
喩
氏

曰
く
、「
陽
明

に
何
を
以
て
壊
病

無
き
や
。
曰
く
。
陽
明
は
之

誤
治

最
も
多
く
、
其
の
脈

証

固
よ
り
当
に
辨
別
す
べ
し
。

但

壊
病
を
以
て
之
を
名
づ
く
る
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。
蓋
し
汗
下

焼
鍼

屡
々
誤
ら
し
む
る
も
、
其
の
病

亦

止

胃
中
に
在
ら
ん
。
原
々
定
法

有
つ
て
施
す
べ
し
。
壊
証
の
定
法

無
き
の
例
と
微
に
協
わ
ざ
る
こ
と
有
り
」

か
な

と
。
銭
氏

曰
く
、「
六
経
の
中
、
仲
景

独
り
陽
経
の
太

少
を
以
て
言
を
為
す
は
、
蓋
し
表
に
在
つ
て
の
誤
治
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が
多
く
居
り
、
裏
に
在
つ
て
の
誤
治
が
少
な
き
を
以
て
な
ら
ん
。
且
つ
二
経
の
表
裏

虚
実
は
疑
似
し
て
端

多

く
、
察
識
に
於
い
て
難
し
。
其
の
誤
治

独
に
多
く
、
変
逆

尤
も
甚
だ
し
。
其
の
害

勝
ゑ
る
と
言
ふ
べ
か
ら

た

ざ
る
者

有
り
。
故
に
特
に
此
の
一
法
を
立
て
、
以
て
其
の
事
を
重
ん
ず
る
な
り
。
学
者

其
の
忽
す
べ
き
諸
々

つ
く

を
、
今

攷
ふ
る
に
陽
明
は
壊
病

無
き
こ
と
能
は
ず
」
と
。
銭
説

優
る
る
と
為
す
。
三
陰

亦

壊
病
を
言
は

ず
。
蓋
し
其
の
最
も
有
る
こ
と
罕
な
る
者
な
ら
ん
。
○
『
活
人
書
』
に
曰
く
、「
蓋
し
病
中
に
又

異
気
を
感
じ

ま
れ

為
る
は
、
変
じ
て
壊
病
と
為
る
」
と
。
此
は
傷
寒
例
の
「
若
し
更
に
異
気
を
感
じ
、
変
じ
て
他
病
と
為
る
者
は
、

当
に
後
に
壊
病
の
証
に
依
つ
て
之
を
治
す
べ
し
」
の
一
語
を
謬
読
せ
る
に
係
る
。
趙
氏
に
辨

有
る
も
、
未
だ

覈
ら
か
な
ら
ず
）

述
兼
変
諸
証

兼
変
と
は
兼
挟

変
壊
の
謂
な
り
。
仲
景
の
立
つ
る
所
は
唯

是

三
陽
三
陰
な
り
。
今

更
に
此
の
目
を
設
く
る

は
豈

愆
ち
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
曰
く
。
否
。
経
は
六
病
に
分
か
つ
と
雖
も
、
而
し
特
り
六
病
の
正
証
の
み
な
ら

あ
や
ま

ず
、
彼
の
六
病
の
兼
ぬ
る
所

変
ず
る
所
、
皆

其
の
中
に
具
列
し
、
倘
し
甄
辨
を
加
へ
ざ
れ
ば
、
則
ち
正
証
を

け
ん
べ
ん

併
せ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
至
る
。
今

此
の
目
を
設
く
る
は
、
即
ち
学
者
を
し
て
正
証
と
兼
変

と
に
於
い
て
、
能
く
判
然

別
白
せ
し
む
る
所
以
な
り
。
然
し
毎
証

必
ず
何
病
の
類
変
と
称
す
は
、
以
て
病
の
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條
理
を
見
れ
ば
、
三
陽
三
陰

六
つ
の
外
に
出
で
ず
。
曰
く
。
然
ら
ば
則
ち
漏
汗

動
経
の
類
の
如
き
は
実
に
壊

病
に
係
る
。
而
し
今

更
に
仲
景
の
未
だ
言
は
ざ
る
所
の
名
を
掲
ぐ
る
は
、
何
ぞ
や
。
壊
病
は
是

誤
治
の
後
の

変
壊
せ
る
者
な
り
。
今

斯
の
諸
証
は
未
だ
病
せ
ざ
る
前
に
兼
ぬ
る
者

有
り
、
誤
治
を
経
ず
し
て
変
ず
る
者

有
り
。
此
が
壊
病
を
以
て
題
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
所
以
な
り
。
而
し
て
自
ら
此
の
名
を
立
つ
る
な
り
。
其
の
分

類
は
八
つ
。
曰
く
虚
乏
、
曰
く
熱
鬱
、
曰
く
飲
邪

搏
聚
、
曰
く
飲
邪

併
結
、
曰
く
血
熱

血
、
曰
く
熱
入

血
室
、
曰
く
風
湿
、
曰
く
湿
熱

寒
湿
が
是
な
り
。
火
逆

諸
証
は
少
し
く
余
義
を
述
ぶ
べ
し
。
故
に
闕
い
て
録

さ
ず
。
抑
も
前
の
注
家
、
銭
氏

尤
氏
及
び
徐
大
椿
の
如
き
も
、
既
に
正
変
諸
法
を
分
か
つ
。
然
し
冗
難
に
し

て
統
べ
る
と
こ
ろ
無
し
。
今

敢
へ
て
従
は
ず
し
て
云
ふ
。

虚
乏

虚
乏
は
、
気
血

虚
乏
、
是
な
り
。
蓋
し
人
身
の
気
血
は
相
藉
り
て
以
て
形
骸
を
栄
養
す
。
故
に
気
虚
す
れ
ば

則
ち
血
も
亦

虚
し
、
血

虚
す
れ
ば
則
ち
気
も
亦

虚
す
。
然
し
稟
に
素
々
或
い
は
偏
勝

有
り
、
而
し
て
誤
治

に
亦

偏
害

有
り
。
是
を
以
て
其
の
証
は
一
な
ら
ず
。
平
素

液

少
な
く
径
ち
に
汗
す
べ
か
ら
ざ
る
者

有
り
。

平
素

虚
弱
に
て
病
を
得
て
更
に
加
ふ
る
者

有
り
。
発
汗

過
多
、
及
び
汗
下

錯
行
し
、
気
血

倶
に
虚
す
る

者

有
り
。
汗
下

度
を
失
し
、
胸
中
の
陽

虚
す
る
者

有
り
。
誤
下
し
中
虚
す
る
者

有
り
。
誤
下
し
下
脱
す
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る
者

有
り
。
大
邪

已
に
解
し
、
胃

虚
し
寒
を
生
ず
る
者

有
り
。
大
邪

已
に
解
し
、
胃

虚
し
熱
を
生
ず
る

者

有
り
。
皆

病
の
虚
に
属
す
者
な
り
。
中
間
に
未
だ
必
ず
し
も
変
じ
て
陰
証
に
為
ら
ず
と
雖
も
、
猶
ほ
未
だ

之
を
真
に
陰
証
と
言
ふ
に
足
ら
ず
。
仍
ほ
併
に
此
に
類
列
す
。
程
氏

曰
く
、
「
汗

多
け
れ
ば
陽
を
亡
ふ
こ
と

と
も

は
、
夫
れ
人

之
を
知
る
な
り
。
然
し
人
身
の
陽
は
、
部
分
に
各
々
主
る
所

有
り
。
外
を
衛
る
の
陽

有
り
。

周
身

営
衛
の
主
と
為
す
。
此
の
陽

虚
す
れ
ば
、
遂
に
汗

漏
し
て
止
ま
ず
、
悪
寒
し
身

疼
痛
す
る
の
証

有

り
。
腎
中
の
陽

有
り
。
下
焦

真
元
の
主
と
為
す
。
此
の
陽

虚
す
れ
ば
、
遂
に
発
熱

眩
悸
し
、
身

瞤
動
し

て
地
に
躄
れ
ん
と
欲
す
の
証

有
り
。
膻
中
の
陽

有
り
。
上
焦

心
気
の
主
と
為
す
。
此
の
陽

虚
す
れ
ば
、
遂

に
叉
手
し
心
を
冒
ひ
、
耳
聾

及
び
奔
豚
の
証

有
り
。
胃
中
の
陽

有
り
。
中
焦

水
穀

化
生
の
主
と
為
す
。

此
の
陽

虚
す
れ
ば
、
遂
に
腹

脹
満
し
、
胃
中

和
せ
ず
、
而
し
て
心
下

痞
と
成
る
の
証

有
り
。
皆

発
汗
の

後
に
得
る
所
と
雖
も
、
誤
を
救
ふ
に
在
つ
て
は
、
須
く
其
の
脈
証
を
観
て
、
何
れ
の
逆
を
犯
せ
る
か
を
知
り
、

法
を
以
て
之
を
治
す
。
汗
後
に
陽
を
亡
ふ
の
一
語
を
以
て
混
同
す
る
を
得
ず
」
と
。
此
の
説
は
生
姜
瀉
心
湯
下

に
出
づ
。
殆
ど
精
鑿
を
覚
ゆ
。
内
藤
希
哲
に
三
焦
に
各
々
陽
虚

有
り
陰
虚

有
り
の
論

有
り
。
蓋
し
此
に
本

づ
か
ん
。

平
素

液

少
な
く
、
径
ち
に
汗
す
べ
か
ら
ざ
る
者

有
り
と
は
、
何
ぞ
や
。
蓋
し
其
の
人

縦
え
汗
す
べ
き
証

有
つ
て
も
、
倘
し
平
素

血
液

虧
乏
す
る
者
な
ら
ば
、
要
す
る
に
須
く
顧
慮
す
べ
し
。
胆
を
放
ち
治
を
施
せ
ば
、

必
ず
変
敗
を
致
す
。
「
身

疼
痛
」
「
尺
中

遅
」
の
如
き
は
、
即
ち
其
の
明
律
な
り
。
柯
氏

曰
く
、
「
脈

浮
緊
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の
者
は
脈
法
を
以
て
論
ず
れ
ば
、
当
に
身

疼
痛
す
べ
し
。
宜
し
く
其
の
汗
を
発
す
べ
し
。
然
し
寸
口

浮
緊
と

雖
も
、
而
し
尺
中

遅
な
れ
ば
、
則
ち
此
の
法
に
拠
る
こ
と
を
得
ず
。
尺
は
血
を
主
る
。
血

少
な
け
れ
ば
則
ち

営
気

足
ら
ず
。
汗
を
発
す
と
雖
も
、
決
し
て
汗
を
作
る
こ
と
能
は
ず
、
正
気

反
つ
て
虚
す
。
特
り
身
疼

除

か
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
而
し
て
血
を
亡
ひ
津
液
を
亡
ふ
の
変

起
こ
る
な
り
」
と
。
此
の
解

亦

約

覈
ら
か
な

り
。
禁
汗
の
六
條
の
如
き
は
、
倶
に
之
を
宿
疾
に
験
す
る
の
法
に
係
る
。
咽
喉

乾
燥
す
る
は
上
焦
の
液

少
な

き
者
な
り
。
咽
喉
は
津
液

上
潮
の
道
路
な
り
。
人

曽
て

某

か
の
故
に
『
金
匱
』
に
叙
す
る
所
の
肺
萎
の
因

な
に
が
し

る
所
の
類
の
如
き
有
り
。
乃
ち
乾
燥
を
為
す
。
銭
氏
は
専
ら
少
陰
に
属
す
と
す
。
拘
り
に
似
た
り
。
尤
氏

曰

く
、「
若
し
強
ひ
て
之
を
発
す
れ
ば
、
乾
燥

益
々
甚
だ
し
く
、
欬
を
為
し
、
咽
痛
を
為
し
、
膿
血
を
吐
す
る
を

為
し
、
至
ら
ざ
る
所
無
し
」
と
。
淋
家
は
下
焦
の
津

乾
く
者
な
り
。
成
氏

曰
く
、「
膀
胱
の
裏

熱
す
れ
ば
則

ち
淋
す
。
反
つ
て
湯
薬
を
以
て
汗
を
発
す
れ
ば
、
津
液
を
亡
耗
し
、
客
熱
を
増
損
し
（
一
つ
は
「
益
す
」
に
作

る
）、
膀
胱

虚
燥
す
。
故
に
小
便

血
す
」
と
。
瘡
家
は
躯
殻
の
血

乏
し
き
者
な
り
。
瘡
家
と
は
蓋
し
金
瘡
家

を
謂
ふ
。
此
は
躯
殻
の
血

乏
し
く
、
其
の
傷
寒
を
得
る
や
、
倘
し
過
つ
て
之
を
汗
す
れ
ば
、
筋
脈

益
々
燥

あ
や
ま

き
、
遂
に
痙
病
と
為
る
。
破
傷
風
と
其
の
由

稍

異
な
る
。
但

下
條
に
も
亡
血
家

有
り
。
乃
ち
相
複
す
る
似

き
な
り
。
然
し
『
金
匱
』
に
も
亦

亡
血
と
身
に
瘡

有
る
と
を
対
待
す
る
者

有
り
。
亡
血
は
血
の
内
よ
り
亡

ふ
を
言
ひ
、
此
は
血
の
外
よ
り
失
ふ
を
言
ふ
な
り
。
瘡
を
攷
ふ
る
に
、
古
く
は
瘡
痍
の
義
な
り
。
『
説
文
』
に

曰
く
、「
刄
は
傷
な
り
。
刀
に
从
い
、
一
に
从
う
。
創
は
或
い
は
刀
に
从
い
、
倉
声
な
り
」
と
。
大
徐

曰
く
、

し
た
が
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「
今

俗
に
別
か
ち
て
瘡
と
為
す
は
是
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
此
に
拠
つ
て
『
平
脈
法
』
に
は
手
を
以
て
刃
を

ぜ

把
り
、
坐
を
瘡
と
作
す
な
り
。『
金
匱
』
の
「
若
し
身
に
瘡

有
ら
ば
、
刀
斧
に
傷
ら
れ
血
を
失
ふ
故
な
り
」
と

並
に
本
條
と
互
徴
す
べ
し
。
瘍
腫
も
古
く
は
亦

或
い
は
創
字
を
用
ゆ
。
蓋
し
仮
借
な
ら
ん
。
衂
家
は
血
の
上

に
燥
く
者
な
り
。
「
脈

急

緊
」
を
尤
氏
は
以
て
寸
口
の
脈
と
為
す
。
是
に
非
ず
。
亡
血
家
は
血
を
内
に
亡
ひ

て
外

随
つ
て
虚
す
る
者
な
り
。
張
志
聡

曰
く
、「
此
は
吐
血

便
血
、
及
び
婦
人

崩
淋

亡
血
す
る
者
を
言
ふ
」

と
。
是
な
り
。
又
「
下
後
に
汗
を
発
し
、
振
寒
し
て
、
脈

微
細
」
な
る
と
其
の
機
は
相
似
る
。
汗
家
と
は
液

の
表
に
竭
く
者
な
り
。
張
志
聡

曰
く
、
「
夫
れ
汗
家
は
則
ち
其
の
水
穀
の
精

虚
す
。
中
焦
の
津
液
は
心
に
入

り
化
し
赤
く
な
つ
て
血
と
為
り
、
下
つ
て
膀
胱
を
挟
み
、
而
し
て
膚
表
に
運
行
す
。
水
穀
の
津
液

虚
す
る
に

重
ね
て
其
の
汗
を
発
す
れ
ば
、
則
ち
上
は
心
主
の
血
液
を
動
じ
、
而
し
て
恍
惚

心
乱
す
る
な
り
。
下
は
膀
胱

の
蔵
す
る
所
を
動
じ
、
則
ち
小
便

已
つ
て
陰

疼
く
な
り
。
此
の
方
は
伝
を
失
ふ
。
或
い
は
配
合
す
る
こ
と
有

ら
ん
」
と
。
又
。
伊
沢
信
恬

曰
く
、
「
此
の
條
は
、
前
後
の
諸
條
を
攷
ふ
れ
ば
、
亦

禁
汗
の
例
に
係
る
。
須

く
自
ら
一
方
を
主
と
す
べ
か
ら
ず
。
蓋
し
「
禹
余
糧
丸
を
与
ふ
」
の
数
字
は
衍
文
な
ら
ん
」
と
。
両
説
に
は
理

有
る
似
し
。
此
の
六
な
る
者
は
、
血
液

虧
く
所
の
処

各
々
異
な
る
。
故
に
過
汗
の
変
も
亦

各
々
殊
な
る
。

蓋
し
此
の
諸
証
は
皆

陰
虚

陽
亢
な
り
。
劇
し
け
れ
ば
則
ち
必
ず
燥
熱
を
益
す
。
敢
へ
て
変
じ
て
陰
と
為
ら
ず
。

但

液

少
な
き
人
は
其
の
表
証
を
得
て
、
倘
し
汗
を
発
せ
ざ
れ
ば
、
恐
く
は
邪
解
の
日

無
し
。
乃
ち
当
に
別

に
関
防
を
設
く
べ
し
。
是

活
通
に
在
る
の
み
。
汪
氏
の
擬
す
る
所
の
諸
方
、
小
建
中
湯

黄
耆
建
中
湯
は
最
も
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切
当
の
似
し
。
魏
氏
の
瘡
家
に
於
い
て
葛
根
芩
連
湯
を
処
す
る
も
亦

当
る
似
し
。
攷
ふ
る
に
『
外
台
』
范
汪

論
に
、「
黄
帝

岐
伯
に
問
ふ
て
曰
く
、「
当
に
汗
を
発
す
べ
き
に
、
而
し
て
其
の
人

適
々
血
を
失
ひ
、
及
び
大

い
に
下
利
す
れ
ば
、
之
を
如
何
せ
ん
」
と
。
岐
伯

答
え
て
曰
く
、
「
数

少
な
け
れ
ば
桂
枝
湯
を
与
へ
、
体
を

潤
し
漐
漐
と
汗
を
纔
か
に
出
だ
さ
し
む
。
連
日

此
の
如
く
す
れ
ば
、
自
ら
当
に
解
す
べ
き
な
り
」
と
。
今

更

わ
ず

に
経
文
を
審
に
す
れ
ば
、
麻
黄
の
証
の
虚
を
兼
ぬ
る
に
姑
く
桂
枝
を
用
ゐ
る
者

有
り
。
則
ち
此
の
諸
條
の
証

に
も
或
い
は
宜
し
く
遵
用
す
べ
し
。
他
に
栝
樓
桂
枝
湯
の
潤
を
兼
ね
、
桂
枝
加
芍
薬
生
姜
人
参
新
加
湯
の
補
を

兼
ぬ
る
が
如
き
も
亦

必
ず
適
す
こ
と
有
ら
ん
。
桂
枝
加
附
子
湯
の
如
き
は
、
或
い
は
汗
家
に
宜
し
か
ら
ん
。

陽
旦
湯
の
凉
を
兼
ね
た
る
如
き
は
、
或
い
は
血
分
の
燥
熱
に
宜
し
か
ら
ん
。
竹
葉
湯
の
清
温

合
用
の
如
き
は
、

或
い
は
陽
虚

液
燥
に
宜
し
か
ら
ん
。
蓋
し
後
賢
の
方
法
も
亦

須
く
時
に
臨
ん
で
酌
用
す
べ
し
。
『
金
匱
』
に

曰
く
、
「
夫
れ
病

痼
疾
に
加
ふ
る
に
卒
病
を
以
て
す
れ
ば
、
当
に
先
ず
其
の
卒
病
を
治
し
、
後

乃
ち
其
の
痼

疾
を
治
す
べ
き
な
り
」
と
。
然
ら
ば
則
ち
此
等
の
諸
証
も
亦

重
ね
て
邪
を
逐
ふ
に
在
り
。
但

其
の
宜
し
く
顧

慮
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
最
も
活
意

変
通
を
要
す
。
豈

是

仲
景
の
一
方
を
定
め
ざ
る
所
以
な
ら
ん
か
。
張
悼

の
『
傷
寒
兼
証
析
義
』
の
如
き
は
徒
に
之
を
筌
蹄
の
末
に
求
め
て
毫
も
実
際
を
裨
う
こ
と
無
き
者
と
謂
ふ
べ

お
ぎ
な

き
な
り
。

平
素

虚
弱
に
て
病
を
得
て
更
に
加
ふ
る
者

有
り
と
は
、
何
ぞ
や
。
小
建
中
湯
の
証
の
如
き
は
、
其
の
人

胃

中

虚
燥
し
寒

有
り
、
病
を
得
て
更
に
甚
だ
し
。
一
は
則
ち
二
三
日
、
一
は
則
ち
少
陽
の
病
に
し
て
其
の
候
を
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見
る
。
倶
に
此
の
方
を
用
ゐ
、
以
て
中
蔵
を
温
建
す
。
「
腹
中

急
痛
」
の
條
を
汪
注
に
就
い
て
之
を
攷
ふ
。
其

の
少
陽
の
証
を
挙
げ
ざ
る
は
蓋
し
省
文
な
ら
ん
。
此
は
裏
寒

少
陽
の
邪
の
為
に
鼓
動
す
る
所
な
り
。
故
に
「
腹

中

急
痛
」
の
治
法
に
先
ず
此
の
方
を
用
ゐ
る
は
亦

猶
ほ
先
ず
四
逆
湯
を
与
ふ
る
の
意
の
ご
と
し
。
而
し
て
痛

み
未
だ
止
ま
ざ
る
者
は
裏
寒

散
ず
と
雖
も
而
し
邪
気
の
胃
を
犯
し
て
致
す
所
な
り
。
故
に
換
ふ
る
に
小
柴
胡

を
以
て
す
。
○
陶
氏

曰
く
、「
方
家
の
飴
糖
を
用
ゐ
る
は
乃
ち
膠
飴
を
云
ふ
。
皆

是

湿
糖
の
厚
蜜
の
如
き
者

な
り
。
建
中
湯
に
多
く
之
を
用
ゆ
。
其
の
凝
強

及
び
牽
白
な
る
者
は
薬
に
入
れ
ず
」
と
。
○
仲
景
の
中
焦
を

温
養
す
る
剤
は
、
建
中

理
中
を
実
に
相
対
し
て
設
く
。
建
中
は
潤
を
主
と
し
、
理
中
は
燥
を
主
と
す
。
而
し

て
倶
に
陽
を
救
ふ
に
取
る
。
其
の
人

胃
津

足
ら
ず
、
陽
虚
し
て
寒
を
生
ず
る
者
は
建
中
を
以
て
液
を
和
し
て

中
を
温
む
。
胃
気

足
ら
ず
、
陰
寒

内
に
盛
ん
な
る
者
は
理
中
を
以
て
湿
を
逐
ひ
て
寒
を
散
ず
。
蓋
し
温
養
の

法
は
実
に
二
方
の
範
囲
を
出
づ
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
炙
甘
草
湯
の
証
の
如
き
は
、
素
々
常
に
上
焦
の
液

乏
し
く
し
て
邪
に
任
え
ざ
る
者
な
り
。
故
に
此
の
方

主
り
、
以
て
之
を
滋
養
す
。
「
脈

結
代
す
」
と
は
、
是

た

の
二
脈
を
兼
ね
て
見
る
に
あ
ら
ず
。
要
は
歇
止
の
謂
に
過
ぎ
ず
。
成
氏

曰
く
、「
心
中

悸
動
す
れ
ば
、
真
気

内
に
虚
す
る
を
知
る
な
り
」
と
。
汪
氏

曰
く
、「
悸
は
心
動
な
り
。
心
中

動
悸
す
れ
ば
、
則
ち
営
血

内
に
虚

す
る
を
知
る
。
真
気

已
に
餒
え
て
蔵
神

寧
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
並
に
是
は
悸
を
以
て
心
動
の
悸
と
為
す
。

う

『
金
鑑
』
と
同
じ
か
ら
ず
。
『
玉
函
』
に
拠
る
は
殆
ど
備
ふ
べ
き
一
説
な
り
。
又
『
金
鑑
』
に
あ
る
、
「
心
下

築
築
云
云
」
の
「
心
下
」
の
字
は
妥
ら
ず
。
当
に
是
は
虚
里

膻
中
の
動
築
な
る
べ
し
。
此
の
方
は
『
金
匱
』
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附
方
の
虚
労
を
治
す
に
載
る
。
又

肺
萎
を
治
す
。
倶
に
其
の
潤
養
の
功
を
見
る
に
足
る
。
且
つ
経
中
の
薬
を

濃
煮
す
る
者
は
、
本
湯

及
び
桂
枝
加
芍
薬
生
姜
人
参
新
加
湯
に
如
く
は
莫
し
。
豈

陶
氏

謂
ふ
所
の
補
湯
は

熟
を
欲
す
の
義
な
ら
ん
や
。
張
氏
『
類
経
』
に
虚
里
の
跳
動
は
純
甘
に
て
水
を
壮
ん
に
す
る
剤
を
以
て
真
陰
を

填
補
す
る
を
論
ず
。
其
の
説

甚
だ
精
し
。
以
て
此
の
方
の
理
を
発
す
る
に
足
る
。
宜
し
く
参
ず
べ
し
。
又
『
医

学
入
門
』
に
曰
く
、「
十
全
大
補
湯

十
四
味
建
中
湯
な
ど
一
切
の
峻
補
の
剤
は
皆

理
中

建
中

四
逆

等
の
湯

よ
り
之
を
変
化
す
る
な
り
。
単
な
る
甘
草
湯

滋
陰
降
下
湯

生
脈
散

補
中
益
気
湯
な
ど
一
切
の
滋
補
の
剤
は

皆

炙
甘
草
湯
よ
り
之
を
変
化
せ
る
な
り
」
と
。
陽
明
の
病
、
汗

無
く
、
身
に
虫

行
く
が
如
き
」
者
の
如
き

も
亦

素

虚
の
致
す
所
な
り
。
趙
氏

曰
く
、「
虫
の
皮
を
行
く
状
の
者
が
即
ち
経
に
言
ふ
身
癢
、
是
な
り
。
久

し
く
虚
す
る
者
は
表
気

足
ら
ず
、
津
液

皮
膚
に
充
た
ざ
る
を
以
て
、
腠
理
を
し
て
枯
渋
し
、
汗

出
で
難
か

ら
し
む
な
り
」
と
。
此

亦

一
説
な
り
。
四
十
八
難
に
曰
く
、「
癢
す
る
者
は
虚
と
為
す
」
と
。

汗
を
発
す
る
こ
と
過
多

及
び
汗
下

錯
行
し
気
血

倶
に
虚
す
る
者

有
り
。
何
ぞ
や
。
甘
草
乾
姜
湯

芍
薬
甘

草
湯
の
証
の
如
き
は
是

気
血

素
々
虧
き
、
今

過
汗
に
依
つ
て
更
に
益
々
虚
乏
す
。
而
し
て
其
の
証

各
々
見

る
。
故
に
薬

亦

別
に
行
き
、
先
ず
其
の
陽
を
救
ひ
、
後
に
其
の
陰
を
救
ふ
。
成
氏

曰
く
、
「
『
内
経
』
に
云

ふ
、「
辛
甘

発
散
は
陽
と
為
す
」
と
。
甘
草

乾
姜

相
合
し
て
以
て
陽
気
を
復
す
」
と
。
又

曰
く
、「
酸
は
以

て
之
を
収
め
、
甘
は
以
て
之
を
緩
む
。
酸
甘

相
合
し
、
用
て
陰
血
を
補
ふ
」
と
。
芍
薬
甘
草
附
子
湯
の
証
の

も
っ

如
き
も
亦

気
血

倶
に
虚
す
。
而
し
て
其
の
病

頗
る
重
く
既
に
少
陰
に
変
ず
。
治
す
る
に
宜
し
く
急
に
救
ふ
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べ
し
。
故
に
単
捷
の
剤
を
以
て
之
を
双
補
す
。
桂
枝
加
附
子
湯
の
証
の
如
き
は
汗

多
く
陽
を
亡
ひ
、
筋
脈
の

津

燥
き
、
其
の
表

未
だ
解
せ
ず
、
脱
勢

亦

劇
し
。
故
に
此
の
方
を
用
ゐ
、
陽
を
復
し
液
を
斂
む
。『
聖
済
』

の
産
後
に
栄
血

虚
損
し
、
汗

出
で
て
日
夕

止
ま
ず
、
形
体

困
怠
す
る
を
治
す
附
子
湯
は
、
本
方
に
生

乾

地
黄
を
加
ふ
。
桂
枝
加
芍
薬
生
姜
各
一
両
人
参
三
両
新
加
湯
の
証
の
如
き
も
亦

是

汗
後
の
虚
燥
に
て
、
其
の

邪

已
に
除
き
、
脱
勢

稍

緩
し
。
故
に
治
す
る
に
は
漸
救
を
取
る
。
新
加
の
名
、
注
家

多
く
は
曲
解
を
費
や

す
。
特
り
程
氏

曰
く
、
「
新
た
に
人
参
を
加
へ
て
、
姜

芍
を
倍
す
」
と
。
因
つ
て
知
る
「
新
加
」
の
字
は
、

専
ら
人
参
を
為
し
て
言
ふ
。
蓋
し
芍

姜
は
本
方
に
固
よ
り
有
つ
て
、
人
参
は
本
方
に
無
き
所
な
り
。
故
に
彼

は
但

加
と
言
ひ
、
此
は
新
加
と
言
ふ
。
以
て
其
の
別
と
為
さ
ん
。
山
田
正
珍
の
説
も
亦

然
り
。
或
い
は
桂
枝

加
大
黄
湯
を
執
つ
て
、
以
て
此
の
説
を
駁
さ
ば
、
則
ち
拘
り
な
り
。
此
の
二
方

並
に
亦

双
補
に
し
て
、
専
ら

陽
を
救
ふ
者
な
り
。
大
青
龍
湯
の
逆
二
証
の
如
き
は
、
倶
に
桂
枝
加
附
子

芍
薬
甘
草
附
子
湯
の
法
を
出
で
ず
。

而
し
て
厥
逆

筋
惕

肉
瞤
は
、
乃
ち
其
の
重
き
者
な
り
。
此

真
武
の
証
と
、
其
の
機

同
じ
か
ら
ざ
る
似
し
。

如
し
張
介
賓
の
法
に
遵
は
ば
、
則
ち
六
味
回
陽
飲
、
其
の
対
治
を
為
さ
ん
。
脈

浮
数
に
て
之
を
下
し
て
、
身

重
く
心

悸
す
の
証
の
如
き
は
、
即
ち
誤
下
に
て
虚
を
致
す
。
過
汗
と
同
轍
の
者
な
り
。
程
氏

曰
く
、「
津
液

下
に
奪
す
れ
ば
、
則
ち
機
関

利
せ
ず
。
故
に
身

重
し
。
津
液

下
に
奪
す
れ
ば
、
則
ち
上

奉
ず
る
こ
と
能
は

ず
。
故
に
心

悸
す
。
恃
む
所

表
気

未
だ
虚
さ
ず
。
津
液

全
く
亡
ふ
に
は
至
ら
ず
。
只

是

之
を
和
す
る
こ

と
を
要
す
。
蓋
し
陰
は
陽
に
生
じ
、
陰
液

耗
る
者
は
、
陽
気

必
ず
重
ね
て
虧
く
べ
か
ら
ず
。
表
裏

実
す
れ
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ば
、
則
ち
津
液

自
づ
か
ら
和
す
。
正
を
養
ひ
て
邪

自
づ
か
ら
除
く
の
意
に
過
ぎ
ず
」
と
。
桉
ず
る
に
尺
中

以
て
陰
を
候
ふ
。
故
に
程
氏
に
此
の
解

有
り
。
太
陽
の
病
、
先
づ
下
し
て
復
た
汗
を
発
し
て
、
因
つ
て
冒
を

致
す
証
の
如
き
、
其
の
病

本

軽
し
。
故
に
汗
下

序
を
失
し
て
、
気
血

倶
に
虚
す
。
此
の
條
、
汗
下

先
後

の
例
と
為
し
て
設
く
。
臆
を
以
て
之
を
測
る
に
、
此

本

兼
ね
て
表
裏
の
証

有
り
。
医

裏
を
以
て
急
と
為
し

て
、
先
づ
之
を
下
し
、
後

表

仍
ほ
在
る
を
見
て
、
以
て
其
の
汗
を
発
す
。
然
し
て
下
を
被
る
際
に
、
表
邪

陥
ら
ず
、
亦

表
裏
の
熱
、
汗
下
に
従
つ
て
解
す
る
似
し
。
乃
ち
其
の
病

倶
に
軽
き
こ
と
を
知
る
。
但

汗
下

当
を
過
ぎ
、
先
後

序
を
失
す
る
と
を
以
て
、
而
し
て
表
裏

倶
に
虚
す
る
こ
と
を
致
す
。
下
後

汗
を
発
し
、

小
便

利
せ
ざ
る
の
如
き
は
、
是

幸
ひ
に
も
変
壊
に
至
ら
ざ
る
者
な
り
。
此
等

逆
治
を
経
る
と
雖
も
、
能
く

他
変

無
き
者
は
、
其
の
人

胃
気

本

強
し
。
○
下
後

汗
を
発
し
て
、
振
寒
し
脈

微
細
、
及
び
乾
姜
附
子
の

証
は
、
倶
に
是

既
に
少
陰
に
属
す
。
故
に
斯
に
列
せ
ず
。
汗
吐
下
の
後

自
づ
か
ら
愈
ゆ
る
者
の
如
き
も
、
亦

甚
だ
し
く
は
虚
せ
ず
。
且
つ
邪

既
に
清
解
す
。
薬
す
る
こ
と
勿
れ
と
す
所
以
な
り
。
汪
氏

曰
く
、「
此

亦

是

当
に
汗
す
べ
く
し
て
汗
し
、
当
に
吐
下
す
べ
く
し
て
吐
下
す
。
故
に
陰
陽

和
し
て
自
づ
か
ら
愈
ゆ
る
の
日

有
り
。
誤
つ
て
汗
吐
下
薬
を
用
ゐ
る
者
の
能
く
比
す
る
所
に
非
ず
」
と
。
軒
邨

曰
く
、「
此
の
條

辨
脈
法
と

相
発
す
。
云
ふ
、
戦
せ
ず
汗

出
で
ず
し
て
解
す
る
者

有
り
、
何
ぞ
や
。
答
へ
て
曰
く
、
其
の
脈

自
づ
か
ら

微
、
此

曽
て
発
汗
、
若
し
く
は
吐
、
若
し
く
は
下
、
若
し
く
は
亡
血
を
経
る
を
以
て
、
内
に
津
液

無
き
を
以

て
、
此
陰
陽

自
づ
か
ら
和
す
れ
ば
、
必
ず
自
づ
か
ら
愈
ゆ
。
故
に
戦
せ
ず
汗

出
で
ず
し
て
解
す
」
と
。
是
な
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り
。
且
つ
下
條

亦

津
液
を
亡
す
と
云
ふ
は
、
則
ち
亡
血
な
り
。
是

諸
失
血
の
謂
に
て
、
亡
津
液
は
、
汗
吐

下

亡
血
を
総
ず
る
の
詞
な
り
。
亦

通
ず
。

汗
下

度
を
失
し
、
胸
中

陽

虚
す
る
者

有
り
。
何
ぞ
や
。
桂
枝
去
芍
薬
湯
の
証
の
如
き
は
、
誤
下

胸

虚
す

る
に
因
つ
て
、
邪
気

乗
じ
て
入
り
、
以
て
胸
満
を
為
す
。
故
に
芍
薬
を
去
る
。
然
し
表
邪

猶
ほ
在
あ
り
。
故

に
桂
を
用
ゐ
表
を
散
じ
、
亦

其
の
陽
を
扶
く
。
虚

稍

甚
だ
し
き
者
は
、
附
子
を
加
へ
之
を
救
ふ
。
脈

促
な

る
者
は
、
邪

著
く
こ
と
高
き
に
在
る
を
以
て
か
。
『
金
匱
』
の
「
気
分
、
心
下

堅
く
大
い
さ
盤
の
如
く
、
辺

り
旋
杯
の
如
く
、
水
飲

作
す
所
、
桂
枝
去
芍
薬
加
麻
黄
細
辛
附
子
湯

之
を
主
る
」
又
『
千
金
』
の
「
桂
枝
去

芍
薬
加
皂
莢
湯
、
肺
痿
に
て
涎
沫
を
吐
す
る
を
治
す
」
並
に
本
方
と
趣
を
同
じ
く
す
。
蓋
し
芍
薬
、
腹
満
に
之

を
用
ゐ
て
、
胸
満
之
を
忌
む
者
は
、
其
の
味
酸
渋
に
て
膈
に
泥
む
を
以
て
か
。
尤
氏

曰
く
、「
芍
薬
を
去
る
者

は
、
酸
寒
の
気
味
、
以
て
胸
中
の
邪
を
留
む
に
足
り
、
且
つ
桂
枝
の
性
を
奪
ふ
こ
と
を
恐
る
」
と
。
是
に
近
し
。

○
「
微
悪
寒
」
、『
千
金
翼
』
は
亦
「
悪
」
字
を
脱
す
。
攷
ふ
る
に
此
の
証
は
、
上
篇

末
條
中
に
亦

之
有
り
。

乃
ち
陽
虚
の
験
の
似
し
。
然
し
未
だ
何
の
故
か
審
な
ら
ず
。『
金
鑑
』
に
曰
く
、「
当
に
是

汗

出
で
て
微
悪
寒

す
べ
し
。
若
し
「
汗
出
」
の
二
字
無
く
ば
、
乃
ち
表

未
だ
解
せ
ず
。
附
子
を
取
る
こ
と
無
し
」
と
。
此
の
説

必
ず
と
せ
ず
。
桂
枝
甘
草
湯
の
証
の
如
き
は
、
是

過
汗

胸

虚
し
、
然
し
其
の
邪

既
に
解
す
。
虚

亦

軽
し

と
為
す
。
故
に
治
す
る
に
小
方
に
宜
し
。
而
し
て
師

試
む
る
に
欬
せ
し
む
の
條
は
、
其
の
病

重
き
を
加
ふ
者

な
り
。
成
氏

曰
く
、
「
汗
を
発
す
る
こ
と
多
く
し
て
亡
陽
し
、
胸
中

陽
気

足
ら
ざ
る
者
は
、
病
人

手
叉
し
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自
ら
心
を
冒
ひ
、
師

外
証
を
見
て
、
陽
気

足
ら
ざ
る
を
知
る
な
り
。
又

試
み
に
欬
せ
し
め
て
、
即
ち
欬
せ

ざ
る
者
は
、
耳

聾
す
。
陽
気

虚
す
る
こ
と
明
ら
か
な
る
を
知
る
。
耳

聾
す
る
者
は
、
陽
気

虚
す
。
精
気

上
つ
て
耳
に
通
ず
る
こ
と
を
得
ざ
る
故
な
り
」
と
。
桉
ず
る
に
『
霊
枢
』
決
気
篇
に
曰
く
、「
精

脱
す
る
者
は

耳

聾
す
」
と
。

誤
下
し
て
中

虚
す
る
者

有
り
、
何
ぞ
や
。
桂
枝
人
参
湯
の
証
の
如
き
、
是
な
り
。
此

数
々
下
し
て
胃

虚
し
、

邪
気

内
に
陥
つ
て
、
協
熱
し
下
利
す
。
故
に
双
救
を
取
る
。
蓋
し
殆
ど
陰
に
属
さ
ん
と
欲
す
る
者
な
ら
ん
。「
脈

沈
滑
な
る
者
は
、
協
熱
利
す
」、
及
び
陽
明
篇
の
、「
協
熱
し
便

膿
血
す
」
は
、
並
に
裏
熱
を
言
ふ
似
し
。
此

の
條
と
義
を
異
に
す
。
傷
寒
例
の
、「
内

虚
し
て
熱

入
り
、
協
熱
し
て
遂
に
利
す
」
も
、
亦

然
り
。
○
此
の

方
、
桂

独
り
後
煮
す
。
猶
ほ
是

附
子
瀉
心
湯
、
附
子

後
に
内
る
る
の
意
、
他
の
桂
枝
湯
の
方
と
、
其
の
例

自
づ
か
ら
異
な
り
。
徐
大
椿
の
説
く
と
こ
ろ
勝
る
と
為
す
。

誤
つ
て
下
し
下
脱
す
る
者

有
り
、
何
ぞ
や
。
赤
石
脂
禹
余
糧
湯
の
証
の
如
き
、
是
な
り
。
比
れ
二
三

之
を
下

し
、
下
焦

約
せ
ず
、
以
て
瀉
利
を
為
す
。
故
に
治
は
収
濇
を
取
る
。
桃
花
湯
の
類
証
な
り
。
程
氏

曰
く
、「
下

脱
し
上

結
す
れ
ば
、
理
中

反
つ
て
堵
截
を
成
す
。
上
下
二
焦
、
交
通
に
由

無
し
。
利

益
々
甚
だ
し
き
所
以

な
り
」
と
。
銭
氏

曰
く
、
「
之
を
益
々
甚
だ
し
と
謂
ふ
者
は
、
薬

病
に
中
ら
ず
、
止
む
こ
と
能
は
ず
し
て
益

々
甚
だ
し
き
を
言
ふ
。
理
中

妨
害
す
る
所

有
つ
て
、
之
を
し
て
益
々
甚
だ
か
ら
し
む
に
非
ず
」
と
。
桉
ず
る

に
銭
説

優
る
る
似
し
。
之
を
要
す
れ
ば
此
の
條

法
を
設
け
病
を
禦
す
に
、
変
に
就
い
て
例
を
示
す
。
誤
下
の
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後
、
下
利

止
ま
ざ
る
者
は
、
冷
熱

調
は
ず
、
宜
し
く
瀉
心
を
用
ゆ
べ
き
者

有
り
、
又

胃
気

虚
寒
し
、
宜

し
く
理
中
を
用
ゆ
べ
き
者

有
り
、
又

下
焦

滑
脱
し
、
宜
し
く
収
渋
を
用
ゆ
べ
き
者

有
り
、
又

泌
別

職
ら

ず
、
宜
し
く
滲
利
を
用
ゆ
べ
き
者

有
り
、
証
数

等

有
つ
て
、
一
概
に
す
べ
か
ら
ざ
る
を
言
ふ
。
○
此
の
方
、

分
か
ち
温
め
三
服
す
。『
本
草
図
経
』
引
い
て
、「
分
か
ち
再
び
に
服
す
」
と
作
す
。
是
に
似
た
り
。

大
邪

已
に
解
し
、
胃

虚
し
寒
を
生
ず
る
者

有
り
、
何
ぞ
や
。
厚
朴
生
姜
半
夏
甘
草
人
参
湯
の
証
の
如
き
、

汗
し
て
後

胃

寒
し
、
虚
気

壅
滞
す
る
者
な
り
。
此
の
証
必
ず
し
も
停
飲

有
ら
ず
。
其
の
半
夏
を
用
ゐ
る
は
、

蓋
し
猶
ほ
茯
苓
四
逆
湯
に
茯
苓
を
用
ゐ
る
の
意
な
ら
ん
。
『
千
金
』
大
半
夏
湯
の
類
の
如
き
、
寒
脹
を
温
泄
せ

る
諸
剤
は
、
皆

此
の
方

自
り
脱
胎
せ
ん
。
○
鶏
峰
『
普
済
方
』
に
、「
殿
中
丞

郭
中

妹

十
歳
、
病
ん
で
腹

色

変
ら
ず
。
之
を
按
じ
て
大
い
に
陥
ら
ず
、
心
腹
の
下

痞
満
し
、
之
を
取
転

数
多
き
に
因
つ
て
得
、
病

已

に
月
余
、
兆

按
ず
る
に
『
甲
乙
経
』
に
云
ふ
、「
三
焦

脹
る
者
は
、
気

皮
膚
中
に
満
ち
、
殻
然
し
堅
か
ら
ず
」

と
。
遂
に
仲
景
の
厚
朴
生
姜
半
夏
甘
草
人
参
湯
を
与
へ
て
、
其
の
服
を
小
く
す
。
凡
そ
二
十
日
を
経
て
、
脹

消
ゆ
る
の
み
」
と
。
病
人

脈

数
に
し
て
反
つ
て
吐
す
る
の
証
の
如
き
は
、
汗

多
く
胃

虚
し
気

逆
す
る
者

な
り
。
病
人

寒

有
つ
て
、
汗
を
発
し
て
蚘
を
吐
す
る
の
証
は
、
宿
寒

陽
虚
を
為
し
て
加
ふ
る
者
な
り
。
此

の
証
、
必
ず
し
も
邪

解
す
と
言
ひ
難
し
。
姑
く
斯
に
列
す
。
蓋
し
素

寒

有
る
人
、
偶
々
外
感
を
得
る
も
の

な
ら
ん
。
宜
し
く
桂
枝
人
参
湯
、
及
び
桂
枝
湯
加
乾
姜
の
陰
旦
湯
の
類
を
用
ゆ
べ
し
。
○
『
玉
函
』
辨
発
汗
吐

下
後
病
中
に
一
條

有
り
。
曰
く
、「
発
汗
の
後

身
熱
し
、
又

重
ね
て
其
の
汗
を
発
す
れ
ば
、
胸
中

虚
冷
し
、
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必
ず
反
つ
て
吐
す
」
と
。
『
千
金
翼
』
も
同
じ
。
「
胸
中
」
を
「
胃
中
」
に
作
る
。
疑
ふ
是

経
文
の
遺
な
ら
ん

や
。
差
後

理
中
丸
の
証
の
如
き
も
、
亦

胃

虚
寒
す
る
者
な
り
。
差
後
の
諸
証
は
、
詳
に
後
に
開
く
。
然
し

情
機

相
似
す
る
を
以
て
、
斯
に
其
の
概
ね
を
挙
ぐ
。
下
も
此
に
仿
ふ
。
蓋
し
此
の
諸
証
、
尤
も
太
陰

少
陰
と
、

相
近
似
せ
ん
。

大
邪

已
に
解
し
て
、
胃
虚
し
熱
を
生
ず
る
者

有
り
。
何
ぞ
や
。
太
陽
中
篇
の
誤
吐

両
証
は
、
倶
に
胃
中
の

液

燥
き
、
虚
し
て
熱
を
生
ず
る
者
な
り
。
銭
氏
は
腹
中

飢
ゑ
、
口

食
す
る
こ
と
能
は
ず
、
及
び
糜
粥
を
喜

ば
ず
、
冷
食
を
食
せ
ん
と
欲
す
等
を
以
て
、
胃
冷
の
致
す
所
と
為
す
。
恐
ら
く
然
ら
ざ
ら
ん
。
朝
食
暮
吐
は
、

即
ち
暮
食
朝
吐
の
互
詞
な
り
。
成
氏

曰
く
、「
晨
に
食
し
て
胃
に
入
り
、
胃

虚
し
て
克
化
す
る
こ
と
能
は
ず
。

即
ち
暮
れ
に
至
つ
て
胃
気

裏
に
近
づ
き
、
邪
気
と
相
搏
た
ば
、
則
ち
胃
気

反
つ
て
逆
す
る
こ
と
を
知
る
」
と
。

拘
り
の
似
し
。
○
此
の
証
、
蓋
し
橘
皮
竹
筎
湯
、
或
い
は
『
千
金
』
竹
葉
湯
の
類
を
、
宜
し
く
取
用
す
べ
き
所

な
ら
ん
。
如
し
単
に
飲
を
駆
る
に
従
ら
ば
、
恐
く
は
相
対
せ
ざ
ら
ん
。
差
後

竹
葉
石
膏
湯
の
証
の
如
き
は
、

病
後

胃
液

復
さ
ず
、
虚
熱

上
逆
す
る
者
な
り
。
此
の
種
の
証
状
は
、
誤
汗

誤
下
の
後
に
、
並
に
多
く
見
る

こ
と
有
り
。
愚
著
『
広
要
』
中
に
之
を
詳
に
す
。
宜
し
く
検
す
べ
し
。

熱
鬱
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熱
鬱
は
、
邪
熱

裏
に
入
り
、
物
と
相
得
ず
、
唯

各
位
に
鬱
著
す
る
者
、
是
な
り
。
其
の
証

一
な
ら
ず
。
表

未
だ
解
せ
ず
、
膈
熱

有
る
者

有
り
。
表

既
に
解
し
て
、
熱

膈
間
に
灼
く
者

有
り
。
心
下

熱
結
す
る
者

有
り
。
腸
中

熱

壅
る
者

有
り
。
皆

是

少
陽
の
類
変
な
る
の
み
。
蓋
し
熱

偏
に
一
処
に
在
ら
ん
。
故
に
白

虎
の
大
寒
に
耐
へ
ず
。
且
つ
其
の
得
る
所

無
け
れ
ば
、
亦

吐
下
の
適
ふ
所
に
非
ず
。
是
を
以
て
苦
寒
の
剤
を

制
し
て
、
之
を
治
と
為
す
。
更
に
上
熱

下
冷
の
軽
証

有
り
。
併
に
斯
に
隷
ぶ
。

表

未
だ
解
せ
ず
、
膈
熱

有
る
者

有
り
と
は
、
何
ぞ
や
。
葛
根
黄
芩
黄
連
湯
の
証
の
如
き
、
是
な
り
。
此

表

未
だ
解
せ
ず
。
故
に
汗

出
づ
。
熱

上
焦
を
犯
す
。
故
に
喘
す
。
喘
し
て
汗
出
づ
と
言
ふ
は
、
其
の
汗

喘
を

為
し
て
出
づ
る
似
し
。
然
し
其
の
病
を
推
し
は
か
る
に
、
恐
ら
く
は
然
ら
ざ
ら
ん
。
且
つ
熱
勢

併
ん
で
下
を

経
て
之
を
胃
に
及
ぼ
す
。
故
に
利

遂
に
止
ま
ず
。
桂
を
用
ゐ
ざ
る
所
以
の
者
は
、
裏
熱
を
礙
ぐ
る
を
恐
る
れ

さ
ま
た

ば
な
り
。
此
の
方
、
移
し
て
滞
下
の
表
証

有
つ
て
、
未
だ
攻
下
を
要
せ
ざ
る
者
を
治
し
て
、
甚
だ
效
あ
り
。『
内

台
方
議
』
に
曰
く
、「
又

能
く
酒
を
嗜
む
人
の
熱
喘
す
る
者
を
治
す
」
と
。
又
『
千
金
』
の
、「
夏
月

傷
寒
、

四
肢

煩
疼
し
発
熱
し
、
其
の
人

喜
煩
し
嘔
逆
し
、
劇
し
き
こ
と
禍
祟
の
如
く
、
寒
熱

相
搏
ち
、
故
に
喜
煩

せ
し
む
を
治
す
、
七
物
黄
連
湯
」
は
、
本
方
に
、
茯
苓

芍
薬

小
麦
を
加
ふ
。『
聖
済
』
の
、「
胃
の
実
熱
、
煩

渇
し
吐
逆
す
る
を
治
す
、
葛
根
湯
」
は
、
本
方
よ
り
、
黄
芩
を
去
り
、
半
夏

生
姜

竹
筎
を
加
ふ
。

表

既
に
解
し
て
、
熱

膈
間
を
灼
く
者

有
り
と
は
、
何
ぞ
や
。
梔
子
豉
湯
の
証
の
如
き
、
是
な
り
。
太
陽
の

病

誤
汗
吐
下
し
、
邪
気

乗
じ
て
入
る
。
或
い
は
陽
明
の
病

下
す
こ
と
早
く
、
熱

上
に
迸
る
。
倶
に
能
く
之
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を
致
す
。
蓋
し
結
胸
の
邪

物
に
藉
る
実
に
比
せ
ざ
ら
ん
。
啻
に
是

邪
熱

上
焦
を
熏
灼
す
る
者
な
る
の
み
。

其
の
証

為
る
や
。
曰
く
虚
煩
し
て
眠
る
こ
と
を
得
ず
と
。
此

其
の
軽
き
者
な
り
。
虚
煩
の
虚
は
、
恐
ら
く
は

陽
虚
の
義
に
非
ず
。
蓋
し
是

心
腹

実
結

無
し
の
謂
な
ら
ん
。
即
ち
結
胸

及
び
胃
実
の
鞕
満
に
対
し
て
言
は

ん
。
厥
陰
篇
、「
下
利
し
て
後
、
更
に
煩
し
、
之
を
按
じ
て
心
下

濡
な
る
者
は
、
虚
煩
と
為
す
な
り
」
の
條
、

柯
氏
注

甚
だ
晰
ら
か
な
り
。
此
の
証

鬱
灼

猶
ほ
軽
し
。
故
に
未
だ
懊
憹
に
至
ら
ず
。
曰
く
反
覆
顛
倒
、
心

中
懊
憹
す
る
と
は
、
此

其
の
重
き
者
な
り
。
張
錫
駒

曰
く
、
「
即
ち
眠
る
こ
と
を
得
ざ
る
こ
と
甚
だ
し
く
し

て
、
之
を
為
す
が
輾
転
反
側
な
り
。
桉
ず
る
に
心
中
懊
憹
は
、
梔
豉
の
正
証
と
為
す
。
陽
明

及
び
結
胸
に
、

並
に
亦

之

有
り
。
然
し
て
別
に
真
的

有
り
」
と
。
曰
く
胸
中

窒
ぐ
と
は
、
此

其
の
鬱

稍

甚
だ
し
き
者

な
り
。
徐
大
椿

曰
く
、
「
煩
熱
し
て
且
つ
窒
が
ば
、
前
の
虚
煩
等
の
象
に
較
べ
稍

実
す
と
為
す
。
桉
ず
る
に

上
條
に
発
汗

吐
下
の
後
と
言
ひ
、
此
の
條
は
汗
下
を
言
ひ
吐
を
言
は
ず
。
想
ふ
に
吐
は
最
も
胸
を
虚
す
。
故

に
吐
の
後
に
邪

陥
ら
ば
、
則
ち
此
の
鬱

甚
だ
し
き
に
至
ら
ざ
ら
ん
か
。
否
れ
ば
則
ち
上
を
承
け
て
文
を
省
く

な
ら
ん
」
と
。
○
煩
熱
は
、
即
ち
虚
煩

眠
る
こ
と
を
得
ざ
る
の
互
詞
な
り
。
攷
ふ
る
に
煩
は
、
本

熱
悶
の
義

な
り
。
故
に
三
陽

皆

煩
す
る
者

有
り
。
又

仮
り
に
苦
悩
し
忍
び
難
き
の
貌
と
為
す
。
疼
煩

煩
疼
の
煩
の

如
き
、
是
な
る
の
み
。
少
陰

厥
陰
の
煩
の
如
き
も
、
亦

是
な
り
。
成
氏

誤
つ
て
煩
熱
を
以
て
表
熱
と
為
し
、

煩
疼
を
以
て
熱
疼
と
為
す
。
閔
氏
『
明
理
論
刪
補
』
に
至
つ
て
は
、
則
ち
蚘
厥
の
煩
を
引
い
て
、
以
て
成
氏
を

駁
し
て
曰
く
、「
煩
は
、
安
静
な
る
こ
と
能
は
ざ
る
の
状
に
て
、
躁
に
較
ぶ
れ
ば
則
ち
稍

軽
し
。
寒
熱
を
兼
ね
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て
論
ず
べ
し
云
云
」
と
。
其
の
説

頗
辨
な
り
。
然
し
猶
ほ
未
だ
当
る
と
為
さ
ず
。
曰
く
心
中

結
痛
す
と
は
、

此

其
の
鬱

最
も
甚
だ
し
き
者
な
り
。
徐
大
椿

曰
く
、
「
結
痛
は
更
に
窒
よ
り
甚
だ
し
。
桉
ず
る
に
此

大
下

を
以
て
、
邪

胸
に
激
聚
す
。
故
に
結
痛
を
為
す
。
其
の
汗
吐
を
言
は
ざ
る
者
は
、
吐

最
も
胸
を
虚
せ
し
め
、

発
汗
も
亦

外
疎
の
意

有
る
を
以
て
、
故
に
此
の
鬱

甚
だ
し
き
に
至
ら
ざ
ら
ん
。

否

れ
ば
則
ち
亦

是
も
文

し
か
ら
ざ

を
省
く
者
な
り
。
又

此
の
証

最
も
結
胸
を
疑
ふ
。
唯

心
下
の
鞕
濡

分
か
ち
と
為
す
」
と
。
蓋
し
軽
重

同

じ
か
ら
ず
と
雖
も
、
而
し
情
機
は
則
ち
異
な
る
こ
と
無
か
ら
ん
。
故
に
均
し
く
梔
子
豉
湯
を
主
と
し
て
、
以
て

之
を
凉
解
す
。
此
の
方
、
胸
中
の
鬱
熱

凉
解
の
正
剤
と
為
す
。
梔
子
の
苦
寒
は
、
能
く
熱
毒
を
清
め
、
芩

連

と
相
近
し
。
而
し
之
を
服
す
れ
ば
必
ず
膈
に
恋
む
。
是
を
以
て
上
を
清
む
る
の
功
、
最
も
長
ず
る
所
な
り
。
故

な
ず

に
以
て
君
と
為
す
。
後
人

用
つ
て
胸
痺
を
治
す
も
、
亦

此
の
意
な
り
。
香
豉
は
、『
本
草
』
に
は
、
味
苦
寒

毒

無
く
、
又

六
畜

胎
子

諸
毒
を
殺
す
と
称
す
。『
金
匱
』
に
は
中
毒
を
治
す
に
、
多
く
此
を
用
ゐ
る
者
は
、

並
に
以
て
其
の
清
凉
の
品

為
る
を
見
れ
ば
足
る
。
況
や
其
の
臭

烈
し
く
、
膈
に
泥
む
こ
と
殊
に
甚
だ
し
。
故

な
ず

に
梔
子
の
力
を
住
め
、
久
し
く
胸
中
に
留
む
。
是
を
以
て
二
味

相
得
て
、
能
く
証
に
対
す
る
の
方
と
為
る
。『
本

と
ど

草
』
豉
條
に
、
陶
隠
居

曰
く
、「
好
き
者
は
襄
陽

銭
塘
に
出
づ
。
香

美
に
し
て
濃
し
」
と
。
然
し

古

は
臭

い
に
し
へ

香

互
称
す
。
香
豉
の
香
は
、
恐
ら
く
は
芳
香
に
謂
に
非
ず
。
（
桉
ず
る
に
臭
を
以
て
香
と
為
す
。
『
訓
義
』
反

覆
し
て
之
を
用
ゆ
、
郭
璞
方
『
言
注
』
に
見
る
）
抑
も
本
湯

之

吐
薬
に
非
ず
。
既
に
詳
辨

有
り
。
且
つ
吐

は
本
々
実
を
涌
す
。
今

此
の
証

物

相
得
て
実
す
る
こ
と
無
し
。
何
ぞ
吐
を
用
ゐ
て
為
さ
ん
。
是

其
の
理
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最
も
彰
著
な
り
。
○
崔
氏

黄
連
解
毒
湯
は
、
膈
を
清
す
る
の
神
方
な
り
。
実
は
梔
子
豉
湯

自
り
変
来
せ
る
者

な
り
。
其
の
煩
熱
、
身
熱

去
ら
ず
、
及
び
其
の
外

熱

有
り
、
手
足

温
な
る
等
、
並
に
内
熱

外
熏
の
候
に

し
て
、
表

未
だ
解
せ
ざ
る
に
非
ず
。
此
の
諸
証
、
成
氏
の
注
を
妥
と
為
す
。
宜
し
く
参
ず
べ
し
。
注
家

或
い

は
以
て
表

未
だ
解
せ
ず
と
為
す
。
又

汗
を
発
し
て
豉
を
用
ゐ
る
者

有
る
を
以
て
、
遂
に
上
方
を
以
て
微
汗

を
兼
ね
る
と
為
す
。
恐
ら
く
は
然
ら
ざ
ら
ん
。
其
の
兼
ぬ
る
こ
と
有
る
者
、
梔
子
甘
草
豉
湯
の
証
の
如
き
は
、

是

胃
気

足
ら
ず
。
故
に
小
気
す
。
梔
子
生
姜
豉
湯
の
証
の
如
き
は
、
是

熱
其
の
飲
に
迫
る
。
故
に
嘔
す
。

此

小
柴
胡
の
嘔
と
相
似
る
。
梔
子
厚
朴
湯
の
証
の
如
き
は
、
是

下
後

胃
気

壅
滞
を
兼
ね
、
以
て
中
満
を
為

す
者
な
り
。
此
の
方

豉
を
用
ゐ
ざ
る
者
は
、
豈

其
の
泥
恋

壅
を
助
く
る
を
畏
れ
ん
や
。
梔
子
乾
姜
湯
の
証

の
如
き
は
、
是

丸
薬
に
て
大
下
し
兼
ね
て
中
焦

寒
を
生
ず
る
者
な
り
。
此
の
條

文
略
す
。
姑
く
方
意
に
就

い
て
之
を
攷
ふ
。
当
に
是

他
に
胃
寒
の
証
候

有
る
べ
し
。
要
す
る
に
邪

本

劇
し
か
ら
ず
。
故
に
誤
治
を
被

り
て
も
、
大
逆
に
至
ら
ず
。
故
に
煩
既
に
微
に
し
て
、
胃
寒
も
亦

軽
し
。
是
を
以
て
僅
に
梔
子
乾
姜
を
須
ゐ

て
足
る
。
○
王
氏
は
丸
薬
を
以
て
神
丹

甘
遂
と
為
す
。
当
に
攷
ふ
べ
し
。
比
の
二
証
は
、
即
ち
虚
実
の
分
に

係
る
。
枳
実
梔
子
湯
の
証
の
如
き
は
、
蓋
し
梔
子
厚
朴
湯
の
一
類
な
ら
ん
。

心
下

熱
結
す
る
者

有
り
、
何
ぞ
や
。
大
黄
黄
運
瀉
心
湯
の
証
の
如
き
が
、
是
な
り
。
此

邪
熱

誤
下
の
勢
い

に
乗
じ
て
、
入
つ
て
心
下
に
著
き
、
以
て
痞
を
為
す
者
に
て
、
唯

其
の
飲

無
し
。
故
に
之
を
按
じ
て
濡
な
り
。

然
し
鬱
結

稍

重
し
。
故
に
芩

連
の
凉
に
、
兼
ね
て
大
黄
を
以
て
し
、
而
し
て
麻
沸
湯

泡
用
す
。
蓋
し
意
は
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疎
泄
に
在
つ
て
、
峻
利
に
は
在
ら
ざ
ら
ん
。
「
脈

浮
に
し
て
緊
、
而
し
て
復
た
之
を
下
さ
ば
、
緊

反
つ
て
裏

入
つ
て
、
則
ち
痞
を
作
す
。
之
を
按
じ
て
自
づ
か
ら
濡
な
る
は
、
但

気

痞
す
る
の
み
」
は
、
蓋
し
此
の
証
を

言
は
ん
。
痞
証
の
飲
結
に
因
る
者
は
、
必
ず
痞
鞕
と
云
ふ
。
此

並
に
濡
と
云
ひ
、
以
て
其
の
別
と
為
す
。
且

つ
気
痞
の
称
、
但

是

熱
結
し
て
、
飲
結
に
非
ず
と
言
ふ
似
し
。
方
氏
は
本
方
の
証
を
以
て
、
彼
の
條
後
に
次

い
で
曰
く
、「
此

上
條
に
申
す
、
脈
を
言
ひ
以
て
其
の
治
を
出
だ
す
。
脈

関
上
に
見
る
者
は
、
痞

心
下
に
在

る
を
以
て
な
り
。
気

痞
す
る
を
以
て
濡
、
浮
な
る
所
以
な
り
。
然
し
痞
の
濡
な
る
は
、
熱
聚
に
由
つ
て
な
り
。

故
に
黄
連
を
用
ゐ
之
を
上
に
清
む
。
聚
ま
ら
ば
気
な
り
と
雖
も
、
痞
す
れ
ば
則
ち
固
し
。
故
に
大
黄
を
用
ゐ
之

を
下
に
傾
く
」
と
。
此
の
説

稍

允
ふ
。
又

成
氏

曰
く
、「
麻
沸
湯
を
以
て
漬
服
す
る
者
は
、
其
の
気

薄
く

し
て
、
虚
熱
を
泄
す
る
に
取
る
」
と
。
尤
氏

曰
く
、「
成
氏

謂
ふ
所
の
虚
熱
は
、
燥
屎
に
対
し
て
言
ふ
な
り
。

陰
虚

陽
虚
の
謂
に
非
ず
。
蓋
し
熱
邪

裏
に
入
つ
て
、
糟
粕
と
相
結
ば
ば
、
則
ち
実
熱
を
為
し
、
糟
粕
と
相
結

ば
ざ
れ
ば
、
即
ち
虚
熱
を
為
さ
ん
。
本
方

大
黄
黄
連
を
以
て
剤
を
為
し
て
、
枳
朴

芒
消
を
用
ゐ
ざ
る
者
は
、

蓋
し
以
て
熱
を
泄
し
、
以
て
実
を
蕩
ふ
な
り
」
と
。
周
氏

曰
く
、「
麻
沸
湯
を
以
て
之
を
漬
く
ら
ば
、
其
の
気

は
ら

味
の
出
づ
る
こ
と
、
軽
く
し
て
且
つ
活
く
。
大
力
の
体
を
以
て
、
軽
清
の
用
を
為
す
。
聖
人
に
非
ざ
れ
ば
其
の

孰
く
ん
ぞ
之
を
能
く
せ
ん
や
」
と
。
二
説

亦

是
の
似
し
。
○
銭
氏

承
気

陥
胸

十
棗
、
及
び
此
の
湯
の
異

を
辨
ず
。
当
に
併
に
攷
ふ
べ
し
。
附
子
瀉
心
湯
の
証
の
如
き
は
、
是

前
証
に
し
て
表
陽
虚
を
兼
ね
る
者
に
て
、

其
の
病

表
裏

情
を
異
に
す
。
故
に
治
も
亦

凉
温

併
行
す
。
此
の
條
、
銭
氏

命
門
の
虚
を
以
て
説
を
為
す
。
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鑿
ち
に
近
し
。
尤
氏

曰
く
、「
此

上
條
に
即
し
て
、
其
の
説
を
引
か
ば
、
謂
ふ
に
心
下

痞
し
之
を
按
じ
て
濡
、

関
脈

浮
な
る
者
は
、
当
に
大
黄
黄
連
瀉
心
湯
を
与
へ
、
心
下
の
虚
熱
を
瀉
す
べ
し
。
若
し
其
の
人

復
た
悪
寒

し
て
汗

出
で
て
、
証

陽
虚

不
足
を
兼
ぬ
る
者
は
、
又

須
く
附
子
を
加
へ
、
以
て
表
陽
の
気
を
復
す
べ
し
。

乃
ち
寒
熱

並
用
、
邪
正

兼
治
の
法
な
り
」
と
。
又

曰
く
、「
此
の
証
、
邪
熱

余
り
有
つ
て
、
正
陽

足
ら
ず
。

設
し
邪
を
治
し
て
正
を
遺
さ
ば
、
則
ち
悪
寒

益
々
甚
だ
し
。
或
い
は
陽
を
補
ひ
て
熱
を
遺
さ
ば
、
則
ち
痞
満

愈
々
増
す
。
此
の
方
、
寒
熱

補
瀉
、
並
投

互
治
す
。
誠
に
已
む
を
得
ざ
る
の
苦
心
な
り
。
然
し
法
を
し
て
以

て
之
を
制
す
る
こ
と
無
か
ら
し
め
ど
も
、
混
じ
て
功

無
か
ら
ざ
る
こ
と
鮮
な
し
。
方

麻
沸
湯
を
以
て
寒
薬
を

漬
し
、
別
に
附
子
を
煮
て
汁
を
取
り
、
合
和
し
て
与
へ
服
す
れ
ば
、
則
ち
寒
熱

其
の
気
を
異
に
し
、
生
熟

其

の
性
を
異
に
す
。
薬

同
行
す
と
雖
も
、
而
し
功
は
則
ち
各
々
奏
す
。
乃
ち
先
聖
の
妙
用
な
り
」
と
。
此
の
解

甚
だ
精
暢
を
覚
ゆ
。
又

大
黄
附
子
湯
、
寒
熱

融
和
し
て
、
自
づ
か
ら
温
利
を
為
す
。
宜
し
く
分
別
し
て
看
る

べ
し
。
○
中
西
惟
忠

曰
く
、「
此
の
方

附
子
を
煮
る
に
、
水
率
を
言
は
ず
。
疑
ふ
ら
く
は
是

脱
文
な
ら
ん
。

腸
間

熱

壅
る
者

有
り
、
何
ぞ
や
。
白
頭
翁
湯
の
証
の
如
き
が
、
是
な
り
。
此

熱
壅

下
迫
す
。
故
に
下
重

を
為
す
。
蓋
し
腸
澼
と
同
局
な
る
者
な
ら
ん
。
先
兄

曰
く
、
「
白
頭
翁
湯
、
熱
利

下
重
を
治
す
。
意
は
下
焦

の
熱
を
清
し
、
其
の
窘
迫
を
緩
め
る
に
在
り
。
仍
ほ
白
頭
翁
を
以
て
、
腸
熱
を
凉
し
君
と
為
す
。
秦
皮
も
亦

熱
を
清
し
竅
を
利
す
。
倶
に
之
を
黄
連

檗
皮
に
合
し
て
、
清
利
し
以
て
之
を
瀉
す
」
と
。
蓋
し
熱
毒
の
気
、

下
焦
に
客
し
、
便
せ
ん
と
欲
し
て
能
は
ず
、
重
滞
し
て
以
て
後
竅
に
迫
ら
ん
。
故
に
其
の
方

下
焦

腸
滑
を
治
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す
る
の
比
に
非
ず
。
而
し
注
家

苦
を
以
て
之
を
堅
く
す
の
語
に
執
る
。
昧
と
謂
ふ
べ
し
。

上
熱

下
冷
の
軽
証
の
者

有
り
、
何
ぞ
や
。
蓋
し
上
熱

下
冷
、
実
は
厥
陰
の
機
な
り
。
然
し
更
に
未
だ
其
の

甚
だ
し
き
に
至
ら
ず
、
猶
ほ
少
陽
の
類
変
に
属
す
る
者

有
り
。
此
に
列
す
る
所

是
の
み
。
梔
子
乾
姜
湯
の
証

の
如
き
が
、
是

誤
下
自
り
し
て
変
ず
る
者
な
り
。
説
は
上
に
見
る
。
黄
連
湯
の
証
の
如
き
は
、
是

素

有
る

の
寒
熱
に
従
つ
て
、
膈
胃

病
を
異
に
す
る
者
な
り
。
此
の
方
、
半
夏
瀉
心

自
り
変
来
す
。
然
し
彼
は
冷
熱

一
位
に
在
つ
て
相
結
す
。
此
は
冷
熱

其
の
位
を
異
に
す
。
故
に
彼
は
則
ち
薬
性

温
凉

混
和
を
要
す
。
再
煎

す
る
所
以
な
り
。
此
は
則
ち
温
凉

各
々
別
に
功
を
立
つ
。
淡
煮
し
て
再
煎
せ
ざ
る
所
以
な
り
。
尤
氏

曰
く
、

「
此

蓋
し
痞
証
の
属
な
ら
ん
。
多
く
は
寒
薬
中
を
傷
つ
て
後
に
従
つ
て
之
を
得
る
。
本
文
に
言
及
せ
ざ
る
と

雖
も
、
而
し
其
の
誤
治
の
後
の
証

為
る
を
知
る
べ
し
。
故
に
其
の
薬
も
亦

瀉
心
と
相
似
て
、
桂
枝
を
多
く
す

る
の
み
」
と
。
此
の
説

是
に
非
ず
。
○
此
の
方
、
愚

常
に
用
ゐ
て
霍
乱

吐
瀉

腹
痛
を
治
す
。
応
効

神
の

如
し
。
蓋
し
其
の
邪
を
逐
ひ
正
を
安
ん
じ
、
能
く
陰
陽
を
和
す
る
を
以
て
な
ら
ん
。

飲
邪
搏
聚

飲
邪

搏
聚
は
、
水
飲

蓄
聚
し
、
邪
と
相
搏
つ
、
是
な
り
。
大
抵

其
の
人

宿
水

有
り
。
或
い
は
邪
に
因
つ

て
発
動
し
、
或
い
は
誤
を
以
て
勢
長
す
。
更
に
病
を
得
て
新
た
に
成
る
者

有
り
。
其
の
停
瀦

多
く
は
心
下
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胃
脘
の
分
に
在
り
。
然
し
泛
漫

上
下
、
一
処
に
凝
結
せ
ず
。
其
の
類

凡
そ
四
。
上
焦
を
犯
す
者

有
り
。
中

焦
を
壅
ぐ
者

有
り
。
表
分
に
属
す
る
者

有
り
。
陽
虚
を
兼
ね
る
者

有
り
。
就
中

節
目
も
亦

多
く
云
ふ
。

上
焦
を
犯
す
者

有
り
と
は
、
何
ぞ
や
。
小
青
龍
湯
の
証
の
如
き
が
、
是

表
実
に
し
て
、
宿
飲

鼓
激
を
被
り
、

以
て
其
の
肺
を
犯
す
者
な
り
。
柯
氏

曰
く
、「
水
気

心
下
に
蓄
へ
、
尚

未
だ
固
結
せ
ず
。
故
に
或
い
は
然
り

の
証

有
り
。
若
し
誤
下
す
れ
ば
、
則
ち
硬
満
し
て
結
胸
と
成
る
。
○
徐
大
椿
は
小
柴
胡
の
加
減
法
に
於
い
て
、

五
味
子

乾
姜

同
用
の
理
を
辨
ず
。
攷
ふ
る
に
呉
綬

既
に
其
の
説

有
り
。
並
に
未
だ
覈
た
ざ
る
似
し
。
又

半
夏
は
、
湯
洗
し
て
滑
を
し
て
尽
く
さ
し
む
。
陶
氏
に
詳
説

有
り
。
曰
く
、「
爾
ら
ざ
れ
ば
人
を
し
て
咽
喉
を
戟さ

さ
し
む
」
と
。
又

曰
く
、
「
凡
そ
方
に
云
ふ
半
夏

一
升
と
は
、
洗
ひ
畢
つ
て
秤
り
五
両
を
正
と
為
す
。『
医
心

方
』
に
、
蘇
敬
を
引
い
て
云
ふ
、「
半
夏

一
升
は
、
八
両
を
以
て
正
と
為
す
」
と
。
小
島
尚
質

曰
く
、「
薬
升

を
以
て
之
を
平
ら
か
に
す
る
に
、
半
夏

一
升
は
、
今
の
二
銭
三
分
一
釐
四
絲
に
当
た
る
。
五
両
は
、
今
の
一

銭
七
分
六
釐
に
当
た
る
」
と
。
陶
説

優
る
る
似
し
。
喘
家
、
及
び
桂
枝
加
厚
朴
杏
子
湯
の
証
の
如
き
は
、
是

表
虚
に
し
て
、
飲
邪

相
得
る
者
な
り
。
倶
に
太
陽
の
病

兼
ぬ
る
所

有
る
者
に
係
る
。
麻
黄
湯

大
青
龍
湯

及
び
葛
根
芩
連
湯
の
如
き
は
、
其
の
喘

倶
に
派
証
と
為
す
。
邪

散
じ
て
喘

定
ま
る
。
故
に
此
の
例

在
ら
ず
。

麻
黄
杏
人
甘
草
石
膏
湯
の
証
の
如
き
は
、
是

表

既
に
解
し
て
、
飲
熱

肺
に
迫
る
者
な
り
。
成
氏
は
此
の
條

を
以
て
、
葛
根
芩
連
湯
と
相
対
し
、
邪
気

外
に
甚
だ
し
と
為
す
。
是
に
非
ず
。
蓋
し
此

汗

出
で
て
、
殆
ど

裏
熱

外
熏
の
致
す
所
な
ら
ん
。
且
つ
其
の
方
意
を
攷
ふ
る
に
、
小
青
龍
加
石
膏

越
婢
加
半
夏

厚
朴
麻
黄
等
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湯
と
、
実
に
一
轍
に
係
る
。
則
ち
知
る
是

飲
熱

相
搏
つ
の
証
な
る
こ
と
を
。
注
家

止

肺
熱
と
為
す
者
も
、

亦

未
だ
是
な
ら
ず
。
蓋
し
麻
黄
と
石
膏
と
を
同
用
す
れ
ば
、
則
ち
相
藉
り
て
水
壅
を
開
疎
す
。
○
方
後
の
、「
本

云
ふ
黄
耳
柸
」
汪
説
信
じ
難
し
。
或
い
は
曰
く
、
「
此

伝
写
に
譌
脱

有
り
。
当
に
是

本
云
ふ
麻
黄
湯
、
今

桂
枝
を
去
つ
て
、
石
膏
を
加
ふ
べ
し
」
と
。
発
汗
の
後

飲
潅
し
て
喘
す
る
が
如
き
は
、
是

新
た
に
水
の
致
す

所
な
り
。
汪
氏

又

麻
黄
湯
主
る
と
す
。
亦
た
確
か
な
ら
ず
。

中
焦
を
壅
ぐ
者

有
り
と
は
、
何
ぞ
や
。
此
の
証

之
の
水
は
、
多
く
は
宿
昔

自
り
し
て
、
太
陽
を
兼
ぬ
る
所

の
者

有
り
。
裏
熱
を
挟
む
所
の
者

有
り
。
表
裏
に
熱

無
き
者

有
り
。
太
陽
を
兼
ぬ
る
所
は
、
更
に
差
別

有
り
。
桂
枝
加
茯
苓
朮
湯
、
今
「
去
桂
」
及
び
「
白
」
字
を
削
る
。
茯
苓
甘
草
湯
の
二
証
の
如
き
は
、
是

表

に
邪

有
つ
て
、
裏
に
水

有
り
。
然
し
両
者

相
搏
た
ず
。
唯

飲
邪
の
為
に
動
ず
る
所
の
者
に
し
て
、
加
苓
朮

の
証
は
重
し
と
為
し
、
苓
甘
の
証
は
軽
し
と
為
す
。
此
の
二
証

倶
に
煩
渇

無
し
。
即
ち
裏
に
熱

無
き
の
徴

な
り
。
其
の
軽
重
は
、
則
ち
本
文
を
玩
へ
ば
自
づ
か
ら
知
る
。
加
苓
朮
の
條
の
汗

無
き
の
証
は
、『
明
理
論
』

に
、
以
て
水
飲

行
ら
ず
、
津
液

内
滲
す
る
の
候
と
為
す
。
五
苓
散
の
証
の
如
き
は
、
是

表
に
邪

有
つ
て
、

熱

更
に
裏
に
入
り
、
水
と
相
得
て
、
或
い
は
下
滞
を
為
し
、
或
い
は
上
逆
を
為
す
。
故
に
外
に
太
陽
の
脈
証

有
つ
て
、
内
に
煩
渇

有
り
。
小
便

利
せ
ず
、
及
び
水

入
れ
ば
則
ち
吐
す
等
の
候
は
、
然
し
裏

重
く
し
て
表

軽
し
。
故
に
治
す
る
に
水
を
利
す
る
を
専
ら
に
し
て
、
旁
ら
其
の
汗
を
発
す
。
脈

浮
に
し
て
微
に
熱
し
消
渇

す
と
、
脈

浮
に
し
て
数
々
煩
渇
す
、
及
び
水
逆
と
は
、
自
づ
か
ら
軽
重

有
り
。
然
し
其
の
機
は
相
同
じ
。
故
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に
其
の
治
も
則
ち
一
な
り
。
或
い
は
曰
く
、「
五
苓
散
の
証
の
方
、
亦

猶
ほ
『
金
匱
』
に
其
の
得
る
所
に
随
つ

て
、
之
を
攻
む
る
の
義
な
り
」
と
。
柯
氏
は
『
金
鑑
』
の
注
意

然
る
似
し
。
但

未
だ
了
な
ら
ず
と
す
。
又

先
兄

曰
く
、
「
沢
瀉
は
水
を
行
ら
し
、
茯
苓

猪
苓
と
相
類
す
。
然
し
五
苓
散
は
、
朮
を
二
苓
と
用
ゐ
る
に
、

各
十
八
銖
な
り
。
特
に
沢
瀉
に
至
つ
て
は
、
多
き
こ
と
一
十
二
銖
な
る
は
、
何
ぞ
や
。
蓋
し
其
の
質

軽
清
、

性
味

倶
に
薄
し
。
故
に
多
く
之
を
用
ゐ
ん
。
二
苓
は
其
の
力
を
藉
り
、
更
に
能
く
水
を
行
ら
す
」
と
。
此
の

説

確
当
な
り
。
又
『
嶺
南
衛
生
方
』
に
曰
く
、「
五
苓
散
に
桂
を
用
ゐ
る
は
、
正
に
小
柴
胡
に
人
参
を
用
ゐ
、

大
承
気
湯
に
厚
朴
を
用
ゐ
、
備
急
丸
に
乾
姜
を
用
ゐ
る
の
類
の
如
し
。
其
の
剛
柔
を
相
済
せ
ん
と
欲
し
て
、
亦

攻
守
の
意
を
存
す
。
故
に
方
書

謂
ふ
、
五
苓
散

桂

無
き
、
及
び
年
を
隔
つ
る
者
は
、
倶
に
用
ふ
べ
か
ら
ず
。

近
き
者
は
舗
家
に
、
桂
を
去
る
五
苓
散

有
り
。
知
ら
ざ
る
者
、
其
れ
を
為
す
誤
る
所
、
如
し
桂
を
去
つ
て
参

を
入
れ
れ
ば
、
却
つ
て
之
を
春
沢
湯
と
謂
ひ
、
燥
渇
を
治
し
て
效

有
り
」
と
。
此
の
説

非
な
り
。
但

本
方

移
し
て
雑
病
を
治
す
れ
ば
、
則
ち
桂
の
用
は
、
温
散
に
在
り
て
、
能
く
滲
利
の
力
を
助
く
。
○
陶
隠
居

曰
く
、

「
方
寸
匕
と
は
、
匕
を
作
つ
て
正
に
方
一
寸
、
散
を
抄
つ
て
落
ち
ざ
る
を
取
る
を
度
と
為
す
」
と
。
桉
ず
る
に

中
平

三
年
の
慮
傂
銅
尺
に
拠
つ
て
、
漢
の
一
寸
は
、
当
に
今
の
七
分
六
釐
な
る
べ
し
。
又

先
友

狩
谷
望
之

曰
く
、
「
白
飲
は
、
即
ち
煮
米
泔
な
り
。
『
斉
民
要
術
』
煮
宜
條
に
云
ふ
、
「
米
を
折
り
白
煮
し
て
汁
を
取
り
、

白
飲
と
為
す
」
と
。
此

以
て
証
す
べ
し
」
と
。
裏
熱
を
挟
む
所
の
者
は
、
猪
苓
湯
の
証
の
如
き
が
、
是
な
り
。

此

邪
気

裏
に
入
り
、
飲
と
相
併
び
、
以
て
閧
熱
を
為
す
。
故
に
滲
利
の
品
、
兼
ね
て
涼
潤
を
以
て
し
、
且
つ
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其
の
水

併
に
下
焦
に
停
ま
る
。
特
に
中
焦
の
み
な
ら
ず
。
蓋
し
是

陽
明
の
類
証
に
し
て
、
其
の
水

有
る
を

以
て
、
胃
実
を
為
さ
ざ
ら
ん
。
『
金
匱
』
に
曰
く
、
「
諸
病

蔵
に
在
つ
て
、
之
を
攻
め
ん
と
欲
せ
ば
、
当
に
其

の
得
る
所
に
随
つ
て
之
を
攻
む
べ
し
。
渇
す
る
者
の
如
き
は
、
猪
苓
湯
を
与
ふ
。
余
は
皆

此
に
倣
ふ
」
と
。

尤
氏

曰
く
、「
形

無
き
の
邪
、
入
つ
て
蔵
に
結
す
れ
ば
、
必
ず
拠
る
所

有
り
。
水

血

痰

食
、
皆

邪
薮
な

り
。
渇
す
る
者
の
如
き
は
、
水
と
熱
と
を
得
て
、
熱
結

水
に
在
り
。
故
に
猪
苓
湯
を
与
へ
て
、
其
の
水
を
利

さ
ば
、
熱

亦

除
く
。
若
し
食

有
る
者
は
、
食
と
熱
と
を
得
て
、
熱
結

食
に
在
り
。
則
ち
宜
し
く
承
気
湯
に

て
、
其
の
食
を
下
し
て
、
熱

亦

去
る
べ
し
。
若
し
得
る
所

無
け
れ
ば
、
則
ち
形

無
き
の
邪
、
豈

攻
法
の

能
く
去
る
所
な
ら
ん
や
」
と
。
此
の
解

極
め
て
覈
か
な
り
。
仍
ほ
更
に
之
を
表
す
。
又

成
氏
は
陽
明
篇
の

あ
き
ら

本
方
條
に
注
し
て
曰
く
、「
此

下
後
の
客
熱
、
下
焦
に
客
す
る
者
な
り
。
邪
気

表

自
り
裏
に
入
つ
て
、
下
焦

に
客
し
、
三
焦

倶
に
熱
を
帯
ぶ
る
な
り
。
云
云
」
と
。
蓋
し
此
の
証
の
水
は
、
併
し
中
下

二
焦
に
停
ま
る
。

し
か

成
氏
の
言
は
、
当
ら
ず
と
為
さ
ず
。
若
し
後
世
の
注
家
に
在
つ
て
は
、
専
ら
以
て
下
焦
の
薬
と
為
す
。
然
し
渇

心
煩
。
眠
る
こ
と
を
得
ず
等
の
如
き
は
、
皆

熱

中
焦
に
在
つ
て
、
上
熏
す
る
の
候
な
れ
ば
、
則
ち
其
の
説

従
ひ
難
し
。
表
裏

熱

無
き
者
は
、
汗
を
発
し
て
後

水
薬

口
に
入
る
こ
と
を
得
ざ
る
、
及
び
厥
陰
の
茯
苓
甘

草
湯
の
証
の
如
き
が
、
是
な
り
。
茯
苓
甘
草
湯
は
、
一
方

二
用
な
り
。
此
の
桂
は
但

温
散
に
取
る
。
猶
ほ
雑

病

五
苓
散
の
意
の
ご
と
し
。
又

太
陽
中
篇
の
末
條
の
証
は
、
此
と
同
じ
な
る
似
し
。
然
し
冒
す
る
に
太
陽
の

ご
と

病
を
以
て
す
。
必
ず
し
も
表
裏

熱

無
き
者
な
ら
ざ
る
似
し
。
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表
分
に
属
す
る
者

有
り
と
は
、
何
ぞ
や
。
文
蛤
散
の
証
の
如
き
が
、
是

冷
水

潠
潅
し
て
、
水
邪

表
に
鬱
す
。

故
に
主
に
駆
散
の
剤
を
以
て
す
。
此
の
條
は
、
柯
氏

従
り
文
蛤
湯
に
作
つ
て
、
証
方

始
め
て
対
す
。
且
つ
『
金

匱
』
の
「
渇
し
て
水
を
得
ん
と
欲
し
て
、
飲
を
貪
る
者
」
は
、
豈
発
散
の
宜
し
き
所
な
ら
ん
。
一
味

文
蛤
は
、

自
づ
か
ら
切
当
な
る
似
し
。
蓋
し
其
の
方

互
錯
せ
ん
。
牡
蛎
沢
瀉
散
の
証
の
如
き
は
、
是

水
気

外
溢
し
、

其
の
病

下
に
在
り
。
故
に
治
す
る
に
内

従
り
す
。
並
に
病
を
得
て
後
に
新
た
に
成
る
者
な
り
。

陽
虚
を
兼
ぬ
る
者

有
り
と
は
、
何
ぞ
や
。
此

其
の
人

素

虚
し
飲

停
む
。
今

誤
治
に
因
つ
て
、
陽

更
に

虚
す
。
而
し
て
飲

亦

動
ず
。
其
の
証

軽
重

同
じ
か
ら
ず
。
茯
苓
桂
枝
甘
草
大
棗
湯
の
証
の
如
き
は
、
其
の

病
軽
く
し
て
、
飲

下
焦
に
停
む
る
者
な
り
。
此
の
方
の
多
く
桂
を
用
ゐ
る
者
は
、
奔
豚
の
気
を
洩
ら
す
を
以

て
な
り
。
甘
爛
水
は
、
要
す
る
に
水
勢
を
助
け
ざ
る
に
取
る
。『
霊
枢
』
半
夏
湯
は
、
流
水

千
里
以
て
外
な
る

者

八
升
を
以
て
、
之
を
揚
ぐ
る
こ
と
万
遍
、
其
の
清

五
升
を
取
つ
て
之
を
煮
る
も
、
其
の
揆

一
な
り
。
茯

苓
桂
枝
朮
甘
草
湯
の
証
の
如
き
は
、
其
の
病

重
く
し
て
、
飲

中
焦
に
停
ま
る
者
な
り
。
方
氏

曰
く
、「
心
下

逆
満
し
、
伏
飲

上
溢
し
、
膈
に
搏
実
す
る
な
り
。
気

上
つ
て
胸
を
衝
き
、
寒
邪

上
湧
し
、
飲
を
挟
ん
で
逆

を
為
す
な
り
。
経
を
動
じ
て
、
経
脈
を
傷
動
し
、
振
振
と
し
て
奮
動
す
る
な
り
。
蓋
し
人
の
経
脈
は
、
津
液
を

頼
り
以
て
滋
養
し
、
飲
の
物

為
る
は
、
津
液
の
類
な
ら
ん
。
静
な
れ
ば
則
ち
養
を
為
し
、
動
ず
れ
ば
則
ち
病

を
為
す
。
宜
し
く
制
し
て
之
に
勝
つ
べ
し
。
云
云
」
と
。
尤
氏

曰
く
、
「
此

傷
寒
の
邪

解
し
て
飲

発
す
る

の
証
な
り
。
飲
中
に
停
ら
ば
則
ち
満
し
、
上
に
逆
す
れ
ば
、
則
ち
気

冲
つ
て
頭
眩
す
。
経
に
入
ら
ば
、
則
ち

の
ぼ
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身

振
振
と
し
て
動
揺
す
。
『
金
匱
』
に
云
ふ
、「
膈
間
の
支
飲
、
其
の
人

喘
満
し
、
心
下

痞
堅
し
、
其
の
脈

沈
緊
」
と
。
又

云
ふ
、「
心
下
に
痰
飲

有
つ
て
、
胸
脇

支
満
し
、
目

眩
む
」
と
。
又

云
ふ
、「
其
の
人

振

振
と
し
て
身

瞤
く
こ
と
劇
し
け
れ
ば
、
必
ず
伏
飲

在
り
」
と
。
是
な
り
。
汗
を
発
す
れ
ば
則
ち
経
を
動
ず

う
ご
め

と
は
、
邪

発
す
べ
く
無
く
し
て
、
反
つ
て
其
の
経
気
を
動
ず
。
故
に
茯
苓

白
朮
を
与
へ
て
、
以
て
飲
気
を
蠲の

ぞ

き
、
桂
枝

甘
草
は
、
以
て
陽
気
を
生
ず
。
謂
ふ
所
の
痰
飲
を
病
む
者
は
、
当
に
温
薬
を
以
て
之
を
和
す
べ
し
」

と
。
愚

謂
ふ
此
の
條
は
止

脈

沈
緊
、
即
ち
此
の
湯
の
主
る
所
は
、
是

若
し
く
は
吐
し
若
し
く
は
下
し
て
、

た
だ

胃

虚
し
飲

動
じ
て
之
を
致
す
。
倘
し
更
に
汗
を
発
し
て
、
其
の
表
陽
を
傷
ら
ば
、
則
ち
変
じ
て
動
経
を
為
す
。

而
し
て
身

振
振
と
し
て
揺
れ
る
は
、
是

身

瞤
動
し
振
振
と
し
て
地
に
擗
れ
ん
と
欲
す
と
相
同
じ
。
即
ち
真

武
の
主
る
所
な
り
。
蓋
し
此

当
に
両
截
と
為
し
て
看
る
べ
し
。
稍

倒
装
法
と
類
似
す
。
又

銭
氏

注
す
る
に
、

「
傷
寒
は
本

当
に
麻
黄
を
以
て
汗
解
す
べ
し
云
云
」
と
。
然
し
此
の
証
は
、
誤
汗
の
変
、
遽
に
経
を
動
ず
る

に
至
ら
ば
、
則
ち
其
の
本
は
桂
枝
の
証
と
為
す
も
、
亦

未
だ
知
る
べ
か
ら
ず
。
蓋
し
「
傷
寒
」
の
二
字
は
、

須
く
拘
執
す
べ
か
ら
ざ
ら
ん
。
又

其
の
方

専
ら
水
を
利
し
て
以
て
胃
を
健
に
す
る
に
取
る
。
甘
棗
湯
と
小
異

有
り
。『
金
鑑
』
は
中
焦

下
焦
を
以
て
辨
を
為
す
。
其
の
説

恊
ふ
と
為
す
。
太
陽
篇
の
真
武
湯
の
証
の
如
き

か
な

は
、
其
の
病

最
も
重
し
。
而
し
て
朮
甘
の
証
と
、
其
の
機

相
近
き
者
な
り
。
此
の
條
は
、
唯

尤
氏

以
て
水

飲
を
兼
ぬ
る
と
為
す
。
然
し
其
の
説

迂
に
し
て
切
な
ら
ず
。
愚

謂
ふ
此
の
証

虚
陽

外
越
す
。
故
に
発
熱
し
、

陽

虚
し
飲

動
ず
。
故
に
心
下

悸
す
。
飲

清
陽
を
阻
む
。
故
に
頭
眩
す
。
経
脈

衰
弱
し
、
飲
の
為
に
動
を
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被
る
。
故
に
身

瞤
動
し
、
振
振
と
し
て
地
に
擗
れ
ん
と
欲
す
。
其
の
此
の
方
を
用
ふ
る
者
は
、
以
て
陽
を
扶

け
水
を
利
す
れ
ば
な
り
。
此
の
身

瞤
動
は
、
大
青
龍

変
肉
瞤
と
殆
ど
異
な
ら
ん
か
。
傷
寒

吐
下
後

汗
を
発

し
て
、
虚
煩
し
脈

甚
だ
微
に
、
久
し
く
し
て
痿
と
為
る
如
き
も
、
亦

是

朮
甘
湯
の
証
に
し
て
、
日
を
経
て

治
を
失
す
る
者
な
り
。
方
氏

曰
く
、
「
此

苓
桂
朮
甘
湯
を
申
す
。
而
し
て
復
た
治
せ
ざ
る
に
失
す
れ
ば
、
則

ち
廃
を
致
す
の
意
を
言
ふ
。
彼
の
條
は
脈

沈
緊
、
未
だ
汗
を
発
せ
ざ
る
を
以
て
言
ふ
な
り
。
此
の
條
は
脈

甚

だ
微
、
已
に
汗
を
発
す
る
を
以
て
言
ふ
な
り
。
経
脈

動
ず
は
、
即
ち
経
を
動
ず
の
変
文
な
り
。
惕
は
、
即
ち

振
振
と
し
て
揺
る
る
な
り
。
大
抵

両
つ
相
更
互
に
発
明
す
る
の
詞
な
り
。
久
は
、
既
に
八
九
日
を
経
る
を
言

ふ
。
若
し
猶
ほ
解
す
る
こ
と
を
得
ず
し
て
、
更
に
治
せ
ざ
る
に
失
す
れ
ば
、
則
ち
津
液

内
に
亡
し
、
湿
淫

外

漬
し
、
必
ず
両
足

痿
輭
を
致
し
て
、
相
及
ば
ざ
る
な
り
」
と
。
尤
氏

曰
く
、「
心
下

痞
鞕
し
、
脇
下

痛
み
、

気

上
つ
て
咽
喉
を
冲
き
、
眩
冒
す
る
者
は
、
邪
気

飲
を
搏
ち
、
内
聚
し
て
上
逆
す
る
な
り
。
内
聚
す
る
者
は
、

四
布
す
る
こ
と
能
は
ず
。
上
逆
す
る
者
は
、
以
て
下
に
逮
ぶ
こ
と
無
し
。
夫
れ
経
脈
な
る
者
は
、
血
液
に
資
し

お
よ

て
以
て
用
を
為
す
者
な
り
。
汗
吐
下
の
後
、
血
液
の
存
す
る
所

幾
何
ぞ
。
而
し
て
復
た
搏
結
し
て
飲
を
為
し
、

諸
経
に
布
散
す
る
こ
と
能
は
ず
。
今

経
脈

既
に
浸
潤
を
前
に
失
す
。
又

後
に
長
養
す
る
こ
と
能
は
ず
。
必

ず
将
に
筋
膜

乾
急
し
て
攣
す
べ
し
。
或
い
は
枢
折

脛
縦
し
て
、
地
に
任
せ
ず
。『
内
経
』
に
云
ふ
所
の
脈
痿

筋
痿
の
証
の
如
し
。
故
に
曰
く
、
久
し
く
し
て
痿
と
成
る
」
と
。
両
説

並
に
詳
密
な
る
を
覚
ゆ
。
蓋
し
虚
煩

は
是

陽
虚
の
致
す
所
に
し
て
、
建
中
の
煩
と
相
近
く
し
て
、
梔
豉
の
虚
煩
と
同
じ
か
ら
ざ
ら
ん
。
○
桉
ず
る
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に
苓
桂
の
二
湯
の
証
は
、
注
家

多
く
単
に
陽
虚
と
為
す
。『
輯
義
』
は
『
金
匱
』
を
援
い
て
、
以
て
其
の
淡
飲

ひ

為
る
を
確
か
に
す
。
今

又

真
武
の
証
を
以
て
、
同
一
の
情
機
を
為
す
。
特
に
牽
湊
の
似
し
。
然
し
反
覆

あ
き
ら

申
熟
す
れ
ば
、
理
は
然
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。

飲
邪
併
結

飲
邪
併
結
な
る
者
は
、
水
飲

邪
と
相
併
に
頑
結
す
、
是
な
り
。
亦

是

素

澼
飲

有
り
、
或
い
は
誤
治
に
因

つ
て
し
て
併
び
、
或
い
は
誤
に
因
ら
ず
し
て
併
ぶ
。
其
の
結
し
て
胸
中
に
在
る
者
は
、
結
胸

有
り
、
蔵
結

有

り
、
胸
に
寒

有
る
も
の
有
り
。
心
下
に
在
る
者
は
、
熱
実

有
り
、
冷
熱

調
は
ざ
る
も
の
有
り
。
要
は
皆

凝

固

一
処
な
る
者
な
り
。
飲

胸
膈
に
在
る
者
は
、
多
く
は
是

稠
涎
な
り
。
心
下
に
在
る
者
は
、
多
く
は
是

稀

水
な
り
。
治
に
緊
慢

有
り
、
亦

未
だ
此
に
由
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

結
胸
と
は
、
何
ぞ
や
。
飲
邪

相
結
し
、
以
て
胸
堂
に
盤
踞
し
、
遂
に
心
下
に
及
ぶ
、
是
な
り
。
『
明
理
論
』
に

曰
く
、
「
謂
ふ
所
の
結
は
、
繋
結
の
結
の
若
し
。
分
解
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
者
な
り
」
と
。
蓋
し
陽
明
の
病
の

類
変
な
ら
ん
。
而
し
て
其
の
証

更
に
等
差

有
り
。
大
陥
胸
湯
の
主
る
所
の
如
き
は
、
膈
内

拒
痛
し
、
心
中

懊
憹
し
、
心
下

因
つ
て
鞕
き
者
、
其
の
正
証
な
り
。
膈
痛
を
拈
む
者
は
、
僅
に
一
條
。
然
し
既
に
結
胸
と
名

づ
け
れ
ば
、
則
ち
其
の
義
自
づ
か
ら
寓
ま
る
。
其
の
来
た
る
こ
と
の
多
く
は
太
陽
の
病
の
誤
下
に
因
る
。
「
病

と
ど
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陽
に
発
し
て
、
反
つ
て
之
を
下
し
、
熱
入
つ
て
因
つ
て
結
胸
を
作
す
」
。
及
び
大
陥
胸
湯
の
條
に
、
其
の
義
見

る
べ
き
の
み
。
但
此
に
謂
ふ
所
の
陰
陽
は
、
殊
に
解
し
難
し
と
為
す
。
張
氏
既
に
之
を
疑
ふ
。
秦
氏
『
傷
寒
大

白
』
は
、
以
て
表
熱
の
軽
重
と
為
す
。
亦
未
だ
鬯
び
ず
。
軒
邨
嘗
て
謂
ふ
、
「
此
は
蓋
し
虚
実
の
み
な
ら
ん
」

の

と
。
当
時
其
の
説
を
詳
に
せ
ず
。
今
之
の
意
を
推
す
に
、
蓋
し
太
陽
中
に
就
い
て
、
其
の
人
の
虚
実
を
分
か
つ

こ
と
を
言
は
ん
。
其
の
人
実
し
て
飲
有
つ
て
、
邪
の
激
甚
だ
し
け
れ
ば
、
故
に
結
胸
を
作
す
。
其
の
人
虚
し
て

飲
有
つ
て
、
邪
の
激
微
な
れ
ば
、
故
に
痞
を
作
す
。
釈
す
る
所
是
の
如
し
。
亦
頗
る
穏
貼
な
る
を
覚
ゆ
。
○
『
金

鑑
』
は
、
「
数
な
れ
ば
則
ち
虚
と
為
す
」
の
句
を
以
て
剰
文
と
為
す
。
愚
謂
ふ
、
当
に
「
動
な
れ
ば
則
ち
痛
を

為
す
」
の
句
と
併
せ
刪
に
従
ふ
べ
し
。
動
数
の
動
は
、
宜
し
く
泛
く
講
ず
べ
し
。
蓋
し
「
脈
数
急
な
る
者
は
伝

ふ
と
為
す
」
の
「
急
」
字
と
一
例
な
ら
ん
。
亦
誤
下
に
因
ら
ざ
る
者
有
り
。
心
下
痛
み
之
を
按
じ
て
石
鞕
し
。

其
の
証
稍
重
し
。
「
傷
寒
十
余
日
、
熱
結
裏
に
在
る
」
の
條
、
亦
是
な
り
。
其
の
大
柴
胡
を
掲
ぐ
る
者
は
、
彼

の
証
も
亦
心
下
急
痞
鞕
等
有
つ
て
、
結
胸
と
相
疑
は
る
を
以
て
、
故
に
対
待
し
て
辨
を
為
す
。
往
来
寒
熱
は
、

大
熱
無
し
と
相
対
し
、
結
裏
に
在
り
は
、
水
結
胸
脇
に
在
り
相
対
す
。
但
頭
汗
出
づ
る
は
、
是
柴
胡
の
証
に
無

き
所
に
て
、
且
つ
水
結
の
字
を
挙
げ
て
、
以
て
結
胸
の
必
ず
水
飲
由
り
な
る
を
明
ら
か
に
す
。
重
ね
て
汗
し
て

復
た
下
し
て
自
り
な
る
者
有
り
。
心
下
従
り
少
腹
に
至
つ
て
鞕
満
し
て
、
痛
み
近
づ
く
べ
か
ら
ず
。
此

胃
実

を
兼
ぬ
。
其
の
証

最
も
重
し
。
以
上

軽
重
な
り
。
其
の
来
路
の
如
き
は
、
当
に
意
を
互
ひ
し
て
看
る
べ
し
。

必
ず
し
も
拘
ら
ず
。
少
陽
の
病

誤
治
に
自
る
者

有
り
。
半
夏
瀉
心
湯
の
條
、
特
に
二
証
と
為
し
て
辨
を
立
て
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ず
。
亦

少
陽

誤
下
し
て
、
猶
ほ
結
胸
及
び
痞
を
為
す
者

有
る
を
示
す
。
又

結
胸
は
、
太

少
の
併
病

自
り

の
者

有
り
。
然
し
大
陥
胸
の
主
る
所
に
非
ざ
る
似
し
。
蓋
し
軽
重

来
路
、
倶
に
異

有
る
と
雖
も
、
其
の
情

は
則
ち
一
な
ら
ん
。
故
に
均
し
く
此
の
方
を
用
ゐ
、
以
て
水
熱
を
駆
除
す
。
成
氏

謂
ふ
、
「
利
薬
中

此
を
駃

剤
と
為
す
。
信
に
然
ら
ば
、
蓋
し
利
薬

生
な
ら
ん
と
欲
す
。
大
承
気
の
主
は
大
黄
に
在
り
。
故
に
後
に
之
を

煮
る
。
此
の
湯

重
ね
て
甘
遂
に
在
り
。
故
に
先
づ
大
黄
を
煮
て
、
後

遂
を
内
れ
る
。
彼
は
急
に
し
て
此
は
緩

な
る
に
非
ず
」
と
。
尤
氏
に
承
気

陥
胸
の
辨

有
り
。
其
の
説

新
奇
に
し
て
確
か
な
ら
ず
。
仍
ほ
採
入
せ
ず
。

大
陥
胸
丸
の
証
の
如
き
は
、
是

其
の
併
結

稍

前
証
よ
り
軽
く
、
然
し
勢
い
上
に
連
甚
す
る
者
な
り
。
項
強

殊
に
甚
だ
し
く
、
其
の
状

痙
の
似
し
。
但

剛
痙
の
背
反
張
の
如
き
に
は
非
ず
。
故
に
柔
痙
の
状
の
如
し
と
云

ふ
。
喩
氏

曰
く
、
「
胸
邪

緊
逼
し
て
、
陥
胸
湯
を
以
て
之
を
下
さ
ば
、
恐
ら
く
は
過
ぎ
て
留
ま
ら
ず
。
即
ち

大
陥
胸
丸
を
以
て
之
を
下
す
。
又

恐
ら
く
は
滞
つ
て
行
か
ず
。
故
に
煮
て
滓
を
連
ね
て
之
を
服
す
。
然
し
邪

と
相
当
ら
ば
、
而
し
て
戦
勝

攻
取
の
略
を
施
す
べ
し
。
方
中
に
大
黄

芒
消

甘
遂
を
用
ゐ
る
を
観
る
に
、
峻

と
謂
ふ
べ
し
。
乃
ち
更
に
蒂
藶

杏
人
を
加
へ
、
以
て
肺
邪
を
射
る
。
而
し
て
上
行

其
の
急
な
る
は
、
煮
時

又

白
蜜
を
倍
加
し
、
以
て
留
恋
し
て
之
を
潤
導
す
。
而
し
て
下
行

其
の
緩
な
る
は
、
必
ず
此
の
意
を
識
り
、

始
め
て
方
を
用
ゐ
る
の
妙
を
得
る
。
○
桉
ず
る
に
陶
氏

曰
く
、
「
一
方
寸
匕

散
を
蜜
に
和
し
、
梧
子
の
如
き

を
得
る
こ
と
、
十
丸
を
准
と
し
度
と
為
す
。
弾
丸

及
び
鶏
子
黄
の
如
き
は
、
十
梧
子
を
以
て
之
を
准
ず
」
と
。

『
唐
本
』
注
に
云
ふ
、「
方
寸
匕

散
を
丸
と
為
し
、
梧
子
の
如
き
十
六
丸
を
得
る
。
弾
丸
の
如
き
は
一
枚
。
鶏
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子
黄
の
若
き
は
、
四
十
丸
を
准
と
す
」
と
。
今

弾
丸
は
鶏
子
黄
と
同
じ
。
此

甚
だ
同
じ
か
ら
ず
。
此
に
拠
ら

ば
、
弾
丸
大
は
、
正
し
く
十
六

梧
子
を
准
と
す
。
呉
氏
の
説
は
、
実
に
李
時
珍
の
陋
に
沿
ふ
の
み
。
又
「
丸
」

字
は
、
宋
代
に
諱
を
避
け
「
円
」
字
に
作
る
。
異
趣

有
る
に
非
ず
。
詳
し
く
は
愚
著
『
薬
治
通
義
』
中
に
開

く
。
茲
に
贅
せ
ず
。
小
結
胸
の
如
き
は
、
是

病

膈
に
及
ば
ず
。
最
も
軽
き
証
に
属
す
。
故
に
攻
下
を
仮
ず
。

然
し
亦

是

併
結
に
て
、
猶
ほ
陥
胸
の
法
を
須
ゆ
る
所
以
な
り
。
程
氏

曰
く
、
「
痞
証
も
亦

心
下

鞕
き
者

有
り
。
但

痛
ま
ざ
る
の
み
」
と
。
寒
実

結
胸
の
如
き
は
、
蓋
し
太
陰
の
類
変
に
係
ら
ん
。
此

膈
間

素
々
寒

涎

有
り
。
邪
気

内
に
陥
つ
て
、
相
化
し
て
実
と
為
る
。
或
い
は
是

膈
痛

心
下
鞕

等
の
証

有
り
。
其
の
勢

い
下
に
連
及
し
て
、
陽

猶
ほ
持
す
る
者
な
り
。
故
に
此
を
峻
利
す
。
尤
氏
も
亦

小
陥
胸
湯
、
及
び
亦

服
す

べ
し
の
七
字
を
疑
ふ
。
然
し
猶
ほ
誤
つ
て
文
蛤
散
の
條
に
接
す
。
○
陶
氏

曰
く
、「
巴
豆
は
、
打
破
し
其
の
皮

を
剥
ぎ
、
心
を
刮
去
す
。
爾
ら
ざ
れ
ば
人
を
し
て
悶
へ
し
む
」
と
。
本
々
寒
分

有
つ
て
、
之
を
下
し
て
結
胸

を
作
す
者
の
如
き
も
、
亦

是

寒
実
な
り
。
然
し
陽

素

虚
す
。
故
に
利
薬
に
宜
し
か
ら
ず
。
成
氏

曰
く
、「
心

下

結
満
す
る
を
以
て
、
臥
す
れ
ば
則
ち
気

壅
つ
て
愈
々
甚
だ
し
。
故
に
臥
す
る
こ
と
能
は
ず
し
て
、
但

起

き
ん
こ
と
を
欲
す
」
と
。
此
に
拠
ら
ば
、
則
ち
豈

支
飲

倚
息
と
機
を
同
じ
ふ
す
る
者
な
ら
ん
や
。
心
下

必

ず
結
す
る
は
、
銭
氏

以
て
梔
豉
の
類
証
と
為
す
。
愚

謂
ふ
此
は
太
陽
の
病
に
兼
ぬ
る
に
心
下

水

有
る
者
に

て
、
殆
ど
桂
枝
加
茯
苓
朮
湯
の
類
証
な
り
。
其
の
誤
下
し
て
結
胸
を
作
す
は
、
増
損
理
中
丸
を
須
ゆ
べ
し
。
即

ち
胸
痺
に
人
参
湯
を
用
ゐ
る
の
意
な
り
。
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蔵
結
と
は
、
何
ぞ
や
。
陰
実

上
結
し
て
、
結
胸
の
状
の
如
き
、
是
な
り
。
汪
氏
は
食
を
挟
む
か
食

無
き
か
を

以
て
、
結
胸

蔵
結
を
辨
ず
。
亦

未
だ
允
は
ず
。
尤
氏

曰
く
、
「
胸
は
高
く
し
て
蔵

下
し
、
胸
は
陽
に
し
て

あ

ひ
く

蔵

陰
な
り
。
病
の
状

同
じ
と
雖
も
、
而
し
処
る
所
の
位
は
則
ち
同
じ
か
ら
ず
」
と
。
是

汪
氏
の
謬
り
を
襲

ふ
。
又

汪
氏

謂
ふ
、「
蔵
結
は
之
を
按
じ
て
痛
ま
ず
」
と
。
尤
氏
は
則
ち
以
為
く
結
胸
の
状
の
如
き
者
と
は
、

結
胸
の
按
じ
て
痛
む
如
き
を
謂
ふ
と
。
是
に
近
し
。
此

亦

太
陰
の
類
変
な
り
。
乃
ち
寒
実

結
胸
と
、
相
似

て
異

有
り
。
蓋
し
深
痼

沈
著
に
し
て
、
宗
気
も
亦

衰
へ
ん
。
故
に
攻
下
に
任
せ
ず
。
要
す
る
に
錯
悪
の
最

極
な
る
者
な
り
。
此
の
証

僅
に
二
條
、
其
の
義
を
精
し
く
し
難
し
。
然
し
既
に
蔵
結
と
名
づ
け
れ
ば
、
則
ち

其
の
病

深
重
な
る
を
知
る
べ
し
。
且
つ
理
を
以
て
之
を
推
さ
ば
、
寒
実

結
胸
な
り
。
痰
涎

有
つ
て
相
得
る
。

蔵
結
な
れ
ば
則
ち
痰
涎

無
き
似
し
。
唯

是

寒
結
に
て
、
勢

君
主
に
逼
る
者
か
。
然
し
明
徴

無
し
。
姑
く

此
に
列
す
。
○
舌
上

白
胎

滑
の
者
と
、
舌
上

胎
滑
の
者
、
二
者
の
字
に
就
い
て
之
を
視
る
に
、
則
ち
蔵
結

は
胎

白
滑
な
ら
ず
し
て
、
黄
渋
な
る
者

有
る
似
し
。
又

陽
証

有
つ
て
、
往
来
寒
熱
し
、
其
の
人

躁
ぐ
者

有
る
似
し
。
寒
凝
に
は
豈

此
等
の
証
状

有
ら
ん
や
。
然
ら
ば
則
ち
二
者
の
字
は
当
に
虚
講
な
る
べ
し
。
曰
く

治
し
難
し
、
曰
く
攻
む
べ
か
ら
ず
。
並
に
蔵
結
の
治
し
難
く
攻
む
べ
か
ら
ざ
る
を
謂
ふ
。
特
り
舌
上

白
胎

滑

ひ
と

を
為
し
て
言
は
ざ
る
な
り
。
呉
氏
は
「
飲
食

故
の
如
く
、
時
時

下
利
す
」
の
八
字
を
削
る
。
蓋
し
「
飲
食

故
の
如
し
」
の
一
句
は
解
し
難
し
。
攷
を
俟
つ
。
○
「
太
陰
の
病
、
之
を
下
し
て
胸
下

結
鞕
す
」
は
、
此
と

相
近
し
。
『
金
匱
』
に
曰
く
、
「
病
者

萎
黄
し
、
燥
し
て
渇
せ
ず
、
胸
中

寒
実
し
て
、
利

已
ま
ざ
る
者
は
、
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死
す
」
も
、
亦

類
証
な
る
の
み
。
病

脇
下

素
々
痞

有
る
如
き
は
、
是

其
の
位

稍

殊
な
り
。
而
し
て
寒

凝
な
る
は
則
ち
一
な
り
。
故
に
其
の
称
を
同
じ
ふ
す
。

胸
に
寒

有
る
者
と
は
、
何
ぞ
や
。
瓜
蒂
散
の
証
の
如
き
が
、
是
な
り
。
此

亦

膈
中

頑
涎
、
邪
と
相
実
す
。

蓋
し
誤
下
に
自
ら
ざ
る
者
な
ら
ん
。
故
に
病
勢

上
に
甚
だ
し
。
以
て
寸
脈

微
浮
、
微
浮
、
以
て
病
位
を
験

あ
ら
は

す
。
曰
く
弦
遅
、
曰
く
乍
ち
緊
、
曰
く
乍
ち
結
と
は
、
並
に
其
の
実
を
徴
す
。
胸
中

痞
鞕
し
、
此

病
人

自

あ
ら
は

覚
の
情
な
り
。
気

喉
咽
を
衝
く
等
の
候
を
為
す
。
而
し
心
下
に
及
ば
ず
。
亦

痛
ま
ず
。
厥
陰
篇
の
、
心
下

満
ち
は
、
当
に
心
中

満
を
作
す
を
是
と
為
す
べ
し
。
其
の
閉

甚
だ
し
き
に
及
ん
で
、
陽
気

阻
格
し
、
以
て

厥
逆
を
致
す
。
即
ち
是

邪

高
く
結

甚
だ
し
。
因
つ
て
之
を
越
せ
ざ
る
を
得
ず
。
此
の
方
の
由
つ
て
設
く
る

所
な
り
。
瓜
蒂
は
至
つ
て
苦
く
、
其
の
能

味
に
存
す
。
吐
薬
の
最
峻
の
者
な
り
。
豆
の
腥
臭
は
、
人
を
し
て

悪
心
せ
し
む
。
豉
の
腐
臭
は
、
必
ず
胸
膈
に
泥
む
。
倶
に
上
涌
の
勢
い
を
助
く
る
に
資
す
。
王
氏
『
選
注
』
の

言
、
蓋
し
当
た
る
と
為
さ
ん
。
○
吐
の
一
法
は
、
汗
下
と
鼎
峙
す
。
誠
に
緊
要
と
為
す
。
然
し
本

是

六
病
の

正
対
に
非
ず
。
且
つ
宜
し
く
吐
す
べ
き
の
証
は
、
本
経
に
在
つ
て
特
に
三
條
。『
金
匱
』
も
亦

瘧
黄

宿
食

数

き
者
に
過
ぎ
ず
。
其
の
証

極
め
て
少
な
き
を
観
る
べ
し
。
汗
下
の
比
す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。

結

心
下
に
在
つ
て
、
熱
実
す
る
者

有
り
と
は
、
何
ぞ
や
。
十
棗
湯
の
証
の
如
き
が
、
是
な
り
。
亦

陽
明
の

類
変
に
係
る
。
其
の
病

脇
下
に
連
な
つ
て
、
水
と
邪
と
、
其
の
勢
い
倶
に
猛
し
。
此

駃
峻
に
非
ざ
る
に
自
り

て
、
豈

能
く
直
に
之
を
折
る
者
な
ら
ん
か
。
尤
氏

曰
く
、
「
『
金
匱
』
に
云
ふ
、
「
飲
後

水
流

脇
下
に
在
つ
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て
、
欬
吐
し
引
痛
す
。
之
を
懸
飲
と
謂
ふ
」
と
。
又

云
ふ
、「
病

懸
飲
な
る
者
は
、
十
棗
湯

之
を
主
る
」
と
。

此

心
下

痞
鞕

満
し
、
脇
下
に
引
き
痛
む
。
其
の
懸
飲

為
る
を
知
る
所
以
な
り
」
と
。
方
氏

曰
く
、
「
此

蓋
し
邪
熱

伏
飲
、
胸
脇
に
搏
満
し
、
結
胸
と
近
似
に
渉
る
と
雖
も
、
胃
実
と
は
則
ち
大
い
に
相
同
じ
か
ら
ず
」

と
。
喩
氏

曰
く
、「
此
の
証

結
胸
と
頗
る
同
じ
。
但

結
胸
は
、
邪

胸
に
結
し
、
其
の
位

高
し
。
此
は
心
下

及
に
脇
に
在
つ
て
、
其
の
位

卑
し
」
と
。
愚

謂
ふ
結
胸
は
、
瓜
帯
散

及
び
此
の
証
と
、
相
似
て
同
じ
か
ら

ず
。
病
に
臨
む
の
際
、
宜
し
く
精
認

体
察
す
べ
し
。
○
桉
ず
る
に
『
千
金
』
の
銭
匕
の
説
は
、
陶
隠
居
『
肘

後
百
一
方
』
序
に
本
づ
く
。「
平
旦
に
服
す
」、
諸
家

解

無
し
。
蓋
し
陰
気

未
だ
動
ぜ
ず
、
飲
食

未
だ
進
ま

ざ
る
の
時
は
、
薬
力

以
て
結
を
潰
や
し
易
か
ら
ん
。『
本
草
経
』
に
曰
く
、「
病

四
肢
の
血
脈
に
在
る
者
は
、

宜
し
く
空
腹
に
し
て
旦
に
在
る
べ
し
」
と
。
陶
隠
居

曰
く
、「
毒
利
薬
は
、
皆

空
腹
に
須
ゆ
」
と
。
孫
真
人

曰
く
、
「
凡
そ
利
湯
を
服
す
に
、
早
を
侵
す
こ
と
を
得
ん
と
欲
す
」
と
。
並
に
宜
し
く
参
商
す
べ
し
。
○
『
千

金
』
の
乾
棗
湯
、
腫

及
び
支
満

澼
飲
を
治
す
は
、
本
方
に
、
大
黄

黄
芩

甘
草

蕘
花
を
加
へ
、
水
煮
す
。『
本

草
図
経
』
に
曰
く
、「
胡
洽
は
水
腫
、
及
び
支
飲

澼
飲
を
治
す
。
大
黄

甘
草
を
加
へ
、
并
び
に
前

五
物
を
各

一
両
、
棗

十
枚
、
同
煮
す
る
こ
と
法
の
如
し
。
一
方
、
又

芒
消
を
加
へ
、
湯

成
つ
て
之
を
下
す
。『
聖
恵
』

の
婦
人

血
分
、
四
肢

浮
腫
、
心
腹

気
滞
、
飲
食
を
思
は
ず
ざ
る
を
治
す
、
芫
花
円
は
、
本
方
に
、
大
黄

青

橘
皮
を
加
へ
、
細
剉
し
、
米
醋

一
中
盞
を
以
て
、
旋
し
薬
を
銚
子

内
に
灑
ら
し
、
慢
火
に
炒
め
醋
を
し
て
尽

ち

き
さ
し
め
、
末
と
為
し
、
麪
糊
に
て
円
に
し
て
梧
子
の
大
い
さ
の
如
き
を
、
食
前
に
温
洒
を
以
て
七
円

下
す
。
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結

心
下
に
在
つ
て
、
冷
熱

調
は
ざ
る
者

有
り
と
は
、
何
ぞ
や
。
此
は
其
の
人

胃
気

素
々
弱
く
、
水
液

行

か
ず
し
て
、
誤
治
し
更
に
虚
し
、
胃
に
冷
熱

搏
ち
、
以
て
痞
鞕
を
為
す
者
、
是
な
り
。
大
抵

胃

素
々
寒
す

る
者
は
、
邪

陥
つ
て
必
ず
化
し
て
寒
と
為
る
。
今

胃

弱
し
と
雖
も
、
其
の
寒

未
だ
甚
だ
し
か
ら
ず
。
故
に

猶
ほ
此
の
証

為
り
。
喩
氏
は
「
病

陰
に
発
し
て
、
反
つ
て
之
を
下
し
、
因
つ
て
痞
を
作
す
」
を
解
し
て
曰
く
、

「
是
は
「
熱

入
る
」
の
文
を
省
く
と
し
、
以
て
意
を
見
る
な
り
」
と
。
此

銭
氏
と
同
じ
か
ら
ず
し
て
、
反
つ

て
允
愜
な
る
似
し
。
「
結
胸
と
成
る
所
以
の
者
」
の
一
句
も
、
亦
「
痞
と
成
る
」
の
字
を
略
し
て
言
ふ
似
し
。

ご
と

経
中
に
間
々
此
の
例

有
り
。
銭
注
は
恐
ら
く
鑿
ち
な
ら
ん
。
又

其
の
痞
を
作
す
と
云
ふ
者
は
、
只

飲
邪
併

結
の
痞
を
指
す
。
是

気
痞
を
該
言
せ
ず
。
銭
氏
以
て
三
瀉
心
の
証
と
為
す
者
は
、
是
な
り
。
蓋
し
虚
実

相
半

す
。
汪
氏
に
湿
熱

調
は
ず
、
虚
実

相
半
ば
す
の
語

有
り
。
故
に
病
勢

頗
る
緩
し
。
実
は
少
陽
の
類
変
に
係

る
。
其
の
治
法
の
如
き
は
、
温
凉

並
行
し
、
以
て
之
を
調
停
す
。
但

其
の
証
に
別

有
り
。
半
夏
瀉
心
湯
の

証
の
如
き
は
、
是

飲

盛
ん
な
る
者
な
り
。
生
姜
瀉
心
湯
の
証
の
如
き
は
、
是

寒

勝
る
者
な
り
。
甘
草
瀉
心

湯
の
証
の
如
き
は
、
是

虚

勝
る
者
な
り
。
瀉
心
湯
は
、
心
火
の
熱
を
瀉
す
に
非
ず
、
心
下
の
痞
を
瀉
す
る
な

り
。
此

本

雲
岐
子
の
説
な
り
。
又
『
明
理
論
』
に
曰
く
、「
気

結
し
て
散
ぜ
ず
、
壅
つ
て
通
ぜ
ず
、
結
胸
を

為
さ
ば
、
陥
胸
湯

直
達
の
剤
と
為
す
。
塞
つ
て
通
ぜ
ず
、
否
し
て
分
た
ず
、
痞
と
為
さ
ば
、
瀉
心
湯
分
解
の

剤
と
為
す
。
之
を
瀉
心
と
謂
ふ
所
以
の
者
は
、
心
下
の
邪
を
瀉
す
を
謂
ふ
な
り
。
痞
と
結
胸
と
は
、
高
下
に
有

り
。
云
云
」
と
。
愚

諸
注
を
攷
ふ
る
に
、
半
夏
の
証
は
特
り
熱

併
つ
て
、
生
姜

甘
草
の
二
証
は
熱

既
に
除
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く
似
し
。
然
し
痞
を
成
す
所
以
の
者
は
、
恐
ら
く
は
邪
熱

之
に
加
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
曰
く
、「
傷
寒

汗

出

で
て
解
し
て
後
、
胃
中

和
せ
ず
」
と
は
、
大
邪

既
に
解
す
を
言
ふ
に
過
ぎ
ず
。
曰
く
、「
此

熱
結
に
非
ず
。

但

胃
気

虚
し
、
客
気

上
逆
す
る
を
以
て
」
と
は
、
亦

是

結
胸

及
び
大
黄

黄
連
の
証
に
対
し
て
言
ふ
。

必
ず
し
も
些
か
な
熱
も
無
き
に
は
非
ず
。
「
心
煩
し
安
き
こ
と
を
得
ざ
る
」
を
観
て
、
見
る
べ
し
。
如
し
移
し

て
雑
病
の
痞
鞕
を
治
す
れ
ば
、
則
ち
芩

連
と
参

姜
と
倶
に
行
き
、
其
の
苦
は
唯

痞
を
瀉
す
る
の
用
に
存
し
、

其
の
清
凉
を
嫌
わ
ざ
る
な
り
。
○
甘
草
瀉
心
の
條
に
曰
く
、「
穀

化
せ
ず
」
と
。『
金
匱
』
水
気
篇
に
曰
く
、「
小

便

利
せ
ず
、
水
穀

化
せ
ず
、
面
目

手
足

浮
腫
す
」
と
。
即
ち
同
義
な
り
。
更
に
二
証
の
相
類
す
る
も
の
有

り
。
其
の
一
は
、
柴
胡
桂
枝
乾
姜
湯
の
証
の
如
き
が
、
是
な
り
。
此
の
病

太

少
に
渉
つ
て
、
飲
結
を
兼
ね
、

亦

冷
熱

共
に
有
る
者
な
り
。
此
の
條
は
、
諸
注

津

乏
す
と
為
し
て
解
す
。
然
し
て
今

験
す
に
飲
を
治
す

る
に
甚
だ
效
あ
り
。
因
つ
て
攷
ふ
。
曰
く
「
微
結
」、
曰
く
、「
小
便

利
せ
ず
」、
曰
く
「
渇
」
と
は
、
倶
に
水

気
の
徴
し
の
似
し
。
「
嘔
せ
ざ
る
」
は
、
水

胸
脇
に
在
つ
て
、
胃
を
犯
さ
ざ
る
故
を
以
て
な
り
。
「
但

頭
汗

出
づ
る
」
も
、
亦

邪
気

上
壅
の
候
な
り
。
蓋
し
乾
姜
は
寒
飲
を
温
散
し
、
牡
蛎

括
蔞
根
は
、
並
に
水
飲
を

逐
ふ
。
牡
蛎
沢
瀉
散
も
、
亦

此
の
二
味

有
り
。
其
の
理
は
一
な
り
。
先
兄
も
亦

嘗
て
之
を
言
ふ
。
仍
ほ
再

び
此
に
掲
ぐ
。
或
い
は
曰
く
「
「
微
結
」
の
字

著
落

無
し
」
と
。
蓋
し
心
下

微
結
の
省
文
な
ら
ん
。
其
の
一

は
、
旋
復
代
赭
湯
の
証
の
如
き
が
、
是
な
り
。
此
は
邪

解
し
て
、
胃

弱
く
飲
逆
す
る
者
な
り
。
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血
熱
瘀
血

血
熱
は
、
邪
熱

内
併
し
、
以
て
血
分
に
迫
る
、
是
な
り
。
蓋
し
熱
の
血
に
迫
ら
ん
。
或
い
は
血

故
道
を
失
し
、

擾
動

外
溢
す
。
或
い
は
熱
気

燔
灼
し
、
血
液

内
爍
す
。
其
の
外

溢
る
る
者
は
、
自
ら
衂
し
て
愈
ゑ
る
も
の

有
り
。
麻
黄
湯
を
用
ゐ
衂
し
て
解
す
る
も
の
有
り
。
此
の
條
の
「
目
瞑
」
は
、
蓋
し
目
眩
の
義
な
ら
ん
。「
瞑
」

と
「
眩
」、
古
に
は
相
通
用
す
。
魏
氏

曰
く
、「
陽
薬
を
以
て
陽
邪
を
治
す
。
能
く
陽
気

重
劇
を
致
し
て
、
衂

を
作
す
所
以
な
り
」
と
。
衂
し
て
猶
ほ
麻
黄
を
用
ゐ
る
も
の
有
り
。
尤
氏

曰
く
、「
必
ず
衂
さ
ん
と
欲
し
て
血

流
れ
ず
、
衂
す
と
雖
も
熱

解
せ
ざ
る
者
は
、
乃
ち
法
に
合
す
と
為
す
。
然
ら
ざ
れ
ば
其
の
陰

竭
き
ざ
る
者

有
る
靡
し
。
皆

是

表
に
属
す
者
な
り
。
鼻
衂
は
固
よ
り
表
鬱
の
一
証
な
り
。
之
を
兼
変
中
に
隷
く
は
宜
し
か

つ

ら
ず
。
今

其
の
亦

血
熱
に
係
る
を
以
て
、
故
に
因
つ
て
此
に
叙
し
、
以
て
後
段
の
諸
証
の
参
照
に
備
ふ
。
熱

上
焦
に
壅
つ
て
、
膿
血
を
吐
す
る
有
り
。
熱

下
焦
に
迫
つ
て
、
血

下
つ
て
愈
ゆ
る
有
り
。
裏

熱
し
て
衂
す

る
有
り
。
周
氏

曰
く
、「
邪

血
分
に
入
り
、
熱

経
に
甚
だ
し
。
故
に
水
に
漱
が
ん
と
欲
す
。
未
だ
府
に
入
ら

ず
。
故
に
嚥
む
こ
と
を
欲
せ
ず
」
と
。
桉
ず
る
に
陽
明
篇
の
衂
の
二
條
と
少
陰
篇
の
便
血
の
條
と
は
、
『
聖
恵

方
』
に
は
、
並
に
黄
芩
湯
を
擬
す
。
熱

陥
つ
て
裏
に
入
る
。
及
び
陰

陽
に
変
じ
て
、
便

血
、
如
し
く
は
便

膿
血
す
る
有
り
。
此
の
諸
証
、
数
條

下
ら
ず
し
て
、
皆

其
の
方

無
し
。
前
注

擬
す
る
所
、
或
い
は
確
か
な

る
こ
と
能
は
ず
。
臨
処
の
際
、
更
に
須
く
精
思
す
べ
し
。
皆

是

裏
に
属
す
者
な
り
。
更
に
淋
家

誤
汗
し
て
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便

血
す
る
有
り
。
火
逆
し
て
衂
し
、
如
し
く
は
吐
血
し
、
如
し
く
は
清
血
す
る
有
り
。
少
陰

誤
汗
し
て
、
血

口
鼻

自
り
出
づ
る
有
り
。
亦

並
に
裏
に
属
す
。
其
の
内
鑠
せ
る
者
は
、
衂
家

誤
汗
し
て
、
以
て
煎
熬
を
増

す
有
り
。
素

虚
せ
る
を
誤
つ
て
灸
し
、
血
脈
中
に
散
ず
る
有
り
。
黄
氏

曰
く
、
「
宜
し
く
陰
を
助
け
血
を
生

じ
火
熱
を
徹
す
べ
し
。
炙
甘
草
湯

小
柴
胡
加
括
蔞
実
」
と
。
桉
ず
る
に
後
方
は
疑
ふ
べ
し
。
厥
陰

誤
汗
し
、

口

傷
れ
爛
赤
す
、
及
び
熱
気

余
り
有
り
癰
膿
を
発
す
る
有
り
。
皆

是

営
血

傷
を
受
く
る
者
な
り
。
近
今

の
傷
寒
、
最
も
血
分

熱
灼
す
る
者

多
し
。
大
抵

素
稟

陽
臓
に
て
、
加
ふ
る
に
液
虧
を
以
て
し
、
或
い
は
発

汗

過
多
に
て
、
血
脈
を
迫
脅
す
る
に
自
り
す
。
而
し
て
其
の
証
治
は
、
膈
熱
と
出
入
、
必
ず
清
潤
を
要
す
。

是

深
く
経
旨
を
求
め
て
、
之
を
変
通
す
る
に
在
り
。

瘀
血
は
、
血

常
度
を
失
し
、
下
焦
に
瘀
畜
す
、
是
な
り
。
『
説
文
』
に
曰
く
、
「
瘀
は
、
績
血
な
り
。
疒
に
从

ひ
於
声
な
り
」
と
。
然
し
て
瘀
血
の
瘀
は
、
瘀
熱
の
瘀
と
、
恐
ら
く
は
其
の
義
を
同
じ
ふ
す
。
蓋
し
仲
景
の
書
、

或
い
は
説
文
に
従
ひ
難
き
者

有
り
。
「
痞
痛
す
る
な
り
」
の
類
の
如
し
。
蓋
し
邪
熱

血
中
に
壅
鬱
す
れ
ば
、

則
ち
相
搏
つ
て
瘀
と
為
る
。
唯

其
の
瘀
た
る
や
、
血
は
即
ち
水
の
類
な
り
。
故
に
必
ず
下
に
就
き
、
以
て
少

腹
に
結
せ
ん
。
其
の
証
に
結

日

浅
く
し
て
病
勢

劇
し
き
者

有
り
。
結

日

深
く
し
て
病
勢

慢
き
者

有
り
。

ゆ
る

之
を
治
す
る
の
法
は
、
随
つ
て
別

有
り
。
結

日

浅
く
し
て
病
勢

劇
し
き
者
は
、
挑
核
承
気
の
証
、
是
な
り
。

此
は
蓋
し
汗
を
失
し
て
従
り
、
邪
気

内
併
し
致
す
所
な
ら
ん
。
其
の
結

未
だ
緊
な
ら
ず
。
故
に
熱

未
だ
斂お

さ

ま
ら
ず
し
て
、
勢
い
殊
に
劇
し
。
此
の
方

亟
や
か
に
之
を
逐
利
す
所
以
な
り
。
膀
胱
は
、
猶
ほ
下
焦
を
言
ふ

す
み
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ご
と
し
。
蓋
し
胃
中

燥
屎

有
り
と
例
を
同
じ
ふ
せ
ん
。
必
ず
し
も
深
講
せ
ず
。
抵
当
湯
の
條
に
曰
く
、「
熱

下
焦
に
有
り
」
と
。
義
は
互
い
に
相
発
す
。
程
氏

曰
く
、「
此
の
條
の
小
便
に
及
ば
ざ
る
者
は
、「
血

自
ら
下

る
」
の
三
字

有
る
を
以
て
な
り
。
然
し
「
小
腹

急
結
」
の
処
に
、
包
ね
て
「
小
便

自
利
」
の
句

有
り
」
と
。

か

愚

謂
ふ
、
此
の
証

血

結
し
て
、
気
滞
に
非
ず
。
是

枳

朴
の
気
を
破
る
を
用
ゐ
ず
し
て
、
芒
消

甘
草
の
堅

を
軟
に
し
急
を
緩
め
る
を
取
る
所
以
な
り
。
結

日

深
く
し
て
病
勢

慢
き
者
と
は
、
抵
当
湯

丸
の
証
、
是
な

り
。
大
抵

亦

汗
を
失
し
て
自
り
し
て
、
其
の
結

既
に
緊
く
、
其
の
熱

既
に
斂
ま
る
。
故
に
勢
い
殆
ど
慢
し
。

か
た

お
さ

専
ら
之
を
破
潰
す
所
以
な
り
。
但

更
に
軽
重

有
り
。
是
を
以
て
湯

丸
の
分

有
り
。
六
七
日

表
証

仍
ほ
在

る
者
と
は
、
蓋
し
発
汗

徹
せ
ざ
る
の
故
の
み
な
ら
ん
。「
表
証

仍
ほ
在
」
の
一
句
の
内
、
外

解
せ
ざ
る
者
、

尚

未
だ
攻
む
べ
か
ら
ず
の
義

有
る
を
蘊
む
。
宜
し
く
桃
核
承
気
の
條
と
互
い
に
看
る
べ
し
。「
脈

微
に
し
て

沈
」
、
微
は
、
謂
ふ
所
の
沈
滞
し
て
起
き
ざ
る
の
状
に
て
、
微
弱
の
微
に
非
ず
。
楊
土
瀛

曰
く
、
「
血
を
挟
む

者
は
、
脈

来
つ
て
乍
ち
渋

乍
ち
数
、
閃
灼

明
滅
す
。
或
い
は
沈
細
に
し
て
隠
伏
、
是
な
り
」
と
。「
反
つ
て

結
胸
せ
ず
」
は
、
義

未
だ
瑩
ら
か
な
ら
ず
。
徐
氏

曰
く
、
「
表
邪

在
ら
ば
、
脈

宜
し
く
浮
な
る
べ
く
し
て

沈
。
脈

沈
な
れ
ば
、
胸

宜
し
く
結
す
べ
く
し
て
、
反
つ
て
結
せ
ず
。
証

極
め
て
疑
ふ
べ
し
。
乃
ち
少
腹

鞕

満
し
、
小
便

自
利
し
て
、
人

反
つ
て
狂
を
発
し
、
然
る
後

上
焦
の
表
、
証
脈

相
反
す
る
を
知
る
」
と
。
程

氏

曰
く
、「
微
沈
は
、
結
胸
の
脈
な
り
。
脈

沈
に
し
て
結
胸
せ
ざ
れ
ば
、
邪

已
に
入
る
こ
と
深
く
し
て
、
直

ち
に
下
焦
の
血
分
に
結
す
る
を
知
る
」
と
。
二
説

稍

通
ず
。
姑
く
之
に
存
す
。
○
「
狂
の
如
し
」
の
解
は
、
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柯
氏

是
と
為
す
。
此
の
「
如
」
字
は
、
「
舌
上

苔
の
如
き
」
の
「
如
」
字
と
同
語
例
な
り
。
桃
核
の
血
は
、

多
く
病
を
得
る
の
後
に
結
す
。
抵
当
の
血
は
、
多
く
病
を
得
る
の
先
に
結
す
。
山
田
正
珍

曰
く
、「
桃
核
承
気

は
、
邪

下
焦
に
結
し
て
、
血

之
が
為
に
行
か
ず
、
滞
つ
て
瘀
を
為
す
者
を
治
す
。
抵
当
湯

丸
は
、
素

瘀
血

有
っ
て
、
熱
邪

之
に
乗
ず
る
者
を
治
す
。
陽
明
篇
の
抵
当
湯
の
條
に
云
ふ
、
本

久
瘀
血

有
り
」
と
。
以
て

見
る
べ
し
」
と
。
徐
大
椿

曰
く
、
「
桃
核
承
気
は
、
乃
ち
瘀
血

将
に
結
す
べ
き
の
時
を
治
す
。
抵
当
は
、
乃

ち
瘀
血

已
に
結
し
て
の
後
を
治
す
」
と
。
桉
ず
る
に
徐
の
説

未
だ
切
な
ら
ず
。
然
し
未
だ
一
例
に
し
て
論
ず

べ
か
ら
ず
。
張
兼
善

曰
く
、「
或
い
は
云
ふ
、
桃
核
承
気
、
及
び
抵
当
湯
の
証
は
、
倶
に
下
焦
の
畜
血
に
係
る
。

中
間

軽
重

有
る
と
雖
も
、
未
だ
何
に
縁
つ
て
此
を
致
す
か
審
な
ら
ず
。
此

皆

発
汗

未
だ
其
の
宜
し
き
を

得
ず
、
或
い
は
当
に
汗
す
べ
き
を
汗
せ
ず
、
或
い
は
汗

遅
く
、
或
い
は
脈

盛
ん
な
る
に
汗

微
な
く
、
或
い

す
く

は
覆
蓋
し
週
ら
ず
し
て
汗
せ
ず
。
其
の
太
陽
の
邪
、
従
つ
て
出
づ
る
こ
と
無
し
。
故
に
経
に
随
つ
て
府
に
入
り
、

膀
胱
に
結
す
」
と
。
桉
ず
る
に
抵
当
湯
の
條
は
、
既
に
表
証

仍
ほ
在
り
の
語

有
つ
て
、
失
汗

蓄
血
す
。『
脈

経
』
及
び
陳
延
之

芍
薬
地
黄
湯

主
療
に
既
に
之
を
言
ふ
。
巣
氏

諸
家
も
、
亦

屡
々
其
の
説

有
り
。
且
つ

之
を
病
者
に
験
す
に
、
益
々
張
氏
の
言

誣
ら
ざ
る
を
知
る
。
之
を
要
す
れ
ば
病

下
に
在
る
と
雖
も
、
均
し

い
つ
は

く
是

実
に
属
す
。
乃
ち
陽
明
の
類
変
な
り
。
陽
明
篇
、
「
病
人

表
裏
の
証

無
し
」
の
條
、
『
明
理
論
』
に
詳

説

有
り
。
宜
し
く
参
ず
べ
し
。
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熱
入
血
室

熱

血
室
に
入
る
と
は
、
婦
人

月
事
、
邪
と
相
適
き
、
熱

子
戸
に
乗
ず
、
是
な
り
。
適
来

自
り
す
る
者

有

ゆ

り
。
適
断

自
り
す
る
者

有
り
。
曰
く
婦
人

中
風
、
曰
く
婦
人

傷
寒
、
倶
に
是

文
を
互
へ
て
意
を
見
る
。

適
来
す
る
者
は
、
病
を
得
る
の
際
、
月
事

方
に
来
る
者
な
り
。
「
婦
人

傷
寒

発
熱
」
、
是
「
悪
寒
」
の
字
を

省
く
。
「
経
水

適
来
」
の
下
、
「
之
を
得
て
七
八
日
」
の
字
を
蘊
む
。
適
断
す
る
者
は
、
未
だ
病
を
得
ざ
る
前

に
、
月
事

已
に
来
り
て
、
病
を
得
て
方
に
断
つ
者
な
り
。
「
経
水

適
断
」
の
四
字
は
、
当
に
「
七
八
日
」
の

上
に
在
る
べ
し
。
倘
し
「
七
八
日
」
の
後
に
適
断
す
る
者
な
れ
ば
、
則
ち
其
の
来
る
や
必
ず
病
を
得
る
の
初
め

に
在
り
。
是

適
来
と
何
を
か
別
た
ん
。
志
聡
の
説

恐
ら
く
は
未
だ
当
ら
ず
。
唯

文
勢

体

有
り
、
錯
易
を

要
せ
ず
。
適
来
は
血

結
せ
ず
、
適
断
は
則
ち
結
す
。
程
氏

方
氏
の
説

見
る
べ
し
。
之
を
治
す
る
の
法
、
適

来
は
、
則
ち
曰
く
期
門
を
指
す
。
曰
く
胃
気

及
び
上
二
焦
を
犯
す
こ
と
無
く
し
て
、
方
薬
を
示
さ
ず
。
然
し

小
柴
胡
を
除
い
て
、
他
に
相
当
す
る
も
の
無
し
。
龎
氏
は
「
及
二
焦
」
の
三
字
を
刪
つ
て
、
曰
く
、
「
先
づ
小

柴
胡
湯
に
宜
し
。「
愈
ゆ
べ
し
」
は
「
期
門
を
刺
す
べ
し
」
に
。（
愈
ゆ
べ
し
は
、
当
に
愈
ゑ
ざ
る
べ
し
な
る
べ

し
）」
と
。
郭
氏

曰
く
、「
常
氏

云
ふ
、
其
の
実
す
る
に
随
つ
て
瀉
す
。
鍼
家
は
当
に
瀉
法
を
行
ふ
べ
し
と
。

亦

小
柴
胡
湯
を
用
ゐ
る
も
可
な
り
」
と
。
又

曰
ふ
、「
上
焦

中
焦
は
、
営
衛
の
出
づ
る
所
な
り
。
自
づ
か
ら

愈
ゑ
ざ
る
者
の
如
き
は
、
小
柴
胡
湯
を
服
す
」
と
。
許
氏
『
本
事
方
』
に
、
適
来
の
証
を
治
す
る
に
、
小
柴
胡
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加
地
黄
湯
を
用
ゐ
た
る
治
験

有
り
。
陳
氏
『
婦
人
良
方
』
に
曰
く
、「
胃
気
を
犯
す
こ
と
無
き
者
は
、
下
す
べ

か
ら
ず
と
言
ふ
な
り
。
小
柴
胡
湯

之
を
主
る
。
若
し
湯
の
行
く
こ
と
遅
け
れ
ば
、
則
ち
熱

胃
に
入
つ
て
津
を

し
て
燥
せ
し
む
。
中
焦

上
焦

栄
へ
ず
、
血

結
胸
の
状
を
成
さ
ば
、
須
く
当
に
期
門
に
鍼
す
べ
し
」
と
。
並

に
以
て
徴
す
べ
し
。
且
つ
傷
寒

発
熱
の
條
に
、
汪
氏

曰
く
、
「
此

汗
吐
下
の
三
法
、
皆

用
ゐ
る
べ
か
ら
ざ

る
を
言
ふ
な
り
。
必
ず
や
小
柴
胡
湯
を
与
へ
、
以
て
邪
熱
を
和
解
す
。
斯
に
其
の
経

調
は
ず
し
て
、
経
血

調

ひ
、
讝
語

等
の
証
、
治
せ
ず
し
て
愈
ゆ
」
と
。
銭
氏

徐
大
椿
の
説
も
亦

同
じ
。
是
と
為
す
。
蓋
し
病

讝
語

し
鬼
状
を
見
る
如
き
に
至
ら
ば
、
未
だ
薬

勿
く
自
づ
か
ら
愈
ゆ
る
者

有
ら
ざ
ら
ん
。
必
ず
「
自
愈
」
の
一
句

は
、
胃
気

及
び
上
二
焦
を
犯
す
こ
と
無
し
と
為
し
て
発
す
る
な
り
。
方
氏
は
以
て
紅
汗
の
類
と
為
す
。
恐
ら

く
は
然
ら
ず
。
又

或
い
は
曰
く
、
二
焦
の
二
は
、
衍
文
な
り
と
。
胃
気
を
犯
す
と
は
、
下
を
言
ふ
。
上
焦
は
、

吐
を
言
ふ
。
適
断
は
、
則
ち
血
結
に
属
す
と
雖
も
、
而
し
敢
へ
て
之
を
攻
め
ざ
る
者
は
、
僅
に
是

血
道

邪
の

為
に
渋
滞
し
、
瘀
畜

有
る
に
非
ず
。
故
に
小
柴
胡
湯
に
て
、
以
て
其
の
熱
を
清
さ
ば
、
則
ち
結

自
づ
か
ら
散

ず
。
小
柴
胡
は
血
熱
を
解
す
と
の
、
楊
士
瀛
の
説
は
当
る
と
為
す
。
即
ち
『
広
要
』
中
に
拈
ず
。
『
医
学
読
書

記
』
に
も
亦

曰
く
、
「
血
結
も
亦

能
く
寒
熱
を
作
す
。
柴
胡

亦

能
く
血
熱
を
去
る
。
独
り
和
解
の
謂
の
み

な
ら
ず
。
之
を
要
す
れ
ば
此
の
二
証
は
、
倶
に
邪

血
を
遏
ち
て
、
遂
に
胸
脇
を
拒
む
。
実
は
少
陽
の
類
変
な

た

り
。
更
に
一
証

有
り
。
陽
明
の
病

下
血

讝
語
す
る
者
、
是
な
り
。
此

胃
実
の
熱
、
血
に
迫
つ
て
下
奪
し
、

血
室

随
つ
て
空
に
、
邪

随
つ
て
乗
じ
て
入
る
者
に
て
、
其
の
機

稍

前
証
と
異
な
り
。
然
も
亦

恐
ら
く
は
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柴
胡
の
宜
し
き
所
な
ら
ん
。
但

胃
実
の
軽
重
、
須
く
加
察
す
べ
き
所
な
ら
ん
。

風
湿

風
湿
は
、
太
陽
の
病
に
し
て
湿
邪
を
兼
ね
る
、
是
な
り
。
風
は
中
風
の
風
に
非
ず
。
蓋
し
風
寒
を
総
括
す
る
詞

な
ら
ん
。
病
を
得
る
の
初
め
、
両
邪

相
合
し
、
湿
性

濡
滞
す
る
を
以
て
、
故
に
数
日
の
間
、
猶
ほ
骨
節
に
淹

留
し
て
、
其
の
衛

虚
し
、
其
の
寒

亦

甚
だ
し
。
「
八
九
日
」
の
三
字
は
、
当
に
「
風
湿

相
搏
」
の
句
と
位

を
易
へ
て
看
る
べ
し
。
「
傷
寒

五
六
日

中
風
」
、
及
び
「
婦
人

中
風

七
八
日
」
云
云
、
経
水

適
断
す
る
者

は
、
倶
に
同
例
な
り
。
治
す
る
に
宜
し
く
温
め
発
す
べ
し
。
而
し
て
証
に
軽
重

有
り
。
故
に
桂
枝
附
子
、
甘

草
附
子
の
二
湯
を
設
く
。
桂
枝
附
子
湯
の
証
に
、
嘔
せ
ず
渇
せ
ざ
る
を
挙
げ
る
者
は
、
蓋
し
既
に
数
日
を
経
る

を
以
て
、
人

其
の
邪

陥
ら
ん
か
と
疑
ひ
、
然
し
病

猶
ほ
表
に
在
る
。
故
に
此
の
二
候
を
掲
げ
、
以
て
裏
に

邪

無
き
の
徴
と
為
す
。
甘
草
附
子
湯
の
証
の
短
気
、
前
注
に
邪

胸
膈
に
在
る
者
と
為
す
。
是
に
非
ず
。
『
金

匱
』
歴
節
に
、
亦

此
の
証

有
り
。
倶
に
是

表

邪
遏
を
被
り
、
裏
気

暢
び
ざ
る
の
致
す
所
な
り
。
如
し
裏

に
素

熱

有
る
者
な
れ
ば
、
桂
を
去
つ
て
朮
を
加
ふ
の
法

有
り
。
桂
を
去
り
朮
を
加
ふ
の
義
、
尤
氏
の
解

稍

妥
る
。
『
金
匱
注
』
と
同
じ
。
故
に
拈
出
せ
ず
。
舒
氏
「
大
便

堅
」
を
改
め
、
「
大
便

溏
」
と
為
さ
ん
と
欲

す
。
誤
り
な
り
。
蓋
し
裏
に
湿

有
る
者
は
、
大
便

滑
洩
し
、
小
便

利
せ
ず
。
此

其
の
常
な
ら
ん
。
今

大
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便

堅
く
、
小
便

自
づ
か
ら
利
す
る
者
は
、
是

湿

唯

表
に
在
つ
て
、
裏

素

熱

有
る
を
知
る
。
因
つ
て
桂

を
去
つ
て
用
ゐ
ず
。
然
し
既
に
桂

無
け
れ
ば
、
則
ち
殊
に
外
散
の
能

少
な
し
。
故
に
之
に
易
へ
る
に
朮
を
以

て
す
。
方
後
に
曰
く
附
子

朮
は
併
に
皮
内
を
走
る
。
則
ち
此
の
方
の
朮
は
、
是

表
湿
を
発
す
る
と
為
し
て
、

脾
を
燥
す
と
為
さ
ざ
る
こ
と
明
か
な
り
。
仲
景
の
時
、
朮
に
蒼

白
の
分

無
し
。
未
だ
其
の
用
ゐ
る
所
何
と
為

す
か
を
知
ら
ず
。
然
し
今
の
世
に
在
ら
ば
、
則
ち
二
朮

宜
し
き
に
随
ひ
妙
と
為
す
。
此
の
方
、
及
び
甘
草
附

子
湯
は
、
並
に
蒼
朮
を
用
ゐ
て
、
正
に
其
の
効
を
見
る
。
施
氏
『
続
易
簡
方
』
に
辨
ず
る
所

甚
だ
精
し
。
今

左
に
拈
む
。
曰
く
、
「
夫
れ
湿
を
去
る
に
朮
を
以
て
主
と
為
す
。
古
方

及
び
『
本
経
』
に
、
止

朮
と
言
ふ
。

未
だ
嘗
て
蒼

白
の
分

有
ら
ず
。
陶
隠
居

朮
に
両
種

有
る
と
言
ふ
自
り
、
後
人

白
き
者

得
難
き
を
以
て
、

故
に
貴
び
て
之
を
用
ゆ
。
殊
に
知
ら
ず
白
朮

肉

厚
く
し
て
味

甘
し
。
甘
は
脾
に
入
り
、
能
く
緩
し
て
気
を

養
ふ
。
凡
そ
気
を
養
ひ
中
を
調
ふ
に
、
則
ち
相
宜
し
き
の
み
。
蒼
朮
は
肉

薄
く
し
て
、
味

辛
烈
な
り
。
辛
烈

な
れ
ば
気
を
走
ら
せ
て
外
を
発
す
。
凡
そ
風
を
治
し
湿
を
去
る
に
於
い
て
、
則
ち
相
宜
し
き
の
み
」
と
。
又

中
西
惟
忠
も
亦

此
の
方
の
朮
、
之
を
発
表
に
取
つ
て
論
ず
。
文

冗
に
て
録
さ
ず
。
○
方
後
の
、「
法

当
に
桂

を
加
ふ
べ
き
」
以
下

五
十
二
字
は
、
『
金
匱
』
に
無
き
所
な
り
。
風
湿
の
病
は
、
止

是
の
証
の
み
な
ら
ず
。

其
の
詳
は
『
雑
病
論
』
中
に
在
り
。
此
れ
唯

梗
概
を
存
す
の
み
。
再
び
此
の
二
條
の
証
を
詳
に
せ
ば
、
倶
に

湿
病
の
表
虚
寒
に
属
す
る
者
に
て
、
蓋
し
少
陰
直
中
と
、
其
の
情

相
似
て
、
其
の
機
は
則
ち
同
じ
か
ら
ず
。
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湿
熱
寒
湿

湿
熱
は
、
水
湿

内
に
瘀
し
、
熱
気

熏
蒸
し
、
相
鬱
し
黄
を
発
す
、
是
な
り
。
此

猶
ほ
陽
明
の
病
に
て
、
唯

燥
湿
の
分

有
り
。
瘀
熱
は
、
唯

発
黄

及
に
蓄
血
に
於
い
て
之
を
称
す
。
銭
説

信
ず
べ
し
。
徐
氏

亦

曰
く
、

「
凡
そ
瘀
字
を
言
ふ
は
、
湿
を
挟
む
の
義

有
り
」
と
。
瘀
を
攷
ふ
る
に
、
淤
字
は
疒
に
从
ふ
に
係
る
。『
説
文
』

に
曰
く
、「
淤
は
、
澱
滓

濁
泥
に
て
、
水
に
从
ひ
於
声
な
り
」
と
。
蓋
し
其
の
人

州
都

通
ぜ
ず
、
内
に
水
湿

を
蓄
へ
て
、
病
を
得
て
後
、
胃
熱

相
醸
し
、
以
て
重
濁
を
為
し
、
殆
ど
淤
泥
の
黏
濘
の
如
し
。
是

鬱

甚
だ

し
く
黄
を
成
す
所
以
な
り
。
故
に
茵
蔯
蒿
湯
を
以
て
、
湿
熱
を
逐
除
す
。
茵
蔯
蒿
湯
の
條
。
其
の
一
に
腹
満

不
大
便
を
言
は
ざ
る
者
は
、
省
文
な
り
。
蓋
し
茵
蔯
は
清
熱
中
の
燥
薬
と
為
す
。
故
に
的
に
湿
熱
を
解
す
。
又

ま
さ

此
の
湯
を
用
ゐ
て
後
、
大
便

必
ず
利
し
、
胃
熱

能
く
散
じ
、
則
ち
湿

小
便

自
り
去
る
。
故
に
皂
角
汁
の

状
の
如
き
は
、
湿

即
ち
水
の
類
な
る
を
以
て
な
り
。
○
水

一
斗
二
升
、
煮
て
三
升
に
至
る
。
殊
に
過
濃
な
る

を
覚
ゆ
。「
二
升
」
の
二
字
、
無
き
者
は
勝
る
と
為
す
。
更
に
二
証

有
り
。
其
の
一
は
、
前
証
に
し
て
未
だ
内

実
せ
ざ
る
者
に
て
、
単
に
之
を
清
凉
す
、
梔
子
柏
皮
湯
の
証
、
是
な
り
。『
全
嬰
方
論
』
の
、
柏
皮
湯
、
小
児

衂
血
、
一
二

勝
に
至
り
悶
絶
す
る
を
治
す
は
、
即
ち
本
方
な
り
。
其
の
一
、
湿
熱

外
に
迫
る
者
に
て
、
専

ら
之
を
発
散
す
、
麻
黄
連
軺
赤
小
豆
湯
の
証
、
是
な
り
。
先
教
諭
の
弟
子

西
仲
潜

曰
く
、
「
比
の
二
條
は
、

証
方

互
錯
せ
り
。
瘀
熱

裏
に
在
ら
ば
、
理
は
表
を
発
す
る
に
宜
し
か
ら
ず
。
必
ず
是

梔
柏
湯
の
証
な
り
。
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身
黄

発
熱
す
れ
ば
、
即
ち
表
候
と
為
す
。
殆
ど
即
ち
赤
小
豆
湯
の
証
な
り
」
と
。
此

前
人
の
未
だ
言
は
ざ
る

所
に
て
、
殊
に
理

有
る
似
し
。
雲
岐
子
は
此
の
三
湯
を
以
て
三
陽
に
配
す
。
亦

互
い
に
徴
す
る
に
足
る
。
○

先
友

伊
沢
信
恬

曰
く
、「
連
軺
は
、
即
ち
連
翹
な
り
。『
本
草
経
』
に
載
る
所
の
物
は
、
而
し
其
の
根
に
非
ず
。

『
千
金
』
及
び
『
翼
』
は
、
並
に
連
翹
に
作
る
。
『
爾
雅
』
に
、
「
連
は
、
異
翹
な
り
」
と
。
郭
璞

注
し
て
、

一
名

連
苕
な
り
と
。
皆

証
を
取
る
べ
し
。
且
つ
『
詩
』
陳
風
に
、「
卭
に
旨
苕

有
り
」
を
、
陸
璣

疏
し
て
、

「
苕
は
、
苕
饒
な
り
。
幽
州
人

之
を
翹
饒
と
謂
ふ
」
と
。『
漢
書
』
礼
楽
志
に
、「
兼
ね
て
雲
招
給

南
郊
に
祠

す
」
を
、『
顔
師
古
注
』
に
、「
招
は
、
読
翹
と
同
じ
」
と
。『
文
選
』
呉
都
賦
に
、「
関
を
翹
し
鼎
を
扛
」
を
、

李
善

注
し
て
、「
列
子

曰
く
、
孔
子

勁
く
し
て
能
く
国
門
の
関
を
招
く
。
而
し
て
肻
へ
て
力
を
以
て
聞
か
ず
。

此
に
拠
つ
て
、
翹
、
苕
、
軺
、
実
は
一
声
な
り
」
と
。
此
の
説

覈
と
為
す
。
又
『
金
鑑
』
に
曰
く
、
「
梓
皮

無
か
ら
ば
、
茵
蔯
を
以
て
之
に
代
ふ
」
と
。
愚

意
ふ
に
李
中
梓
の
桑
白
皮
を
以
て
之
に
代
ふ
に
如
か
ず
。

寒
湿
は
、
其
の
人

素

胃

寒
し
湿

有
り
。
邪
気

相
鬱
し
黄
を
為
し
、
穀
癉
、
及
び
寒
湿

裏
に
有
る
の
証
の

如
き
が
、
是
な
り
。
此

太
陰
の
病
の
類
変
に
し
て
、
寒
も
亦

黄
を
発
す
る
者
に
て
、
猶
ほ
是

鬱
黷
の
致
す

所
な
り
。
此
の
証
、
後
世

名
づ
け
て
陰
黄
と
為
す
。
韓
祗
和
の
方
説

殊
に
詳
し
。

傷
寒
論
述
義
巻
第
四
終
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傷
寒
論
述
義
巻
第
五

周
波
元
堅

学

述
霍
乱

霍
乱
編

本
経
に
在
る
も
、
未
だ
意
の
義

審
な
ら
ず
。
汪
氏
は
以
て
『
雑
病
論
』
の
錯
す
る
所
と
為
す
。
或
い

は
曰
く
、
「
厥
陰
篇
に
吐
利
の
諸
條

有
り
。
後
人

霍
乱
も
亦

吐
利

有
る
を
以
て
、
仍
ほ
雑
病
中
に
摭
ひ
、

ひ
ろ

以
て
其
の
後
に
附
く
。
正
に
痙

湿

暍
は
倶
に
表
証

有
り
。
故
に
掲
ぐ
る
に
太
陽
の
前
に
在
る
と
其
の
例

同

じ
。
但

彼
は
則
ち
『
金
匱
』
に
具
載
し
、
此
は
則
ち
『
金
匱
』
に
録
さ
ず
。
故
に
今
の
人

其
の
雑
病
論
の
遺

為
る
を
知
る
者

無
し
。
且
つ
『
脈
経
』
霍
乱

転
筋
を
叙
す
に
、
百
合

狐
惑
の
後
、
中
風

歴
節
の
前
に
在

り
。『
外
台
』
は
本
篇
を
引
い
て
、
曰
く
第
十
七
巻
中
に
出
づ
。
並
に
徴
す
べ
き
な
り
」
と
。
此
の
説

是
の
似

し
。

霍
乱
は
、
内
に
傷
ら
る
る
所

有
り
、
外
に
感
ず
る
所

有
り
、
揮
霍
の
間
、
便
ち
撩
乱
を
致
す
、
是
な
り
。
霍

乱
の
因
る
所
は
、
『
巣
源
』
『
千
金
』
に
、
其
の
説

明
覈
な
り
。
蓋
し
諸
々
『
肘
後
』
に
本
づ
か
ん
。
之
を
要

す
れ
ば
内
に
飲
食

宿
滞

無
け
れ
な
、
何
を
以
て
腹
痛

吐
瀉

有
ら
ん
。
外
に
邪
気

感
触
す
る
こ
と
無
け
れ
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ば
、
何
を
以
て
揮
霍

撩
乱

有
ら
ん
。
外
内

相
搏
つ
て
発
す
る
を
知
る
べ
し
。
其
の
病

大
抵

夏
秋
に
多
し

と
為
し
、
或
い
は
傷
暑
に
因
り
、
或
い
は
覆
を
失
し
て
冷
を
受
く
る
に
因
つ
て
、
然
し
春
温

冬
寒
に
も
、
亦

間
々
之

有
り
。
蓋
し
其
の
邪

一
な
ら
ず
と
雖
も
、
唯

飲
食

傷
る
れ
ば
、
則
ち
均
し
く
免
れ
ざ
る
所
を
云
ふ
。

○
伊
沢
信
恬

曰
く
、「
『
易
説
』
に
、
穀
雨
の
気

当
に
至
る
べ
く
し
て
至
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
霍
乱

多
し
と
。『
春

秋
考
異
郵
』
に
、
襄
公

荊
に
朝
し
、
士
卒

歳
に
度
し
、
愁
悲

時
を
失
す
。
泥
雨

暑
湿
、
霍
乱
の
病

多
し

と
。
（
並
に
『
太
平
御
覧
』
引
く
）
『
漢
書
』
厳
助
伝
に
、
「
夏
月

暑
時
、
欧
泄

霍
乱
の
病
、
相
随
つ
て
属
す

な
り
」
と
。
此

霍
乱
の
名
、
古
書
に
見
る
者
も
、
亦

以
て
霍
乱

所
因
の
攷
証
に
資
す
べ
け
ん
。
其
の
証
、

内
に
し
て
清
濁

相
干
し
、
心
腹

撹
刺
し
、
上
に
吐
し
下
に
瀉
す
。
『
霊
枢
』
経
脈
篇
、「
足
太
陰
の
別
、
名
づ

け
て
、
公
孫
と
曰
く
。
云
云
。
厥
気

上
逆
す
れ
ば
則
ち
霍
乱
す
」
又

五
乱
篇
、
「
清
気

陰
に
在
り
、
濁
気

陽
に
在
り
。
営
気

脈
に
順
ひ
、
衛
気

逆
行
し
、
清
濁

相
干
す
。
云
云
。
腸
胃
を
乱
さ
ば
、
則
ち
霍
乱
を
為

す
」
王
肯
堂

曰
く
、「
巣
氏

乃
ち
此
の
一
條
に
因
る
」
と
。
○
霍
乱

必
ず
腹
痛

有
り
。
経
に
言
は
ざ
る
は
、

蓋
し
文
を
省
く
な
ら
ん
。
外
は
而
し
邪
正

相
搏
ち
、
発
熱
し
頭
痛
し
身
疼

悪
寒
す
。
成
氏
は
此
の
諸
証
を
以

て
、
霍
乱
に
傷
寒
を
兼
ぬ
る
と
為
す
。
是
に
非
ず
。
尤
氏
は
「
又

利

止
み
復
た
更
に
発
熱
す
」
を
注
し
て
曰

く
、
「
利

止
み
裏

和
す
る
に
迨
ば
ば
則
ち
邪
気

復
た
還
つ
て
表
に
之
き
て
、
発
熱
を
為
す
。
今
の
人

吐
利

お
よ

の
後
、
往
往

発
熱
し
煩
渇
す
る
者
は
、
是
な
り
」
と
。
治
を
施
す
の
法
は
、
裏
を
以
て
急
と
為
さ
ば
即
ち
先

づ
其
の
裏
を
温
む
の
例
な
り
。
其
の
病

軽
き
者
は
、
熱

多
き
と
寒

多
き
の
分

有
り
。
倶
に
胃
湿
を
去
る
を
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以
て
要
と
為
す
。
而
し
て
五
苓

理
中
の
別

有
り
。
寒
熱

分
関
、
亦

其
の
人

胃
気

強
弱
に
在
り
。
然
し
傷

寒

寒
熱
の
異
に
比
さ
ず
。
倶
に
是

中
焦

清
濁

相
干
す
者
な
り
。
故
に
治
方

敢
へ
て
清
凉

温
補
上
に
在
つ

て
、
分
た
ず
。
唯

胃
湿
を
去
る
を
以
て
第
一
義
と
為
す
。
縦
へ
ば
其
の
邪
熱

相
得
て
、
水
を
飲
ま
ん
と
欲
す

る
者
も
、
亦

水
穀
を
分
清
し
、
以
て
之
を
治
と
為
す
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
蓋
し
五
苓
散
を
用
ゐ
、
水
を
し
て

膀
胱

従
り
去
ら
し
む
れ
ば
、
則
ち
清
濁

自
づ
か
ら
分
れ
、
吐
瀉

自
づ
か
ら
止
み
て
、
邪
も
亦

従
つ
て
解
す
。

如
し
其
の
胃

虚
寒
す
れ
ば
、
則
ち
理
中
丸
を
以
て
寒
を
散
じ
胃
を
温
む
れ
ば
、
則
ち
寒
湿

去
つ
て
、
中
焦

和
す
。
徐
大
椿

謂
ふ
所
の
五
苓
の
其
の
清
濁
を
分
か
つ
所
以
、
理
中
の
陽
を
壮
ん
に
す
所
以
の
者
と
は
、
深

く
其
の
理
を
得
。
『
神
農
本
草
経
疏
』
に
曰
く
、
「
朮

能
く
湿
を
燥
し
、
湿

去
ら
ば
則
ち
脾

健
な
り
。
故
に

補
と
曰
く
。
寧
ろ
知
る
脾

虚
し
て
湿
邪

無
き
者
は
、
之
を
用
ゆ
れ
ば
反
つ
て
脾
家
の
津
液
を
燥
竭
す
る
こ
と

を
致
す
。
是

脾
陰
を
損
な
ふ
な
り
。
何
ぞ
補
の
云
に
足
ら
ん
や
」
と
。
亦

篤
論
な
り
又
『
簡
易
方
』
理
中
円

下
に
曰
く
、「
其
の
円
な
る
者
は
、
蜜
を
得
て
潤
に
て
、
脾
に
入
つ
て
快
と
為
す
。
温
補
に
宜
し
と
為
す
。
若

し
以
て
寒
邪
を
蕩
滌
せ
ん
と
、
冷
積
を
袪
逐
せ
ん
と
せ
ば
、
則
ち
湯
を
捷
と
為
す
。
且
つ
蜜
の
殢
脾
を
免
る
な

り
」
と
。
○
理
中
丸
、
丸
を
為
す
に
鶏
子
黄

許
り
の
大
い
さ
の
如
し
。
攷
ふ
る
に
『
本
草
序
例
』
に
、
陶
氏

は
以
て
十
梧
子
を
准
と
為
し
、『
唐
本
草
』
は
、
以
て
四
十
梧
子
を
准
と
為
す
。
詳
し
く
は
大
陥
胸
丸

下
に
録

す
。
○
桉
ず
る
に
『
外
台
』
に
『
仲
景
論
』
を
引
い
て
云
ふ
、「
霍
乱

臍
上

築
す
る
者
は
、
腎
気

動
ず
る
な

り
。
先
づ
気
を
療
ず
。
理
中
湯
よ
り
、
朮
を
去
つ
て
桂
を
加
ふ
」
と
。
凡
そ
方
に
朮
を
加
ふ
る
者
は
、
内

虚
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す
る
を
以
て
な
り
。
桂
を
加
ふ
る
者
は
、
奔
豚
を
作
す
を
恐
る
る
な
り
。
理
中
湯
方
、
人
参
は
二
両
、
余
は
並

に
三
両
な
り
。
煮
服

加
減
の
法
に
、
文

少
異

有
り
。
今

具
録
せ
ず
。
次
い
で
一
係
、
及
び
附
子
粳
米
湯
方

有
り
。
並
に
本
経

佚
す
る
所
に
係
る
。
云
ふ
、
又

霍
乱

臍
上

築
す
る
者
は
、
吐
す
る
こ
と
多
き
を
以
て

の
故
な
り
。
若
し
吐

多
き
者
は
、
理
中
湯

之
を
主
る
。
方
は
前
法
の
如
く
加
減
す
。
霍
乱

四
逆
し
、
吐
す

る
こ
と
少
な
く
嘔
す
る
こ
と
多
き
者
は
、
附
子
粳
米
湯

之
を
主
る
。
方
は
、
附
子

一
枚
、
炮
じ
、
皮
を
去
つ

て
、
六
片
に
破
る
。
半
夏

半
升
、
洗
ひ
、
完
て
用
ふ
。
甘
草

一
両
、
炙
る
。
大
棗

十
枚
、
擘
く
。
粳
米

半

升
。
右
五
味

切
り
、
水
八
升
を
以
て
、
米
を
煮
て
熟
せ
し
め
滓
を
去
り
、
一
升
を
温
服
す
。
日
に
三
た
び
す
。

『
小
品
』『
千
金
』
同
じ
。
第
十
七
巻
中
に
出
づ
。
一
方
に
、
乾
姜

一
両

有
り
。
今

詳
に
『
千
金
』
に
乾
姜

有
り
。
云
ふ
、
仲
景

方

無
し
と
。
其
の
重
き
者
は
、
陽

乏
し
く
寒

盛
ん
な
れ
ば
、
則
ち
更
に
次
第

之
を

療
ず
る
に
、
猶
ほ
少
陰
の
例
の
ご
と
し
。
一
は
陽
を
回
す
る
を
以
て
主
と
為
す
。
四
逆
湯
、
此
の
條
の
発
熱
も
、

恐
ら
く
は
亦

虚
陽

外
越
の
熱
な
ら
ん
。
又

転
筋
の
一
証
を
、
経
に
言
は
ざ
る
は
、
豈

四
肢

拘
急
、
即
ち

其
の
義
を
蘊
む
を
以
て
な
ら
ん
や
。
通
脈
四
逆
湯
、
通
脈
の
字

今

補
ふ
。
此
の
條

小
便

復
た
利
す
。
厥
陰

篇
、「
嘔
し
て
脈

弱
、
小
便

復
た
利
す
」
と
、
其
の
機

相
同
じ
。
及
び
加
猪
胆
湯
、
錫
駒
の
注
は
志
聡
に
本

づ
く
。
志
聡
の
注
、
及
び
錫
駒
の
明
礬
の
説
は
、
並
に
高
世
栻
の
言
に
係
る
。
四
逆
加
人
参
湯
の
如
き
、
此
の

証

之
を
通
脈
四
逆
に
較
ぶ
れ
ば
、
殆
ど
寒

彼
よ
り
軽
く
し
て
、
液
燥
は
則
ち
稍

加
ふ
る
者
な
り
。
尤
氏

曰

く
、「
此
の
條

本
々
霍
乱
の
証
に
非
ず
。
仲
景

以
て
霍
乱
の
後
、
多
く
、
裏
虚

不
足
し
て
、
当
に
温
養
す
べ
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き
者

有
る
と
為
す
。
故
に
特
に
此
に
隷
せ
ん
か
」
と
。
此
の
説

誤
り
な
り
。
是
な
り
。
其
の
裏

和
し
て
表

未
だ
和
せ
ざ
る
者
は
、
桂
枝
湯
を
用
ゆ
。
即
ち
乃
ち
其
の
表
を
攻
む
の
例
な
り
。
尤
氏

曰
く
、「
消
息
と
曰
ひ
、

小
し
く
之
を
和
す
と
曰
ふ
者
は
、
吐
利
の
余
、
裏
気

已
に
傷
る
る
を
以
て
、
故
に
必
ず
其
の
汗
す
べ
き
を
消

息
し
て
、
後

之
を
汗
し
、
亦

大
汗
す
べ
か
ら
ず
し
て
、
小
し
く
之
を
和
す
べ
き
な
り
」
と
。
消
息
の
字
は
、

『
医
賸
』
に
説

有
り
。
又

枚
乗
の
「
七
発
」
に
、「
従
容

猗
靡
、
陽
陰
を
消
息
す
」
と
。
又

古
本
『
玉
篇
』

の
消
字
の
下
に
曰
く
、「
『
周
易
』
に
、
消
息

盈
虚
を
尚
ぶ
は
、
天
行
な
り
。
野
王

桉
ず
る
に
、
消
息
は
、
猶

ほ
斟
酌
の
ご
と
し
」
と
。
○
『
霍
乱
証
治
』
は
、
実
に
此
の
数
端
に
外
な
ら
ず
。
唯

許
仁
は
則
ち
『
乾
霍
乱

論
』
に
、
能
く
仲
景
の
未
だ
言
は
ざ
る
の
秘
を
発
す
。
故
に
『
明
理
論
』
既
に
表
し
て
之
を
出
す
。

述
差
後
労
復

陰
陽
易
の
一
証
は
、
無
義
、
述
ぶ
べ
し
。
仍
ほ
贅
せ
ず
。

差
後

労
復
は
、
大
邪

既
に
解
し
、
陰
陽
未
だ
諧
は
ず
、
早
く
労
動

有
り
、
余
熱

復
た
集
る
、
是
な
り
。

と
と
の

此
『
巣
源
』
に
本
づ
く
。
熱

必
ず
内

自
り
発
す
。
故
に
枳
実
梔
子
湯
。
其
の
対
治
を
為
す
。
此
の
條
は
其
の

証
を
挙
げ
ず
、
想
ふ
に
心
煩

不
眠

等
は
、
必
ず
有
る
所
と
為
す
。
徐
大
椿

曰
く
、「
労
復
は
、
病
後

気

虚
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し
、
邪
気

又

上
焦
に
結
す
る
に
因
る
。
其
の
症

一
な
ら
ず
。
故
に
其
の
病
形
を
著
け
ず
。
惟

其
の
上
焦
の

邪
を
散
ず
れ
ば
足
る
。
後
人

峻
補
の
剤
を
以
て
労
復
を
治
す
れ
ば
、
則
ち
病
変

百
出
す
」
と
。
此
の
説

汪

氏
と
同
じ
。
而
し
て
当
を
得
る
似
し
。
蓋
し
此
の
方

梔
子
厚
朴
湯
の
類
に
属
す
れ
ば
、
則
ち
亦

膈
を
清
し
滞

を
利
す
に
外
な
ら
ざ
ら
ん
。
成
氏
は
以
て
吐
剤
を
為
し
、
銭
氏
は
以
て
発
汗
を
為
し
、
周
氏
は
以
て
食
復
の
治

を
為
す
如
き
は
、
皆

未
だ
然
ら
ざ
る
似
し
。
方
後
の
「
覆
令
微
似
汗
」
の
五
字
は
、
疑
ふ
べ
し
。
或
い
は
是

発
汗
に
豉
を
用
ゐ
る
者

有
る
に
因
つ
て
、
誤
つ
て
之
を
附
さ
ん
。
○
『
説
文
』
に
、
漿
は
、
酢
漿
な
り
。
水

に
从
ひ
将
に
省
声
。『
本
草
』
玉
石
部

下
品
、
新
補
に
云
ふ
、「
漿
水
は
、
味
甘
酸
、
微
温
に
て
毒

無
し
」
と
。

又

云
ふ
、「
粟
米

新
熟

白
花
の
者

佳
し
。
煎
じ
醋
に
せ
し
め
て
、
嘔
噦
を
止
む
」
と
。
朱
氏
『
本
草
衍
義
』

補
遺
に
曰
く
、「
漿
水
は
、
味
甘
酸
に
し
て
性
凉
。
善
く
滞
物
を
走
化
し
、
煩
渇
を
解
消
す
」
と
。
又

張
氏
『
本

経
逢
原
』
に
曰
く
、「
水
を
以
て
空
煎
し
、
熟
極
す
る
を
候
ひ
薬
を
煮
る
。
清
漿
水
と
名
づ
く
。
其
の
下
趨

上

涌
に
至
ら
ざ
る
を
取
る
」
と
。
謬
な
り
。
小
柴
胡
湯
の
如
き
も
、
亦

其
の
正
治
な
り
。
此

上
方
の
証
と
、
病

位

同
じ
か
ら
ず
。
然
し
其
の
熱

内

自
り
発
す
る
は
則
ち
一
な
り
。
脈

浮
の
者
の
如
き
は
、
病
後

新
た
に

感
ず
る
な
り
。
脈

沈
実
の
者
の
如
き
は
、
熱
胃
に
実
す
。
此
の
証

恐
ら
く
は
必
ず
し
も
食
復
な
ら
ず
。
蓋
し

労
復
も
亦

胃
実
を
為
す
者

有
ら
ん
。
且
つ
『
巣
源
』
傷
寒

労
復
の
候
に
曰
く
、
「
其
の
脈

緊
の
者
は
、
宜

し
く
之
を
下
す
べ
し
」
と
。
是

原
注
に
云
ふ
所
と
相
合
す
。
又

可
下
篇
に
曰
く
、
「
傷
寒
の
後

脈

沈
、
沈

な
る
者
は
内

実
す
。
之
を
下
さ
ば
解
す
。
大
柴
胡
湯
に
宜
し
」
と
。
並
に
証
す
べ
し
。
竹
葉
石
膏
湯
の
証
の
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如
き
は
、
胃
液

復
せ
ず
、
虚
熱

上
逆
す
る
者
な
り
。
此
の
條

成
氏

謂
ふ
、「
津
液

足
ら
ず
し
て
、
虚
羸
し
、

余
熱

未
だ
尽
き
ず
。
熱
す
れ
ば
則
ち
気
を
傷
る
。
故
に
少
気
し
気

逆
し
吐
さ
ん
と
欲
す
」
と
。
諸
家
概
ね
之

に
従
ふ
。
然
し
愚

竊
に
疑
ふ
虚
羸
し
少
気
し
、
気

逆
し
吐
さ
ん
と
欲
す
る
は
、
些
熱

無
き
似
し
。
何
を
以

て
主
る
に
清
凉
を
以
て
せ
ん
や
。
又

疑
ふ
『
玉
函
』
に
載
る
所
の
、「
労
復

発
熱
す
る
者
は
、
麦
門
冬
湯

之

を
主
る
」
も
、
亦

証
方

協
は
ざ
る
似
し
。
因
つ
て
以
為
く
恐
ら
く
は
是

両
條

其
の
方

互
錯
せ
ん
。
此
の

條
の
虚
羸

小
気
の
諸
証
は
、
蓋
し
麦
門
冬
湯
の
主
る
所
な
ら
ん
。
即
ち
『
金
匱
』
の
「
大
逆

上
気
、
咽
喉

利
せ
ず
」
の
、
逆
を
止
め
気
を
下
す
に
相
類
す
。
彼
に
謂
ふ
所
の
労
復

発
熱
す
る
者
は
、
却
つ
て
是

竹
葉
石

膏
湯
の
証
な
り
。
然
し
実
に
臆
揣
に
係
る
。
姑
く
録
し
識
者
を
俟
つ
。
○
『
外
台
』
の
、
『
古
今
録
験
』
解
五

蒸
湯
は
、
本
方
に
、
半
夏

麦
門
冬
を
去
つ
て
、
茯
苓

葛
根

乾
地
黄

知
母

黄
芩
を
加
ふ
。
枳
梔
の
大
黄
を

加
ふ
る
は
、
蓋
し
謂
ふ
所
の
食
復
な
ら
ん
。
熱
論
に
曰
く
、「
病
勢

少
し
く
愈
ゑ
、
肉
を
食
ら
へ
ば
則
ち
復
す
。

多
食
す
れ
ば
則
ち
遺
る
」
と
。
此

葛

巣

諸
家
に
本
づ
く
所
な
り
。
○
『
医
心
方
』
に
、『
経
心
方
』
を
引
い

て
云
ふ
、「
胡
粉
十
二
碁
。
博
碁
は
、
大
小
方
寸
、
是
な
り
」
と
。
牡
蛎
沢
瀉
散
の
証
の
如
き
は
、
輸
化

職
つ
か
さ
ど

ら
ず
、
水
気

外
溢
す
る
者
な
り
。
成
氏

曰
く
、「
『
金
匱
要
略
』
に
云
ふ
、
腰

以
下

腫
る
る
は
、
当
に
小
便

を
利
す
べ
し
。
牡
蛎
沢
瀉
散
を
与
ふ
れ
ば
、
小
便

利
し
て
水
を
散
ず
」
と
。
桉
ず
る
に
此
の
方
の
括
樓
根
は
、

蓋
し
淡
滲
に
取
り
、
其
の
生
津
を
取
ら
ず
。『
金
匱
』
に
小
便

利
せ
ざ
る
を
治
す
る
者

水
気

有
る
に
、
括
樓

瞿
麦
丸
を
用
ふ
、
以
て
相
証
す
べ
し
。
而
し
て
『
本
草
』
に
は
則
ち
曰
く
、
小
便

利
す
る
を
止
む
と
。
未
だ
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何
の
謂
か
審
に
せ
ず
。
理
中
丸
の
証
の
如
き
は
、
胃

虚
し
上
焦
に
飲

有
る
者
な
り
。
「
胸
上
」
は
、
諸
注

多

く
「
胃
上
」
に
作
る
。
然
し
他
に
此
の
称

無
し
。
愚

意
ふ
に
喜
唾

了
了
た
ら
ず
は
、
是

胸
上
に
寒

有
つ

て
致
す
所
に
し
て
、
胸
寒
は
必
ず
胃
寒
を
生
ず
。
故
に
理
中
を
用
ゐ
胃
を
温
め
、
以
て
上
焦
に
達
す
。
膈
上

寒
飲

有
ら
ば
、
四
逆
を
用
ゆ
。『
金
匱
』
に
又

曰
く
、「
上
焦
に
寒

有
ら
ば
、
其
の
口

涎

多
し
」
と
。
又

曰
く
、「
色

黄
な
る
者
は
、
胸
上

寒

有
り
」
と
。
此
の
二
証
は
、
蓋
し
其
の
病
後
に
係
る
を
以
て
之
を
隷
す

る
に
過
ぎ
ず
。
実
は
必
ず
し
も
労
復
な
ら
ず
。
病
邪

解
除
し
、
既
に
薬
す
勿
き
に
至
ら
ば
、
則
ち
唯

調
養
に

任
す
。
医
の
能
事
、
是
に
畢
る
。
是
故

結
ん
で
穀
を
損
ず
れ
ば
則
ち
愈
ゆ
る
を
以
て
、
亦

百
病
を
例
と
す
所

以
な
り
。

附
答
問

問
ふ
。
傷
寒

既
に
外
感
の
総
称
と
為
さ
ば
、
則
ち
後
世

仲
景
は
專
ら
冬
時
の
正
傷
寒
を
為
し
て
言
を
立
つ
る

と
謂
ふ
者
は
、
其
の
謬
り
辨
を
待
た
ず
し
て
知
る
。
但

其
の
以
て
外
感
の
総
称
と
為
す
。
前
人
に
更
に
此
の

説

有
り
や
否
や
。
子
和
の
意
を
審
に
す
る
に
、
蓋
し
之
を
叔
和
に
原
づ
か
ん
。
温
熱

瘧
痢

等
の
疾
、
皆

冬

寒
に
傷
れ
、
重
ね
て
時
気
に
感
ず
る
に
因
つ
て
、
故
に
傷
寒
を
以
て
之
を
該
ね
て
謂
ふ
。
恐
ら
く
信
を
取
り
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難
し
。
且
つ
仲
景
の
書
を
命
ず
る
所
以
の
者
は
、
果
し
て
風
寒

温
疫
、
暑

湿

瘧

痢

等
に
至
る
を
総
括
す

る
詞
な
ら
ん
や
。
或
い
は
又

仲
景

温
疫
を
略
し
て
言
ふ
か
。
知
ら
ず
実
に
然
る
や
。

曰
く
。
成
氏

傷
寒
例
の
、
「
凡
そ
傷
寒
の
病
、
多
く
風
寒

従
り
之
を
得
」
を
注
し
て
曰
く
、「
凡
そ
中
風
と
傷

寒
と
の
病

為
る
は
、
古

自
り
通
じ
て
之
を
傷
寒
と
謂
ふ
」
と
。
又

劉
河
間
『
傷
寒
直
格
』
に
曰
く
、「
寒
邪

害
を
為
す
こ
と
至
大
な
り
。
故
に
一
切
の
内
外

傷
る
所
、
倶
に
汗
を
受
く
る
の
熱
病
を
為
す
者
は
、
通
じ
て

之
を
傷
寒
と
謂
ふ
な
り
」
と
。
此
の
二
説
は
稍

近
し
と
為
す
。
張
景
岳
の
言
も
亦

之
に
同
じ
。
然
し
要
は
未

だ
明
鬯
を
為
さ
ず
。
是
を
以
て
『
輯
義
』
も
復
た
繁
引
せ
ず
。
如
し
夫
れ
謂
ふ
所
の
外
感

総
称
の
者
と
せ
ば
、

亦

豈

諸
般
の
外
邪
を
総
括
し
て
云
は
ん
や
。
蓋
し
本
経
、
拡
げ
て
之
を
充
さ
ん
。
猶
ほ
以
て
内
傷

諸
疾
を

療
ず
る
に
足
る
。
而
し
て
況
や
外
感
に
於
い
て
を
や
。
誠
に
其
の
理
を
該
ね
尽
さ
ざ
る
こ
と
莫
か
ら
ん
。
然
し

論
を
立
つ
る
の
本
旨
は
、
則
ち
仍
ほ
風
寒

二
邪
と
、
時
気

温
疫
と
に
過
ぎ
ず
。
何
ぞ
、
暑
の
気
を
傷
り
、
湿

の
関
節
に
流
れ
、
及
び
痎
瘧

滞
利
の
類
、
并
に
各
々
定
証

有
つ
て
、
薬
も
亦

各
々
其
の
宜
し
き
を
異
に
す
。

惟

病
の
変
化

百
端
、
状
態

一
な
ら
ざ
る
者
、
風
寒
の
如
き
こ
と
莫
か
ら
ん
や
。
時
気

温
疫
の
如
き
も
、
本

自
り
一
種
の
病

為
り
。
晋

唐

諸
家
の
言

徴
す
べ
き
こ
と
有
り
。
但

其
の
証
、
邪
焔

或
い
は
勝
る
と
雖

も
、
其
の
病
情

固
よ
り
風
寒
と
殊
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
治
法
も
須
く
別
に
処
分
を
設
く
べ
き
こ
と
無
し
。
仲

景

暑
湿
等
の
疾
を
以
て
、
之
を
雑
病
中
に
掲
げ
て
、
時
気

温
疫
は
、
更
へ
ざ
る
を
観
れ
ば
標
目
を
立
つ
る
、

其
の
意
を
見
る
べ
き
な
り
。
唯

邪
気
は
必
ず
人
に
因
つ
て
化
し
、
風
寒

時
気

温
疫
上
に
在
つ
て
、
其
の
証
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候
を
区
別
す
る
こ
と
を
得
ず
。
故
に
仲
景

云
ふ
所
の
、
中
風

傷
寒

温
病
等
は
、
僅
に
是

其
の
名
を
仮
て
、

以
て
其
の
病
機
を
形
容
す
る
者
に
し
て
、
述
作
の
本
旨
は
、
仍
ほ
風
寒

時
気

温
疫
を
概
ね
て
、
之
を
称
し
て

傷
寒
と
為
す
に
非
ず
し
て
何
ぞ
や
。
倘
し
参
ず
る
に
『
難
経
』
の
傷
寒

幾
く
有
る
の
語
を
以
て
す
れ
ば
、
則

ち
其
の
義

更
に
燦
然
た
り
。
後
世

呉
又
可
の
如
き
は
、
巧
み
に
衒
張
を
為
す
と
雖
も
、
而
し
其
の
帰
す
る
所

を
要
す
れ
ば
、
則
ち
実
に
仲
景

藩
籬
の
外
に
出
づ
る
こ
と
能
は
ず
。
但

是

事
を
踵
ぎ
精
を
加
ふ
れ
ば
、
則

ち
之

有
る
な
り
。
仲
景

温
疫
を
略
す
と
謂
ふ
は
、
奚
ぞ
可
な
ら
ん
か
。
『
難
経
』
は
分
ち
て
五
証
と
為
し
、

傷
寒
例
は
傷
寒

時
行
の
異
を
論
ず
。
巣
源
は
傷
寒

時
気

熱
病

温
病

疫
癘
の
五
類
を
立
て
、『
外
台
』
は
傷

寒

天
行

温
病
の
三
門
を
立
つ
。
今

諸
家
を
熟
審
す
る
に
、
風
寒

時
気

温
疫
は
、
庶
幾
は
之
を
概
ね
ん
。

問
ふ
。
冒
頭
は
、
毎
章
の
発
題
に
し
て
、
繋
ぐ
所

軽
き
に
匪
ず
。
閔
氏

曰
く
、
「
傷
寒
の
二
字
を
以
て
之
に

冠
す
る
者

有
り
。
傷
寒

一
日
、
太
陽

之
を
受
け
、
脈

若
し
静
な
る
者
は
伝
ら
ず
と
為
す
の
類
の
如
き
は
、

中
風
を
兼
ね
て
言
ふ
者
な
り
。
傷
寒
の
病

為
る
は
、
多
く
風
寒

従
り
之
を
得
る
を
以
て
、
故
に
或
い
は
中
風
、

或
い
は
傷
寒
、
総
じ
て
傷
寒
を
以
て
称
す
な
り
。
其
の
中

専
ら
傷
寒
と
称
し
、
中
風
を
兼
ね
ざ
る
者
、
傷
寒

脈

浮
、
汗
を
発
せ
ず
因
つ
て
衂
を
致
す
者
は
、
麻
黄
湯

之
を
主
る
の
類
の
如
き
が
、
是
な
り
。
中
風

傷
寒

の
外
、
湿
病

風
湿
の
類
の
如
き
も
、
亦

論
中
に
在
る
者

有
り
。
以
て
傷
寒
を
混
称
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
明

か
な
り
。
但

病
人
を
称
し
、
但

病
を
称
し
、
厥
を
称
し
、
嘔
を
称
し
、
下
利
等
の
証
を
称
し
。
明
ら
か
に
傷
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寒

中
風

雑
病
と
言
は
ざ
る
者

有
り
。
大
概

之
を
言
ふ
な
り
」
と
。
此
の
説

窾
要
を
得
る
似
し
。
然
し
更

に
但

太
陽
の
病
と
冒
す
る
者

有
り
。
表

虚
し
て
傷
寒
と
冒
す
る
者

有
り
。
表

実
し
て
中
風
を
冒
す
る
者

有
り
。
其
の
文
法

一
な
ら
ざ
る
所
以
の
者
は
、
未
だ
其
の
義
を
審
に
せ
ず
。

曰
く
。
冒
頭
は
此
を
喚
び
彼
を
起
こ
す
の
辞
に
過
ぎ
ず
。
或
い
は
脈
証
を
此
に
寓
し
、
或
い
は
来
路
を
此
に
示

す
。
固
よ
り
定
例

有
る
こ
と
能
は
ず
。
蓋
し
病
を
識
る
の
要
は
、
其
の
名
を
立
つ
る
に
在
り
て
、
施
治
の
要

は
、
脈
証
に
就
い
て
病
を
求
む
る
に
在
り
。
脈
証
に
就
い
て
病
を
求
む
れ
ば
、
則
ち
自
然
に
情
状

発
露
し
、

左
右
原
に
逢
ひ
、
其
の
名
も
亦

従
つ
て
定
む
べ
し
。
倘
し
徒
ら
に
名
を
立
て
病
を
充
つ
る
を
事
と
せ
ば
、
則

ち
遂
に
吾
が
成
見
を
以
て
万
変
を
律
す
る
を
免
れ
ず
。
是
故

各
篇
の
提
綱
、
及
び
太
陽
と
風
寒
の
分
か
ち
の

類
の
如
き
は
、
此

名
を
掲
げ
病
を
示
す
所
以
な
り
。
題
す
る
に
傷
寒
を
以
て
、
而
し
て
或
い
は
専
ら
称
し
、

或
い
は
兼
ね
て
称
す
。
題
す
る
に
太
陽
の
病
を
以
て
、
而
し
て
或
い
は
表
虚
を
言
ひ
、
或
い
は
表
実
を
言
ひ
、

或
い
は
虚
実

該
ぬ
る
を
言
ふ
。
表
実
に
中
風
を
冒
し
、
表
虚
に
傷
寒
を
冒
す
。
此

皆

文
を
互
へ
て
意
を
見

る
。
人
を
し
て
脈
証
に
就
い
て
病
を
求
め
し
む
る
所
以
に
し
て
、
円
機
の
妙
、
此

自
り
し
て
生
ず
。
再
び
陽

明

厥
陰
の
多
く
傷
寒
を
冒
す
る
者
の
如
き
は
、
其
の
来
た
る
こ
と
一
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
而
し
て
大
概

之
を

言
ふ
の
義
な
り
。
陽
明
の
病
を
称
す
る
如
き
は
、
姑
く
仮
に
起
語
と
為
す
。
而
し
て
之
を
類
証
に
施
す
者
も
、

亦

多
く
之

有
り
。
並
に
是

変
例
に
属
す
。
他
に
病
と
云
ひ
、
病
人
と
云
ひ
、
某
家
と
云
ひ
、
発
汗
吐
下
の

後
と
云
ふ
の
類
、
諸
々
病
名
を
冒
さ
ざ
る
者
は
、
皆

宜
し
き
に
随
つ
て
文
を
構
ふ
者
な
る
の
み
。
読
者

冒
頭
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を
以
て
全
章
と
、
参
互

之
を
思
索
し
、
過
鑿
を
為
す
こ
と
勿
ら
ば
、
則
ち
庶
に
経
意
を
得
ん
。

お
ほ
い

問
ふ
。
諸
家
の
注
釈
、
條
を
逐
つ
て
更
易
し
、
『
輯
義
』
既
に
其
の
非
を
闢
く
。
然
ら
ば
則
ち
叔
和
の
撰
次
、

果
し
て
仲
景
の
旨
を
得
る
と
為
す
や
否
や
。
且
つ
其
の
叙
次
を
何
如
に
義
を
取
る
か
。

曰
く
。
仲
景
の
旧
本
、
隋
唐
間
の
人
と
雖
も
、
猶
ほ
覩
る
こ
と
能
は
ず
し
て
、
千
百
年
の
後
に
生
ず
。
撰
次
の

得
失
を
議
せ
ん
と
欲
し
、
亦

傎
れ
ざ
ら
ず
や
。
然
し
姑
く
文
義
に
依
つ
て
之
を
攷
ふ
る
に
、
仲
景
の
意
、
唯

是

脈
証
に
就
い
て
病
を
示
す
。
始
め
渺
深

測
り
難
き
の
趣

有
る
に
非
ず
。
叔
和
の
撰
次
、
大
約

事
類
を
以

て
相
従
ふ
。
亦

人
を
し
て
証
を
辨
じ
治
を
措
く
の
方
を
知
り
易
か
ら
し
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
悉
く
仲
景

の
旧
に
非
ず
と
雖
も
、
亦

大
い
に
異
同

有
る
に
匪
ず
。
之
を
周
易
に
譬
ふ
れ
ば
、
費
氏

以
来
、
彖
象

文
言

を
割
り
、
之
を
各
卦
の
下
に
列
す
。
尼
山
の
真
に
非
ず
と
雖
も
、
亦

道
を
悖
む
事

無
し
。
今

事
類

相
従
の

例
を
推
す
に
、
以
て
撰
次
の
意
を
論
じ
、
及
に
中
間

或
い
は
後
人

錯
す
る
所
に
似
き
者
、
具
列
す
る
に
左
の

如
し
。
太
陽
上
篇
は
、
則
ち
首
章
よ
り
第
十
二
章
に
至
つ
て
、
太
陽
綱
領
と
、
寒
熱
大
要
と
を
以
て
、
錯
綜
を

次
と
為
す
。
第
八
章
は
、
『
玉
函
』
以
来
、
之
を
篇
首
に
冠
す
。
然
し
既
に
太
陽
の
病
を
以
て
篇
と
為
さ
ば
、

則
ち
其
の
提
綱
を
以
て
始
と
為
す
。
理
に
於
い
て
相
協
ふ
。
第
十
三
章
よ
り
末
章
に
至
つ
て
は
、
皆

表
虚

一

か
な

類
に
係
る
。
而
し
て
第
二
十
七
章
は
、
上
を
承
け
以
て
大
汗
後

更
に
一
証
有
る
を
示
す
。
中
篇
は
、
則
ち
首

章
よ
り
第
十
一
章
に
至
つ
て
は
、
表
実

一
類
に
係
る
。
第
十
二
章
よ
り
、
第
二
十
八
章
に
至
つ
て
は
、
発
表
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の
余
義
を
申
明
す
。
此

以
下

篇
末
に
至
つ
て
は
、
倶
に
太
陽
伝
変

諸
候
と
為
す
。
更
に
其
の
類
を
析
か
ば
、

さ

則
ち
第
二
十
九
章
、
第
三
十
章
は
、
是

汗
吐
下
後

自
ら
愈
ゆ
る
者
に
て
、
第
三
十
一
二
両
章
は
、
是

下
後

発
汗
の
逆
、
第
三
十
三
章
よ
り
、
第
四
十
一
章
に
至
つ
て
は
、
発
汗

及
び
吐
下
後
の
虚
証
に
係
つ
て
、
結
す

る
に
胃
実
を
以
て
す
。『
宗
印
』
に
曰
く
、「
本
経

凡
そ
虚
証
を
論
じ
、
後

実
証
一
條
を
結
ぶ
。
正
気
を
論
じ

て
後
、
邪
気

一
節
を
列
す
。
此

論
を
造
る
の
章
法
な
り
」
と
。
桉
ず
る
に
此
の
説

亦

未
だ
必
ず
し
も
然
ら

ず
。
第
四
十
二
章
よ
り
、
第
四
十
五
章
に
至
つ
て
は
、
即
ち
五
苓
散
の
証
な
り
。
第
四
十
六
章
は
、
未
だ
脈
を

持
せ
ざ
る
時

師

欬
を
せ
し
め
。
其
の
義
は
前
後
に
属
さ
ず
。
恐
ら
く
は
前
の
汗
後

虚
証
中
の
錯
文
な
ら
ん
。

第
四
十
七
章
は
、
前
の
水
を
飲
ま
ん
と
欲
す
る
証
を
承
く
。
第
四
十
八
章
は
、
前
の
水
逆
を
承
け
、
以
て
胃
虚

の
吐

有
る
を
示
す
。
第
四
十
九
章
よ
り
、
第
五
十
四
章
に
至
つ
て
は
、
乃
ち
梔
豉
の
諸
証
な
り
。
第
五
十
五

章
も
、
真
武
湯
亦

当
に
前
の
汗
後

虚
証
中
に
在
る
べ
き
に
似
る
。
第
五
十
六
章
よ
り
、
第
六
十
二
章
に
至
つ

て
は
、
汗
を
禁
ず
る
の
戒
と
為
す
。
第
六
十
三
章
よ
り
、
第
六
十
七
章
に
至
つ
て
は
、
病

表
裏
を
兼
ぬ
る
者

を
言
ふ
。
第
六
十
八
章
は
、
『
玉
函
』
等
に
拠
つ
て
、
上
篇
の
錯
は
る
を
知
る
。
第
六
十
九
章
よ
り
、
第
八
十

ま
じ

二
章
に
至
つ
て
は
、
柴
胡

一
類
に
係
る
。
而
し
て
七
十
七
章
は
、
第
七
十
四
章
を
承
け
、
第
八
十
章
は
、
其

の
証

上
條
と
相
似
る
。
仍
ほ
対
看
に
供
ふ
。
第
八
十
一
章
は
、
桃
核
承
気
湯
疑
ふ
に
後
段

瘀
血
中
に
錯
は
る

所
に
て
、
当
に
抵
当
湯
の
條
の
前
に
在
る
べ
き
に
似
る
。
第
八
十
三

四
両
章
は
、
縦

横
を
論
ず
。
第
八
十
七

章
よ
り
、
九
十
五
章
に
至
つ
て
は
、
火
逆

一
類
に
係
る
。
第
九
十
六
章
よ
り
、
第
九
十
九
章
に
至
つ
て
は
、
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誤
吐
と
嘔
吐
と
の
証
を
叙
す
。
第
一
百
章
よ
り
、
第
一
百
二
章
に
至
つ
て
は
、
瘀
血

一
類
に
係
る
。
末
章
は
、

則
ち
上
証
を
承
け
、
小
便

利
す
る
は
啻
に
瘀
血
な
ら
ざ
る
を
示
す
な
り
。
下
篇
は
、
亦

皆

太
陽

変
ず
る
所

の
数
証
に
属
す
。
首
章
よ
り
第
三
章
に
至
つ
て
は
、
結
胸
と
蔵
結
と
痞
と
の
異
を
辨
ず
。
第
四
章
よ
り
、
十
五

章
に
至
つ
て
は
、
結
胸
の
一
類
に
係
る
。
而
し
て
第
十
四
章
は
、
文
蛤
散
中
篇
の
五
苓
散
の
証
中
に
錯
る
所
な

り
。
第
十
六
章
は
、
太
少

併
病
な
り
。
第
十
七

八

九
の
三
章
は
、
熱

血
室
に
入
る
。
第
二
十
章
よ
り
、
二

十
二
章
に
至
つ
て
は
、
太
少

併
病
な
り
。
蓋
し
十
六
章
よ
り
此
に
至
つ
て
、
結
胸
の
状
の
如
く
、
心
下

結
し
、

胸
脇
満

等
の
証

有
る
に
因
つ
て
、
而
し
て
類
を
連
ね
之
に
及
ぶ
な
り
。
第
二
十
三
章
よ
り
、
第
四
十
一
章
に

至
つ
て
は
、
皆

痞
鞕
に
係
る
。
而
し
て
第
三
十
六
章
は
、
麻
杏
甘
石
湯
疑
ふ
に
錯
出
と
為
さ
ん
。
或
い
は
次

條
に
下
後
を
論
ず
る
を
以
て
、
連
ね
及
ぶ
か
。
第
四
十
二
章
よ
り
、
四
十
四
章
に
至
つ
て
は
、
白
虎
加
人
参
湯

の
証
な
り
。
第
四
十
五

六
の
両
章
は
、
太
少

合
併
な
り
。
第
四
十
七
章
は
、
其
の
上
章
の
証
の
、
是

外
内

擾
動
な
る
故
を
承
く
る
に
上
熱

下
冷
を
以
て
す
。
第
四
十
八

九
の
両
章
は
、
風
湿

相
搏
つ
。
第
五
十
章
は
、

白
虎
湯
恐
く
は
宜
し
く
移
し
て
前
項
の
加
人
参
湯
の
類
に
在
る
べ
し
。
第
五
十
一
章
は
、
是

素

虚
証
な
り
。

末
章
は
、
即
ち
前
章
の
義
を
申
す
。
蓋
し
太
陽
の
三
篇
は
、
毎
類

必
ず
数
條
を
具
す
。
故
に
端
緒

尋
ぬ
べ
き

こ
と
有
り
。
其
の
他
は
則
ち
大
抵

各
章

類
を
殊
に
し
、
区
画
を
易
へ
ず
。
陽
明

等
の
如
き
は
、
尤
も
淆
糅

を
覚
ふ
。
知
ら
ざ
る
所
を
闕
く
も
可
な
り
。
少
陽

太
陰
は
、
寥
寥
な
る
数
章
に
過
ぎ
ず
。
少
陰
も
亦

類
従
し

難
き
こ
と
有
り
。
然
し
て
斯
の
三
篇
は
、
約
略
し
思
ふ
て
得
べ
し
。
厥
陰
は
、
則
ち
正
証

厥
利

嘔
噦
に
与
り
、
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界
限

截
然
た
り
。
辨
を
待
つ
て
後

知
ら
ず
。
夫
れ
各
篇
中
、
此
の
類

彼
に
接
し
、
彼
の
類

此
を
承
く
の
意

の
如
し
。
則
ち
或
い
は
推
明
す
べ
き
者

有
る
と
雖
も
、
而
し
亦

何
ぞ
六
十
四
卦
の
序

有
る
如
き
な
ら
ん
や
。

愚

亦

妄
り
に
牽
強
を
為
す
こ
と
を
欲
せ
ず
。
且
つ
有
識
の
論
定
を
待
つ
の
み
。

問
ふ
。
林
億

等
の
序
に
、
合
せ
三
百
九
十
七
法
と
称
す
。
未
だ
其
の
指
す
を
知
ら
ず
。

曰
く
。
此

実
に
謂
ふ
こ
と
無
き
の
言
な
り
。
故
に
王
氏
『
溯
洄
集
』、
反
つ
て
復
た
糾
辨
し
、
殊
に
確
核
を
為

す
。
而
し
て
後
人

更
に
説
を
為
す
者

有
り
。
竟
に
附
凑
を
免
れ
ず
。
周
自
閑
の
如
き
は
、
趙
氏

翻
雕
の
宋

本
に
拠
つ
て
、
以
て
王
氏
を
駁
す
。『
呉
医
彙
講
』
に
見
る
。
今

宋
本
を
攷
ふ
る
に
、
毎
篇
の
首
に
、
其
の
幾

法
を
註
す
る
者
は
、
通
計
三
百
八
十
七
法
を
得
る
。
是

王
氏

疑
ひ
を
発
す
る
所
以
に
し
て
、
周
氏
の
検
攷

密
な
ら
ず
、
復
た
其
の
燼
を
吹
く
。
哂
ふ
べ
き
こ
と
甚
だ
し
。

問
ふ
。
経
中
の
脈
位
は
、
多
く
泛
称
に
係
る
。
而
し
て
間
々
某
部
を
指
す
者

有
り
。
称
す
る
に
陰
陽
を
以
て

す
る
者

有
り
。
其
の
義

何
如
。

曰
く
。
本
経
の
脈
位
は
、
実
に
『
十
八
難
』
に
本
づ
く
。
寸
口

関
上

尺
中
を
以
て
、
之
を
三
焦
に
配
す
。
而

し
て
更
に
寸
口
を
以
て
、
表
と
衛
と
を
候
ひ
、
尺
中

裏
と
営
と
を
候
ひ
、
趺
陽

亦

胃
を
候
ひ
、
少
陰
は
、

辨
脈

及
び
『
金
匱
』
を
見
る
に
、
而
し
て
亦

下
焦
を
候
ふ
。
大
抵

病
邪

瀰
漫
す
る
者
は
、
各
部

状
を
同
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ふ
す
。
是
を
以
て
多
く
泛
称
に
従
ふ
。
病

一
処
に
在
る
者
は
、
脈

随
つ
て
変
ず
。
是
を
以
て
或
い
は
直
に
其

の
部
を
指
す
。
然
し
て
亦

互
文
に
て
意
を
見
る
処

有
り
。
此
は
則
ち
読
者
の
活
看
に
在
る
の
み
。
陰
陽
の
名
、

其
の
以
て
尺
寸
と
為
す
者
は
、
恐
ら
く
未
だ
誤
り
と
為
す
べ
か
ら
ず
。
蓋
し
二
難

尺
寸
を
以
て
陰
陽
と
為
す
。

辨
脈

第
三
章
も
、
亦

陽
脈

陰
脈
を
以
て
、
寸
尺
と
為
す
。
又

曰
く
、「
寸
口

関
上

尺
中
の
三
処
、
大
小

浮
沈

遅
数

同
等
、
寒
熱

解
せ
ざ
る
者

有
り
と
雖
も
、
此
の
脈

陰
陽

和
平
と
為
す
」
と
。『
千
金
翼
方
』

に
亦

曰
く
「
寸
口

関
上
は
陽
と
為
す
。
尺
中
は
陰
と
為
す
」
と
。
皆

以
て
見
る
べ
し
。
其
の
以
て
浮
沈
と

為
す
者
も
、
亦

理
は
然
る
な
り
。
然
し
て
陰
陽

倶
に
浮
な
る
に
至
つ
て
は
、
竟
に
通
ぜ
ざ
る
を
覚
ふ
。
則
ち

倶
に
未
だ
確
実
と
為
さ
ず
。
宜
し
く
之
を
闕
如
に
附
す
べ
く
し
て
可
な
り
。
要
は
其
の
候
ふ
所
、
唯

是

表
裏

気
血
の
分
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。

問
ふ
。
経
中
の
脈
状
、
其
の
名

凡
そ
幾
ば
く
ぞ
。
而
し
て
子

且
つ
常
変

有
り
と
言
ふ
。
常
変
の
義
は
、
未

だ
前
聞
せ
ず
。

曰
く
。
脈
の
名

凡
そ
二
十
有
六
。
云
く
浮
、
云
く
沈
、
云
く
数
、
云
く
遅
、
云
く
緩
、
云
く
緊
、
云
く
弦
、

云
く
長
、
云
く
滑
、
云
く
濇
、
云
く
大
、
云
く
洪
、
云
く
芤
、
云
く
実
、
云
く
小
、
云
く
細
、
云
く
微
、
云
く

弱
、
云
く
虚
、
云
く
短
、
云
く
促
、
云
く
疾
、
云
く
結
、
云
く
代
、
云
く
停
、
云
く
厥
、
是
な
り
。
停
と
厥
と

は
、
義

晰
ら
か
な
ら
ず
。
動
数
の
動
と
、
数
急
の
急
と
は
、
倶
に
其
の
勢
ひ
を
言
ふ
。
形
状
の
謂
に
非
ざ
る
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な
り
。
謂
ふ
所
の
常
変
な
る
者
は
、
一
脈
に
各

常
と
変
と
有
る
な
り
。
仮
如
ば
病

表
に
在
つ
て
、
熱

外
に

盛
ん
な
れ
ば
必
ず
浮

脈
を
見
る
。
豈

浮
脈
の
常
に
非
ざ
ら
ん
や
。
更
に
裏
熱

外
熏
す
る
も
の
有
り
、
白
虎

の
証
、
及
び
陽
明
太
陰
の
傷
寒
脈
浮
緩
、
是
な
り
。
邪

上
焦
に
結
す
る
も
の
有
り
。
結
胸
、
及
び
瓜
蒂
散
の

証
、
是
な
り
。
血
分

灼
熱
す
る
も
の
有
り
。
陽
明

抵
当
の
証
、
是
な
り
。
虚
寒

陽
越
す
る
も
の
有
り
。
四

逆
証
、
是
な
り
。
皆

脈
を
し
て
浮
な
ら
し
む
。
豈

浮
脈
の
変
に
非
ざ
ら
ん
や
。
沈
は
裏
と
為
し
寒
と
為
す
。

然
し
て
亦

肌
表

寒
壅
と
為
し
、
麻
附
辛
湯
の
証
、
是
な
り
。
裏
熱

結
実
と
為
し
。
陽
明

脈
沈
は
裏
に
在
る

と
為
す
。
是
な
り
。
数
は
熱
盛
と
為
し
、
然
し
て
亦

胃
冷

客
熱
と
為
し
、
病
人

脈
数
、
是
な
り
。
虚
寒

陽

跼
と
為
す
。
少
陰
の
病
脈

細
沈
数
、
是
な
り
。
遅
は
寒
と
為
し
虚
と
為
す
。
然
し
て
亦

熱
結
と
為
し
、
結
胸
、

及
び
大
承
気
の
証
、
是
な
り
。
弦
は
寒
と
為
し
、『
金
匱
』
に
見
る
。
然
し
て
亦

熱
盛
と
為
す
本
経

皆

然
り
。

の
類
の
如
き
は
、
皆

其
の
義
な
り
。
其
の
一
脈
に
数
候

有
る
所
以
の
者
は
、
兼
ぬ
る
所

其
の
位
に
与
つ
て
、

神
の
有
無
、
固
よ
り
宜
し
く
意
知
す
べ
し
。
夫
れ
緊
の
寒
熱

表
裏
を
通
じ
て
、
病
実
と
為
し
、
滑
の
水
燥

食

屎
を
通
じ
て
、
熱
盛
と
為
し
、
濇
の
通
じ
て
血
滞
と
為
し
、
洪
の
通
じ
て
邪
擾
と
為
す
の
類
の
如
き
は
、
皆

其
の
一
定
な
る
者
な
り
。
大
は
実
大

有
り
、
虚
大

有
り
。
細
は
微
細
あ
り
、
緊
細
有
り
の
類
の
如
き
は
、
最

も
須
く
分
看
す
べ
し
。
蓋
し
脈
理
は
玄
深
に
し
て
、
其
の
要
を
知
る
を
貴
ぶ
。
柯
氏
の
体
用
を
以
て
辨
を
為
す

若
き
は
、
其
の
言

精
と
雖
も
、
猶
ほ
未
だ
襯
切
な
ら
ず
。
学
者

経
旨
を
熟
釈
し
、
参
じ
て
先
人

著
す
所
の

『
脈
学
輯
要
』
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
必
ず
思
ひ
半
ば
に
過
ぐ
る
者
あ
ら
ん
。
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問
ふ
。
韓
祇
和

曰
く
、
「
傷
寒
の
病
を
治
す
る
に
、
脈
を
以
て
先
と
為
し
、
証
は
後
と
為
す
」
と
。
朱
奉
議

曰
く
、「
傷
寒

外
証
を
看
る
こ
と
多
し
と
為
す
。
未
だ
診
せ
ざ
る
先
に
問
へ
ば
、
最
も
准
ず
る
こ
と
有
り
と
為

す
」
と
。
二
説

適
々
相
反
す
。
今

経
文
を
観
る
に
、
大
抵

証
を
詳
に
し
て
脈
を
略
す
。
是

仲
景

証
を
重

く
し
て
脈
を
重
く
せ
ざ
る
や
。

曰
く
。
傷
寒
を
治
す
る
に
須
く
脈
証
を
互
参
す
べ
し
。
偏
重
す
る
所

無
く
、
経
の
脈
を
略
す
者
は
、
多
く
は

省
文
に
係
る
。
況
や
脈
の
類

為
る
を
や
。
固
よ
り
証
の
繁
な
る
に
如
か
ず
。
更
に
脈
を
舎
て
証
に
従
ふ
者

有

り
。
傷
寒

脈

浮
緩
に
し
て
、
大
青
龍
を
用
ふ
、
是
な
り
。
証
を
舎
て
脈
に
従
ふ
者

有
り
。
身
体

疼
痛
し
て
、

四
逆
を
用
ふ
、
是
な
り
。
之
を
要
す
れ
ば
、
病
の
虚
実
、
邪
の
進
退
、
及
び
生
死
の
訣
、
皆

脈
に
于
い
て
験

お

せ
ざ
る
し
。
則
ち
韓
氏
の
言
、
恐
ら
く
は
経
と
錯
ら
ざ
る
な
り
。

問
ふ
。
本
経

三
陽
に
於
い
て
甚
だ
詳
し
く
し
て
、
三
陰

殆
ど
略
す
。
呂
元
膺
は
以
て
欠
文

有
る
と
為
す
。

豈

其

然
る
や
。

曰
く
。
否
。
火

動
じ
水

静
な
る
は
、
本

是

定
理
な
り
。
故
に
三
陽
は
伝
変

多
く
し
て
、
三
陰
は
伝
変

少

な
し
。
況
や
三
陰

其
の
位

相
同
じ
な
る
を
や
。
杜
清
碧

曰
く
、「
陽
熱
の
証
、
変
態

一
な
ら
ず
。
三
法

一

た
び
差
へ
ば
、
死
生

掌
を
反
す
。
陰
寒
の
邪
、
復
た
伝
変
せ
ず
、
一
定
の
治

有
る
の
比
に
非
ず
」
と
。
王
安
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道

曰
く
、「
若
し
薬
を
以
て
誤
治
し
て
、
変
証
と
成
ら
ば
、
則
ち
惟

太
陽

多
し
と
為
す
。
縦
へ
ば
三
陰
の
証

を
し
て
、
亦

或
い
は
寒
薬
に
て
誤
治
し
て
、
寒
に
変
ず
る
者

有
ら
し
む
。
然
し
て
豈

是
の
如
き
の
衆
き
に

応
ぜ
ん
や
。
然
ら
ば
則
ち
経
の
三
陰
を
略
す
も
、
亦

何
ぞ
怪
し
む
に
足
ら
ん
や
。
且
つ
陰
証
の
理
、
豈

彼
の

三
篇
の
外
に
有
ら
ん
や
」
と
。
元
膺
の
言
、
吾

信
ぜ
ざ
る
な
り
。

問
ふ
。
中
風
の
名
は
、
経
中

頗
る
多
し
。
皆

一
例
と
す
べ
き
や
否
や
。

曰
く
。
名

同
じ
く
し
て
義
は
異
な
り
。
此

経
の
例
な
り
。
中
風
、
太
陽
に
在
れ
ば
則
ち
寒
と
対
し
て
言
ひ
、

表
虚
の
目
と
為
す
。
陽
明
に
在
つ
て
は
、
亦

寒
と
対
し
て
言
ひ
、
則
ち
裏
熱
の
義
と
為
し
、
陽
明
の
中
風
と

称
せ
ば
、
則
ち
裏
熱
に
表
を
兼
ぬ
る
者
と
為
す
。
少
陽
に
在
つ
て
は
、
則
ち
其
の
熱

殊
に
劇
し
き
者
と
為
す
。

三
陰
に
在
つ
て
は
、
則
ち
陽

表
に
復
す
者
と
為
す
。
其
の
義

各
々
異
な
り
。
倘
し
風
字
を
実
講
し
、
一
義
と

為
し
て
解
さ
ん
と
欲
せ
ば
。
則
ち
必
ず
牽
強
を
免
れ
ず
。『
金
匱
』
の
如
き
は
、
亦

半
身

遂
せ
ざ
る
と
為
し
、

五
蔵

邪
を
受
く
と
為
し
、
発
狂
す
と
為
す
。
是
を
以
て
互
証
と
す
べ
き
の
み
。

問
ふ
。
仲
景
の
方
薬
、
其
の
類

幾
ば
く
有
る
や
。
湯

散

丸
の
別
。
其
の
理

如
何
。

曰
く
。
云
く
汗
、
云
く
清
、
云
く
下
、
云
く
温
、
此

正
証
の
治
と
為
す
。
太
陽
の
桂

麻
に
於
け
る
。
少
陽
の

柴
胡
に
於
け
る
。
陽
明
の
白
虎

承
気
に
於
け
る
。
三
陰
の
姜

附

諸
湯
に
於
け
る
、
是
な
り
。
云
く
吐
、
云
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く
消
、
云
く
補
、
云
く
渋
、
此

兼
変
の
治
と
為
す
。
膈
痰
の
吐
に
於
け
る
、
停
水
の
消
に
於
け
る
、
虚
の
補

に
於
け
る
、
脱
の
渋
に
於
け
る
、
是
な
り
。
汗

清

下

温
、
兼
変

亦

施
す
。
而
し
て
吐

消

補

渋
は
、
正

証
の
須
ひ
ざ
る
所
な
り
。
且
つ
此
の
八
法
中
、
細
目

頗
る
多
し
。
審
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
湯

散

丸
は
、

則
ち
薬

病

各
々
宜
し
き
所

有
り
。
此

其
の
別

有
る
所
以
な
り
。
蓋
し
方
剤
の
諸
義
は
、
愚
著
『
薬
治
通

義
』
に
詳
に
之
を
論
じ
て
云
ふ
。

問
ふ
。
古
方
の
権
量
、
諸
説
紛

糾
た
り
て
、
之
を
今
の
制
に
準
ふ
に
、
孰
れ
が
能
く
当
る
と
為
す
か
。

な
ぞ
ら

曰
く
。
吾
が
友
小
島
学
古
尚
質
嘗
て
此
に
従
事
し
、
撰
し
て
一
書
を
為
し
、
云
ふ
、
仲
景
の
一
銖
は
、
今
の
一

釐
四
毫
五
絲
に
当
た
り
、
一
両
は
、
今
の
三
分
四
釐
八
豪
に
当
た
り
、
一
斤
は
、
今
の
五
銭
五
分
六
釐
八
毫
に

当
た
り
、
一
斗
は
、
今
の
量
の
一
升
一
合
零
一
撮
強
に
当
た
る
。
升
合

皆

此

従
り
酌
量
す
。
凡
そ
薬
称

幾

升
な
る
者
は
、
皆

薬
升

之
を
平
に
係
る
。
通
用
の
升
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
但
粳
米
、
豉
は
、
此
の
例
に
在

ら
ず
。
薬
升
は
、『
本
草
』
序
例
に
見
る
。
其
の
説

皆

確
に
根
拠

有
り
。
以
て
定
論
と
為
す
に
足
る
な
り
。

分
の
名
の
如
き
は
、
愚

謂
ふ
是

裁
分
の
分
に
て
、
六
銖
の
分
に
非
ず
。
其
の
詳
説
に
至
つ
て
は
、
並
ん
で
『
薬

治
通
義
』
中
に
拈
む
。
今

復
た
贅
せ
ず
。

問
ふ
。
刺
灸
の
法
に
、
補
瀉

有
る
と
聞
く
。
仲
景
の
施
す
所
も
、
亦

復
た
然
る
や
否
や
。
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曰
く
。
鍼
を
用
つ
て
補
瀉
す
る
は
、
詳
に
『
霊
枢
』
に
見
る
。
然
し
仲
景
の
鍼
は
、
唯

是

瀉
の
み
。
謂
ふ
所

の
其
の
実
に
随
つ
て
之
を
取
る
者
は
、
実
の
微
甚
に
随
つ
て
、
瀉
す
る
に
軽
重

有
る
を
言
ふ
な
り
。
灸
艾
は
、

大
率

陽
を
回
し
虚
を
補
ふ
に
在
り
。
然
し
鍼
処

核
起
の
灸
は
、
殆
ど
瀉
に
属
す
者
な
り
。
孫
真
人

脚
気
に

灸
す
る
に
、
以
て
風
気
を
洩
ら
す
と
称
す
。
或
い
は
是

一
轍
な
ら
ん
。
虞
恒
徳
『
医
学
或
問
』
の
言
、
宜
し

く
併
攷
す
べ
し
。

問
ふ
。
桂
枝
湯
の
方
、
其
の
病

重
か
ら
ざ
る
者
は
、
猶
ほ
又

汗
せ
ざ
れ
ば
後
服

小
し
く
其
の
間
を
促
し
、

半
日
許
に
三
服
を
尽
く
さ
し
む
と
曰
く
。
而
し
て
病

重
き
者
に
至
つ
て
は
、
則
ち
反
つ
て
一
日
一
夜

周
時

之
を
観
て
、
一
剤
を
服
し
尽
く
し
、
病
証

猶
ほ
在
る
者
は
、
更
に
服
を
作
す
と
曰
く
。
是

病
の
軽
重
、
薬
の

多
少
、
錯
る
所

有
る
に
似
る
。
義

解
す
べ
か
ら
ず
。

曰
く
。
此

錯
に
非
ず
。
傷
寒
例
に
甚
だ
明
ら
か
に
、
云
ふ
、「
凡
そ
汗
を
発
す
る
に
方
薬
を
温
服
し
、
日
に
三

服
す
と
言
ふ
と
雖
も
、
若
し
病

劇
し
く
解
せ
ざ
れ
ば
、
当
に
其
の
間
を
促
し
、
半
日
中
に
三
服
を
尽
く
す
。

若
し
病
と
相
阻
み
、
句
即
し
便
ち
病

重
き
を
覚
ゆ
る
所

有
る
者
は
、
句
一
日
一
夜
、
当
に
晬
時
に
之
を
観
る

べ
し
」
、
是
な
り
。
此

其
の
人

中

必
ず
奸

有
つ
て
、
薬
と
之
と
相
格
し
、
因
つ
て
煩
鬱
を
致
し
、
其
を
し

て
病
勢

加
重
せ
る
と
覚
ゑ
し
む
者
は
、
須
く
従
容
と
し
て
剤
を
施
す
べ
き
を
言
ふ
。
以
て
其
の
安
き
に
就
く

な
り
。
楊
仁
斉

曰
く
、
「
病
人

宿
恙
を
挟
み
、
痰
飲

癥
癖
の
類
の
如
き
も
の
有
り
。
又

汗
を
隔
て
て
出
づ
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る
こ
と
能
は
ざ
る
は
、
即
ち
是
な
る
の
み
」
と
。
謂
ふ
所

桂
枝
湯
を
服
し
、
反
つ
て
煩
し
解
せ
ざ
る
に
、
先

づ
風
池

風
府
を
刺
す
者
は
、
殆
ど
此
の
類
な
り
。
蓋
し
止
に
桂
枝
の
一
証
な
ら
ず
。
往
往

此
の
如
き
者

有

り
。
切
に
須
く
熟
察
す
べ
し
。
雑
薬

乱
投
の
弊

勿
れ
。
褚
氏

遺
書
に
曰
く
、
「
当
に
之
を
験
す
べ
き
に
薬

未
だ
験
せ
ざ
れ
ば
、
切
に
亟
投
を
戒
む
」
と
。
亦

此

之
の
謂
か
。『
金
匱
』
耆
芍
桂
洒
湯
の
方
後
に
曰
く
、「
若

し
心
煩

止
ま
ざ
る
者
は
、
苦
酒
阻
む
を
以
て
の
故
な
り
」
と
。
蓋
し
病
と
相
阻
む
の
阻
に
て
、
此
の
阻
字
と

義
を
同
じ
く
す
。

問
ふ
。
五
辛
の
名
、
『
輯
義
』
に
引
く
所
の
外
に
出
づ
る
者

無
き
や
、
否
や
。

曰
く
。
有
り
。『
荊
楚
歳
時
記
』
に
、
五
辛
盤
の
称

有
り
て
、
其
の
品
を
著
け
ず
。『
本
草
』
菜
部
韭
條
に
、『
食

医
心
鏡
』
を
引
い
て
云
ふ
、「
正
月
の
節
、
五
辛
を
食
し
以
て
癘
気
を
辟
く
。
蒜

葱

韭

薤

姜
、
他
に
諸
書

載
す
る
所
の
如
き
は
、
皆

道
家
の
五
辛
と
、
仏
家
の
五
辛
と
の
み
。
山
田
正
珍

曰
く
、
「
『
玉
函
経
』
『
千
金

翼
』
に
は
、
「
生
冷
を
禁
ず
云
云
」
の
十
五
字
無
し
。
是

後
人
の
加
ふ
る
所
な
る
を
知
る
」
と
。
其
の
言

卓

る
。

問
ふ
。
火
逆

驚
狂

煩
躁
、
倶
に
桂
枝
を
用
ゆ
。
豈

是

表
を
発
し
、
抑
も
且
つ
火
熱
を
礙
げ
ざ
る
や
。

曰
く
。
嘗
て
之
を
庭
訓
に
聞
く
に
、
云
く
、
傷
風
に
誤
つ
て
灸
し
て
煩
熱
す
る
、
及
び
湯
溌

火
焼
に
、
救
逆
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湯
甚
だ
験
あ
り
。
湯
火
傷
の
重
き
者
は
必
ず
下
利
す
。
即
ち
陽
虚
の
致
す
所
な
り
。
亦

久
し
く
之
を
服
せ
ば

愈
ゆ
。
切
に
清
凉
の
剤
を
用
ゆ
べ
か
ら
ず
。
今

此
の
意
を
推
し
は
か
れ
ば
、
則
ち
火
熱

熏
灼
す
る
に
、
遽
に

寒
薬
を
用
ゆ
れ
ば
、
冰
炭

相
い
激
ち
、
必
ず
煩
擾
を
致
す
。
猶
ほ
湯
火
傷
の
水
洗
を
禁
じ
、
暍
死
の
冷
を
得

う

せ
し
む
べ
か
ら
ざ
る
の
ご
と
し
。
桂
の
品

為
る
は
、
辛
と
雖
も
燥
な
ら
ず
。
温
と
雖
も
僣
ら
ず
。
是
を
以
て

能
く
火
邪
の
内
犯
せ
る
者
を
し
て
、
之
を
誘
つ
て
外
越
せ
し
む
。
殆
ど
謂
ふ
所

従
つ
て
治
す
る
な
り
。
蜀
漆

の
火
逆
を
治
す
る
は
、
正
に
茵
蔯
の
黄
に
於
け
る
、
黄
耆
の
湿
に
お
け
る
が
如
し
。
徐
大
椿

謂
ふ
所
の
薬

專

ら
長
ず
る
と
こ
ろ
有
る
者
か
。

問
ふ
。
呉
茱
萸
湯
の
條
に
て
、
子

以
為
く
謂
ふ
所

陽
明
に
属
す
る
者
と
は
、
唯

是

中
焦
を
指
す
の
詞
に
し

て
、
其
の
実

即
ち
寒
実
の
証
な
り
と
。
然
ら
ば
則
ち
湯
を
得
て
反
つ
て
劇
し
き
者
は
、
上
焦
に
属
す
な
り
云

ふ
者
は
、
其
の
義

果
し
て
何
ぞ
。
汪
氏
は
以
て
膈
寒
と
為
す
。
然
し
て
膈
寒
は
必
ず
胃
寒

自
り
来
る
。
而
し

て
此
の
方

主
る
所
な
り
。
乾
嘔

涎
沫
を
吐
す
と
、
嘔
し
て
胸
満
す
と
の
如
き
は
、
何
ぞ
之
を
膈
寒
と
謂
は
ざ

る
。
魏
氏
の
以
て
上
熱
下
冷
と
為
す
者
は
、
豈

優
ざ
ら
ん
や
。

曰
く
。
詳
し
く
語
気
を
玩
ふ
に
、
魏
氏
も
亦

太
巧
を
失
す
。
愚
を
以
て
之
を
観
ば
、
此
は
少
陽
の
嘔
を
指
し

な
ら

て
言
ふ
な
り
。
上
焦
は
、
蓋
し
胸
脇
の
互
辞
な
る
の
み
。「
陽
明
の
病
、
脇
下

鞕
満
し
、
大
便
せ
ず
し
て
嘔
し
、

舌
上

白
胎
な
る
者
は
、
小
柴
胡
湯
を
与
ふ
べ
し
。
上
焦

通
ず
る
こ
と
を
得
て
、
津
液

下
る
を
得
、
云
云
」



156

巻第五

に
、
成
氏

曰
く
、「
上
焦

通
ず
る
こ
と
を
得
れ
ば
則
ち
嘔

止
む
」
と
。
以
て
徴
す
べ
し
。
上
熱
の
嘔
に
、
倘

し
温
薬
を
施
さ
ば
、
両
陽

相
激
し
、
格
拒
し
納
れ
ず
。
湯
を
得
て
反
つ
て
劇
し
き
所
以
な
り
。
蓋
し
此
の
條

更
に
相
反
の
証
を
挙
げ
、
以
て
嘔
に
上
下

寒
熱
の
別

有
る
を
示
す
。
要
す
る
に
法
を
設
け
変
に
備
ふ
に
過
ぎ

ざ
る
の
み
。
赤
石
脂
禹
余
糧
湯
に
曰
く
、「
復
た
止
ま
ざ
る
者
は
、
当
に
其
の
小
便
を
利
す
べ
し
」
と
。『
金
匱
』

甘
草
乾
姜
湯
に
曰
く
、
「
若
し
湯
を
服
し
已
つ
て
渇
す
る
者
は
、
消
渇
に
属
す
」
は
、
均
し
く
一
例
な
り
。
大

抵

鹵
莽
の
幤
は
、
近
き
を
略
す
に
生
ず
、
仲
景
の
慮
周
、
是
を
以
て
平
浅

知
り
易
き
処
に
於
い
て
、
往
往

反
復
し
て
辨
を
致
す
。
以
て
軽
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
の
戒
と
為
す
。
故
に
言
外
に
意
を
生
ず
。
之
を
求
め
鑿
ち

過
ぎ
ば
、
則
ち
経
旨
を
去
る
こ
と
遠
し
。
楼
氏

曰
く
、「
湯
を
得
て
反
つ
て
劇
し
き
者
は
、
火
な
り
。
当
に
生

姜
黄
連
を
用
ゐ
て
之
を
治
す
べ
し
」
と
。
魏
氏

本
づ
く
所
に
似
る
。
又

前
輩

謂
く
小
柴
胡
の
証
と
為
す
者

有
り
。
然
し
徴
を
取
る
に
確
か
な
ら
ず
。

問
ふ
。
子

既
に
邪
に
風
寒

時
気

温
疫

有
り
と
言
ふ
。
而
し
て
又

病
の
陰
陽
は
、
人
に
因
つ
て
化
す
と
言

ふ
。
其
の
理

奈
何
。

曰
く
。
請
審
し
て
之
を
論
ぜ
ん
。
蓋
し
風
寒
は
天
の
常
気
と
雖
も
、
人

如
し
体

虚
す
れ
ば
、
必
ず
感
触
を
被

る
。
況
や
時
令

正
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
最
も
害
を
為
し
易
し
。
倘
し
非
常
の
異
気

有
ら
ば
、
則
ち
衆
人

同
じ

く
病
む
。
此

愚
の
約
め
て
三
等
と
為
す
所
以
な
り
。
然
し
叔
和

節
気
を
実
講
し
、
以
て
類
目
を
立
つ
る
如
き
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も
、
亦

迂
拘
に
て
信
じ
難
き
に
似
る
。
前
輩

之
を
駁
し
尽
く
す
。
天
行

温
疫
に
至
つ
て
は
、
則
ち
其
の
行

た
だ

な
り
。
毎
毎

証
を
異
に
す
。
孫
真
人

謂
ひ
て
天
地

変
化
の
一
気
を
、
造
化

必
然
の
理
と
為
す
。
而
し
て
呉

氏
『
雑
気
論
』
は
、
殆
ど
其
の
秘
を
発
す
。
蓋
し
其
の
気

為
る
や
、
猖
狂

癘
烈
、
人

偶
々
之
に
感
ず
れ
ば
、

則
ち
気
血

沸
乱
し
、
従
つ
て
相
化
す
。
猶
ほ
蠏
膏
を
漆
に
投
ず
れ
ば
、
漆
化
し
て
水
と
為
り
、
皂
肉
を
竈
に

入
れ
れ
ば
、
突
煙

煤
堅
た
る
ご
と
し
。
衆
人
の
疾
、
大
略

相
似
る
所
以
な
り
。
且
つ
啻
に
温
疫
な
ら
ず
、
時

気
病
の
如
き
も
、
未
だ
敢
て
一
定
な
ら
ず
と
雖
も
、
今
を
以
て
之
を
験
す
。
二
十
年
前
は
、
人

病
ま
ば
陰

多

し
、
比
歳

以
来
、
患
者

陽

多
し
。
豈

是

天
地
間
の
風
気
、
時

有
つ
て
変
遷
せ
ん
や
。
或
い
は
自
ら
陰

勝
ち
、
或
い
は
自
ら
陽

勝
つ
。
而
し
て
人
の
体
気
は
、
必
ず
随
応

和
し
、
偏
勝
す
る
所

有
る
。
故
に
其
の

病
を
得
る
。
亦

自
ら
相
搏
ち
、
仍
ほ
以
て
然
る
を
致
す
や
。
地
の
南
北
に
、
其
の
病

等

有
る
も
、
理
は
則

ち
一
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
病

皆

邪
に
因
つ
て
変
ぜ
ざ
る
無
し
。
而
し
て
今

人
を
以
て
論
ず
る
者
は
何
ぞ
や
。

寧
ろ
之
を
実
求
し
、
敢
へ
て
虚
求
せ
ざ
る
な
り
。
夫
れ
温
疫
の
劇
易

緩
急

有
り
。
之
を
邪
に
軽
重

有
り
と

謂
ふ
も
猶
ほ
可
な
り
。
然
し
更
に
虚
実
の
分

無
き
こ
と
能
は
ず
。
況
や
風
寒

時
気
に
至
つ
て
、
則
ち
最
も
寒

熱
の
更
変

多
き
を
や
。
邪
に
豈

此
等
の
伎
倆
あ
ら
ん
や
。
邪

軽
し
と
雖
も
、
其
の
人

弱
き
者
は
病

治
し

難
し
。
邪

重
し
と
雖
も
、
其
の
人

強
き
者
は
病

治
し
易
し
。
是
を
以
て
病
の
必
ず
人
に
因
つ
て
化
す
る
こ

と
を
知
る
に
足
る
。
且
つ
邪
の
物

為
る
、
象

覩
る
べ
く
無
し
。
仮
令
ば
鑿
鑿
と
し
て
以
て
其
の
理
を
究
れ
ば
。

要
は
揣
摩

猜
度
を
免
れ
ず
し
て
、
施
治
の
際
、
果
し
て
何
の
益

有
ら
ん
。
譬
へ
ば
猶
ほ
涔
熯
の
ご
と
く
然
と
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し
て
、
其
の
然
る
所
以
の
故
を
茫
昧
の
間
に
求
め
、
遂
に
凶
荒
を
補
ふ
こ
と
無
き
な
り
。
是
を
以
て
病
を
医
す

る
の
法
は
、
其
の
脈
証
に
就
い
て
、
而
し
て
寒
熱

表
裏

虚
実
の
真
を
認
得
す
れ
ば
、
則
ち
左
右
原
に
逢
ひ
、

病
に
遁
情

無
し
。
固
よ
り
風
寒

時
気

温
疫
の
辨
に
拘
わ
ら
ざ
る
な
り
。
寒
熱

表
裏

虚
実
の
分

有
る
所
以

に
、
必
ず
其
の
人

体
気
の
如
何
に
因
る
は
、
譬
へ
ば
猶
ほ
田
疇
の
涔
熯

有
る
如
し
。
高
き
者
は
旱
き
、
下
き

者
は
水
す
。
必
然
の
数
な
り
。
故
に
田
を
治
む
る
者
は
、
其
の
高
下
に
因
つ
て
、
以
て
之
を
防
ぐ
こ
と
を
為
し

て
足
る
。
豈

何
ぞ
須
く
彼

急
な
ら
ざ
る
の
察
を
す
べ
け
ん
や
。
然
ら
ば
則
ち
病
人
を
以
て
し
て
論
ず
る
は
、

是

本
を
求
む
な
り
。
是

実
学
な
り
。
仲
景

未
だ
嘗
て
邪
に
就
い
て
病
を
分
け
ず
。
而
し
て
一
に
傷
寒
を
以

て
之
を
括
む
。
意
は
其

此
に
有
ら
ん
。

問
ふ
。
子

病
情
を
以
て
陰
陽
を
釈
す
。
然
し
蔵
府

経
絡
は
、
経
に
其
の
文

有
ら
ば
、
則
ち
従
前
の
注
家
の

説
、
詎
く
ん
ぞ
廃
す
べ
け
ん
や
。

い
ず

曰
く
。
蔵
府

経
絡
を
、
仲
景

豈

敢
へ
て
屏
卻
せ
ん
。
唯

全
経
の
大
旨
は
、
彼
に
在
つ
て
此
に
在
ら
ざ
る
の

み
。
蓋
し
仲
景
は
之
を
『
内
経
』
に
仮
り
、
以
て
標
識
と
為
す
。
而
し
て
各
々
義

有
り
。
陰
陽
は
、
之
を
数

ふ
る
に
千
な
る
べ
く
、
之
を
推
す
に
万
な
る
べ
し
。
故
に
『
内
経
』
以
て
表
裏
を
分
か
ち
、
而
し
て
仲
景
は
則

ち
寒
熱
の
名
と
為
す
。
太
陽
の
如
き
、
『
内
経
』
に
在
つ
て
は
、
則
ち
邪

初
め
て
表
を
傷
る
者
と
為
す
。
故
に

仲
景

之
を
仮
り
、
亦

以
て
表
熱
の
名
と
為
す
。
少
陽
は
表
の
最
も
深
き
者
と
為
す
。
故
に
之
を
仮
り
以
て
半
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表
半
裏
の
名
と
為
す
。
陽
明
は
胃
の
経
と
為
す
。
故
に
之
を
仮
り
以
て
裏
熱
の
名
と
為
す
。
太
陰
は
脾
の
経
と

為
す
。
故
に
以
て
裏
寒
の
名
と
為
す
。
少
陰
腎
経
は
、
陰
中
の
陰
と
為
す
。
而
し
て
腎
は
液
を
主
る
。
故
に
以

て
虚
寒
し
て
液

脱
す
る
の
名
と
為
す
。
厥
陰
は
陰
の
尽
く
る
所
と
為
す
。
物

極
ま
ら
ば
則
ち
変
ず
。
故
に
以

て
寒
熱

相
錯
の
名
と
為
す
。
顧
る
に
其
の
意
義

是
の
如
き
の
み
。
曰
く
陽
明
中
に
居
り
、
土
を
主
る
な
り
と
、

曰
く
脾
家

実
す
れ
ば
腐
穢

当
に
去
る
べ
き
を
以
て
の
故
な
り
と
、
曰
く
下
焦

虚
し
寒

有
つ
て
、
水
を
制
す

能
は
ざ
る
の
類
の
如
き
も
、
亦

是

姑
く
其
の
名
を
仮
り
、
以
て
病
位

病
情
を
示
す
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
経

絡
の
説
に
至
つ
て
は
、
則
ち
曰
く
太
陽
の
病

頭
痛
し
、
七
日
以
上
に
至
つ
て
自
ら
愈
ゆ
る
者
は
、
其
の
経
を

行
き
尽
く
す
を
以
て
の
故
な
り
と
、
曰
く
太
陽
の
病

過
経
と
、
曰
く
到
経
し
て
解
せ
ず
と
、
曰
く
太
陽

随
経

瘀
熱

裏
に
在
る
を
以
て
の
故
な
り
の
類
の
如
き
は
、
僅
僅

数
章
を
出
で
ざ
れ
ば
、
則
ち
明
ら
か
に
自
づ
か

ら
一
義
と
為
す
。
亦

之
を
活
看
し
て
可
な
り
。
注
家

或
い
は
堅
く
其
の
文
を
執
り
、
又

諸
証
の
中
間
に
経

絡
と
合
す
る
者

有
る
に
憑
い
て
、
遂
に
全
経
を
律
す
る
に
経
絡

蔵
府
の
義
を
以
て
す
。
然
り
と
雖
も
倘
し
一

に
経
絡
を
以
て
之
を
読
ま
ば
、
其
の
義

往
往
に
し
て
窒
が
り
て
通
ぜ
ず
。
毎
病

必
ず
経
腑
を
分
か
つ
の
類
の

如
き
は
、
則
ち
尤
も
之
を
支
離

牽
強
に
失
す
。
唯

病
情
を
以
て
之
を
読
ま
ば
、
之
く
所

而
し
て
通
ぜ
ざ
る

こ
と
無
し
。
而
し
て
其
の
経
絡
と
合
す
者
は
、
亦

煩
説
を
庸
つ
て
す
る
こ
と
無
く
、
刃
を
迎
へ
て
解
す
。
仮

令
ば
頭
項

強
痛
の
邪
熱

表
に
在
る
は
、
勢
い
必
ず
上
浮
し
て
然
ら
し
む
如
き
な
り
。
余
は
隅
反
と
す
べ
き
な

り
。
且
つ
陽
明

太
陰
の
治
は
、
但

凉
温
の
差
に
し
て
、
脾
胃
の
分

無
く
、
少
陰
は
専
ら
温
中
に
任
せ
て
、
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滋
腎
を
事
と
せ
ざ
る
如
き
は
、
是

其
の
必
ず
し
も
各
蔵

各
府
を
分
か
つ
を
要
せ
ざ
る
な
り
。
此

経
文
の
皆

は
蔵
府

経
絡
を
主
張
せ
ざ
る
所
以
な
り
。
抑
も
又

此
に
由
つ
て
推
す
に
、『
内
経
』
の
経
絡
を
以
て
す
る
と
、

仲
景
の
病
情
を
以
て
す
る
は
、
其
の
理

一
に
王

程

二
氏
の
言
の
如
き
を
知
る
。
故
に
今

提
綱

自
り
労
復

に
至
つ
て
、
一
に
病
情
を
以
て
之
を
貫
き
、
之
を
経
文
に
徴
す
に
、
既
に
前
後
の
牴
牾

無
し
。
之
を
事
為
に

験
し
、
亦

此
に
切
近
す
る
こ
と
莫
し
。
是

愚

此
の
説
を
立
つ
る
所
以
に
し
て
、
実
に
諸
庭
の
聞
に
本
づ
き

て
云
ふ
の
み
。

傷
寒
論
述
義
巻
第
五
終

弟
子
邨
田
精

中
玄
校



161

傷寒論述義補

傷
寒
論
述
義
補

是
の
書

刊
布
し
年

有
り
。
頃

又

数
解
を
得
、
因
つ
て
左
に
録
し
、
以
て
子
弟
に
示
す
。
辛
亥

清
明
の
日
。

元
堅

孫
真
人

風
論
の
義
を
演
ぶ
る
に
、
表
虚

表
実
の
分
は
、
病
者
の
素
稟
に
在
り
と
辨
ず
。
其
の
言

諸
風
を
為

し
て
発
す
と
雖
も
、
亦

以
て
疾
病
の
常
理
を
該
ぬ
。
学
者

宜
し
く
参
攷
す
べ
し
。

其
の
蔵
に
寒

有
る
か
、
下
焦

虚
し
て
寒

有
る
か
は
、
此

太
陰

少
陰
の
分
別
す
る
処
な
り
。
蔵
字
は
、
蔵

寒

蚘

上
つ
て
膈
に
入
る
の
蔵
と
義
を
同
じ
ふ
す
。
少
陰
に
し
て
下
焦

虚
す
る
と
云
は
ば
、
則
ち
太
陰
の
下

焦

虚
せ
ざ
る
を
知
る
べ
し
。
腎
は
胃
の
関
な
り
。
今

下
焦
に
権

有
り
。
故
に
胃
陽
も
亦

摂

有
つ
て
、
津

液

能
く
持
す
。
此

寒
気
の
内
実
を
得
る
所
以
な
り
。
少
陰
は
則
ち
下
焦

衰
ふ
。
故
に
胃
腸

摂
せ
ず
し
て
、

津
液

下
脱
す
。
此

寒
気
の
内
実
を
得
ざ
る
所
以
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
寒
実

寒
虚
の
分

有
る
所
以
の
者
は
、

正
に
其
の
人
の
腎
気
の
強
弱
に
在
る
な
り
。
然
り
と
雖
も
少
陰
の
病
は
、
固
よ
り
必
ず
其
の
中
焦
を
併
せ
て
虚

す
。
諸
々
其
の
諸
証
と
、
其
の
方
薬
と
を
観
て
、
見
る
べ
し
。
且
つ
下
元
の
虚
は
、
遽
に
復
す
べ
く
に
非
ず
。

唯

其
れ
中
を
温
め
寒
を
散
ず
れ
ば
、
以
て
能
く
下
焦
に
達
す
。
此

腎
を
補
ふ
の
剤
を
用
ゐ
ず
し
て
、
特
に
四

逆
を
取
る
こ
と
有
る
所
以
な
り
。
前
述
、
成
氏

太
陰

少
陰
を
中
焦

下
焦
に
分
け
る
の
説
に
於
い
て
、
以
て

恐
ら
く
誤
り
と
為
す
。
又

少
陰
の
病
と
謂
ふ
は
下
虚
を
兼
ぬ
る
者
と
為
さ
ず
。
倶
に
理
を
研
く
に
未
だ
密
な
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ら
ざ
る
に
由
る
の
み
。

下
利
、
腹
脹
満
、
身
体

疼
痛
す
る
は
、
此

太
陰
に
太
陽
を
兼
ぬ
る
者
に
て
、
其
の
裏
証

重
し
。
故
に
裏
を

先
に
し
表
を
後
に
す
。
太
陰
篇
の
桂
枝
湯
の
條
は
、
其
の
裏
証

軽
し
。
故
に
表
を
先
に
し
裏
を
後
に
す
。
宜

し
く
相
対
し
て
看
る
べ
し
。

『
証
治
要
訣
』
に
、
太
陰
の
病
を
論
じ
て
曰
く
、
「
腹
満
し
て
痛
め
ば
、
当
に
壅
通
ず
る
を
得
べ
し
。
桂
枝
湯

加
芍
薬
に
宜
し
」
と
。
復

庵
の
此
の
言
、
先
づ
我
が
心
を
獲
る
。

苦
酒
湯
の
、
半
夏
、
棗
核
の
十
四
枚
の
、
十
字
は
、
疑
ふ
に
大
字

譌
る
。
成
本
、
『
玉
函
』、
核
下
に
、
大
字

有
り
。
此
を
以
て
徴
す
べ
し
。
然
し
彼
も
亦

十
字
を
剰
す
な
り
。
蓋
し
僅
に
是
一
鶏
子
殻
、
須
く
四
枚
を
用

ゆ
べ
し
。
適
に
其
の
量
に
協
ふ
。

厥
陰
篇

第
七
條
、
倘
し
前
述
の
或
説
を
用
ゐ
れ
ば
、
則
ち
食
す
る
に
索
餅
を
以
て
発
熱
せ
ざ
る
者
、
調
治
し

日
を
経
て
、
厥
利

倶
に
止
む
者
、
誠
に
言
を
待
た
ず
。
後
日

之
を
脈
し
、
其
の
熱

続
い
て
在
る
者
は
、
其

の
利

止
む
、
亦

知
る
べ
き
な
り
。
又

後
日
は
、
成
本
、
『
玉
函
』
、
後
三
日
に
作
る
。
然
ら
ば
則
ち
旦
日
を

併
せ
四
日
と
為
し
て
、
熱
厥
に
多
き
こ
と
一
日
、
仍
ほ
其
の
非
を
知
る
。

厥
陰
篇
の
、
結
胸
せ
ず
腹
濡
、
軒
邨

寧
煕

曰
く
、「
前
の
病
者

手
足
厥
冷
の
條
に
照
ら
し
、
濡
は
、
当
に
満

に
作
る
べ
し
。
字
の
誤
り
な
り
。
果
し
て
是

腹

濡
な
れ
ば
、
則
ち
其
れ
下
す
べ
か
ら
ざ
る
は
、
誠
に
言
を
俟

た
ず
。
此
の
証

人
を
し
て
疑
誤
せ
し
む
る
処
、
正
に
虚
燥

腹
満
に
在
り
。
禁
を
致
す
所
以
な
り
」
と
。
此
の
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説

当
を
覚
ゆ
。

三
陽
の
合
病
、
遺
溺
は
、
白
虎
の
証
に
有
る
所
に
非
ざ
る
に
似
る
。
此
の
二
字
、
疑
ふ
に
当
に
発
汗
す
れ
ば
則

ち
讝
語
す
の
下
に
在
る
べ
し
。
風
温

下
を
被
ら
ば
、
則
ち
直
視

失
溲
す
。
其
の
汗
下
を
殊
に
す
と
雖
も
、
上

盛

下
虚

為
る
は
則
ち
一
な
り
。

風
湿

相
搏

二
條
、
倶
に
表
虚
寒
の
証
に
係
る
。
湿
邪

淹
滞
す
と
雖
も
、
猶
ほ
少
陰
の
直
中
と
情
を
同
じ
ふ

し
て
、
其
の
三
方
、
亦

即
ち
麻
黄
附
子
の
二
湯
、
及
び
附
子
湯
の
例
の
み
。

揚
雄
方

言
ふ
、「
水
中

居
す
べ
く
、
洲
と
為
る
。
三
輔
之
を
淤
と
謂
ふ
」
と
。
郭
璞

曰
く
、「
音

血
瘀
、
此

古
人

音
を
以
て
義
を
載
す
る
者
、
瘀
の
淤

為
る
を
徴
す
べ
し
」
と
。

『
外
台
』
引
く
所
の
、
経
文
の
異
同
、
或
い
は
『
輯
義
』
未
だ
採
ら
ざ
る
者

有
り
。
今

宋
本
に
照
ら
し
、
略

数
端
を
掲
ぐ
。

白
虎
加
人
参
湯
、
人
参

二
両
、
桉
ず
る
に
経
文
は
趙
開
美
本
に
て
、
太
陽
上
篇
に
於
い
て

則
ち
三
両
、
下
篇
に
於
い
て
則
ち
二
両
。
粳
米

一
升
、
注
に
曰
く
、
『
玉
函
経
』
に
、
糯
米
を
用
ゆ
と
。
桉
ず

る
に
今
本
『
玉
函
』
は
。
粳
米
を
用
ゆ
。
又
『
千
金
翼
』
を
引
き
、
亦

一
升
に
作
る
。
桉
ず
る
に
今
本
『
翼

方
』
は
、
此
の
方
を
佚
す
。

文
蛤
散
の
條
、
病

陽
に
在
る
を
、
病

太
陽
に
在
る
に
作
る
。

柴
胡
桂
枝
乾

姜
湯
の
條
、
微
結
、
微
字

無
し
。
黄
芩

二
両
。

半
夏
瀉
心
湯
の
條
、
発
熱

汗

出
で
て
解
す
を
止

卻
し
、

別
に
傷
寒

日
数

病
原
を
論
ず
る
中
に
出
づ
。
蓋
し
自
づ
か
ら
一
條
と
為
す
な
り
。
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余
嘗
て
『
釈
瘟
』
一
篇
を
撰
す
。
経
義
に
非
ず
と
雖
も
、
姑
く
之
を
附
し
以
て
参
攷
に
備
ふ
。
曰
く
、
瘟
疫

の
瘟
と
、
温
病
の
温
と
は
、
其
の
義

同
じ
か
ら
ず
。
何
を
以
て
之
を
言
ふ
。
疫
の
行
く
や
、
四
時
を
論
ぜ
ず

し
て
、
其
の
証

毎
に
異
な
り
。
何
ぞ
必
ず
冬

寒
に
傷
ら
れ
て
春

病
む
者
、
発
熱
し
て
渇
し
悪
寒
せ
ざ
る
者

に
与
ら
ん
や
。
攷
ふ
る
に
瘟
の
名

為
る
は
、
猶
ほ
疫
の
ご
と
し
。
『
肘
後
方
』
に
曰
く
、
「
其
の
年

歳
中

癘

気

有
り
。
兼
ね
て
鬼
毒
を
挟
み
相
注
し
、
名
づ
け
て
温
病
と
為
す
」
と
。
又

曰
く
、
「
道
術
の
符
刻
に
五
温

を
言
ひ
て
、
謂
ふ
所

温
を
辟
く
る
の
諸
方
、
亦

疫
を
辟
く
の
謂
な
り
」
と
。
楊
玄
操
『
五
十
八
難
』
を
注
し

て
曰
く
、
「
温
病
は
則
ち
是

疫
癘
の
病
に
て
、
春
病
を
為
す
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
此
の
説

経
義
に
於
い
て

則
ち
乖
る
。『
集
韻
』
に
曰
く
、「
瘟
は
、
烏
と
昆
の
切
。
疫
な
り
」
と
。
此
に
拠
つ
て
則
ち
瘟
は
之
を
疫
と
為

す
。
其
の
徴

甚
だ
確
に
し
て
、
天
行

熱

多
し
。
許
仁
に
則
ち
既
に
其
の
言

有
り
。
此

疫
の
亦

名
づ
け
て

温
と
為
す
所
以
な
り
。
瘟
疫
は
重
言
な
り
。
猶
ほ
疫
癘

重
言
の
例
な
る
の
み
。『
六
韜
』
に
云
ふ
、「
故
人

主

に
好
み
て
賦
斂
を
重
ね
、
宮
室
を
大
ゐ
に
し
、
遊
台
を
多
く
す
れ
ば
、
則
ち
民

多
く
温
を
病
む
」
と
。
此
の

文
、
今
本

逸
す
る
所
に
て
、
『
群
書
治
要
』
之
を
引
く
。
茲
に
孫
同
元

輯
本

自
り
録
す
。
『
後
漢
書
』
五
行

志
注
に
、
亦

此
の
語

有
り
。
温
を
、
瘟
に
作
る
。
『
論
衡
』
命
義
篇
に
曰
く
、
「
饑
饉
の
歳
、
餓
ゆ
る
者

道

に
満
つ
。
温
気

疫
癘
、
千
戸

門
を
滅
す
」
と
。
又

治
期
篇
に
曰
く
、「
人
の
瘟
病
に
し
て
死
す
る
や
、
先
づ

凶
色

有
り
、
面
部
に
見
る
」
と
。
並
ん
で
以
て
瘟
の
疫

為
る
を
徴
す
べ
し
。
但
し
瘟
は
、
本

温
に
作
る
。

其
の
疒
に
从
ふ
者
は
、
蓋
し
後
人

改
め
写
す
る
所
な
る
の
み
。
又

傷
寒
例
に
、
謂
ふ
所

更
に
温
気
に
遇
ひ
、
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変
じ
て
温
疫
と
為
る
者
は
、
即
ち
寒
疫
に
対
し
て
言
ふ
。
亦

是

一
種
の
病
な
り
。
之
を
要
す
る
に
温
の
名
義

は
一
な
ら
ず
。
亦

猶
ほ
傷
寒
の
寒
気

中
る
所
と
謂
ふ
者

有
り
、
邪
気
の
表
実
と
謂
ふ
者

有
り
、
外
邪
の
総

称
と
謂
ふ
者

有
り
の
類
の
ご
と
し
。
学
者

知
ら
ず
し
て
、
牽
混
し
て
言
を
為
す
者
、
誤
り
な
り
。
蔡
邕
『
独

断
』
に
、
瘟
鬼
の
文

有
り
。
然
し
抱
経
堂
校
本
は
、
瘧
鬼
の
譌
り
と
為
す
。
『
論
衡
』
訂
鬼
篇
も
、
亦

瘧
鬼

に
作
る
。
又
『
広
雅
』
に
、
殟
字

有
り
。
蓋
し
瘟
の
異
構
な
ら
ん
。

復
寒
論
述
義
補
終
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我
が
茝
庭
先
生

嚮
に
『
傷
寒
論
述
義
』
を
著
す
。
既
已
に
大
い
に
世
に
播
く
。

頃

又

発
明
す
る
所

有

さ
き

し

こ
の
ご
ろ

り
、
更
に
補
義
を
譔
す
。
将
に
附
し
て
以
て
行
は
ん
。
煕
庸
劣
に
て
又

復
た
何
を
か
言
は
ん
。
先
生

常
に
煕

輩
に
誨
へ
て
曰
く
、
「
医
経
を
読
む
は
他
書
と
異
り
。
若
し
是
の
経
を
読
ま
ば
、
当
に
心
を
虚
し
く
し
て
気
を

お
し

平
ら
か
に
し
、
其
の
至
平

至
易
の
処
に
就
い
て
、
性
命
の
理
を
研
し
、
文
義
と
治
術
と
を
し
て
、
吻
合
し
て

符
契
の
如
く
せ
し
む
べ
き
な
り
。
然
し
之
を
為
す
に
本

有
り
。
必
ず
や
博
く
諸
々
の
載
籍
を
徴
し
、
多
く
諸

疾
病
の
実
を
験
し
、
諸
々
本
経
に
会
萃
し
、
優
柔

厭
飫
し
、
浸
潤

涵
泳
し
、
真
積
力
久
し
、
始
め
て
以
て
変

を
窮
む
る
こ
と
無
き
に
応
ず
。
此
を
之

善
く
読
む
者
と
謂
ふ
。
世

或
い
は
穿
鑿

拘
泥
し
、
固
よ
り
偏
見
を

執
る
者

有
り
、
膚
浅
浮
疎
に
て
、
自
ら
心
得
を
夸
る
者

有
り
、
徒
に
論
辨
に
騖
め
て
、
証
治
の
要
を
察
せ
ざ

る
者

有
り
、
専
ら
字
訓
に
拘
つ
て
、
徴
意
の
在
る
所
を
究
め
ざ
る
者

有
り
。
此

皆

善
く
読
ま
ざ
る
の
過
な

り
。
世

又

一
種

固
陋
の
弊

有
り
。
其
の
人

本

学
識

無
く
、
徒
に
臆
測

懸
揣
し
、
以
て
経
旨
を
得
る
と

為
し
、
倘
し
己
意
に
合
は
ざ
る
者

有
ら
ば
、
概
ね
之
を
後
人
の
攙
入
と
謂
ひ
、
肆
然
と
し
て
之
を
刪
改
す
。

此

直
に
夏
虫
の
冰
を
疑
ひ
、
越
犬
の
雪
に
吠
ゆ
る
の
類
な
る
の
み
。
蓋
し
経
に
拠
つ
て
以
て
病
を
察
す
る
者

な
ら
ざ
ら
ん
。
此

其
の
常
矩
、
亦

病
に
験
す
る
に
由
つ
て
経
義
を
悟
る
者

有
り
。
此
の
理

察
せ
ざ
る
べ
か

ら
ず
」
と
。
又

曰
く
、「
書
を
読
む
の
法
は
、
務
め
て
古
人
に
遵
ふ
。
古
人
の
言
は
既
に
妥
く
、
固
よ
り
贅
説

無
く
し
て
、
亦

且
つ
博
き
を
鬭
ひ
多
き
を
誇
る
。
更
に
意
見
を
生
じ
、
左
伝
右
会
し
、
渫
渫
眩
矅
し
、
之
を

無
用
の
辨
と
謂
ふ
。
吾

取
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
又

曰
く
、「
凡
そ
医
経
を
読
み
、
訓
義
に
確
拠

有
る
に
遇
は
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ば
、
則
ち
其
の
一
二
を
挙
げ
て
足
る
な
り
。
必
ず
し
も
繁
冗
を
取
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
又

曰
く
、
「
訓
詁

精

に
似
る
と
雖
も
、
而
し
其
の
義

治
に
於
い
て
切
な
ら
ざ
る
者
は
、
未
だ
可
な
ら
ず
。
訓
詁

或
い
は
精
な
ら
ず

と
雖
も
、
而
し
之
を
術
に
施
し
、
必
ず
実
效

有
る
者
は
、
乃
ち
経
意
を
得
た
り
と
為
す
の
み
。
凡
そ
説
を
立

つ
る
者
は
、
全
経
を
通
貫
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
之
を
理
蘊
を
尽
く
す
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。
万
理
を
該
尽
す

る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
之
を
経
意
を
得
る
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。
矧
た
乃
ち
変
を
以
て
常
を
律
せ
ん
と
欲
し
、
及

び
常
に
拘
り
て
、
変
に
通
ぜ
ざ
る
者
も
、
皆

善
く
読
ま
ざ
る
の
過
な
り
」
と
。
此
の
数
言
は
、
其
れ
皆

医
経

を
講
ず
る
の
宝
笩
な
り
。
先
生
の
書
を
読
む
者
は
、
先
づ
此
の
理
を
了
知
す
。
其
の
可
な
る
に
庶
か
ら
ん
。
蓋

ち
か

し
先
生

蚤
に
家
学
を
承
け
、
最
も
此
の
経
を
湛
思
す
。
凡
そ
義
理
の
聚
訟

決
し
難
き
、
及
び
治
術
の
同
異

つ
と

得
失
、
必
ず
之
を
古
人
に
徴
し
、
之
を
病
者
に
験
し
、
考
拠

精
確
、
剖
析

明
白
、
一
毫
も
門
戸
の
に
張
る
こ

と
無
く
、
一
言
も
実
際
に
益
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。
其
の
従
前
の
未
だ
逮
ば
ざ
る
を
闢
い
て
、
張
子
の
微
意
を
発

す
る
者
は
、
奚
に
煕
輩
の
賛
揚
を
俟
つ
。
煕
や
門
下
の
瑣
材
に
て
、
進
ん
で
其
の
道
を
恢
め
以
て
世
に
裨
ふ
こ

ひ
ろ

お
ぎ

と
能
は
ず
。
退
い
て
未
だ
其
の
教
を
淑
く
し
以
て
人
に
仁
つ
る
こ
と
能
は
ず
。
仍
ほ
梼
昧
を
揣
ら
ず
、
特
り
其

そ
だ

の
聞
く
所
を
掲
げ
、
以
て
其
の
後
を
書
す
。
亦

庶
幾
は
学
者

嚮
方
す
る
所

有
つ
て
云
は
ん
。
嘉
永
四
年

辛

亥

六
月
、
筑
前

稲
葉
元
煕

謹
ん
で
識
す
。
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